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記
事
の
内
容

№
1394　

二
〇
一
二
年
九
月
十
五
日

一
面　

丹
波
臨
職
労　

学
校
給
食
民
間
委
託

　

雇
用
止
め
は
許
さ
な
い

　
「
組
合
に
結
集
し
頑
張
る
」

　

八
月
二
十
七
日
に
全
体
集
会

県
人
事
委
へ
申
し
入
れ
（
九
／
四
）

　

月
例
給
水
準
の
維
持
・
改
善
求
め
る

全
国
自
治
研
に
向
け
て
⑩

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

　
　
「
地
域
力
」
引
き
出
そ
う

　
　

ジ
オ
活
動
で
ま
ち
を
元
気
に

し
こ
う

二
面　

県
本
部
第
六
十
二
回
定
期
大
会
基
調
（
要
旨
）

　

組
織
強
化
に
全
力
あ
げ
よ
う

県
本
部
第
六
十
二
回
定
期
大
会
（
案
内
）

№
1395　

二
〇
一
二
年
十
月
一
日

一
面　

自
治
労
第
八
十
四
回
定
期
大
会
（
八
／
三
十
～
三
十
一　

函

館
市
民
体
育
館
）

　

先
が
見
え
ぬ　

制
度
改
革

　

都
市
交
と
の
組
織
統
合
案
を
示
す

　

公
務
員
改
革
、
退
職
手
当
の
諸
問
題
で　

森
蔭
書
記
長
発

言
要
旨

　

神
戸
光
有
会
労
組　

自
治
労
加
盟
を
承
認

各
評
議
会
総
会
の
紹
介
①

　

県
本
部
現
業
評
議
会
（
八
／
十　

神
戸
市
・
舞
子
ビ
ラ
）

　
　

新
議
長
に
長
谷
川
さ
ん

　
　

統
一
闘
争
の
獲
得
課
題
確
認

　

障
害
労
働
者
評
議
会（
九
／
一
～
二　

浜
坂
温
泉
保
養
所
）

　
　

オ
ル
グ
で
参
加
拡
大

　
　

障
害
労
働
者
の
実
態
把
握
が
課
題

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

節
電
（
ひ
と
休
み
）　

大
西
英
剛

二
面　

第
五
十
五
回
平
和
友
好
祭
県
祭
典
（
九
／
八
～
九　

グ
リ
ー

ン
エ
コ
ー
笠
形
）

　
「
社
会
を
促
え
る
視
点
鍛
え
る
」

　

リ
レ
ー
通
し
て
議
論
を

　

夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
懇
親
深
め
る

公
共
民
間
協　

第
十
二
回
総
会
（
九
／
九　

フ
ル
ー
ツ
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
）

　

新
事
務
局
長
に
津
村
さ
ん

　

評
議
会
の
名
称
変
更

全
国
自
治
研
に
向
け
て
⑪

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

　
　

子
ど
も
の
目
が
輝
い
た

　
　

自
然
の
恵
み
、
地
域
の
力
に
期
待

県
本
部
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
〝
グ
ル
メ
〟
結
果
発
表

№
1396　

二
〇
一
二
年
十
月
十
五
日

一
面　

第
六
十
二
回
県
本
部
定
期
大
会
（
九
／
二
十
六　

神
戸
ベ
イ

シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
）

　

本
多
委
員
長
あ
い
さ
つ

　
　

雇
用
安
定
が
最
大
の
福
祉

　
　

現
状
に
立
ち
向
う
運
動
を

　

平
和
と
生
活
を
守
ろ
う

　
　

退
職
手
当
引
き
下
げ
反
対

　
　

脱
原
発
社
会
へ
特
別
決
議

　
　

民
主
党
政
権
の
検
証
も

　

執
行
委
員
二
人
が
交
代

　

三
人
の
退
任
者
へ
感
謝
状
贈
る

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

あ
と
何
年
？　

大
植
賢

二
面
～
三
面　

不
安
定
雇
用
の
解
消
に
取
り
組
む

経
過
報
告
で
五
人
が
発
言

　

連
合
会
理
事
に
要
請　

国
保
労
組　

駒
田
代
議
員

　

均
等
待
遇
へ
交
渉
で
前
進　

芦
屋
指
導
員
労
組　

森
口
代

議
員

　

学
童
の
直
営
化
め
ざ
す　

猪
名
川
公
共
ユ
ニ
オ
ン　

本
田

代
議
員

　

分
会
立
ち
上
げ
要
求
書　

加
古
川
市
職
労　

鎌
田
代
議
員

　

形
式
的
な
面
接
の
撤
廃
を　

豊
岡
市
職
労　

山
本
代
議
員

労
働
組
合
の
軽
視
許
さ
な
い

方
針
で
二
十
一
人
が
発
言

　

過
労
自
殺
の
認
定
め
ざ
す　

豊
岡
市
職
労　

川
端
代
議
員

　

雇
止
め
阻
止
へ
頑
張
る　

丹
波
市
職
労　

田
中
代
議
員

　

労
基
法
の
認
識
不
十
分　

篠
山
市
職
労　

麻
田
代
議
員

　

労
使
合
意
反
故
許
さ
な
い　

新
温
泉
町
職
労　

中
田
代
議

員

　

超
勤
算
定
の
分
母
改
善　

播
磨
町
職　

西
田
代
議
員

　

誠
意
あ
る
交
渉
を
追
及　

加
東
市
臨
職
労　

門
上
代
議
員

　

病
院
統
合 

課
題
は
雇
用　

小
野
市
職　

片
岡
代
議
員

　

公
契
約
条
例
め
ざ
す　

加
西
市
職　

藤
原
代
議
員

　

評
価
制
度
は
認
め
な
い　

三
木
市
職　

河
原
代
議
員

　

二
十
四
年
の
歴
史
閉
じ
る　

明
福
労　

森
脇
代
議
員

　

阪
神
大
震
災
で
曝
露　

明
石
市
職
労　

川
面
代
議
員

　

不
誠
実
交
渉
で
申
立　

明
相
労　

山
脇
代
議
員

　

国
へ
の
退
職
派
遣
で
交
渉　

高
砂
市
職　

後
藤
代
議
員

　

使
用
料
問
題
へ
の
助
言
を　

川
西
市
職
労　

山
下
代
議
員

　

子
育
て
の
条
件
に
も
格
差　

宝
塚
市
臨
職
労　

久
米
代
議

員

　

11
確
定
の
問
題
を
追
及　

三
田
市
職
労　

尾
西
代
議
員

　

共
済
組
合
存
続
へ
成
果　

市
町
村
共
済
労
組　

小
林
代
議

員

　

病
休
の
有
給
化
勝
ち
取
る　

尼
崎
嘱
託
労
組　

伊
藤
代
議

員

　

組
合
費
の
引
き
下
げ
を　

神
戸
市
職
労　

山
口
代
議
員

　

カ
ッ
ト
回
復
へ
た
た
か
う　

県
職
労　

金
本
代
議
員

　

退
職
手
当
の
動
向
質
問　

伊
丹
市
職
労　

倉
島
代
議
員

来
賓
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

各
評
議
会
総
会
の
紹
介
②

　

公
営
企
業
評
議
会
（
九
／
十
四
～
十
五　

養
父
市
・
但
馬

楽
座
）

　
　

人
員
確
保
に
取
り
組
む

　
　

災
害
な
ど
緊
急
時
の
対
応
困
難

　

臨
職
評
（
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
）

　
　

新
た
に
二
分
会
が
発
足

　
　

加
古
川
と
相
生
の
仲
間
を
紹
介

　

町
職
連
協
（
九
／
十
四　

福
崎
町
・
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
）

　
　

被
災
地
派
遣
の
対
応
な
ど

　
　

町
職
場
の
課
題
を
議
論

四
面　

兵
庫
自
治
研
で
ま
ち
づ
く
り
、
熱
く
語
り
あ
お
う

　

分
科
会
一
覧

　

兵
庫
自
治
研
に
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
一
覧

女
性
部
第
十
六
回
定
期
総
会
（
九
／
二
十
二　

ひ
ょ
う
ご
共



済
会
館
）

　
「
傍
観
者
は
い
け
な
い
」

　

女
性
が
集
り
、
声
を
要
求
に

青
年
部
第
十
六
回
定
期
総
会
（
九
／
二
十
二　

兵
庫
県
民
会

館
）

　

青
年
の
気
持
つ
か
も
う

　

学
習
会
や
交
流
会
に
工
夫
を

神
戸
市
人
事
委
員
会　

マ
イ
ナ
ス
勧
告
（
九
／
十
二
）

　

生
活
守
る
た
た
か
い
を

№
1397　

二
〇
一
二
年
十
一
月
一
日

一
面　

現
業
公
企
決
起
集
会（
十
／
十
六　

兵
庫
県
民
会
館
ホ
ー
ル
）

　

全
単
組
で
書
面
協
定
め
ざ
す

　

闘
争
の
再
構
築
が
必
要

　

直
営
堅
持
・
人
員
確
保
に
向
け
て

青
年
女
性
交
流
会

　

技
術
継
承
が
困
難

　

公
企
職
場
の
課
題
学
ぶ

確
定
闘
争　

中
央
決
起
集
会
（
十
／
四
）

　

国
公
減
額
の
影
響
遮
断
を

現
業
公
企　

対
県
交
渉
（
十
／
十
）

　

職
務
・
責
任
の
基
準
示
せ

　

介
護
職
員
の
位
置
づ
け
で
追
及

県
人
事
委
が
勧
告
（
十
／
十
五
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
財
テ
ク　

お
や
す
み
漫

二
面　

兵
庫
自
治
研
を
開
催
（
十
／
十
九
～
二
十
一
）

　

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
実
践

　

二
一
〇
〇
人
集
い
神
戸
で
討
論

　

県
内
参
加
者
の
声

自
治
研
レ
ポ
ー
ト　

神
戸
市
職
労
が
優
秀
賞

　
「
公
立
保
育
士
は
強
み
」

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

長
田
コ
ー
ス

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
さ
実
感

　

人
権
コ
ー
ス

　
　

強
制
連
行
の
歴
史
た
ど
る

　

防
災
コ
ー
ス

　
　

防
災
未
来
館
で
追
体
験

№
1398　

二
〇
一
二
年
十
一
月
十
五
日

一
面　

単
組
代
表
者
会
議
（
十
／
三
十
一
）

　

国
の
追
随
は
許
さ
な
い

　

退
職
手
当
削
減
問
題
で
意
思
統
一

県
市
町
振
興
課
と
交
渉
（
十
一
／
七
）

　

国
公
の
賃
金
カ
ッ
ト
は
人
勧
に
基
づ
か
な
い

署
名
七
〇
〇
〇
筆 

退
職
手
当
組
合
に
提
出
（
十
一
／
二
）

臨
職
協
全
国
集
会（
十
／
二
十
八　

東
京
・
Ｊ
Ａ
共
済
ビ
ル
）

　

雇
用
期
限
の
撤
廃
求
め
る

　

民
間
有
期
は
五
年
で
無
期
契
約
に

第
五
回
女
性
部
・
臨
職
評
合
同
学
習
会
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

近
い
う
ち
に
・
・
・　

吉
田
ノ
ボ

二
面　

現
業
公
企
闘
争

　

直
営
堅
持
め
ぐ
り
攻
防

　

明
石 

抜
本
見
直
し
に
継
続
協
議

オ
ス
プ
レ
イ
反
対
集
会
（
十
一
／
四　

東
京
・
芝
公
園
）

　
「
国
内
法
で
は
飛
べ
な
い
」

　

政
府
は
国
民
の
生
命
を
守
れ

国
際
反
戦
デ
ー
兵
庫
県
集
会（
十
／
三
十　

兵
庫
県
民
会
館
）

　

低
空
飛
行
は
非
人
道
的

　

オ
ス
プ
レ
イ
の
危
険
性
を
学
習

第
六
回
枝
豆
収
穫
祭
に
三
〇
〇
人
超
（
十
／
二
十
八　

丹
波

篠
山
）

第
三
十
二
回
県
本
部
囲
碁
・
将
棋
大
会
（
案
内
）

さ
よ
う
な
ら
原
発
・
兵
庫　

公
開
学
習
会
（
案
内
）

№
1399　

二
〇
一
二
年
十
二
月
一
日

一
面　

総
選
挙 

組
織
内
〝
よ
こ
は
た
〟
を
擁
立

　

構
造
改
革
と
一
線

　

激
戦
の
兵
庫
三
区
か
ら

県
本
部
全
体
で
取
り
組
も
う　

県
本
部 

本
多
委
員
長

　

職
場
の
声
を
国
会
へ

県
本
部
の
推
せ
ん
予
定
候
補

12
確
定
決
起
集
会
（
十
一
／
九　

県
庁
前
）

　
「
退
手
の
引
き
下
げ
絶
対
反
対
」

丹
波
市
議
会
議
員
選
挙
（
十
一
／
十
八
）

　

前
川
豊
市
さ
ん
三
選

　

内
外
と
の
連
携
に
期
待

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　
「
橋
下
徹
の
ダ
ル
マ
落
と
し
」　

松
本
真
紀
子

二
面　

各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
で
課
題
共
有

　

非
正
規
の
雇
用
改
善
を

　

但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
（
十
一
／
二　

養
父
公
民
館
）

　
　

協
定
不
履
行
許
さ
な
い

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
（
十
一
／
一　

姫
路
市
自
治
福
祉
会
館
）

　
　

病
院
統
合
で
雇
用
確
認

　

阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
（
十
一
／
一　

尼
崎
市
労
働
福
祉
会
館
）

　
　

青
年
運
動
の
活
性
化
を

丹
波
臨
職
労　

雇
止
め
回
避
を
確
認

神
戸
市
労
連

　

年
金
と
の
接
続
で
前
進

　

再
任
用
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
活
用

豊
岡
裁
判
闘
争

　

原
告
の
正
当
性 

証
人
尋
問
で
示
す

　

支
え
る
会
総
会
で
方
針
議
論

№
1400　

二
〇
一
二
年
十
二
月
十
五
日

一
面　

第
四
十
六
回
衆
院
選
挙

　
〝
よ
こ
は
た
〟
熱
く
訴
え
る

　
「
社
会
保
障
を
充
実
」

　

格
差
拡
大
政
治
と
の
決
別
を

県
本
部　

推
薦
候
補
者
一
覧

衛
生
医
療
評
議
会
（
十
一
／
二
十
六
）

　

地
域
医
療
計
画
見
直
し
で
要
請

　

公
立
病
院
の
役
割
明
確
に

単
組
代
表
者
会
議
（
十
一
／
二
十
六
）

　

県
交
渉
で
国
公
準
拠
を
確
認

　

人
勧
見
送
り
が
原
則

　

確
定
、
退
職
手
当
な
ど
で
意
思
統
一

震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　
「
朝
の
順
番
待
ち
」　

長
谷
川
昭
三

二
面　

二
〇
一
二
確
定
闘
争

　

阪
神
間
は
人
勧
見
送
り

　

淡
路
、
賃
金
カ
ッ
ト
復
元
で
合
意

　

青
年
女
性　

県
内
九
ヵ
所
で
学
習
会

退
手
組
合
交
渉



　

来
年
二
月
目
途
に
協
議

　
「
県
内
外
の
状
況
に
注
視
し
た
い
」

豊
岡
裁
判
闘
争

　

業
務
の
困
難
性
、
超
勤
実
態
な
ど

　

証
人
尋
問
で
正
当
性
訴
え
る

第
三
回
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

　

領
土
問
題
は
右
バ
ネ

　

メ
デ
ィ
ア
の
現
状
を
対
談

№
1401　

二
〇
一
三
年
一
月
一
日　

新
年
号

一
面　

地
域
か
ら
明
日
を
創
る

　
　
　

本
多
委
員
長
あ
い
さ
つ

　

働
く
者
の
安
心
に
向
け
組
織
強
化
に
全
力
を

二
面　
「
新
春
座
談
会
」
情
報
社
会
と
自
治
体
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

　

ま
ち
の
元
気
を
支
援

　

運
動
会
、
卒
業
式
の
放
送
は
人
気

　

災
害
対
策
へ
の
貢
献
も

　

細
か
な
情
報
発
信
を
模
索

三
面　
「
地
域
か
ら
脱
原
発
」
丹
波
市
春
日
町
国
領

　

自
治
会
で
ソ
ー
ラ
ー
発
電

　

高
齢
化
進
む
ま
ち
に
「
夢
」
が

　

全
国
か
ら
取
材
・
視
察
依
頼
も

　

行
政
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
が
課
題

四
面　

新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

障
害
労
働
者　

電
話
相
談
（
案
内
）

№
1402　

二
〇
一
三
年
二
月
一
日　

一
面　

二
〇
一
三
新
春
旗
開
き
（
一
／
九　

神
戸
市
・
ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
）

　
「
逃
げ
ず
に
向
き
合
う
」

　

職
場
と
生
活
守
ろ
う

　

参
議
院
選
へ
の
決
意
も

退
手
組
合
交
渉
（
一
／
二
十
二
）

　

妥
結
は
先
送
り
に

県
職
労　

三
月
一
日
実
施
で
妥
結

県
本
部　

健
福
要
求
書
を
提
出
（
一
／
十
五
）

　

看
護
環
境
の
改
善
を

春
闘
討
論
集
会
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

退
職
金
「
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
に
な
さ
い
ま
す

か
？
」　

大
植　

賢

二
面　

明
石
市
消
費
生
活
相
談
員
労
組　

勝
利
的
和
解

　

当
局
「
不
誠
実
交
渉
を
反
省
」

ア
ス
ベ
ス
ト
・
シ
ン
ポ
（
一
／
十
二　

神
戸
市
勤
労
会
館
）

　

収
集
作
業
時
に
ば
く
露

　

震
災
時
の
労
働
実
態
に
迫
る

第
五
回
女
性
部
・
臨
職
評
合
同
学
習
会
（
十
二
／
二
十
二　

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
）

　

職
場
環
境
改
善
は
働
く
者
の
共
通
課
題

障
害
労
働
者
評
議
会　

申
し
入
れ
（
一
／
七
）

　

障
害
者
雇
用
の
促
進
を

　

法
定
雇
用
率
改
定
に
向
け

第
三
十
二
回
囲
碁
・
将
棋
大
会
（
一
／
十
九　

ひ
ょ
う
ご
共

済
会
館
）

　

大
会
史
上
、
女
性
が
初
優
勝

　

将
棋
の
部　

名
人
位
で
衣
川
さ
ん

№
1403　

二
〇
一
三
年
二
月
十
五
日

一
面　

自
治
労
臨
時
大
会
（
一
／
三
十
一
～
二
／
一　

東
京
・
日
本

青
年
会
館
）

　

都
市
交
と
の
統
合
決
定

　

賃
金
問
題
に
議
論
集
中

　

本
部
答
弁
「
不
当
な
弾
圧
に
は
断
固
た
た
か
う
」

予
算
要
求
闘
争

　

職
場
状
況
精
査
し
、
実
態
改
善
へ

　

重
点
職
場
あ
げ
て
協
議

　

被
災
地
派
遣
後
の
補
充
を
確
認

病
院
集
会
（
一
／
二
十
五
～
二
十
六　

舞
子
ビ
ラ
）

　

組
合
活
動
の
基
礎
学
ぶ

　
「
夜
勤
回
数
制
限
」
で
模
擬
交
渉

明
石
ア
ス
ベ
ス
ト
公
災
認
定
の
署
名
（
案
内
）

障
害
労
働
者　

電
話
相
談
の
案
内
（
案
内
）

ま
ん
が
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　
　

大
西
英
剛

二
～
四
面　

二
〇
一
三
春
闘

　
「
傷
ん
だ
雇
用
」
を
復
元
さ
せ
よ
う

　

自
治
労
の
ヤ
マ
場
は
三
月
十
五
日

　

１　

二
〇
一
三
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢

　

２　

二
〇
一
三
春
闘
期
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　

３　

雇
用
と
年
金
の
接
続

　

４　

地
方
財
政
確
立
の
取
り
組
み

　

５　

不
安
定
雇
用
改
善
の
取
り
組
み

　

６　

参
議
院
選
挙
に
向
け
た
取
り
組
み

連
合
兵
庫
・
官
公
部
門
連
絡
会
総
決
起
集
会
（
案
内
）

臨
職
評　

全
単
組
代
表
者
会
議
・
学
習
合
宿
（
一
／
二
十
六

～
二
十
七　

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
）

　

パ
ー
ト
労
働
法
を
学
習

　

組
織
強
化
し
、
法
の
精
神
い
か
そ
う

新
春
ク
イ
ズ
解
答

№
1404　

二
〇
一
三
年
三
月
一
日

一
面　

県
本
部
第
一
九
四
回
中
央
委
員
会
（
二
／
十
五　

神
戸
フ

ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

　

地
公
賃
下
げ
阻
止
を

　

退
職
金
、
雇
用
確
保
な
ど

　

十
人
が
発
言
し
議
案
を
補
強

退
職
手
当
交
渉
が
妥
結

　

経
過
措
置
で
組
合
要
求
前
進
へ

地
公
賃
下
げ
反
対
全
国
集
会
（
二
／
十
九
）

　

労
使
自
治
へ
の
介
入

　

各
種
行
動
で
は
ね
返
そ
う

地
方
版
子
ど
も
子
育
て
会
議
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

お
や
す
み
漫

二
面　

県
本
部
二
〇
一
三
春
闘
討
論
集
会
（
二
／
十
六　

神
戸
フ

ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

　

自
治
労
本
部　

ス
ト
背
景
に
た
た
か
う

　

地
公
賃
金
引
き
下
げ
で

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
学
習
会
（
二
／
十
一　

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

　

福
島
教
組
が
現
状
報
告

　
「
放
射
能
汚
染
の
不
安
は
今
も
」

一
三
春
闘
の
強
化
へ　

私
た
ち
の
課
題
は
㊤

　

格
差
の
拡
大
を
許
さ
な
い

　

嘱
託
と
臨
時
が
共
闘
し
、
底
上
げ

さ
よ
な
ら
原
発　

公
開
講
座
（
案
内
）

県
本
部
第
二
十
三
期
労
働
学
校
の
案
内
（
案
内
）

№
1405　

二
〇
一
三
年
三
月
十
五
日



一
面　

一
三
春
闘
決
起
集
会
（
三
／
九　

東
遊
園
地
）

　

連
合
の
仲
間
と
と
も
に

　

地
公
賃
金
削
減
阻
止
へ
全
力

公
務
労
協　

中
央
集
会

　

生
活
と
地
域
経
済
守
ろ
う

春
闘
期　

知
事
申
し
入
れ
（
三
／
四
）

　
「
地
方
が
判
断
す
る
こ
と
」

　

井
戸
知
事　

賃
金
問
題
で
見
解
示
す

春
闘
期　

県
内
十
四
ヵ
所
で
宣
伝
行
動
（
三
／
六
）

ス
ト
批
准
投
票
成
功

　

兵
庫
は
七
十
・
六
七

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

パ
ン
ス
タ
ー
ズ
彗
星
が
接
近　

吉
田
ノ
ボ

二
面　

さ
よ
う
な
ら
原
発
公
開
学
習
会
（
三
／
十
一
）

　

誰
の
た
め
の
規
制
か

　

再
稼
働
の
準
備
着
々

　

元
技
術
者
が
「
安
全
神
話
」
を
批
判

全
国
青
年
団
結
集
会

　

職
場
で
の
会
話
が
大
切

　

不
満
共
有
し
改
善
に
つ
な
げ
よ
う

明
石
ア
ス
ベ
ス
ト
公
災
認
定
の
署
名

　

嘆
願
書
一
二
〇
〇
筆
を
提
出

第
二
十
六
回
ま
ん
が
集
団
例
会
（
二
／
二
十
四
）

　

埜
納
さ
ん
講
師
に
ユ
ル
キ
ャ
ラ
づ
く
り

春
闘
討
論
集
会　

分
科
会
の
報
告

　

地
方
公
務
員
の
賃
金
カ
ッ
ト

　
　

賃
金
回
復　

粘
り
強
く

　

雇
用
と
年
金
の
接
続
し
た
制
度
確
立

　
　

希
望
者
全
員
の
雇
用
を

給
与
削
減
強
制
問
題
①

　

ど
う
し
て
賃
下
げ
？

　

人
件
費
を
政
権
獲
得
に
利
用

第
二
十
三
期
県
本
部
労
働
学
校
の
案
内
（
案
内
）

№
1406　

二
〇
一
三
年
四
月
一
日

一
面　

新
入
職
員
の
み
な
さ
ん
へ

　

組
合
は
交
流
で
き
る
場

　

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

若
年
層
の
思
い
を
共
有　

青
年
部　

平
瀬
部
長

　
　

元
気
で
働
き
続
け
よ
う　

女
性
部　

藤
原
部
長

　
　

均
等
待
遇
を
め
ざ
す　

臨
職
評　

前
田
議
長

　
　

一
人
で
悩
ま
な
い
で　

衛
生
医
療
評　

澤
本
事
務
局
長

賃
金
削
減
問
題　

県
交
渉
（
三
／
十
二
）

　

県
の
方
向
性
定
ま
ら
ず　

四
月
に
再
交
渉

宍
粟
市
議
選
に　

大
畑
さ
ん
が
初
挑
戦

公
営
競
技
評
を
訪
問

　

売
上
金
協
力
も

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

花
粉
除
け
稲
荷　

だ
ぶ
る
ば
い
ん
ど

二
面　

給
与
削
減
強
制
問
題
②

　

何
が
問
題
な
の
？

　

労
使
自
治
へ
の
不
当
介
入

　

四
月
二
十
六
日
の
統
一
行
動
日
に
結
集
を

春
闘
討
論
集
会　

分
科
会
の
報
告

　

自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
課
題

　
　

権
利
の
活
用
を
意
識
的
に

　

男
女
が
と
も
に
担
う
自
治
労
運
動

　
　

女
性
参
画
の
課
題
探
る

男
女
平
等
産
別
闘
争
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
募
集
中
（
案
内
）

一
三
春
闘
の
強
化
へ　

私
た
ち
の
課
題
は
㊦

　

全
国
一
般
労
組
の
た
た
か
い

　

賃
金
据
え
置
き
を
打
開

№
1407　

二
〇
一
三
年
四
月
十
五
日

一
面　

給
与
削
減
強
制
問
題
③

　

単
組
代
表
者
会
議

　

国
の
介
入
は
許
さ
な
い

　

産
別
へ
の
結
集
が
重
要

　

二
十
六
日
の
ヤ
マ
場
へ
意
思
統
一

四
月
二
十
六
日
は
統
一
行
動
日
（
案
内
）

青
年
・
女
性
部
地
域
別
学
習
会

　

賃
下
げ
へ
の
怒
り
確
認

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
②

　

住
民
の
安
心
・
安
全
を
届
け
る　

公
企
評　

松
井
副
議
長

　

笑
顔
あ
る
職
場
に
し
よ
う　

現
評　

長
谷
川
議
長

　

学
習
と
交
流
で
待
遇
を
改
善　

公
共
民
間
協　

大
野
議
長

一
三
反
行
革
・
組
織
集
会
の
案
内
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

格
安
航
空
便　

長
谷
川
昭
三

二
面　

猪
名
川
公
共
ユ
ニ
オ
ン　

喜
び
の
声

　

学
童
保
育
の
直
営
実
現

　

子
ど
も
へ
の
責
任
果
た
せ
る

三
田
市
職
労　

組
合
軽
視
に
抗
議
集
会

　

副
主
査
の
廃
止
を
強
行

健
福
交
渉
（
三
／
二
十
八
）

　

長
時
間
夜
勤
の
改
善
を

　

看
護
師
の
離
職
防
止
策
を
追
及

あ
い
は
ら
く
み
こ　

支
持
者
を
拡
大
し
よ
う
（
案
内
）

五
・
三
兵
庫
憲
法
集
会
（
案
内
）

第
三
十
回
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
（
案
内
）

№
1408　

二
〇
一
三
年
五
月
一
日

一
面　

給
与
削
減
強
制
問
題
④

　

第
二
次
闘
争
の
準
備
を

　

県
交
渉
で
訴
え

　
　

職
場
の
が
ま
ん
も
限
界

　
　

不
当
な
賃
下
げ
は
認
め
ら
れ
な
い

中
央
行
動
に
五
〇
〇
〇
人
参
加
（
四
／
十
二
）

　

働
く
者
の
尊
厳
守
る

五
月
に
戦
術
再
提
起

　

地
公
波
及
は
な
ん
と
し
て
も
阻
止

青
年
女
性
が
九
ヵ
所
で
学
習
会

　
「
生
活
成
り
立
た
な
い
」

　

実
損
額
計
算
で
実
感

自
治
労
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
（
案
内
）

し
こ
う

二
面　

第
二
十
三
期
労
働
学
校
・
前
期
（
四
／
二
十
～
二
十
一
／
い

こ
い
の
村
は
り
ま
）

　

賃
金
基
礎
講
座

　

ラ
ス
指
数
を
計
算
し
議
論

　

賃
金
改
善
案
を
作
成

震
災
時
の
石
綿
曝
露

　

早
期
公
災
認
定
求
め
る

　

署
名
一
万
四
千
筆
を
提
出

公
立
病
院
改
革
対
策
会
議
（
四
／
十
一
）

　

会
計
制
度
変
更　

課
題
を
確
認

第
十
六
回
平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
（
案
内
）



労
働
学
校
・
後
期
講
座
の
参
加
者
募
集
（
案
内
）

№
1409　

二
〇
一
三
年
六
月
一
日

一
面　

地
公
給
与
引
き
下
げ
問
題

　

引
き
下
げ
提
案　

相
次
ぐ

　
　

い
ず
れ
も
継
続
交
渉

　
　

第
二
次
闘
争　

県
職
、
神
戸
も
交
渉
は
じ
ま
る

ヤ
マ
場
前
に
決
起
集
会
（
五
／
十
五　

県
庁
二
号
館
県
民
オ

ア
シ
ス
前
）

第
二
十
三
期
労
働
学
校
が
終
了
（
五
／
十
七
～
十
八　

ひ
ょ

う
ご
共
済
会
館
）

　

聞
き
手
の
コ
ツ
学
ぶ

宍
粟
市
議
会
選
挙

　

大
畑
さ
ん
ト
ッ
プ
当
選

　

地
域
活
性
化
訴
え
る

あ
い
は
ら
く
み
こ　

国
会
報
告
集
会
に
参
加
を
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
で
～　

大
植
賢

二
面　

反
行
革
・
組
織
集
会
（
五
／
十
～
十
一 

神
戸
フ
ル
ー
ツ
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

　

組
織
づ
く
り
の
単
組
実
践
を
交
流

　

組
合
員
集
め
る
工
夫
は
？

香
山
リ
カ
招
き
学
習
会 

宝
塚
市
職
労
（
四
／
二
十
七 

宝
塚

市
立
西
公
民
館
）

　

労
安
活
動
強
化
を
決
意

青
年
・
女
性
部 

反
合
理
化
交
流
集
会
（
五
／
十
一
～
十
二 

三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
）

　

タ
ク
シ
ー
代
の
個
人
負
担
は
お
か
し
い

　

職
場
・
生
活
実
態
か
ら
要
求
へ

ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
３
（
五
／
十
九 

ひ
ょ
う
ご
共

済
会
館
）

　

夜
勤
制
限
、
時
間
管
理
な
ど

　

労
働
条
件
の
課
題
を
考
え
る

憲
法
集
会
（
五
／
三 

神
戸
市
）

　
「
人
権
を
取
り
戻
そ
う
」

　

纐
纈
さ
ん 

護
憲
運
動
の
強
化
訴
え
る

№
1410　

二
〇
一
三
年
六
月
十
五
日

一
面　

第
十
六
回
平
和
・
人
権
・
環
境
の
集
い
（
六
／
一 

宍
粟
市
）

　

絆
よ
り
も
結
び
付
き

　

地
域
社
会
の
良
さ 

強
調

　
〝
宍
粟
暮
ら
し
〟
の
谷
さ
ん
が
講
演

記
念
講
演 

ふ
る
さ
と
に
い
き
る

　

自
然
と
触
れ
る
時
間
つ
く
ろ
う

分
科
会 

森
林
の
現
状
と
役
割

　

山
と
の
共
存
考
え
る

都
市
交
三
単
組
と
自
治
労
加
盟
の
協
定
（
六
／
一
）

労
働
安
全
衛
生
集
会
（
六
／
二
十
五 

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
）

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
・
解
決
に
向
け
て

全
労
済
と
組
織
統
合

　

さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
を
届
け
る

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

断
層 

お
や
す
み
漫

二
面　

給
与
削
減
強
制
問
題
⑤

　

県
、
神
戸
が
最
終
交
渉

　

尼
崎
、
明
石
な
ど
で
未
実
施
を
確
認

第
一
四
五
回
自
治
労
本
部
中
央
委
員
会
（
五
／
二
十
三
～

二
十
四
）

　

臨
職
労
の
前
田
副
議
長 

あ
い
は
ら
再
選
へ
決
意

狭
山
事
件

　

不
当
逮
捕
か
ら
五
十
年

　

石
川
さ
ん
「
早
く
無
罪
勝
ち
取
り
た
い
」

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
（
六
／
一
）

　

学
童
保
育
事
業
の
新
制
度
控
え
学
習

日
本
維
新
の
会
・
橋
下
共
同
代
表
に
よ
る
「
従
軍
慰
安
婦
」

「
風
俗
利
用
」
発
言
に
関
す
る
自
治
労
声
明

自
治
労
は
、
参
議
院
議
員
「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」
を
推
薦
し

て
い
ま
す

№
1411　

二
〇
一
三
年
七
月
一
日

一
面　

参
院
選
で
あ
い
は
ら
（
比
例
区
）
つ
じ
（
兵
庫
選
挙
区
）
の

勝
利
め
ざ
そ
う

　

働
く
者
の
未
来
を
守
ろ
う

　

つ
じ 

泰
弘
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

あ
い
は
ら 

く
み
こ 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

あ
い
は
ら
く
み
こ
国
政
報
告
会
（
六
／
十
五 
神
戸
市
）

　
「
自
治
労
の
議
席
を
守
る
」

誰
に
で
も
で
き
る
選
挙
運
動

し
こ
う

二
面　

地
方
公
務
員
給
与
引
き
下
げ
強
制
問
題

　

高
砂
市
職
が
一
Ｈ
ス
ト

　

賃
金
の
一
律
カ
ッ
ト
に
抗
議

野
球
・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
が
予
選
大
会

　

県
本
部
の
代
表
へ 

熱
戦
を
期
待

第
三
十
回
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
（
六
／
十
六 

伊
丹
市
立

文
化
会
館
）

　

公
立
の
良
さ
訴
え
よ
う

　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
法
で
議
論

臨
職
評 

県
交
渉
（
六
／
十
三
）

　
「
能
力
実
証
で
足
り
る
」

　

雇
用
継
続
の
条
件
引
き
出
す

平
和
の
火
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト

　

脱
原
発
、
改
憲
反
対
を
訴
え
る

№
1412　

二
〇
一
三
年
七
月
十
五
日

一
面　

第
二
十
三
回
参
院
選
公
示
（
七
／
四
）

　

自
治
労
の
議
席
守
ろ
う

　

働
く
者
が
安
心
で
き
る
社
会
へ

　

あ
い
は
ら
さ
ん
第
一
声

　

つ
じ
さ
ん 

「
働
く
者
の
立
場
で
政
治
を
」

つ
じ
泰
弘
参
議
員  

国
政
報
告
会
（
六
／
二
十
八 

神
戸
文
化

ホ
ー
ル
）

誰
に
で
も
で
き
る
選
挙
運
動

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度 

だ
ぶ
る
ば
い
ん
ど

二
面　

豊
岡
裁
判
闘
争

　

神
戸
地
裁
が
判
決

　

過
労
自
殺
「
公
務
上
」
と
認
定

　

原
告
「
や
っ
と
夫
の
無
念
が
晴
れ
た
」

給
与
削
減
強
制
問
題
⑥

　

八
割
強
で
緩
和
措
置

　

国
の
賃
下
げ
強
制
押
し
返
す

第
一
九
五
回
県
本
部
中
央
委
員
会
（
六
／
二
十
八 

神
戸
市

教
育
会
館
）

　

都
市
交
三
単
組
が
加
盟

　

あ
い
は
ら
再
選
の
決
意
固
め
る

近
畿
大
会
へ
の
出
場
決
ま
る



　

野
球
大
会 

神
戸　

二
本
塁
打

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

小
野
が
連
覇

ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
募
集
（
案
内
）

№
1413　

二
〇
一
三
年
八
月
一
日

一
面　

第
二
十
三
回
参
院
選

　

あ
い
は
ら
さ
ん
再
選

　

自
治
労
の
議
席
を
確
保

　

県
内
獲
得
票
数
は
前
回
参
院
選
上
回
る

選
挙
区 
つ
じ
さ
ん
次
点
に
終
わ
る

　

民
主
党
へ
の
逆
風
厳
し
く

第
二
十
三
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
関
す
る
自
治
労
見
解

兵
庫
県
知
事
選 

井
戸
さ
ん
が
圧
勝

県
本
部 

人
事
委
申
入
（
七
／
十
）

　
「
生
活
改
善
」
の
視
点
を

　

地
公
賃
金
減
の
実
態
訴
え
る

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

ダ
イ
エ
ッ
ト 

長
谷
川
昭
三

二
面　

人
勧
期
闘
争
ス
タ
ー
ト

　
「
雇
用
と
年
金
」
早
期
の
措
置
求
め
る

都
市
交
の
単
組
紹
介
㊤　

神
戸
交
通
労
組

　

提
言
型
の
運
動
で
市
民
ア
ピ
ー
ル
も

第
二
十
九
回
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
が
到
着

　

自
治
体
要
請
行
動
や
平
和
学
習 

粘
り
強
く

公
企
評 

県
内
二
カ
所
で
職
場
安
全
点
検

　
「
転
落
防
止
柵
が
必
要
」

豊
岡
裁
判
闘
争

　

公
災
認
定
基
金 

不
当
に
も
控
訴

福
島
朝
鮮
学
校
保
養
キ
ャ
ン
プ 

カ
ン
パ
の
ご
支
援
を
（
案

内
）

№
1414　

二
〇
一
三
年
八
月
十
五
日　

人
事
院
勧
告
特
集
号

一
面　

人
事
院
勧
告
と
報
告

　

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告

　

人
事
院　

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
を
表
明

二
面
～
三
面　

人
事
院
勧
告
と
報
告
（
一
面
の
続
き
）

公
務
員
労
働
組
合
連
絡
会
声
明

四
面　

給
与
等
に
関
す
る
報
告
の
骨
子

国
家
公
務
員
制
度
改
革
等
に
関
す
る
報
告
の
骨
子

№
1415　

二
〇
一
三
年
九
月
一
日

一
面　

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム 

総
会
と
学
習
会
（
八
／
三
）

　

自
民
党
「
改
憲
案
」
を
批
判

　

国
民
の
人
権
を
制
限

　

憲
法
へ
の
理
解
広
げ
よ
う

第
二
十
九
回
自
治
労
水
週
間
（
八
／
二
）

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
人
の
共
生
考
え
る

　

大
空
へ
八
十
三
羽
を
放
鳥

第
十
七
回
自
治
労
共
済
兵
庫
県
支
部
総
代
会
（
八
／
二
）

　

統
合
後
、
初
の
総
代
会

　
「
自
治
労
運
動
と
と
も
に
」

平
和
友
好
祭
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
八
／
三
）

　

神
戸
港
の
歴
史
と
い
ま

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

支
え
き
れ
る
の
？　

大
植
賢

二
面　

県
本
部
現
業
評
議
会　

総
会
（
八
／
九　

神
戸
市
・
舞
子
ビ

ラ
）

　

再
び
賃
下
げ
の
動
き

　

人
事
院
が
技
能
労
務
職
に
言
及

　

運
動
の
再
構
築
を
確
認

県
本
部
障
害
労
働
者
評
議
会
「
つ
ど
い
」
呼
び
か
け
で
オ
ル

グ
　

障
害
労
働
者
の
交
流
を

第
三
十
五
回
自
治
労
近
畿
地
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
八
／
五
～

六 

奈
良
県
・
橿
原
市
）

　

野
球
大
会
で
神
戸
市
従　

五
年
ぶ
り
の
Ｖ

都
市
交
の
単
組
紹
介
㊦

　

尼
崎
交
通
労
組　

全
国
初
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
導
入

　

伊
丹
交
通
労
組　

非
正
規
の
組
織
化
進
め
た
い

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

№
127　

二
〇
一
二
年
九
月
十
日

『
権
利
通
信
⑭
』

№
128　

二
〇
一
二
年
十
一
月
二
十
七
日

『
権
利
通
信
⑮
』

№
129　

二
〇
一
二
年
十
二
月
四
日

組
織
内
候
補
「
よ
こ
は
た
和
幸
」
さ
ん
を
推
薦

棄
権
は
や
め
て
、
必
ず
投
票
へ
行
こ
う

№
130　

二
〇
一
二
年
十
二
月
十
二
日

第
四
十
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙　

必
ず
投
票
へ
行
こ
う

№
131　

二
〇
一
二
年
十
二
月
十
九
日

『
権
利
通
信
⑯
』

№
132　

二
〇
一
三
年
三
月
二
十
二
日

給
与
引
き
下
げ
強
要
闘
争
情
報
①

№
133　

二
〇
一
三
年
四
月
一
日

絶
対
負
け
ら
れ
な
い
闘
い
始
ま
る

　

宝
塚
市
長 

中
川
智
子
さ
ん
、
伊
丹
市
長 

藤
原
保
幸
さ
ん

　

県
本
部
が
推
薦
決
定

№
134　

二
〇
一
三
年
四
月
八
日

宝
塚
・
伊
丹
市
長
選
闘
争
情
報
②

№
135　

二
〇
一
三
年
四
月
十
一
日

宝
塚
市
長
選
闘
争
情
報
③

№
136　

二
〇
一
三
年
四
月
二
十
五
日

給
与
引
き
下
げ
強
要
闘
争
情
報
②

№
137　

二
〇
一
三
年
五
月
十
六
日

給
与
引
き
下
げ
強
要
闘
争
情
報
③

№
138　

二
〇
一
三
年
五
月
十
七
日

給
与
引
き
下
げ
強
要
闘
争
情
報
④

№
139　

二
〇
一
三
年
七
月
十
一
日

参
議
院
議
員
選
挙　

必
ず
投
票
へ
行
こ
う

№
140　

二
〇
一
三
年
八
月
八
日

人
事
院
報
告

　

二
年
連
続
、
月
例
給
・
一
時
金
と
も
引
上
げ
せ
ず

　

国
家
公
務
員
制
度
改
革
等
に
関
す
る
報
告
の
骨
子

　

二
〇
一
三
人
事
院
報
告
に
関
わ
る
自
治
労
見
解



1

持
続
可
能
な
活
動
に

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
「
玄

さ
ん
」
が
人
気
の
豊
岡
市
。

玄
さ
ん
の
由
来
は
国
指
定
天

然
記
念
物
「
玄
武
洞
」
の
玄

武
岩
で
、
ジ
オ
の
有
名
ス

ポ
ッ
ト
の
１
つ
だ
。

　
同
市
が
全
国
の
注
目
を
集

め
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
ジ
オ
と

は
切
り
離
せ
な
い
。
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
生
息
し
た
円
山
川
の

湿
地
帯
は
、
玄
武
洞
を
含
む

山
に
よ
っ
て
川
幅
が
狭
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
も
、
形
成
の

一
要
因
だ
か
ら
だ
。

　「
ジ
オ
の
楽
し
さ
は
ス

ト
ー
リ
ー
を
感
じ
ら

れ
る
と
こ
ろ
」
と
語

る
の
は
、
同
市
観
光

課
の
石
本
顕
一
さ

ん
。
自
治
研
活
動
の
説
明
を

す
る
と
「
ジ
オ
の
活
動
に
共

通
す
る
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　
世
界
認
定
以
降
、
竹
野
で

は
ジ
オ
め
ぐ
り
の
遊
覧
船
が

増
便
就
航
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
観
光
協
会
は
日
本
画
風

の
観
光
マ
ッ
プ
「
漫
遊
絵
図

録
」
を
作
製
し
て
い
る
。

　
ジ
オ
を
活
用
し
た
活
動

が
、
地
域
か
ら
高
ま
る
こ
と

で
持
続
可
能
な
も
の
に
な

る
。
行
政
は
気
運
を
高
め
る

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
き
た
。

同
市
で
は
観
光
協
会
と
連
携

し
て
、
玄
武
洞
、
竹
野
、
神

鍋
に
ガ
イ
ド
を
配
置
、
市
内

15
ヵ
所
で
の
ジ
オ
ガ
イ
ド
養

成
講
座
も
開
催
。
ま
た
、
ジ

オ
ツ
ア
ー
バ
ス
へ
の
補
助
な

ど
も
制
度
化
し
て
い
る
。

　
石
本
さ
ん
は
、「
様
々
な

活
動
が
連
携
す
る
こ
と
で
ジ

オ
に
な
り
、
地
域
を
元
気
に

し
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

自
然
・
文
化
を
再
確
認

　
10
年
５
月
に
「
香
美
町
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
が

発
足
し
た
。
町
内
の
観
光
協

会
、
商
工
会
、
ジ
オ
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
ら
が
名
前
を
連
ね
て

い
る
。
ジ
オ
を
活
用
し
た
取

り
組
み
は
協
議
会
で
議
論
が

重
ね
ら
れ
て
き
た
。

　
香
美
町
観
光
商
工
課
の
緒

方
親
吾
さ
ん
は
、「
ま
ず
は

町
民
の
方
に
ジ
オ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
活
動
し
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。

　
海
の
文
化
館
に
ジ
オ
パ
ー

ク
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
推
進

員
を
配
置
、
町
内
に
お
け
る

ジ
オ
の
発
信
拠
点
と
し
た
。

観
光
客
等
に
簡
単
な
案
内
を

す
る
ジ
オ
マ
ス
タ
ー
は
、
町

内
に
２
２
０
人
と
な
っ
た
。

　
全
国
の
和
牛
の
ル
ー
ツ
と

い
わ
れ
る
但
馬
牛
、
冬
の
味

覚
の
代
表
松
葉
（
ズ
ワ
イ
）

ガ
ニ
な
ど
も
ジ
オ
の
恵
み
だ
。

町
内
で
は
ご
当
地
グ
ル
メ
が

誕
生
、
海
産
物
の
豊
富
さ
を

い
か
し
た
香
住
丼
と
但
馬
牛

を
気
軽
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

く
但
馬
牛
寿
司
。
素
材
は
Ａ

級
だ
け
に
好
評
で
、
販
売
店

も
増
加
中
だ
。

　
世
界
認
定
を
き
っ
か
け

に
商
工
会
青
年
部
が
取
り

組
む
香
美
超
戦
隊
オ
ジ
レ

ン
ジ
ャ
ー
は
、
オ
ジ
レ
ン

ジ
ャ
ー
Ｇ
Ｅ
Ｏ
と
な
っ
た
。

　
ジ
オ
は
、
こ
れ
ま
で
生
活

の
一
部
だ
っ
た
自
然
や
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識

し
、
行
動
す
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
。
ジ
オ
を
活
用

し
て
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り

を
行
う
の
か
。
ま
だ
ま
だ
手

探
り
だ
が
、
地
域
の
自
発
的

な
活
動
の
中
に
ヒ
ン
ト
が
あ

り
そ
う
だ
。
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「
社
長
は
カ
レ
ー

う
ど
ん
を
食
べ
て

い
ま
し
た
」
そ
の

瞬
間
に
傍
聴
席
か

ら
思
わ
ず
笑
い
声

が
漏
れ
た
。
全
国

一
般
あ
ま
湯
支
部

の
不
当
解
雇
撤
回

闘
争
の
労
働
委
員
会
で
の
鮫
島

委
員
長
の
証
言
だ
。「
脳
梗
塞

で
入
院
中
」
を
理
由
に
団
交
欠

席
し
た
は
ず
の
社
長
が
翌
日
に

は
元
気
に
カ
レ
ー
う
ど
ん
を
食

べ
て
い
た
。
組
合
員
排
除
の
た

め
に
会
社
を
偽
装
破
産
さ
せ
た

社
長
は
、
労
働
委
員
会
の
証
人

尋
問
も
「
病
気
」
を
理
由
に
欠

席
と
い
う
不
誠
実
な
対
応
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
証
言
に
立
っ

た
会
社
会
長
と
関
係
者
は
、
返

答
に
詰
ま
る
場
面
も
あ
っ
た

が
、
労
働
者
側
は
、
重
要
な
場

面
を
克
明
に
説
明
し
た
。
解
雇

か
ら
１
年
半
が
経
過
し
た
が
、

職
場
復
帰
に
向
け
て
た
た
か
っ

て
き
た
組
合
員
と
経
営
側
の

「
現
場
へ
の
思
い
」
の
差
が
出

た
の
だ
ろ
う
。
商
法
改
正
で
最

低
資
本
金
が
緩
和
さ
れ
、
会
社

設
立
が
容
易
に
な
っ
た
反
面
、

経
営
者
の
都
合
が
悪
く
な
れ
ば

安
易
に
解
散
を
す
る
例
が
多
く

な
っ
た
。「
悪
質
な
経
営
者
の

新
た
な
手
口
を
認
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
」
弁
護
団
の
言
葉

と
と
も
に
解
雇
撤
回
ま
で
た
た

か
い
は
続
く
。

14日　町職連協第41回定期総会（福崎町）
14 ～ 15日　県本部公企評第14回総会 ･2012公企集会

（但馬楽座）
22日　青年部第16回定期総会（県民会館）
22日　女性部第16回定期総会（共済会館）
22日　臨職評第18回定期総会（共済会館）

当面の日程

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

全
国
自
治
研
に
向
け
て
⑩

　
10
年
10
月
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
（
ジ
オ
）
の
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
が
認
定
さ
れ
た
。

ジ
オ
の
目
的
は
、
地
形
・
地
質
遺
産
を
教
育
、
観
光
、
産

業
な
ど
に
活
用
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
。
兵
庫

で
は
豊
岡
市
、
香
美
町
、
新
温
泉
町
が
ジ
オ
資
源
を
有
し
、

官
民
が
連
帯
し
た
活
動
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
丹
波
市
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委
託
を
進
め
る
た

め
、11
年
12
月
学
校
給
食
運
営
基
本
計
画
（
素
案
）
を
ま
と
た
。

12
年
２
月
に
は
、給
食
セ
ン
タ
ー
民
間
委
託
説
明
会
を
開
催
し
、

調
理
に
従
事
す
る
職
員
の
雇
止
め
の
基
準
に
つ
い
て
組
合
と
今

後
協
議
す
る
と
し
た
。
雇
用
不
安
に
さ
ら
さ
れ
た
組
合
は
２
月

27
日
に
「
雇
止
め
の
対
象
か
ら
組
合
員
を
除
外
」
す
る
よ
う
要

求
し
、
以
降
、
労
働
組
合
を
軽
視
し
た
当
局
の
態
度
を
追
及
し

つ
つ
、
雇
用
を
守
る
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　
８
月
27
日
、
丹
波
市
臨
時
・

非
常
勤
職
員
労
働
組
合
は
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
民
間
委
託
に

伴
う
雇
止
め
問
題
で
、
全
体
集

会
を
開
い
た
。
集
会
に
は
55
人

が
参
加
し
、県
本
部
を
は
じ
め
、

県
職
労
、
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
近
隣
単
組
か
ら
多
く
の
仲

間
が
か
け
つ
け
た
。

　
激
励
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

丹
波
市
議
会
の
前
川
豊
市
議
員

は
、「
議
会
の
場
で
質
問
し
、

労
組
と
の
合
意
、
理
解
を
得
る

べ
き
と
追
及
し
た
。
議
会
の
勢

力
で
民
営
化
阻
止
は
困
難
だ

が
、
精
い
っ
ぱ
い
努
力
す
る
」

と
し
た
。

　
朝
来
市
職
労
嘱
託
評
の
夜
久

る
み
子
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
手

を
つ
な
げ
ば
多
く
の
こ
と
が
で

き
る
、
当
時
49
人
で
は
た
た
か

え
な
い
た
め
組
合
員
を
増
や
す

た
め
頑
張
っ
た
。
生
活
す
る
の

は
正
規
も
非
正
規
職
員
も
同
じ
。

仲
間
は
雇
止
め
が
怖
い
か
ら
組

合
に
結
集
し
た
。
一
つ
に
な
っ

て
頑
張
ろ
う
」
と
自
ら
の
朝
来

市
で
の
民
間
委
託
を
阻
止
し
た

経
験
を
踏
ま
え
語
り
か
け
た
。

　
あ
い
さ
つ
の
後
、
こ
の
間
の

経
過
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
報

告
が
あ
り
、
現
場
の
声
と
し
て

６
人
の
組
合
員
か
ら
「
説
明
会

で
は
反
論
す
る
知
識
も
無
く

ず
っ
と
不
安
だ
っ
た
、
組
合
の

力
を
借
り
頑
張
る
」「
首
に
な

る
の
で
は
と
不
安
だ
っ
た
が
勇

気
を
も
ら
っ
た
、
相
談
し
な
が

ら
頑
張
る
」
と
、
雇
用
不
安
と

集
会
で
勇
気
づ
け
ら
れ
た
思
い

が
切
々
と
訴
え
ら
れ
た
。
県
本

部
は
単
組
と
連
携
し
、
当
局
へ

の
追
及
を
強
め
仲
間
の
雇
用
確

保
に
全
力
を
つ
く
す
決
意
だ
。

　
県
本
部
は
９
月
４
日
、
兵
庫

県
人
事
委
員
会
に
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。人
事
院
が
８
月
８
日
、

50
歳
台
後
半
層
の
昇
給
抑
制
、

昇
格
見
直
し
な
ど
、
生
活
給
引

き
下
げ
の
勧
告
を
行
う
中
、
県

人
事
委
に
「
あ
る
べ
き
地
方
公

務
員
の
賃
金
」
を
勧
告
す
る
よ

う
求
め
た
。

　
本
多
義
弘
委
員
長
が
申
し
入

れ
主
旨
を
説
明
し
た
後
、
服
部

圭
司
副
委
員
長
が
「
こ
れ
ま
で

も
県
独
自
の
勧
告
を
行
っ
て
い

る
」
と
し
た
上
で
、
月
例
給
の

水
準
の
維
持
・
改
善
、
現
給
保

障
の
維
持
な
ど
を
求
め
た
。

　
人
事
委
員
会
の
青
山
善
敬
委

員
長
は
、「
本
日
の
申
し
入
れ

内
容
に
加
え
、
調
査
結
果
、
国
・

他
県
の
状
況
を
勘
案
し
た
い
。

勧
告
時
期
は
例
年
ど
お
り
と
考

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

雇用止めは許さない

丹波臨職労

「
組
合
に
結
集
し
頑
張
る
」

学
校
給
食

民
間
委
託

８
月
27
日
に
全
体
集
会

維持・改善求める

月例給水準の
9月4日  県人事委へ申し入れ

「
地
域
力
」引
き
出
そ
う

ジ
オ
活
動
で
ま
ち
を
元
気
に

全体集会には、組織内の前川市議もかけつけた

神鍋溶岩流の体験

地引き網もジオ活動

退職金の大幅削減にも言及した
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県
本
部
は
、
9
月
26
日
第
62
回
定
期
大
会

を
開
催
す
る
。
国
会
情
勢
は
、
消
費
税
増
税

問
題
で
混
乱
し
、
労
働
基
本
権
回
復
に
か
か

る
公
務
員
制
度
改
革
関
連
4
法
案
に
つ
い
て

も
成
立
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
一
方
、

職
場
で
は
、
財
政
問
題
を
理
由
に
人
員
削
減

や
事
業
の
民
間
委
託
が
進
行
し
て
お
り
、
人

間
ら
し
く
働
き
続
け
る
た
め
に
も
、
職
場
か

ら
の
反
撃
を
産
別
統
一
闘
争
と
し
て
組
織
す

る
こ
と
が
急
が
れ
る
。
直
近
で
は
現
業
公

企
、
確
定
闘
争
が
控
え
、
態
勢
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
定
期
大
会
で
、
各
単

組
の
取
り
組
み
報
告
等
、
活
発
な
議
論
を
お

願
い
す
る
。

　
自
律
的
労
使
関
係
の
措
置

は
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革
関

連
4
法
案
が
6
月
1
日
に
衆
議

院
本
会
議
に
提
案
さ
れ
た
も
の

の
、
成
立
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
地
方
公
務
員
に
関
わ
る

自
律
的
労
使
関
係
の
措
置
を
盛

り
込
ん
だ
法
案
に
つ
い
て
は
、

５
月
11
日
に
総
務
省
が
「
地
方

公
務
員
制
度
改
革
に
つ
い
て

（
素
案
）」が
示
さ
れ
た
も
の
の
、

地
方
３
団
体
の
拒
否
感
か
ら
、

い
ま
だ
法
案
内
容
は
確
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
県
本
部
は
自
治
労
に
結
集

し
、
公
務
員
制
度
改
革
関
連
４

法
案
の
早
期
成
立
と
地
方
公
務

員
に
関
わ
る
自
律
的
労
使
関
係

の
措
置
に
関
す
る
法
案
の
同
時

成
立
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
単
組
・
県
本
部
段
階
で
は
、

組
合
員
レ
ベ
ル
も
含
め
て
、
新

し
い
労
使
関
係
制
度
で
は
、
労

使
交
渉
を
基
本
に
賃
金
・
労
働

条
件
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
一

方
で
、
引
き
続
き
議
会
に
お
け

る
条
例
の
成
立
を
も
っ
て
決
定

さ
れ
る
部
分
が
残
る
課
題
が
あ

る
こ
と
も
意
識
し
な
が
ら
、
労

使
関
係
の
基
本
部
分
か
ら
労
使

交
渉
に
よ
っ
て
当
局
と
協
約
を

結
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
再
認
識
し
、
闘
争
サ
イ
ク
ル

を
実
践
で
き
る
労
使
関
係
の
構

築
と
組
織
の
整
備
・
強
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　
自
治
労
は
、
新
た
な
産
別
の

形
成
に
踏
み
出
し
、
公
共
民
間

を
は
じ
め
全
国
一
般
と
の
組
織

統
合
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
都
市
交
と
の
産
別
統
合
に

向
け
議
論
を
は
じ
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
組
織
強
化
と
拡

大
の
取
り
組
み
は
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
産
別
の
総
結
集
を
め
ざ
す

う
え
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で

す
。
自
治
体
に
働
く
多
く
の
未

組
織
の
人
た
ち
（
臨
時
・
嘱
託

職
員
等
）
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

担
う
民
間
事
業
所
労
働
者
の
組

織
化
と
自
治
労
加
盟
が
喫
緊
の

課
題
で
す
。

　
労
働
基
本
権
回
復
の
取
り
組

み
の
中
で
、
自
治
体
単
組
の
未

組
織
者
（
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
）

の
組
織
化
の
課
題
も
あ
り
ま

す
。
過
半
数
組
合
の
確
立
は
、

協
約
締
結
上
か
ら
も
重
要
な
課

題
と
位
置
づ
け
、
組
織
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。

自
律
的
労
使
関
係
に
対
応
し
た

運
動
と
組
織
の
強
化

　
国
の
財
政
破
綻
か
、
社
会
保

障
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨

て
か
、
の
二
者
択
一
の
議
論
に

す
り
替
え
ら
れ
、
消
費
税
増
税

が
8
月
10
日
、参
議
院
で
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。
貧
困
・
格
差

対
策
、
税
制
や
社
会
保
険
制
度

に
お
け
る
再
配
分
機
能
の
強
化

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
社
会
保
障
関
連
の
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
責
任
主
体

は
地
方
自
治
体
で
あ
る
た
め
、

地
域
実
態
に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
と
財
源
保
障
を
要

求
し
て
い
き
ま
す
。

　
人
員
確
保
の
取
り
組
み
は
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
等
で
削
減
さ

れ
た
職
員
数
の
回
復
と
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
・
提
供
体
制

の
確
保
に
向
け
、
春
闘
期
に
人

員
確
保
闘
争
を
産
別
統
一
闘
争

と
位
置
づ
け
て
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
非
正
規
職
員
の
正

規
化
や
処
遇
改
善
な
ど
に
取
り

組
み
、
地
域
社
会
と
住
民
の
切

実
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
強

力
な
自
治
体
と
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
春
闘
を
賃
金・労
働
条
件
決
定

の
原
点
と
位
置
付
け
、
年
間
の

闘
争
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
ま
す
。

　
新
た
な「
自
律
的
労
使
関
係
」

は
、労
働
組
合
が
自
ら
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
決
定
に
大
き
な
責

任
を
持
つ
制
度
と
な
り
ま
す
。

そ
の
意
識
を
全
体
化
し
、
県
本

部
総
体
と
し
て
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　
地
域
民
間
賃
金
準
拠
の
行
き

過
ぎ
た
押
し
つ
け
や
、
国
公
給

与
引
き
下
げ
措
置
を
論
拠
と

し
た
地
方
交
付
税
削
減
論
な

ど
、
地
方
公
務
員
賃
金
へ
の
圧

力
は
、
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
ま

す
。
県
本
部
は
、
地
方
交
付
税

総
額
の
確
保
と
国
公
給
与
引
き

下
げ
の
地
方
財
政
に
対
す
る
影

響
を
阻
止
す
る
た
め
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
県
当
局
や
県
人

事
委
員
会
対
策
を
強
化
し
、
兵

庫
に
お
け
る
水
準
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　
低
賃
金
と
不
安
定
な
雇
用
環

境
に
置
か
れ
て
い
る
臨
時
・
非

常
勤
等
職
員
や
公
共
サ
ー
ビ
ス

民
間
労
働
者
の
処
遇
改
善
の
取

り
組
み
は
、
自
治
体
労
働
組
合

と
し
て
の
社
会
的
責
任
で
す
。

自
治
体
労
働
者
と
地
域
民
間
労

働
者
の
連
携
・
相
互
支
援
の
運

動
を
さ
ら
に
強
化
・
拡
大
し
ま

す
。

　
小
泉
構
造
改
革
が
進
め
た

「
小
さ
な
政
府
」
は
、
自
治
体

労
働
者
の
総
額
人
件
費
削
減
を

目
的
に
賃
金
切
り
下
げ
や
民
間

委
託
に
よ
る
人
員
削
減
を
推
し

進
め
ま
し
た
。

　
多
く
の
自
治
体
が
進
め
て
い

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託

や
民
営
化
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
地
方

独
立
行
政
法
人
、
指
定
管
理
者

制
度
、
市
場
化
テ
ス
ト
と
い
っ

た
新
た
な
経
営
手
法
に
よ
っ

て
、
提
供
責
任
の
放
棄
だ
け
に

止
ま
ら
ず
、
受
益
者
負
担
名
目

で
住
民
に
新
た
な
負
担
を
求
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

非
正
規
労
働
者
の
拡
大
に
も
繋

が
り
ま
す
。

　
合
理
化
に
よ
り
職
員
数
が
削

減
さ
れ
続
け
た
結
果
、
定
員
割

れ
や
超
過
勤
務
の
増
大
、
疲
労

に
よ
る
士
気
の
低
下
と
い
う
弊

害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
直
営
の
優
位
性
は
、
阪
神
大

震
災
や
兵
庫
県
北
西
部
豪
雨
災

害
の
対
応
で
も
明
ら
か
で
す
。

安
易
な
民
間
委
託
を
許
さ
ず
、

地
域
住
民
の
暮
ら
し
や
福
祉
を

守
る
立
場
で
、
自
治
体
責
任
の

追
求
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

を
求
め
ま
す
。ま
た
質
と
信
頼
、

安
心
と
安
全
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
守
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
担

う
人
員
の
確
保
が
重
要
で
す
。

　
今
こ
そ
、
反
「
行
革
」・
人
員

確
保
闘
争
の
強
化
が
必
要
で

す
。
改
め
て
、
自
治
労
産
別
と

し
て
の
統
一
闘
争
の
確
立
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
自
殺・
過
労
死・
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
で
長
期
病
欠
と
な
る

労
働
者
や
、
労
働
災
害
、
公
務

災
害
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
県
本
部
は
、
職
場
に
お
け
る

労
使
対
等
な
労
働
安
全
衛
生
委

員
会
活
動
を
重
視
し
、
労
働
安

全
衛
生
活
動
の
推
進
を
通
じ
て
、

健
康
と
安
全
の
確
保
、
公
務
災

害・
労
働
災
害
対
策
、
快
適
職
場

づ
く
り
を
実
現
し
ま
す
。

　
民
間
委
託
等
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
は
、
分
限
免
職
、
解
雇
、

臨
時・
非
常
勤
等
職
員
の
雇
い
止

め
等
、
労
働
者
や
労
働
組
合
に

大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い

ま
す
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法

を
い
か
し
、
入
札
改
革
と
公
契

約
条
例
制
定
の
取
り
組
み
、
ま

た
委
託
事
業
等
で
の
継
続
雇
用・

処
遇
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
基

づ
き
、
希
望
者
全
員
の
年
金
支

給
開
始
年
齢
ま
で
の
雇
用
と
賃

金
水
準
の
確
保
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
10
月
19
～
21
日
に
神
戸
市
内

に
お
い
て
第
34
回
地
方
自
治
研

究
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
本
部・
単
組
は
兵
庫
自
治
研
の

成
功
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
、

自
治
研
活
動
へ
の
理
解
を
深
め

ま
す
。

　
各
単
組
は
、「
少
子・
高
齢
化・

人
口
減
少
」
の
進
行
と
、
大
震

災
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

「
い
か
な
る
状
況
で
あ
っ
て
も
安

心・
安
全・
信
頼
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
」
を
目

標
に
、
予
算
編
成
期・
春
闘
期
を

中
心
に
政
策
要
求
を
行
い
ま
す
。

　「
地
域
主
権
改
革
」
関
連
法
案

の
成
立
を
踏
ま
え
、
政
策
の
転

換
要
求
と
サ
ー
ビ
ス
改
革
を
推

進
し
ま
す
。
基
礎
自
治
体
の
体

制
強
化
、
大
幅
な
財
源
移
譲
な

ど
を
求
め
、
分
権
改
革
を
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
憲
法
施
行
か
ら
66
年
、
従
来

に
も
増
し
て
日
米
同
盟
を
重
視

す
る
姿
勢
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

憲
法
前
文
お
よ
び
第
９
条
を
堅

持
す
る
立
場
か
ら
、
平
和
と
人

権
を
う
た
っ
た
憲
法
の
理
念
を

守
る
た
た
か
い
と
生
活
に
い
か

す
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
普
天
間
基
地
の
辺
野
古
移

転
計
画
や
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
な

ど
、
自
治
労
基
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
と
連
携
し
、
反
基
地
の

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
尖
閣
諸
島
の
上
陸
と
中
国
で

の
反
日
デ
モ
、
韓
国
大
統
領
の

竹
島
上
陸
な
ど
、
領
土
問
題
が

波
紋
を
広
げ
て
い
ま
す
。
領
海

侵
犯
は
看
過
で
き
ま
せ
ん
が
、

一
方
で
日
本
の
対
米
従
属
構
造

の
維
持・
強
化
に
口
実
を
与
え
、

軍
備
強
化
や
国
民
統
制
の
手
段

と
も
な
り
ま
す
。
日
本
の
平
和

主
義
と
北
東
ア
ジ
ア
の
非
核
化

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
福
島
の
原
発
事
故
の
教
訓
を

い
か
し
、
停
止・
廃
炉・
新
規
建

設
の
撤
回
と
、
廃
炉
や
終
息
ま

で
の
安
全
対
策
の
確
立
を
求
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
を
国
民
運
動
と
連
携
し
て
展

開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
自
治
労
は
、
政
党
と
労
働
組

合
と
の
関
係
は
運
命
共
同
体
的

な
も
の
で
は
な
く
、
労
働
組
合

は
、
あ
く
ま
で
も
勤
労
者
の
生

活
向
上
の
た
め
の
政
策
実
現
を

求
め
政
治
に
向
き
合
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方

を
基
本
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
考
え
方
は
政
権
交
代
が
実
現

し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
何
ら

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

民
主
党
政
権
に
対
す
る
国
民
の

失
望
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、

自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
措
置
、

地
方
交
付
税
の
増
額
な
ど
、
自

公
政
権
か
ら
の
政
策
転
換
は
確

実
に
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
来
る
べ
き
、
衆
議
院
の
解
散

総
選
挙
で
は
、
候
補
者
の
政
策

を
十
分
見
極
め
取
り
組
む
こ
と

と
し
、
引
き
続
き
民
主
党
を
中

心
と
し
た
政
権
の
も
と
政
策
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
３
年
7
月
に

は
参
議
院
選
挙
、
ま
た
、
自
治

体
首
長・
議
員
選
挙
が
あ
り
ま

す
。「
維
新
の
会
」
な
ど
地
域
政

党
に
よ
る
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ

に
抗
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再

生
と
市
民
自
治
を
基
本
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

自
治
労
の
政
策
を
理
解
し
、
働

く
者
の
立
場
で
意
見
反
映
す
る

組
織
内
議
員
や
協
力
議
員
の
拡

大
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

地
域
社
会
を
支
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
強
化
と
人
員
の
確
保

職
場
の
権
利
・
安
全
衛
生
な
ど

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

新
し
い
公
務
員
制
度
の
実
現
と

生
活
改
善
お
よ
び
賃
金
闘
争
の
取
り
組
み

反「
地
方
行
革
」・
反
合
理
化
、

人
員
確
保
の
た
た
か
い

地
方
財
政
の
確
立
と
自
治
・
分
権
を
推
進
し

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
再
生
さ
せ
る
取
り
組
み

平
和
・
人
権
・
環
境
を
守
る

取
り
組
み
と
脱
原
発
の
推
進

政
治
活
動
の
推
進
と

各
種
選
挙
闘
争
の
取
り
組
み

組織強化に全力あげよう
県
本
部
第
62
回
定
期
大
会
基
調（
要
旨
）

活
発
な
方
針
論
議
を

　自治労は自律的労使関係の確立、人

員確保闘争の強化、そして脱原発など

を集中して取り組んできた。公務員

バッシングを背景にした攻撃は依然厳

しく、組織強化を意識した運動が求め

られている。大会には、各単組の１年

間の実践を持ち寄り、方針を抱負化し

ていただきたい。

　と　き　9月26日（水）
　　　　　	10時開会

　ところ　神戸ベイシェラトン

自治労兵庫県本部

第62回定期大会の案内
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「
真
珠
の
耳
飾
り

の
少
女
」。
画
家

ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
の
代
表

作
の
１
つ
が
来

日
、
９
月
末
か
ら

神
戸
市
立
博
物
館

で
公
開
さ
れ
て
い

る
。
１
６
３
２
年
、
オ
ラ
ン
ダ

の
デ
ル
フ
ト
に
生
ま
れ
た
彼

は
、
生
涯
の
大
半
を
そ
の
小
さ

な
港
町
で
過
ご
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
彼
の
作
品
は

世
界
を
か
け
め
ぐ
り
、
３
５
０

年
近
く
経
っ
た
今
も
見
る
者
に

感
動
を
与
え
て
い
る
▼
本
紙

「
い
ま
い
ち
座
」
で
活
躍
の
県

本
部
ま
ん
が
集
団
。
彼
・
彼
女

ら
は
、
絵
の
持
つ
表
現
力
で
自

治
労
運
動
に
貢
献
し
て
い
る
。

そ
ん
な
ま
ん
が
集
団
の
コ
ン

ク
ー
ル
結
果
が
、
本
号
で
は
発

表
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
絵
心
あ
る
方
の

「
い
ま
い
ち
座
」
へ
の
投
稿
も

歓
迎
す
る
▼
よ
う
や
く
朝
晩
が

涼
し
く
な
り
、
秋
を
感
じ
る
季

節
と
な
っ
た
。
残
暑
が
厳
し

く
、
近
年
の
秋
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
。「
芸
術

の
秋
」「
文
化
の
秋
」、
そ
れ

ぞ
れ
の
秋
を
満
喫
し
よ
う
。
県

本
部
は
10
月
28
日
、「
黒
豆
収

穫
祭
」
を
企
画
し
て
い
る
。
家

族
を
含
め
た
交
流
か
ら
、
自
治

労
運
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

26日　県本部第62回定期大会
（神戸ベイシェラトンホテル）

４日　自治労確定闘争勝利中央決起集会および地方
　　　公務員賃金闘争交流集会（東京）
16日　2012現業・公企統一闘争勝利県本部総決起集会

（県民会館）

当面の日程

　
８
月
30
〜
31
日
に
か
け
て
、
自
治
労
第
84
回
定
期
大
会
が
函
館
市
民
体
育
館
に
て
、
全
国
か
ら

代
議
員
８
１
９
人
・
傍
聴
者
な
ど
計
４
５
０
０
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
本
部
提
案
議
案
は
全

て
可
決
さ
れ
た
。
政
権
交
代
に
よ
っ
て
公
務
員
労
働
組
合
の
自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
確
立
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
た
中
で
、
第
１
８
０
国
会
に
お
い
て
公
務
員
制
度
改
革
関
連
法
案
は
重
要
法
案

の
１
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
下
で
の
定
期
大
会
と

な
っ
た
。
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
民
主
党
の
輿
石
東
幹
事
長
は
、
地
方
公
務
員
の
制
度

改
革
に
つ
い
て
、
早
急
に
閣
議
決
定
、
法
案
提
出
に
向
け
努
力
す
る
と
述
べ
た
が
、
政
府
・
民
主

党
に
対
す
る
期
待
と
不
満
が
錯
綜
す
る
中
で
、
公
務
員
制
度
改
革
に
対
す
る
議
論
が
集
中
し
た
。

　
中
間
年
の
今
大
会
は
、「
公

共
サ
ー
ビ
ス
再
生
、震
災
復
興
、

脱
原
発
へ
　
ひ
と
り
ひ
と
り
の

力
の
結
集
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

か
か
げ
、
連
日
30
度
を
超
え
る

過
去
百
年
間
の
記
録
に
な
い
暑

さ
の
中
で
、
参
加
者
は
う
ち
わ

で
暑
さ
を
し
の
ぎ
な
が
ら
も
活

発
な
、熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
、
徳
永
秀
昭

委
員
長
は
、
公
務
職
場
を
取
り

巻
く
厳
し
い
状
況
と
直
面
す
る

課
題
に
つ
い
て
述
べ
、
組
合
員

の
自
治
労
へ
の
結
集
を
呼
び
か

け
た
。

　
今
大
会
で
は
、第
１
号
議
案
・

当
面
の
闘
争
方
針
案
、
第
２
号

議
案
・
都
市
交
と
の
組
織
統
合

案
な
ど
、
10
の
議
案
が
提
案
さ

れ
、代
議
員
の
発
言
の
多
く
が
、

退
職
金
引
き
下
げ
に
対
す
る
取

り
組
み
、
12
確
定
闘
争
、
脱
原

発
の
取
り
組
み
、
公
務
員
制
度

改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
集

中
し
た
が
、
議
論
を
通
じ
て
、

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福

島
原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
・
復

興
、
再
生
が
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
厳
し
い
情
勢
下
で
の
運
動

の
総
括
が
行
わ
れ
た
。

　
兵
庫
県
本
部
か
ら
は
森
蔭
守

書
記
長
が
、
民
主
党
政
権
へ
の

対
応
や
具
体
的
な
行
動
提
起
を

求
め
る
意
見
と
10
月
の
「
兵
庫

自
治
研
」
へ
の
参
加
と
協
力
を

呼
び
か
け
て
討
論
に
参
加
し
た
。

ま
た
、
間
近
に
迫
っ
た
第
34
回

自
治
研
集
会
に
向
け
て
、
本
多

義
弘
委
員
長
が
地
元
の
思
い
を

訴
え
、
全
国
か
ら
の
結
集
を
呼

び
か
け
る
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
、
都
市
交
と
の
統
合

に
言
及
し
た
大
会
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
ほ
か
、
脱
原
発
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
、
米
軍
基

地
の
縮
小
な
ど
を
追
求
す
る
２

つ
の
特
別
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

　
大
会
で
は
第
10
号
議
案
と
し

て
、「
新
規
加
盟
組
合
等
の
承

認
」
が
提
案
さ
れ
た
。
１
年
間

で
21
単
組
９
２
０
人
の
加
盟
が

あ
り
、
議
案
は
全
体
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。

　
兵
庫
か
ら
は
、
神
戸
光
有
会

労
組
が
加
盟
の
承
認
を
受
け

た
。
大
会
に
か
け
つ
け
た
同
労

組
の
榎
本
一
三
委
員
長
は
、
紹

介
を
受
け
る
と
温
か
い
拍
手
に

包
ま
れ
た
。

組
が
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が

課
題
」
と
し
た
。

　
総
会
後
、
元
宝
塚
市
職
労
の

岩
室
達
美
さ
ん
を
講
師
に
学
習

会
を
実
施
し
、
翌
日
は
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
視
察
し
た
。

【
２
面
に
公
共
民
間
協
の
総
会

を
掲
載
】

害
者
の
組
織
状
況
は
宝
塚
市
職

労
、
神
戸
市
従
、
明
石
市
職
労

な
ど
で
障
害
者
が
独
自
に
組
織

を
つ
く
り
活
動
。
情
報
交
換
や

悩
み
を
相
談
す
る
場
が
必
要

だ
。
オ
ル
グ
で
要
請
先
に
障
害

者
の
同
席
を
依
頼
、
今
回
の
参

加
者
も
増
え
た
。
障
害
者
を
単

29
回
総
会
を
「
自
治
体
に
働
く

障
害
労
働
者
の
つ
ど
い
」
を
兼

ね
、
９
月
１
〜
２
日
浜
坂
温
泉

保
養
荘
に
お
い
て
開
催
し
た
。

６
単
組
18
人
の
組
合
員
が
参
加

し
、
日
頃
の
悩
み
な
ど
を
語
り

合
い
交
流
を
深
め
あ
っ
た
。

　
総
会
で
は
、
経
過
報
告
・
方

針
案
を
全
体
の
拍
手
で
確
認
し

た
。質
疑
に
対
し
執
行
部
は「
障

　
障
害
労
働
者
評
議
会
は
、
第

月
間
の
取
り
組
み
で
実
質
的
な

改
善
し
た
成
果
を
話
し
た
。

さ
せ
ら
れ
る
偽
装
請
負
の
是
正

へ
討
論
、要
求
、交
渉
な
ど
５
ヵ

た
。
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
で

は
、
震
災
が
れ
き
中
皮
腫
問
題

で
県
内
市
町
の
清
掃
職
員
な
ど

の
特
別
検
診
や
介
護
職
員
の
処

遇
改
善
を
獲
得
目
標
と
し
て
新

た
に
追
加
し
た
。

　
総
会
発
言
で
は
加
古
川
市
職

労
よ
り
雇
用
継
続
を
求
め
る
臨

職
の
給
食
調
理
員
の
組
合
づ
く

り
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ

た
。
た
た
か
い
の
報
告
で
は
宍

粟
市
職
労
の
組
合
員
が
給
食
セ

ン
タ
ー
の
民
間
配
送
車
に
同
乗

　
県
本
部
現
業
評
議
会
は
、
８

月
10
日
に
神
戸
市
・
舞
子
ビ
ラ

で
２
０
１
２
総
会
、
翌
11
日
に

清
掃
、
学
校
、
一
般
現
業
の
各

集
会
も
開
い
た
。
総
会
に
は
35

単
組
１
４
５
人
が
参
加
し
、
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
方
針
や
現

業
労
働
者
の
活
動
方
針
を
確
認

し
、
新
議
長
に
長
谷
川
克
彦
さ

ん
（
神
戸
市
従
）
を
選
出
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
神
戸
一

議
長
は
地
公
法
57
条
に
つ
い
て

｢

削
除
が
先
送
り
に
な
っ
た
が
、

団
結
権
・
協
約
締
結
権
を
活
用

し
て
現
業
・
公
企
闘
争
に
全
力

を
あ
げ
よ
う｣

と
あ
い
さ
つ
し

各
評
議
会
総
会
の
紹
介

１ 　
６
月
に
審
議
入
り
し
た
国
公
制
度

改
革
関
連
４
法
案
は
、
本
部
段
階
で

対
政
府
・
総
務
省
交
渉
な
ど
努
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、先
が
見
通
せ
な
い
。「
政
府
・

国
会
対
策
」
の
み
に
終
わ
ら
ず
、
単

組
・
組
合
員
が
参
加
で
き
る
取
り
組

み
提
起
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
退
職
手
当
引
き
下
げ
も
同
様
で
、

私
た
ち
地
公
に
は
法
案
の
案
文
す
ら

公
表
さ
れ
な
い
ま
ま
引
き
下
げ
の
閣

議
決
定
が
さ
れ
た
。
単
組
・
組
合
員

が
、「
決
定
の
場
に
参
加
し
て
い
る
」

と
実
感
で
き
る
行
動
配
置
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
制
度
改
革
の
中
で
、
地
公
法
57
条

（
単
純
労
務
規
定
）
廃
止
を
め
ぐ
っ

て
論
議
さ
れ
て
き
た
。「
今
回
の
法

改
正
を
逃
せ
ば
、
二
度
と
で
き
な
い

と
い
う
情
勢
認
識
」
と
「
権
利
拡
大

を
め
ざ
す
法
案
に
お
い
て
権
利
後
退

と
な
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

の
間
の
議
論
経
過
か
ら
す
る
と
本
部

方
針
は
あ
ま
り
に
簡
素
な
提
起
。
改

め
て
考
え
方
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

　
最
後
に
10
月
19
〜
21
日
、
第
34
回

地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
が
兵
庫
で

開
催
さ
れ
る
。
全
国
か
ら
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
る
。

大 西 英 剛
（兵庫県職労）

節電（ひと休み）

神
戸
光
有
会
労
組

自
治
労
加
盟
を
承
認

自治労第84回大会

都
市
交
と
の
組
織
統
合
案
を
示
す

先
が
見
え
ぬ 

制
度
改
革

現  評

新
議
長
に
長
谷
川
さ
ん

統
一
闘
争
の
獲
得
課
題
確
認

障 労 評

オ
ル
グ
で
参
加
者
拡
大

障
害
労
働
者
の
実
態
把
握
が
課
題

大衆行動で後押しを森蔭書記長
発 言 要 旨

公
務
員
制
度
改
革
、

退
職
手
当
の
諸
課
題
で

全国から4500人が参加し、厳しい情勢下の運動課題を意思統一した

日頃の悩みなどを交流した

手をあげて応える
榎本さん
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

世
界
認
定
に
向
け
た
動
き

は
、
２
０
０
６
年
に
は
じ
ま

る
。
馬
場
雅
人
新
温
泉
町
長

（
当
時
）
が
推
進
協
議
会
の

幹
事
長
を
務
め
、
そ
の
事
務

を
町
の
企
画
課
が
担
当
。
学

術
顧
問
に
神
戸
女
子
大
学
波

田
重
熙
学
長
を
迎
え
準
備
が

進
め
ら
れ
た
。

　
当
時
、「
世
界
遺
産
は
誰

で
も
知
っ
て
い
る
が
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
知
名
度
は
低
く
、

山
陰
海
岸
が
日
本
の
ジ
オ
の

火
付
け
役
だ
っ
た
。
世
界
認

定
へ
の
準
備
を
進
め
た
が
、

最
初
は
落
選
。
と
て
も
悔
し

い
思
い
を
し
た
の
で
、
２

度
目
で
認
定
さ
れ
た
と
き
の

喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
っ
た
」

と
、
現
在
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を

担
当
す
る
商
工
観
光
課
観
光

係
長
の
仲
村
祐
子
さ
ん
は

語
っ
た
。

　
そ
の
仲
村
さ
ん
に
ジ
オ

パ
ー
ク
を
め
ぐ
る
現
在
の
課

題
な
ど
を
伺
っ
た
。「
い
ま

だ
に
認
知
度
が
低
く
、
町
民

に
も
ジ
オ
を
活
用
し
た
町
づ

く
り
が
実
感
で
き
て
い
な

い
。
訪
れ
た
人
た

ち
に
、
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
の
成

り
立
ち
や
見
ど
こ

ろ
を
説
明
す
る
ガ
イ
ド
が
不

足
し
て
い
る
」
新
温
泉
町
で

は
、
観
光
協
会
や
自
然
保
護

団
体
な
ど
で
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、

そ
の
活
動
を
住
民
に
浸
透
さ

せ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

研
修
会
を
開
催
し
て
ガ
イ
ド

の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
と
い
う
。

　
こ
の
半
年
で
最
も
嬉
し

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
聞
い

て
み
た
。「
夏
休
み
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
企
画
し
た
ウ
ミ
ホ

タ
ル
の
観
察
会
に
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
子
ど
も
連
れ
で

参
加
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
も

大
人
も
目
を
輝
か
せ
ウ
ミ
ホ

タ
ル
の
光
を
見
つ
め
、
来
年

も
来
た
い
と
言
っ
て
く
れ

た
。
浜
坂
の
海
の
神
秘
を
体

感
し
て
く
れ
た
と
思
う
」
と

語
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
秋
に
、
新
温

泉
町
と
友
好
関
係
に
あ
る
大

阪
府
摂
津
市
民
を
対
象
と
し

た
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し

た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
定
員
に

達
し
た
と
の
こ
と
。
温
泉
、

松
葉
ガ
ニ
、
そ
し
て
新
た
に

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
新

温
泉
町
の
町
お
こ
し
を
後
押

し
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
館
は
、
浜
坂

漁
港
の
す
ぐ
横
に
あ
る
。
太

古
の
地
球
の
営
み
が
日
本
海

を
生
み
だ
し
た
名
残
を
残

す
、
海
岸
線
の
地
層
や
岩
肌

を
間
近
か
に
観
察
で
き
る
観

光
遊
覧
船
も
お
勧
め
だ
。

　
兵
庫
自
治
研
の
成
功
に
向

け
て「
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
に
、
今
回
は
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
に
着
目
し
て
、
豊

岡
市
、
香
美
町
、
新
温
泉
町

で
、
担
当
す
る
組
合
員
に
取

材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

人
が
減
ら
さ
れ
業
務
が
多
忙

な
中
、
快
く
対
応
い
た
だ
き

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
仲

間
に
、
紙
面
で
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。（
当
連
載
は
今
号

で
お
わ
り
で
す
）

子
ど
も
の
目
が
輝
い
た

自
然
の
恵
み
、地
域
の
力
に
期
待

　
分
科
会
は
、
①
原
発
政
策
を

考
え
る
②
日
本
の
軍
事
化
を
考

え
る
③
労
働
組
合
と
平
和
運
動

を
課
題
に
取
り
あ
げ
た
。

　
自
衛
隊
の
内
情
や
沿
革
を
学

ん
だ
第
２
分
科
会
で
は
、
災
害

復
旧
活
動
な
ど
で
自
衛
隊
が
国

民
の
中
に
浸
透
し
て
い
る
現
状

を
再
確
認
。
そ
の
上
で
自
衛
隊

の
活
動
が
、
専
守
防
衛
か
ら
海

外
派
遣
が
本
来
業
務
に
、
基
盤

的
防
衛
力
か
ら
動
的
防
衛
力
に

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

ま
た
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
は
米
国
の
戦
争
を
支
援
し

殺
戮
に
加
担
し
て
い
る
現
実
も

考
え
た
。
自
衛
隊
が
変
遷
す
る

中
、「
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
（
文
民
統
制
）
が
機
能
し
て

い
る
の
か
。
国
民
が
監
視
す
る

視
点
が
大
切
」
と
確
認
し
た
。

　
夕
食
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
懇

親
を
深
め
た
。
２
日
目
は
分
科

会
議
論
の
紹
介
に
続
き
、
部
落

差
別
の
現
状
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ

ツ
の
旅
参
加
者
の
報
告
と
、
人

権
を
柱
に
学
習
し
た
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

全
国
自
治
研
に
向
け
て
⑪

　
平
和
友
好
祭
兵
庫
県
実
行
委

員
会
は
９
月
８
〜
９
日
、
グ

リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形（
神
河
町
）

で
第
55
回
平
和
友
好
祭
兵
庫
県

祭
典
を
開
い
た
。
35
人
が
平
和

に
つ
い
て
語
り
、
夜
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
懇
親
を
深
め
た
。

　「
平
和
運
動
を
な
ぜ
労
組
が

取
り
組
む
の
か
？
」
と
の
疑
問

が
実
行
委
員
会
で
議
論
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
講
演
は
第
１
回

反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
当
時

（
85
年
）、
実
行
委
員
長
を
務
め

た
藤
井
彰
さ
ん
が
行
っ
た
。

　
藤
井
さ
ん
は
、
①
働
く
者
の

視
点
で
社
会
を
捉
え
る
こ
と
②

地
域
の
連
帯
を
深
め
る
こ
と
③

被
爆
者
を
は
じ
め
、
当
事
者
の

声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
、
と
平

友
祭
運
動
の
意
義
を
説
明
。「
リ

レ
ー
を
通
し
て
平
和
に
つ
い
て

議
論
し
、
様
々
な
物
事
を
見
つ

め
て
欲
し
い
」
と
ま
と
め
た
。

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
第
12
回
総

会
を
開
催
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
大
野
敏
隆

議
長
（
尼
崎
環
境
整
備
労
組
）

は
、「
厳
し
い
職
場
の
状
況
で

各
単
組
の
交
流
が
難
し
い
が
、

今
総
会
か
ら
交
流
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。12
年
度
経
過
報
告
の
後
、

　
民
間
・
公
益
事
業
労
組
協
議

会
は
、９
月
９
日
に
フ
ル
ー
ツ
・

協
議
会
名
称
を
新
た
に
「
公
共

サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
協
議
会

（
公
共
民
間
協
）」
と
す
る
13
年

度
活
動
方
針
を
承
認
し
、
役
員

改
選
で
は
、津
村
崇
夫
さ
ん（
み

の
り
労
組
）
を
新
事
務
局
長
に

選
出
し
た
。
総
会
後
は
、
家
族

も
参
加
し
て
、
梨
狩
り
を
楽
し

み
、
交
流
を
深
め
た
。

県本部まんがコンクール“グルメ”結果発表

反核リレー運動の原点にふれる
「社会を捉える視点鍛える」

リ
レ
ー
通
し
て
議
論
を

夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
懇
親
深
め
る
平友祭県祭典

公
共
民
間
協

新事務局長に津村さん
評議会の名称を変更

兵
庫
で
第
１
回
反
核
リ
レ
ー

を
は
じ
め
た
当
時
、
実
行
委

員
長
を
務
め
た
藤
井
さ
ん
が

運
動
の
原
点
を
話
し
た

①

② ③

団結ガンバローを行う大野さん

　県本部まんが集団は、「グルメ」
をテーマにコンクールを開催した。
賞の種類は、「大笑」「おもしろ笑」

「いまいち笑」。自治ひょうごでは、
大笑とおもしろ笑を紹介する。

①	大笑
　 タイトル「しぼりたて」
　 作者　おやすみ漫

②	おもしろ笑
　 タイトル「彼女のためならば」
　 作者　長谷川昭三（県職労）

③	おもしろ笑
　 タイトル　なし
　 作者　西垣戸郁美（猪名川公共
　　　　 ユニオン・組合員家族）
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過
日
、「
食
と
土
」

に
つ
い
て
の
講
演

を
聞
く
機
会
が
あ

っ
た
。
そ
の
昔
、

人
は
四
里
四
方
の

土
地
で
採
れ
た
も

の
を
食
材
と
し
て

生
活
す
れ
ば
、
健

康
で
長
寿
を
全
う
す
る
と
い
わ

れ
て
い
た
。
昨
今
の
「
地
産
地

消
」
は
、農
産
物
だ
け
で
な
く
、

山
の
幸
、
野
の
幸
、
海
の
幸
な

ど
、
そ
の
地
域
風
土
が
生
み
出

し
た
も
の
を
主
体
に
「
食
」
を

構
成
し
て
い
る
▼
本
来
北
か
ら

南
の
果
て
ま
で
誰
が
食
べ
て
も

美
味
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
関
東

は
濃
味
で
あ
る
し
、
関
西
は
薄

味
で
あ
る
▼
大
自
然
の
運
行
循

環
を
支
え
る
の
は
、
生
物
そ
の

も
の
で
あ
る
。
植
物
の
生
育
は

光
と
水
と
空
気
、
そ
れ
に
土
が

加
わ
る
。
特
に
農
産
物
は
、
そ

の
栽
培
す
る
土
の
機
能
に
大
き

く
影
響
さ
れ
る
▼
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ

ｒ
ｅ
は
通
常
「
文
化
」
と
訳
さ

れ
る
が
、「
土
を
耕
す
」
と
い

う
意
味
も
含
ん
で
い
る
と
い

う
。
そ
こ
に
は
「
土
に
生
き
る

者
の
誇
り
」
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
た
▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
多
く
の
国
民

の
反
対
を
無
視
し
て
動
き
出
し

て
い
る
。
農
業
の
自
由
化
・
規

制
緩
和
に
踏
み
込
む
こ
と
は
、

日
本
の
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
を
破

壊
す
る
こ
と
に
等
し
い
。
　
○無

大		植　	賢
（豊岡市職労）

あ と 何 年 ？

第62回定期大会
特　 集 　号

　
大
会
は
、
谷
克
哉
副
委
員
長

の
司
会
で
開
会
し
、
高
津
一
男

（
伊
丹
市
職
労
）、
宮
崎
浄（
加
東

市
職
労
）
の
両
代
議
員
を
議
長

団
に
選
出
し
議
事
を
進
め
た
。

　
ま
ず
本
多
義
弘
委
員
長
は
、

「
方
針
に
基
づ
き
民
主
党
、
社

民
党
を
主
軸
に
政
治
闘
争
を
進

め
て
き
た
。
民
主
党
政
権
3
年

間
を
総
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
次
期
衆
議
院
選
挙
で
は
、

自
治
労
方
針
に
基
づ
き
慎
重

　
9
月
26
日
、
県
本
部
は
第
62
回
定
期
大
会
を
神
戸
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
し

た
。
大
会
に
は
、
各
単
組
の
代
議
員
、
傍
聴
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
活
発
な
議
論

を
展
開
し
た
。
第
1
号
議
案
「
２
０
１
３
年
度
運
動
方
針
（
案
）」
や
現
業
公
企
統
一
闘
争

や
退
職
手
当
削
減
に
対
す
る
た
た
か
い
な
ど
を
提
起
し
た「
当
面
の
闘
争
方
針（
案
）」な
ど
、

7
議
案
全
て
を
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
た
。
質
疑
で
は
合
計
26
人
が
発
言
し
単
組
の
取
り

組
み
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。
ま
た
、新
役
員
と
し
て
、今
大
会
で
名
称
変
更
し
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
民
間
労
組
協
議
会（
旧
民
間
・
公
益
事
業
労
組
協
議
会
）事
務
局
長
の
津
村
崇
夫
さ
ん
と
、

県
職
ブ
ロ
ッ
ク
上
月
茂
敬
さ
ん
を
新
た
に
執
行
委
員
と
し
て
選
出
し
た
。

に
、
運
動
に
理
解
の
あ
る
候
補

者
を
推
薦
決
定
す
る
。
参
議
院

選
挙
は
組
織
内
の
あ
い
は
ら
さ

ん
の
必
勝
を
め
ざ
す
」
と
政
局

に
ふ
れ
て
あ
い
さ
つ
し
た
。
続

い
て
、
連
合
兵
庫
森
本
洋
平
会

長
な
ど
各
来
賓
か
ら
あ
い
さ
つ

を
受
け
た
。
ま
た
、
午
後
の
議

事
再
開
時
に
は
自
治
労
本
部
荒

金
廣
明
副
委
員
長
か
ら
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　
一
般
経
過
報
告
、決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
を
提
案
し
質
疑

に
入
っ
た
。
5
人
の
代
議
員
か

ら
発
言
を
受
け
、
全
体
の
拍
手

で
報
告
事
項
を
承
認
し
た
。
午

後
か
ら
は
「
２
０
１
３
年
度
運

動
方
針
（
案
）」
な
ど
各
議
案

を
一
括
提
案
し
質
疑
に
移
っ

た
。
運
動
方
針
案
な
ど
に
対
し

21
人
の
代
議
員
か
ら
発
言
を
受

け
、
県
本
部
が
提
案
し
た
全
て

の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、「
脱
原
発
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
実
現
す

る
特
別
決
議
」「
Ｍ
Ｖ

－

22
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
、
日
米
軍
事
一

体
化
に
反
対
し
、『
戦
争
す
る

国
づ
く
り
』を
許
さ
な
い
決
議
」

を
採
択
し
、
最
後
に
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
を
し
め
く
く
っ

た
。【
質
疑
内
容
は
２
・
３
面
】

　
大
会
で
は
３
人
が
退
任
役
員

と
し
て
紹
介
さ
れ
、
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。
退
任
役
員
は
次
の

通
り
。

隅
　
豊
・
執
行
委
員
（
県
職
労
）

中
渕
世
志
人
・
執
行
委
員

（
国
保
労
組
）

金
森
　
多
恵
・
オ
ル
グ

　
定
期
大
会
開
催
に
あ
た
り
執
行
部

を
代
表
し
あ
い
さ
つ
す
る
。
極
め
て

厳
し
い
職
場
環
境
に
あ
っ
て
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
生
活
と
権
利
を

守
る
た
め
、
奮
闘
し
て
い
る
こ
と
に

感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
。

　
さ
て
、
民
主
党
代
表
選
、
自
民
党

総
裁
選
も
行
わ
れ
、
今
日
の
状
況
は

政
局
抜
き
に
は
あ
い
さ
つ
で
き
な
い
。

新
た
な
政
局
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
県
本
部
は
民
主
党
、
社

民
党
を
中
心
に
政
治
闘
争
を
行
う
。

　
予
想
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙
に
あ

た
っ
て
は
、
ま
ず
３
年
間
の
民
主
党

政
権
を
総
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
県
内
12
選
挙
区
の
候
補
が
、
自

治
労
の
運
動
方
針
を
理
解
し
国
会
活

動
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
を
慎

重
に
見
極
め
推
薦
を
決
め
た
い
。

　
ま
た
、
来
夏
の
参
議
院
選
挙
は
、

比
例
区
で
自
治
労
組
織
内
の
「
あ
い

は
ら
く
み
こ
」
さ
ん
を
自
治
労
組
織

の
存
亡
を
か
け
た
負
け
ら
れ
な
い
選

挙
と
位
置
付
け
、兵
庫
選
挙
区
の「
辻

泰
弘
」さ
ん
と
セ
ッ
ト
で
た
た
か
う
。

知
事
選
、
神
戸
市
長
選
、
そ
の
他
の

自
治
体
議
員
選
挙
も
、
地
方
自
治
を

確
立
し
、
我
々
の
手
に
取
り
戻
す
た

め
、
連
合
兵
庫
に
結
集
し
総
力
を
あ

げ
た
た
か
う
こ
と
が
重
要
だ
。
と
り

わ
け
、
三
田
市
議
会
の
坂
本
三
郎
さ

ん
、
11
月
18
日
投
票
の
丹
波
市
議
会

の
前
川
豊
一
さ
ん
の
必
勝
を
期
す
。

　
９
月
15
日
か
ら
連
合
兵
庫
、
経
営

者
協
会
、
県
な
ど
に
よ
る
第
15
回
海

外
労
働
事
情
調
査
団
の
一
員
と
し
て

訪
米
の
機
会
が
あ
り
、
雇
用
状
況
を

中
心
に
調
査
を
し
て
き
た
。
米
国
で

も
若
年
者
の
雇
用
状
況
は
厳
し
い

が
、
経
済
的
な
理
由
等
で
大
学
に
進

学
で
き
な
か
っ
た
若
者
な
ど
に
対

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
と
い

う
２
年
間
の
就
学
の
機
会
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
奨
学
金
な
ど
様
々
な
支

援
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雇

用
促
進
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
職
業

訓
練
な
ど
も
整
備
さ
れ
若
年
層
へ
の

援
助
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
、
人
口
が
減
少
し
て
行
く
社
会
状

況
と
な
る
。
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
に
お
い
て
、
今
後
の
医
療
、
年

金
、
介
護
な
ど
、
社
会
保
障
制
度
を

厚
く
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
本
当
の

福
祉
と
は
何
な
の
か
。
誰
も
が
学
校

に
行
け
、
就
職
し
生
活
で
き
る
雇
用

の
安
定
が
、
最
大
の
福
祉
だ
と
考
え

る
。
若
者
が
働
く
場
所
が
無
く
生
活

で
き
な
い
こ
の
状
況
に
正
面
か
ら
立

ち
向
か
う
自
治
労
運
動
を
確
立
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
10
月
19
日
～
21
日
に
開
催
さ
れ
る

第
34
回
全
国
自
治
研
集
会
に
あ
た

り
、
兵
庫
県
内
か
ら
約
70
本
の
レ

ポ
ー
ト
が
提
出
さ
れ
た
。
自
分
た
ち

の
ま
ち
や
仕
事
を
ど
う
す
る
の
か
、

創
り
出
す
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
各

単
組
、
関
係
者
の
ご
協
力
に
感
謝
す

る
。
自
治
研
集
会
の
成
功
で
、
組
織

強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　「
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
当
た
り

前
に
で
き
る
」組
織
の
確
立
に
向
け
、

代
議
員
の
発
言
で
方
針
を
肉
付
け
し

て
い
た
だ
き
、現
業
公
企
統
一
闘
争
、

確
定
闘
争
に
全
力
を
あ
げ
る
た
め
、

意
思
統
一
を
お
願
い
す
る
。

執行委員 ２人が交代
新執行委員の紹介

上月　茂敬
選出：県職ブロック

津村　崇夫
選出：公共民間協

本多義弘委員長

平和と生活を守ろう

第62回県本部大会

退
手
引
き
下
げ
反
対

脱
原
発
社
会
へ
特
別
決
議

民
主
党
政
権
の
検
証
も

３
人
の
退
任
者
へ

感
謝
状
贈
る

雇
用
安
定
が
最
大
の
福
祉

現
状
に
立
ち
向
か
う
運
動
を

執
行
部
の
提
案
は
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
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不
安
定
雇
用
の
解
消
に
取
り
組
む

経
過
報
告
で
５
人
が
発
言

　
レ
セ
審

査
事
務
の

統
合
問
題

を
報
告
。

11
年
12
月
「
支
払
基
金
と
の
統

合
に
向
け
検
討
を
進
め
る
」
と

国
会
が
決
議
。
自
治
労
方
針
に

基
づ
き
、
神
戸
市
長
は
じ
め
7

人
の
連
合
会
理
事
へ
の
要
請
を

県
本
部
と
実
施
し
た
。
理
事
長

の
神
戸
市
長
と
は
、
意
見
交
換

を
実
施
し
た
。
統
合
問
題
は
未

決
着
、
引
き
続
き
の
取
り
組
み

に
協
力
を
。
▼（
答
弁
）県
本
部

は
国
保
労
組
と
と
も
に
国
保
連

合
会
理
事
の
首
長
へ
要
請
行
動

を
実
施
。
今
後
、
政
府
へ
の
要

請
な
ど
協
力
し
て
取
り
組
む
。

均
等
待
遇
へ
交
渉
で
前
進

芦
屋
指
導
　
　
　
　
　
　

員
労
組
　
森
口
代
議
員

拒
否
も
覚

悟
し
た
た

か
っ
た
。

結
果
、
忌

　
臨
職
の
雇
用
安
定
、
均
等
待

遇
の
た
た
か
い
を
報
告
。
非
正

規
3
単
組
の
交
渉
で
、
一
時
金

引
き
上
げ
を
勝
ち
取
る
が
、
年

休
付
与
増
は
雇
用
中
断
を
理
由

に
応
じ
ず
、
一
時
金
受
け
取
り

引
等
特
休
で
前
進
し
妥
結
し
た
。

22
条
雇
用
は
当
局
の
都
合
、
同

じ
時
間・
責
任
で
働
く
非
正
規
の

均
等
待
遇
を
求
め
た
た
か
う
決

意
だ
。
▼
粘
り
強
い
交
渉
で
今

後
の
足
掛
か
り
を
得
た
こ
と
は

大
き
い
。
と
も
に
取
り
組
む
。

学
童
の
直
営
化
め
ざ
す

猪
名
川
公
共 

　
　
　
　
　

ユ
ニ
オ
ン 

本
田
代
議
員

　
07
年
3
人
で
支
部
結
成
後
38

人
ま
で
組
織
拡
大
。
県
本
部
の

求
め
に
応
じ
各
種
集
会
等
で
報

織
内
町
議
選
で
台
風
の
中
ず
ぶ

ぬ
れ
で
の
ポ
ス
タ
ー
張
り
、
街

宣
活
動
で
当
選
を
支
え
た
。
全

て
は
子
ど
も
の
た
め
、
学
童
保

育
直
営
化
の
た
め
。
契
約
は
年

度
末
ま
で
、
来
年
以
降
の
状
況

が
見
え
な
い
。
全
員
雇
用
に
向

け
取
り
組
む
。
▼
事
業
の
直
営

化
、
全
員
の
雇
用
を
求
め
き
め

細
か
く
対
応
し
た
い
。 告

し
参
考

に
し
て
も

ら
っ
た
。

ま
た
、
組

分
会
立
ち
上
げ
要
求
書

加
古
川
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
鎌
田
代
議
員

　
30
年
前
「
正
規
も
臨
時
も
同

じ
仕
事
を
し
て
い
る
な
ら
同
じ

賃
金
を
」
と
訴
え
た
た
か
い
、

44
人
を
正
規
化
し
た
。
こ
の
経

験
を
持
つ
役
員
が
臨
時
職
員
の

話
を
聞
き
、
県
本
部
臨
職
評
の

協
力
も
得
て
、
臨
職
パ
ー
ト
分

会
を
立
ち
上
げ
た
。
雇
用
継
続

に
向
け
要
求
書
を
提
出
、
支
援

を
お
願
い
す
る
。
▼
職
場
内
で

互
い
に
理
解
で
き
な
い
こ
と
も

あ
る
、
担

当
と
連
携

し
支
援
す

る
。

形
式
的
な
面
接
の
撤
廃
を

豊
　
岡
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
山
本
代
議
員

　
保
育
士

に
は
20
年

継
続
の
臨

職
雇
用

も
い
る
。
正
規
と
変
わ
ら
ず
責

任
を
持
ち
働
い
て
い
る
が
、
毎

年
面
接
を
行
っ
て
い
る
。
総
務

省
交
渉
で
必
要
な
し
と
確
認
し

た
空
白
期
間
の
2
日
も
、
実
態

は
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
打
た
ず
働

き
、
賃
金
対
応
。
17
条
フ
ル
タ

イ
ム
雇
用
、
均
等
待
遇
を
め
ざ

し
た
た
か
う
。
▼
実
態
に
改
め

て
ひ
ど
い
と
感
じ
る
。
均
等
待

遇
を
求
め
取
り
組
む
。

本
部
の
指
導
を
お
願
い
す
る
。

▼
労
使
関
係
、
労
基
法
を
当
局

に
理
解
せ
る
た
め
、
と
も
に
取

り
組
む
。

労
使
合
意
反
故
許
さ
な
い

新
温
泉
　
　
　
　
　
　

町
職
労
　
中
田
代
議
員

過
労
自
殺
の
認
定
め
ざ
す

豊
　
岡
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
川
端
代
議
員

　
豊
岡
市
の
過
労
自
殺
公
務
災

害
認
定
闘
争
は
10
年
目
を
迎
え

る
。
裁
判
闘
争
で
は
毎
回
多
く

の
傍
聴
を
い
た
だ
き
、
事
案
の

重
大
さ
を

ア
ピ
ー
ル

で
き
て
い

る
。

　
年
内
に
証
人
尋
問
、
来
年
の

春
頃
に
は
結
審
を
迎
え
る
と
思

わ
れ
る
。
裁
判
闘
争
と
あ
わ
せ

10
月
に
「
支
え
る
会
」
の
総
会

を
開
き
、
意
思
統
一
も
行
う
。

来
年
の
大
会
に
は
嬉
し
い
報
告

が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
引
き
続

き
県
内
の
仲
間
の
支
援
を
お
願

い
す
る
。

▼（
答
弁
）裁
判
の
場
で
「
業
務

上
」
と
証
明
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
支
援
す
る
。

雇
止
め
阻
止
へ
頑
張
る

丹
　
波
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
田
中
代
議
員

　
昨
年
12
月
の
「
学
校
給
食
運

営
基
本
計
画
」
素
案
で
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
民
間
委
託
が
示
さ

れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
非
常
勤

調
理
員
が
雇
止
め
と
な
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
今
年
６
月
に
当

局
か
ら
、「
調
理
員
雇
止
め
方
針

案
」
が
提

示
さ
れ
た

が
、
組
合

は
受
け
取

り
拒
否
、
７
月
の
団
交
で
「
雇

止
め
回
避
努
力
が
不
十
分
」
と

指
摘
し
、
今
後
労
使
交
渉
を
重

ね
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

８
月
に
は
県
本
部
、
近
隣
単
組

の
支
援
で
臨
職
労
の
全
体
集
会

を
開
き
、
激
励
と
勇
気
を
い
た

だ
い
た
。
引
き
続
き
の
支
援
を
。

▼
当
局
の
誠
意
の
な
さ
を
痛
感
。

雇
用
継
続
へ
一
緒
に
取
り
組
む
。

労
基
法
の
認
識
不
十
分

篠
　
山
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
麻
田
代
議
員

　
自
律
的
労
使
関
係
確
立
に
関

連
し
て
、

単
組
の
課

題
を
報
告

し
た
い
。

当
局
は
地
公
法
は
わ
か
っ
て

も
、
労
基
法
の
認
識
が
な
い
。

例
え
ば
臨
時
職
員
の
年
休
繰
り

越
し
や
比
例
付
与
は
労
基
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
組
合
が

指
摘
し
て
も
認
め
な
い
。
ま
た

現
業
職
員
の
苦
情
処
理
機
関
も

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
組
合
の
方
も
不
勉
強
で
、
最

低
の
労
働
条
件
を
守
ら
せ
る
取

り
組
み
に
終
始
し
て
い
る
。
県

　
06
年
の
給
与
構
造
改
革
の

際
、
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

町
長
と
組
合
委
員
長
名
で
確
認

文
書
を
交
わ
し
た
。
昇
格
基
準

は
、「
高
卒
で
22
年
４
級
」
と

の
確
認
で
あ
っ
た
が
、
今
年
４

月
、
該
当
者
の
う
ち
一
部
の
女

性
が
昇
格
し
な
か
っ
た
。
７
月

に
交
渉
を
行
っ
た
が
、
町
長
は

「
裁
量
権
だ
」「
逸
脱
し
て
い
な

い
」
と
確
認
事
項
を
一
方
的
に

破
棄
す
る
態
度
に
終
始
し
た
。

　
執
行
部
で
は
、
文
書
確
認
を

反
故
に
す
る
事
態
は
、
単
に
町

職
労
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

▼
労
使
合
意
の
反
故
は
全
体
の

課
題
と
い

う
認
識
で

取
り
組

む
。

　
労
基
法
に
準
拠
し
た
時
間
外

手
当
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
具
体
的
に
は
時
間
単
価
の

算
定
基
礎
分
母
を
「
７
時
間
45

分
×
要
勤
務
日
数
に
改
め
よ
」

と
い
う
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、

時
間
単
価
が
若
干
の
増
と
な
る
。

　
昨
年
の
現
業
公
企
闘
争
の
要

求
書
に
あ
げ
、
予
算
要
求
闘
争

の
団
交
時
に
は
、
他
市
で
は
労

基
署
の
指
導
も
受
け
て
い
る
こ

と
を
訴
え
、
組
合
も
そ
の
決
意

を
伝
え
た
。
結
果
当
局
は
３
月

議
会
に
条
例
改
正
案
を
提
案
し

た
が
否
決
。
組
合
で
議
員
対
策

も
行
い
６
月
議
会
で
可
決
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

▼
労
基
署
に
も
相
談
し
て
取
り

組
み
を
進
め
、
改
善
さ
せ
た
こ

と
に
敬
意
を
表
す
る
。
県
本
部

と
し
て
も

課
題
を
全

体
化
さ
せ

た
い
。

誠
意
あ
る
交
渉
を
追
及

加
東
市
　
　
　
　
　
　

臨
職
労
　
門
上
代
議
員

　
２
月
２
日
、
当
局
か
ら
「
３

月
議
会
で
臨
時
・
日
々
雇
用
職

員
の
賃
金
・
労
働
条
件
を
条
例

化
し
た
い
」と
提
案
が
あ
っ
た
。

３
月
議
会
に
上
程
す
る
の
で
22

日
ま
で
に
合
意
し
た
い
と
い
う

性
急
な
提
案
だ
っ
た
。

　
当
局
は
「
現
状
の
労
働
条
件

は
変
え
な
い
」
と
い
う
が
、
規

則
は
交
渉
で
変
更
で
き
て
も
条

例
は
議
会
が
決
定
権
を
持
つ
。

組
合
に
と
っ
て
は
重
要
な
問
題

で
あ
る
。
十
分
な
協
議
も
行
わ

ず
に
決
め
る
こ
と
は
組
合
軽
視

を
訴
え
た
。し
か
し
当
局
は「
交

渉
す
る
必
要
は
な
い
」と
回
答
。

組
合
は
15
日
に
県
本
部
、
ブ

ロ
ッ
ク
と
連
名
で
申
し
入
れ
を

行
い
、
労
働
委
員
会
提
訴
も
検

方
針
で
21
人
が
発
言

討
し
た
。
結
果
、
当
局
は
交
渉

期
限
を
３
月
23
日
と
し
、
労
使

合
意
に
向
け
た
交
渉
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。

▼
当
局
の
認
識
は
明
ら
か
に
誤

り
。
県
本
部
も
労
働
協
約
の
中

で
物
事
を

決
め
る
よ

う
追
求
し

て
い
く
。

　
13
年
10

月
、
三
木

と
小
野
の

市
民
病

院
が
統
合
し
、
北
播
医
療
セ
ン

タ
ー
が
誕
生
す
る
。
そ
れ
に
対

応
し
て
10
年
５
月
に
組
合
側
の

「
協
議
会
」
を
結
成
し
た
。

　
医
療
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る

企
業
団
に
協
議
会
が
交
渉
相
手

で
あ
る
こ
と
を
確
認
、
こ
れ
ま

で
要
求
書
提
出
や
ニ
ュ
ー
ス
発

行
、
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

を
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し

統
合
に
あ
た
っ
て
最
も
重
大
な

継
続
雇
用
に
つ
い
て
、今
も「
希

望
者
全
員
」
と
の
合
意
が
で
き

て
お
ら
ず
、
企
業
団
を
信
頼
で

き
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
統
合
ま
で
後
１
年
。
職
員
が

働
き
や
す
く
、
住
民
の
健
康
が

守
れ
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組

む
。
支
援
を
要
請
す
る
。

▼
衛
生
医
療
評
、
ブ
ロ
ッ
ク
と

も
協
力
し
、
雇
用
継
続
を
め
ざ

す
。

　
臨
時
職

員
の
民
間

会
社
転
籍

反
対
闘
争

で
西
村
市
長
が
誕
生
し
た
。
そ

の
際
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て

掲
げ
た
公
契
約
条
例
の
制
定
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
条
例
は
、
人
、
モ
ノ
、
金

を
地
域
で
循
環
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
。
連
合
北
播
、
部
落
解

放
共
闘
、
兵
庫
土
建
加
西
支
部

な
ど
も
参
加
し
、
５
月
に
「
連

絡
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
し
か

し
公
契
約
の
知
名
度
は
低
い
。

今
後
チ
ラ
シ
配
布
や
署
名
行
動

の
実
施
も
議
論
し
て
い
る
。

▼
公
契
約
を
県
内
で
も
実
現
し

た
い
。
格
差
改
善
、
均
等
待
遇

を
め
ざ
し
取
り
組
む
。

価
が
で
き

る
」
と
平

行
線
に
終

わ
っ
た
。

７
月
に
再
度
交
渉
を
行
っ
た

が
、当
局
は
「
管
理
運
営
事
項
」

と
い
う
だ
け
で
具
体
的
な
回
答

を
示
さ
な
い
。
闘
争
戦
術
な
ど

指
導
し
て
ほ
し
い
。

▼
県
本
部
方
針
も
評
価
制
度
は

反
対
で
あ
る
。
と
も
に
取
り
組

む
。

員
が
中
皮
腫
と
の
診
断
を
受

け
、
現
在
闘
病
中
で
あ
る
。
本

人
の
職
歴
を
見
て
も
、
ア
ス
ベ

ス
ト
に
曝
露
し
た
の
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
し
か
考
え
ら
れ
な

い
。
当
時
の
ご
み
置
き
場
は
、

家
庭
ご
み
以
外
に
も
が
れ
き
が

出
さ
れ
て
い
た
。
収
集
車
は
が

れ
き
で
い
っ
ぱ
い
、
ダ
ン
プ
で

き
ず
、
荷
台
に
入
り
込
み
、
埃

だ
ら
け
に
な
っ
て
掻
き
出
し
た
」

な
ど
と
訴
え
て
い
る
。
公
務
災

害
認
定
を
請
求
し
て
い
る
。
そ

の
支
援
と
安
全
・
健
康
対
策
も

求
め
る
。

▼
中
皮
腫
の
問
題
は
、
労
案
セ

ン
タ
ー
と
も
協
力
し
、
健
康
管

い
と
明
ら
か
な
交
渉
拒
否
で
あ

り
、
私
た
ち
は
２
月
に
労
働
委

員
会
に
申
立
を
行
っ
た
。

　
当
局
は
労
働
委
員
会
の
場
で

も
「
文
書
上
で
交
渉
を
行
っ
て

い
る
」な
ど
と
不
誠
実
な
対
応
。

憤
り
を
感
じ
る
。
誠
実
な
交
渉

を
求
め
た
た
か
う
。
支
援
を
お

願
い
す
る
。

▼
労
働
委
員
会
闘
争
を
引
き
続

き
支
援
し
た
い
。

使
用
料
問
題
へ
の
助
言
を

川
　
西
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
山
下
代
議
員

　
橋
下
大

阪
市
長
の

動
き
を
受

け
、
様
々

な
問
題
が
派
生
し
て
い
る
。
そ

の
１
つ
に
組
合
事
務
所
の
使
用

料
が
あ
る
。
川
西
市
や
阪
神
間

で
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
な
い

が
、
周
り
を
包
囲
さ
れ
る
と
抵

抗
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

提
案
さ
れ
た
場
合
、
ど
う
交
渉

し
た
ら
い
い
の
か
、
方
針
を
聞

か
せ
て
ほ
し
い
。

▼
法
律
上
認
め
ら
れ
た
団
体
。

基
本
的
に
は
便
宜
強
要
の
範
囲

と
考
え
て
い
る
。

形
態
で
全
く
異
な
る
。
臨
時
職

員
に
は
育
休
が
な
く
、
産
後
８

週
の
無
給
休
暇
後
の
補
償
は
な

い
。
パ
ー
ト
の
処
遇
は
さ
ら
に

悪
く
、
あ
る
妊
婦
は
「
月
末
で

契
約
が
切
れ
る
か
ら
」
と
退
職

さ
せ
ら
れ
た
。
な
ぜ
非
正
規
と

い
う
だ
け
で
子
ど
も
を
生
み
、

育
て
、
職
場
に
復
帰
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
。
法
改
正
も

含
め
て
、
運
動
を
進
め
た
い
。

今
後
も
支
援
を
。

▼
雇
用
以
外
に
も
課
題
は
多

い
。
地
公
法
改
正
に
向
け
て
引

き
続
き
取
り
組
む
。

勧
（
賃
金
引
き
下
げ
）
を
十
分

な
交
渉
も
せ
ず
議
会
に
提
出
し

た
。
現
在
、
労
働
委
員
会
で
争

っ
て
い
る
。

▼
11
確
定
闘
争
期
の
課
題
、
県

本
部
も
と
も
に
た
た
か
う
。

共
済
組
合
存
続
へ
成
果

市
町
村
　
　
　
　
　
　

共
済
労
組
　
小
林
代
議
員

　
こ
の
間
、
私
た
ち
は
共
済
制

度
と
共
済
組
合
堅
持
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、「
地
方
公

務
員
制
度
は
、
年
金
、
医
療
、

福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
効
率
的

な
運
営
が
さ
れ
て
い
る
」
と
強

病
休
の
有
給
化
勝
ち
取
る

尼
　
　
崎
　
　
　
　
　
　

嘱
託
労
組
　
伊
藤
代
議
員

　
尼
崎
で

は
学
校
調

理
師
業
務

の
民
間
委

託
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
直

営
を
求
め
て
い
る
が
、
現
在
、

約
半
数
が
民
間
で
、
15
年
に
は

全
校
を
委
託
す
る
計
画
で
あ
る
。

雇
用
を
守
る
た
め
た
た
か
う
。

　
ま
た
臨
時
調
理
師
は
学
期
雇

用
で
、
年
休
も
な
い
ま
ま
何
年

も
働
い
て
い
る
。
同
じ
職
場
で

働
く
仲
間
と
し
て
、
労
働
条
件

改
善
に
取
り
組
む
。

　
賃
金
表
作
成
を
長
年
求
め
て

い
る
が
成
果
あ
が
っ
て
い
な

い
。
そ
う
し
た
中
、
無
給
だ
っ

た
私
病
休
暇
を
30
日
有
給
に
で

き
た
。
１
歩
前
進
で
あ
る
。
非

正
規
の
処
遇
改
善
に
粘
り
強
く

取
り
組
む
。

▼
誰
も
が
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
を
め
ざ
し
て
取
り
組
む
。

お
返
し
と

し
て
、
社

会
貢
献
活

動
を
続
け

て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
、
各

地
の
豪
雨
災
害
に
対
し
て
募
金

や
直
接
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

可
処
分
所
得
が
減
少
す
る
中
、

組
合
費
の
引
き
下
げ
要
望
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
①
組
合

費
の
引
き
下
げ
②
被
災
地
組
合

の
減
額
を
本
部
に
求
め
て
ほ
し

い
。
会
計
監
査
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
公
認
会
計
士
を
導
入
す

べ
き
。

▼
組
合
費
は
提
案
内
容
で
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

職
加
算
の
一
部
回
復
を
２
年
続

け
て
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
俸
に
食
い
込
め
な
か
っ

た
が
、
一
定
の
前
進
で
あ
る
。

　
今
年
は
財
政
再
建
の
目
標
期

限
で
あ
る
５
年
目
を
迎
え
る
。

何
と
し
て
も
独
自
カ
ッ
ト
を
回

復
さ
せ
た
い
。
現
在
人
事
委
員

会
闘
争
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

▼
県
の
状
況
は
地
域
に
も
影
響

を
与
え
る
。
人
事
委
闘
争
、
賃

金
復
元
の
支
援
を
行
う
。

退
職
手
当
の
動
向
質
問

伊
　
丹
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
倉
島
代
議
員

連
合
会
理
事
に
要
請

国
保
労
組
　
駒
田
代
議
員

超
勤
算
定
の
分
母
改
善

播
磨
町
職
　
西
田
代
議
員

病
院
統
合 

課
題
は
雇
用

小
野
市
職
　
片
岡
代
議
員

公
契
約
条
例
め
ざ
す

加
西
市
職
　
藤
原
代
議
員

24
年
の
歴
史
を
閉
じ
る

明
福
労
　
森
脇
代
議
員

国
へ
の
退
職
派
遣
で
交
渉

高
砂
市
職
　
後
藤
代
議
員

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
自
治
体
か
ら
国
派
遣
の
現
状

を
調
査
し
、取
り
組
む
進
め
る
。

労
働
組
合
の
軽
視
許
さ
な
い
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各
評
議
会
総
会
の
紹
介

２

　
県
本
部
公
営
企
業
評
議
会

は
、
９
月
14
～
15
日
に
養
父
市

の
但
馬
楽
座
で
第
14
回
総
会
・

公
企
集
会
を
開
い
た
。
16
単
組

か
ら
38
人
が
参
加
し
、
報
告
や

議
案
を
確
認
し
、
四
役
体
制
で

は
事
務
局
次
長
と
し
て
森
本
浩

さ
ん(

尼
崎
水
労)

の
後
任
に

吉
谷
藤
昭
さ
ん(

豊
岡
市
市
職

労)

を
選
出
し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
で
甘
中
章
二
議

長
が｢

行
革
に
よ
る
人
員
削
減

で
は
東
日
本
大
震
災
・
原
発
被

害
か
ら
災
害
に
対
応
で
き
る
人

員
確
保
の
取
り
組
み
を
強
め
よ

う｣

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
運
動
方
針
討
議
で
は
公
営
企

業
会
計
見
直
し
へ
の
取
り
組
み

強
化
や
下
水
道
職
場
へ
の
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
に
関

す
る
情
報
提
供
を
求
め
る
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
記
念
講
演｢

労
働
基
本
権
回

復
と
私
た
ち
の
課
題｣

で
は
県

本
部
の
森
蔭
守
書
記
長
が
、
公

企
労
働
者
に
模
範
的
な
権
利
行

使
の
実
践
を
求
め
た
い
と
強
調

し
た
。

公企評

人
員
確
保
に
取
り
組
む

災
害
な
ど
緊
急
時
の
対
応
困
難

　
県
本
部
臨
職
評
の
第
18
回
定

期
総
会
は
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
は

30
単
組
64
人
が
参
加
し
、
臨
職

評
の
活
動
経
過
報
告
や
、
活
動

方
針
を
全
体
で
確
認
し
た
。
議

長
団
に
は
、
八
鹿
病
院
の
西
村

聖
さ
ん
、
ひ
ま
わ
り
労
組
の
廣

瀬
千
恵
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
森
蔭

守
県
本
部
書
記
長
が
「
み
ん
な

が
話
し
あ
っ
て
議
論
で
き
る
労

働
組
合
に
し
よ
う
」
と
、
塚
原

久
雄
パ
ー
ト
・
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
が
「
民
・

官
問
わ
ず
に
み
ん
な
で
学
び
、

手
を
繋
い
で
い
こ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
組
合
の
紹
介
が

あ
り
、重
点
単
組
の
相
生
臨
職
・

パ
ー
ト
分
会
と
加
古
川
臨
職
・

パ
ー
ト
分
会
が
紹
介
さ
れ
た
。

た
た
か
い
の
報
告
で
は
、
明
相

労
が
「
不
誠
実
交
渉
」
の
労
働

委
員
会
へ
の
救
済
申
し
立
て
を

　
９
月
14
日
、
福
崎
町
エ
ル
デ

ホ
ー
ル
で
第
41
回
町
職
連
協
定

期
総
会
が
13
単
組
52
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
者
あ
い

さ
つ
と
し
て
野
﨑
直
規
議
長

（
神
河
町
職
）
は
「
組
合
員
１

人
ひ
と
り
の
声
を
吸
い
上
げ
、

１
歩
１
歩
前
進
で
き
る
取
り
組

し
、
総
会
発
言
で
は
、
明
相
労

と
佐
用
ひ
ま
わ
り
労
組
そ
し
て

明
福
労
か
ら
は
、
組
合
員
の
退

職
に
よ
る
減
少
で
24
年
間
の
活

動
に
幕
を
閉
じ
る
と
報
告
が

あ
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
、
前
県
本
部
臨

職
オ
ル
グ
の
金
森
多
恵
さ
ん
を

迎
え
、「
私
の
31
年
間
の
た
た

か
い
」
を
講
演
さ
れ
、
最
後
前

田
克
子
議
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

閉
会
し
た
。

み
を
し
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
執
行
部
よ
り
、
１
年
間
の
経

過
報
告
と
来
年
度
の
方
針
が
提

案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
方
針
が

承
認
さ
れ
た
。
参
加
代
議
員
か

ら
は
、
来
年
度
の
宮
城
県
・
山

元
町
へ
の
派
遣
に
つ
い
て
の
状

況
確
認
や
昇
格
差
別
に
つ
い
て

の
報
告
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
秋

期
闘
争
で
取
り
組
む
町
職
連
協

統
一
要
求
書
に
つ
い
て
は
、
10

月
26
日
開
催
予
定
の
町
職
連
協

単
組
代
表
者
会
議
で
再
確
認
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、「
現
業

公
企
闘
争
・
確
定
闘
争
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

高
松
豊
さ
ん
（
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

事
務
局
長
）が
講
演
を
行
っ
た
。

（
女
性
部
、
青
年
部
は
４
面
に

掲
載
）

通
労
働
組
合
執
行
委
員
長
五
百

旗
頭
英
裕
、
尼
崎
交
通
労
働
組

合
執
行
委
員
長
久
米
貴
志
、
伊

丹
交
通
労
働
組
合
執
行
委
員
長

山
口
修
一
、
兵
庫
地
方
自
治
研

究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
小
島
修

二
、
全
日
本
自
治
体
退
職
者
会

兵
庫
県
本
部
会
長
・
兵
庫
県
職

員
退
職
者
会
代
表
者
黒
田
征

宣
、
自
治
労
兵
庫
県
本
部
書
記

会
議
退
職
者
会
会
長
金
髙
正

子
、
神
戸
市
従
退
職
者
会
会
長

吉
富
勇
、
近
畿
労
働
金
庫
兵
庫

地
区
統
括
本
部
本
部
長
若
山
忠

義
、
近
畿
労
働
金
庫
神
戸
支
店

支
店
長
西
岡
現
公
、
全
労
済
兵

庫
県
本
部
本
部
長
酒
井
行
雄
、

部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
合
会

書
記
長
橋
本
貴
美
男
、
ひ
ょ
う

ご
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
事

務
局
長
竹
本
貞
雄
、
在
日
本
朝

鮮
人
総
聯
合
会
兵
庫
県
本
部
国

際
部
長
李
昌
一

◆
自
治
労
関
係―

北
海
道
、
秋

田
、
山
形
、
群
馬
、
栃
木
、
茨

城
、
埼
玉
、
東
京
、
千
葉
、
神

奈
川
、
山
梨
、
長
野
、
富
山
、

石
川
、
静
岡
、
岐
阜
、
三
重
、

滋
賀
、
奈
良
、
和
歌
山
、
大
阪
、

岡
山
、
広
島
、
鳥
取
、
島
根
、

山
口
、
香
川
、
徳
島
、
愛
媛
、

高
知
、
佐
賀
、
長
崎
、
宮
崎
、

熊
本
、
鹿
児
島

◆
連
合
兵
庫
関
係―

Ｊ
Ａ
Ｍ
山

衆
議
院
議
員
松
本
剛
明
、
衆
議

院
議
員
山
口
壮
、
衆
議
院
議
員

浜
本
宏
、
衆
議
院
議
員
服
部
良

一
、
兵
庫
県
議
会
議
員
掛
水
す

み
え
、
尼
崎
市
議
会
議
員
北
村

章
治
、
伊
丹
市
議
会
議
員
泊
照

彦
、
川
西
市
議
会
議
員
多
久
和

桂
子
、
三
田
市
議
会
議
員
坂
本

三
郎
、
芦
屋
市
議
会
議
員
山
口

み
さ
え
、
明
石
市
議
会
議
員
永

井
俊
作
、
加
西
市
議
会
議
員
森

田
博
美
、
加
西
市
議
会
議
員
織

部
徹
、
朝
来
市
議
会
議
員
中
島

利
信
、
朝
来
市
議
会
議
員
國
里

修
久
、
篠
山
市
議
会
議
員
植
村

満
、
篠
山
市
議
会
議
員
堀
毛
隆

宏
、

◆
友
誼
団
体
ほ
か―

一
般
社
団

法
人
春
秋
会
、
自
治
労
伊
丹
市

職
員
退
職
者
会
、
明
石
市
職
員

退
職
者
会
、
高
砂
市
職
員
退
職

者
互
助
会
、
姫
路
市
職
員
退
職

者
互
助
会
、
神
戸
市
労
働
組
合

連
合
会
、兵
庫
法
律
セ
ン
タ
ー
、

兵
庫
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
、

部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
合

会
、
日
本
都
市
交
通
労
働
組
合

兵
庫
県
連
絡
協
議
会
、
尼
崎
交

通
労
働
組
合
、
伊
丹
交
通
労
働

組
合
、
兵
庫
県
市
町
村
職
員
共

済
組
合
、
兵
庫
県
町
村
会
、
兵

庫
県
市
町
職
員
互
助
会
、
兵
庫

県
町
議
会
議
長
会
、
兵
庫
県
市

長
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
、
明
治
安
田

生
命

陽
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
兵
庫

県
支
部
、
私
鉄
兵
庫
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
、
山
陽
電
気
鉄
道
労
働

組
合
、
自
動
車
総
連
兵
庫
地
方

協
議
会
、
情
報
労
連
兵
庫
県
協

議
会
、
電
機
連
合
兵
庫
地
方
協

議
会
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
労

働
組
合
兵
庫
連
絡
協
議
会
、
兵

庫
県
教
職
員
組
合
、
関
西
電
力

労
働
組
合
兵
庫
地
区
本
部
、
連

合
神
戸
地
域
協
議
会
、
連
合
尼

崎
地
域
協
議
会
、
連
合
淡
路
地

域
協
議
会
、
連
合
兵
庫
明
石
地

域
協
議
会
、
連
合
姫
路
地
域
協

議
会
、連
合
北
播
地
域
協
議
会
、

連
合
兵
庫
西
播
地
域
協
議
会
、

連
合
東
播
地
域
協
議
会
、
連
合

兵
庫
但
馬
地
域
協
議
会
、
連
合

兵
庫
丹
波
地
域
協
議
会

◆
首
長
関
係―

西
宮
市
長
河
野

昌
弘
、
伊
丹
市
長
藤
原
保
幸
、

淡
路
市
長
門
康
彦
、
南
あ
わ
じ

市
長
中
田
勝
久
、
猪
名
川
町
長

福
田
長
治
、
赤
穂
市
長
豆
田
正

明
、
稲
美
町
長
古
谷
博
、
神
河

町
長
山
名
宗
悟
、
朝
来
市
長
多

次
勝
昭
、丹
波
市
長
辻
重
五
郎
、

相
生
市
長
谷
口
芳
紀

◆
議
員
関
係―

参
議
院
議
員
江

崎
孝
、
参
議
院
議
員
辻
泰
弘
、

参
議
院
議
員
水
岡
俊
一
、
衆
議

院
議
員
井
戸
ま
さ
え
、
衆
議
院

議
員
向
山
好
一
、
衆
議
院
議
員

梶
原
康
弘
、
衆
議
院
議
員
市
村

浩
一
郎
、
衆
議
院
議
員
石
井
登

志
郎
、衆
議
院
議
員
岡
田
康
裕
、

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
副

中
央
執
行
委
員
長
荒
金
廣
明
、

自
治
労
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

議
長
山
下
博
司
、
兵
庫
県
副
知

事
吉
本
知
之
、
神
戸
市
副
市
長

小
柴
善
博
、
加
西
市
長
西
村
和

平
、
神
河
町
長
山
名
宗
悟
、
参

議
院
議
員
相
原
久
美
子
、
参
議

院
議
員
辻
泰
弘
秘
書
福
永
起
実

彦
、
参
議
院
議
員
水
岡
俊
一
秘

書
張
田
菜
穂
子
、
衆
議
院
議
員

井
戸
ま
さ
え
、
衆
議
院
議
員
向

山
好
一
秘
書
細
田
恒
男
、
衆
議

院
議
員
梶
原
康
弘
秘
書
藤
井
聡

博
、
衆
議
院
議
員
市
村
浩
一
郎

事
務
局
長
常
岡
省
三
、
衆
議
院

議
員
石
井
登
志
郎
秘
書
中
村
七

菜
、
衆
議
院
議
員
岡
田
康
裕
、

民
主
党
兵
庫
県
総
支
部
連
合
会

代
表
衆
議
院
議
員
松
本
剛
明
、

衆
議
院
議
員
山
口
壮
秘
書
前
田

紀
佳
、
兵
庫
県
議
会
議
員
上
野

英
一
、
兵
庫
県
議
会
議
員
黒
田

一
美
、
尼
崎
市
議
会
議
員
塩
見

幸
治
、
猪
名
川
町
議
会
議
員
久

保
宗
一
、
加
古
川
市
議
会
議
員

松
崎
雅
彦
、
丹
波
市
議
会
議
員

前
川
豊
市
、
社
会
民
主
党
兵
庫

県
連
合
代
表
梶
川
美
佐
男
、
連

合
兵
庫
会
長
森
本
洋
平
、
日
本

郵
政
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
兵
庫

連
絡
協
議
会
議
長
梅
田
勝
、
全

水
労
神
戸
市
水
道
労
働
組
合
執

行
委
員
長
池
田
逸
郎
、
神
戸
交

メ
ッ
セ
ー
ジ

来
　
賓

で
西
村
市
長
が
誕
生
し
た
。
そ

の
際
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て

掲
げ
た
公
契
約
条
例
の
制
定
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
条
例
は
、
人
、
モ
ノ
、
金

を
地
域
で
循
環
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
。
連
合
北
播
、
部
落
解

放
共
闘
、
兵
庫
土
建
加
西
支
部

な
ど
も
参
加
し
、
５
月
に
「
連

絡
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
し
か

し
公
契
約
の
知
名
度
は
低
い
。

今
後
チ
ラ
シ
配
布
や
署
名
行
動

の
実
施
も
議
論
し
て
い
る
。

▼
公
契
約
を
県
内
で
も
実
現
し

た
い
。
格
差
改
善
、
均
等
待
遇

を
め
ざ
し
取
り
組
む
。

７
月
に
再
度
交
渉
を
行
っ
た

が
、当
局
は
「
管
理
運
営
事
項
」

と
い
う
だ
け
で
具
体
的
な
回
答

を
示
さ
な
い
。
闘
争
戦
術
な
ど

指
導
し
て
ほ
し
い
。

▼
県
本
部
方
針
も
評
価
制
度
は

反
対
で
あ
る
。
と
も
に
取
り
組

む
。

　
今
年
２
月
、
当
局
は
人
事
評

価
制
度
の
処
遇
へ
の
反
映
に
つ

い
て
協
議
を
申
し
入
れ
て
き
た
。

勤
勉
手
当
と
昇
給
に
差
を
付
け

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
６
月
の
交
渉
で
組
合
は
「
職

場
内
の
混
乱
を
招
く
」
と
反
対

し
た
が
、
当
局
は
「
正
当
な
評

　
９
月
21
日
、
明
福
労
の
大
会

を
開
い
た
。
24
年
前
に
組
合
を

立
ち
上
げ
、今
日
ま
で
頑
張
っ
て

き
た
が
、現
在
組
合
員
３
人
と
な

り
来
年
３
月
に
は
２
人
が
退
職

す
る
。
同
一
労
働・
同
一
賃
金
を

求
め
て
た

た
か
っ
て

き
た
が
、

来
年
３
月

末
を
持
っ
て
解
散
と
な
る
。

▼
長
年
の
活
動
に
敬
意
を
表
し

た
い
。
今
後
は
市
職
労
の
一
員

と
し
て
職
場
改
善
を
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。

阪
神
大
震
災
で
曝
露

明
　
石
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
川
面
代
議
員

　
今
年
６
月
、
収
集
課
の
組
合

員
が
中
皮
腫
と
の
診
断
を
受

け
、
現
在
闘
病
中
で
あ
る
。
本

人
の
職
歴
を
見
て
も
、
ア
ス
ベ

ス
ト
に
曝
露
し
た
の
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
し
か
考
え
ら
れ
な

い
。
当
時
の
ご
み
置
き
場
は
、

家
庭
ご
み
以
外
に
も
が
れ
き
が

出
さ
れ
て
い
た
。
収
集
車
は
が

れ
き
で
い
っ
ぱ
い
、
ダ
ン
プ
で

き
ず
、
荷
台
に
入
り
込
み
、
埃

だ
ら
け
に
な
っ
て
掻
き
出
し
た
」

な
ど
と
訴
え
て
い
る
。
公
務
災

害
認
定
を
請
求
し
て
い
る
。
そ

の
支
援
と
安
全
・
健
康
対
策
も

求
め
る
。

▼
中
皮
腫
の
問
題
は
、
労
案
セ

ン
タ
ー
と
も
協
力
し
、
健
康
管

理
・
安
全

対
策
に
取

り
組
み
た

い
。

　
11
年
11
月
、
労
働
条
件
改
善

の
要
求
書
を
提
出
し
た
が
、
人

事
課
長
名
で
文
書
が
返
っ
て
き

た
。
内
容
は
、
①
07
年
に
組
合

は
人
事
課
を
無
視
し
て
市
長
と

面
談
し
た
②
07
年
当
時
の
組
合

の
要
求
は
継
続
雇
用
の
１
点

の
み
だ
っ

た
。
よ
っ

て
要
求
に

は
応
じ
な

　
国
交
省

へ
の
退
職

派
遣
問
題

に
取
り
組

み
一
定
の
合
意
に
い
た
っ
た
。

組
合
と
し
て
問
題
意
識
を
持
っ

て
き
た
の
は
、
①
大
き
な
労
働

条
件
の
変
更
で
あ
り
、
本
人
同

意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
②
退
職

派
遣
を
規
定
す
る
条
例
規
則
が

な
く
、
派
遣
職
員
の
処
遇
を
担

保
す
る
こ
と
な
ど
５
点
。
交
渉

を
重
ね
、
派
遣
の
際
の
取
り
決

め
や
実
損
額
補
償
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
今
後
の
課
題
で
は
、
①
派
遣

に
伴
う
要
員
の
確
保
②
派
遣
先

で
の
事
故
等
で
現
職
死
亡
し
た

場
合
の
対
応
③
国
に
派
遣
受
け

入
れ
の
規
則
が
な
い
こ
と
。
本

部
・
県
本
部
の
取
り
組
み
も
強

な
問
題
が
派
生
し
て
い
る
。
そ

の
１
つ
に
組
合
事
務
所
の
使
用

料
が
あ
る
。
川
西
市
や
阪
神
間

で
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
な
い

が
、
周
り
を
包
囲
さ
れ
る
と
抵

抗
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

提
案
さ
れ
た
場
合
、
ど
う
交
渉

し
た
ら
い
い
の
か
、
方
針
を
聞

か
せ
て
ほ
し
い
。

▼
法
律
上
認
め
ら
れ
た
団
体
。

基
本
的
に
は
便
宜
強
要
の
範
囲

と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
の
条
件
に
も
格
差

宝
塚
市
　
　
　
　
　
　

臨
職
労
　
久
米
代
議
員

　
宝
塚
市
で
ア
ル
バ
イ
ト
保
育

士
と
し
て
働
い
て
14
年
目
に
な

り
、
今
年
は
２
年
目
の
正
規
保

育
士
を
教

え
る
立
場

に
な
っ
て

い
る
。
保

育
士
の
大
半
は
女
性
。
し
か
し

妊
娠
・
出
産
時
の
条
件
は
雇
用

形
態
で
全
く
異
な
る
。
臨
時
職

員
に
は
育
休
が
な
く
、
産
後
８

週
の
無
給
休
暇
後
の
補
償
は
な

い
。
パ
ー
ト
の
処
遇
は
さ
ら
に

悪
く
、
あ
る
妊
婦
は
「
月
末
で

契
約
が
切
れ
る
か
ら
」
と
退
職

さ
せ
ら
れ
た
。
な
ぜ
非
正
規
と

い
う
だ
け
で
子
ど
も
を
生
み
、

育
て
、
職
場
に
復
帰
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
。
法
改
正
も

含
め
て
、
運
動
を
進
め
た
い
。

今
後
も
支
援
を
。

▼
雇
用
以
外
に
も
課
題
は
多

い
。
地
公
法
改
正
に
向
け
て
引

き
続
き
取
り
組
む
。

11
確
定
の
問
題
を
追
及

三
　
田
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
尾
西
代
議
員

　
昨
年
11
月
規
約
改
正
を
行
い
、

公
平
委
員
会
登
録
の
整
理
と
混

合
組
合
で
あ
る
市
職
労
を
発
足

さ
せ
た
。
そ
の
市
職
労
と
し
て

提
出
し
た
11
確
定
闘
争
の
要
求

書
を
、
当
局
が
「
登
録
団
体
で

は
な
い
の
で
受
け
取
れ
な
い
」

と
交
渉
拒
否
し
た
。
県
本
部
の

支
援
も
受
け
、
交
渉
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
が
、
交
渉
拒
否
の

理
由
は
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
同
じ
確
定
闘
争
で
、
看
護
師

の
賃
金
削
減
が
一
方
的
に
行
わ

れ
た
。
過

去
２
年
凍

結
し
て

き
た
人

　
こ
の
間
、
私
た
ち
は
共
済
制

度
と
共
済
組
合
堅
持
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、「
地
方
公

務
員
制
度
は
、
年
金
、
医
療
、

福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
効
率
的

な
運
営
が
さ
れ
て
い
る
」
と
強

調
し
て
き

た
。
こ
う

し
た
取
り

組
み
が

被
用
者
年
金
の
一
元
化
法
に
お

い
て
「
共
済
組
合
の
活
用
」
と

い
う
一
定
の
成
果
に
つ
な
が
っ

た
。
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
自
治
労
に
結
集

し
た
か
ら
こ
そ
。

　
職
域
加
算
の
廃
止
な
ど
、
ま

だ
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
る
組
合
員

と
そ
の
家
族
の
社
会
保
障
制
度

を
堅
持
し
て
い
き
た
い
。

▼
本
部
と
も
連
帯
し
、
職
域
加

算
の
維
持
を
求
め
る
。

託
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
直

営
を
求
め
て
い
る
が
、
現
在
、

約
半
数
が
民
間
で
、
15
年
に
は

全
校
を
委
託
す
る
計
画
で
あ
る
。

雇
用
を
守
る
た
め
た
た
か
う
。

　
ま
た
臨
時
調
理
師
は
学
期
雇

用
で
、
年
休
も
な
い
ま
ま
何
年

も
働
い
て
い
る
。
同
じ
職
場
で

働
く
仲
間
と
し
て
、
労
働
条
件

改
善
に
取
り
組
む
。

　
賃
金
表
作
成
を
長
年
求
め
て

い
る
が
成
果
あ
が
っ
て
い
な

い
。
そ
う
し
た
中
、
無
給
だ
っ

た
私
病
休
暇
を
30
日
有
給
に
で

き
た
。
１
歩
前
進
で
あ
る
。
非

正
規
の
処
遇
改
善
に
粘
り
強
く

取
り
組
む
。

▼
誰
も
が
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
を
め
ざ
し
て
取
り
組
む
。

組
合
費
の
引
き
下
げ
を

神
　
戸
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
山
口
代
議
員

　
市
職
労
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
の
際
に
い
た
だ
い
た
支
援
の

て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
、
各

地
の
豪
雨
災
害
に
対
し
て
募
金

や
直
接
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

可
処
分
所
得
が
減
少
す
る
中
、

組
合
費
の
引
き
下
げ
要
望
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
①
組
合

費
の
引
き
下
げ
②
被
災
地
組
合

の
減
額
を
本
部
に
求
め
て
ほ
し

い
。
会
計
監
査
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
公
認
会
計
士
を
導
入
す

べ
き
。

▼
組
合
費
は
提
案
内
容
で
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
08
年
か

ら
賃
金

カ
ッ
ト
を

受
け
、
毎

年
協
議
し
て
い
る
。
当
初
は
減

額
前
の
賃
金
で
官
民
比
較
さ

れ
、
減
額
後
の
賃
金
か
ら
引
か

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
組
合

員
の
怒
り
を
呼
び
、
勧
告
通
り

の
実
施
を
さ
せ
な
い
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
３
年
目
か
ら
は
役

職
加
算
の
一
部
回
復
を
２
年
続

け
て
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
俸
に
食
い
込
め
な
か
っ

た
が
、
一
定
の
前
進
で
あ
る
。

　
今
年
は
財
政
再
建
の
目
標
期

限
で
あ
る
５
年
目
を
迎
え
る
。

何
と
し
て
も
独
自
カ
ッ
ト
を
回

復
さ
せ
た
い
。
現
在
人
事
委
員

会
闘
争
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

▼
県
の
状
況
は
地
域
に
も
影
響

を
与
え
る
。
人
事
委
闘
争
、
賃

金
復
元
の
支
援
を
行
う
。

退
職
手
当
の
動
向
質
問

伊
　
丹
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
倉
島
代
議
員

　
退
職
手
当
の
見
直
し
に
対
し

て
議
案
で
は
「
先
延
ば
し
」
の

提
起
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

法
案
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な

い
。
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
。
都
市
交
と
の
統

合
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
単

組
と
の
調
整
は
今
後
ど
う
進
ん

で
い
く
の
か
。

▼
退
手
は
基
本
方
針
案
の
み
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
各
自
治
体
に

通
知
が
出
て
い
る
。
都
市
交
と

の
調
整

は
、
大
会

承
認
受
け

進
め
る
。

評
価
制
度
は
認
め
な
い

三
木
市
職
　
河
原
代
議
員

24
年
の
歴
史
を
閉
じ
る

明
福
労
　
森
脇
代
議
員

不
誠
実
交
渉
で
申
立

明
相
労
　
山
脇
代
議
員

国
へ
の
退
職
派
遣
で
交
渉

高
砂
市
職
　
後
藤
代
議
員

カ
ッ
ト
回
復
へ
た
た
か
う

県
職
労
　
金
本
代
議
員

臨職評

新
た
に
２
分
会
が
発
足

加
古
川
と
相
生
の
仲
間
を
紹
介

町
職
連
協

被災地派遣の対応など
町職場の課題を議論

あいさつを行う甘中議長

加古川の報告を受けた
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10月20日（２日目） テーマ別分科会一覧

「新しい公共」と自治体職員の働き方
― 地域の“絆” “希望”を育む公共サービス ―

第１分科会 貧困社会における自治体の役割とは第7分科会

地方財政を考える第2分科会
都市と地方の再生とまちづくり第8分科会

自然災害に強いまちづくり
（災害から見えた自治体の役割）
― 地域防災計画をどう見直すか ―

第3分科会
農（林漁業）から考える地域づくり
― 新たな政策に向けた基盤を創る ―

第9分科会

自治体がリードする公正な雇用と労働第4分科会

「地域力」「現場力」アップに向けた学びあい第10分科会

医療と介護の連携による地域づくり第5分科会

地域から考える「人権」「平和」第１1分科会

地域で再生可能な自然エネルギーを考える第１3分科会
地域での子育ち支援
― 地域で創ろう子育てシステム ―

第6分科会

災害から考える男女平等
― 支援する側 される側、双方に男女平等の視点を ―

第１2分科会

　
神
戸
市
人
事
委
員
会
は
９
月

12
日
、「
職
員
の
給
与
に
関
す

る
報
告
及
び
勧
告
」
を
行
っ

た
。
勧
告
で
は
、
官
民
較
差
△

９
４
５
円
（
△
０
・
22
％
）
を

解
消
す
る
た
め
、
月
例
給
を
引

き
下
げ
、
一
時
金
は
民
間
の
支

給
月
数
と
均
衡
し
て
い
る
こ
と

か
ら
据
え
置
き
と
し
た
。

　
住
居
手
当
の
廃
止
は
勧
告
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
報
告
で
市
内

民
間
状
況
、
国
や
他
の
自
治
体

の
動
向
を
み
て
検
討
す
る
こ
と

に
言
及
し
て
い
る
。

　
神
戸
は
４
年
連
続
の
マ
イ
ナ

ス
勧
告
と
な
り
、
団
結
の
強
化

と
生
活
を
守
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
９
月
22
日
、
青
年
部
は
兵
庫

県
民
会
館
で
第
16
回
定
期
総
会

を
開
催
。
30
単
組
46
人
が
参
加

し
た
。「
青
年
の
組
合
離
れ
」
が

深
刻
化
す
る
中
、
悩
み
や
取
り

組
み
の
実
践
が
議
論
さ
れ
た
。

　
経
過
報
告
を
藤
原
敏
也
副
部

長
、
方
針
を
榎
本
全
克
書
記
長

が
提
起
、
特
別
報
告
と
し
て
、

阪
神
淡
路
、
播
磨
、
但
馬
丹
波

の
３
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
活
動
紹
介

が
あ
っ
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
女
性
部

の
丸
山
善
之
部
長
は
、「
組
織

率
は
高
く
て
も
気
持
ち
は
離
れ

て
い
る
」
と
青
年
の
現
状
を
説

明
。
ブ
ロ
ッ
ク
で
チ
ー
ム
を
つ

く
り
ペ
ー
ロ
ン
に
参
加
す
る
な

ど
、「
工
夫
し
て
交
流
の
場
を

設
け
て
き
た
」
と
話
し
た
。

　
代
議
員
か
ら
は
、「
青
年
部

の
役
員
が
講
師
を
担
い
、
新
入

組
合
員
に
伝
え
て
い
る
」「
青

年
層
の
賃
金
は
安
い
。
そ
の
現

実
を
親
組
合
に
も
訴
え
、
賃
金

闘
争
の
前
進
を
」
な
ど
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　
平
瀬
勲
青
年
部
長
は
、「
県

本
部
青
年
部
の
組
織
強
化
を
め

ざ
し
た
い
」
と
ま
と
め
た
。

　
女
性
部
は
９
月
22
日
、
ひ
ょ

う
ご
共
済
会
館
で
第
16
回
定
期

総
会
を
開
い
た
。
27
単
組
49
人

が
参
加
し
、「
女
性
の
声
を
当

局
、
組
合
に
と
ど
け
よ
う
」
と

確
認
し
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
藤

原
潤
子
女
性
部
長
は
、「『
明
日

か
ら
頑
張
ろ
う
』
と
思
え
る
総

会
に
し
た
い
」
と
活
発
な
議
論

を
呼
び
か
け
た
。

　
総
会
に
は
本
部
の
松
澤
佳
子

女
性
部
長
が
か
け
つ
け
講
演
を

行
っ
た
。
松
澤
さ
ん
は
、
全
国

各
地
で
進
む
合
理
化
の
実
態
と

組
合
員
の
声
を
紹
介
し
、「
傍

観
者
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

実
態
改
善
に
は
要
求
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
団
結
が

不
可
欠
」
と
女
性
が
集
ま
っ
て

交
流
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

え
た
。

　
方
針
論
議
で
は
、「
女
性
の

管
理
職
登
用
が
明
ら
か
に
少
な

く
、
生
涯
賃
金
に
大
き
な
開
き

が
出
る
。
そ
う
し
た
問
題
を
女

性
部
で
取
り
あ
げ
て
き
た
。
産

休
の
代
替
確
保
な
ど
少
し
ず
つ

前
進
を
実
感
で
き
る
」「
社
会

保
険
庁
解
体
に
よ
っ
て
民
間
職

場
に
。
人
事
異
動
で
分
会
組
織

の
強
化
も
難
し
い
が
落
ち
込
ん

で
い
る
場
合
で
は
な
い
。
周
り

に
声
を
か
け
力
を
拡
大
し
た

い
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　
10
月
19
日
か
ら
３
日
間
、
第
34
次
全
国
自
治
研
集
会
（
兵

庫
自
治
研
）が
は
じ
ま
る
。全
国
の
仲
間
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
県
内
か
ら
も
過
去
に
な
い
レ
ポ
ー
ト
の
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
数
73
本
（
29
単
組
、
23
団
体
・
個
人
）、
13
分
科
会

全
て
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
組
合
員
の
協
力
に
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
単
組
・
地
域
の
実
践
に
学
び
合
い
、

地
方
自
治
の
前
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
。
兵

庫
自
治
研
の
成
功
に
向
け
、
力
を
合
わ
せ
よ
う
。

分 科 会 一 覧

兵庫自治研に提出されたレポートの一覧

兵庫自治研でまちづくり、熱く語りあおう

「
傍
観
者
は
い
け
な
い
」

女
性
が
集
ま
り
、声
を
要
求
に

女 性 部

青 

年 

部

青年の気持つかもう
学習会や交流会に工夫を

総
会
で
は
、
男
女
の
賃
金

格
差
や
女
性
が
集
ま
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
た

選出された新三役、右から平瀬部長、國賀副部長、藤原書記長

神
戸 

マ
イ
ナ
ス
勧
告

生
活
守
る
た
た
か
い
を
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認
知
症
の
父
親
が

骨
折
し
て
入
院
し

た
の
で
、
連
れ
合

い
と
交
代
し
な
が

ら
付
き
添
い
を
し

た
。
父
に
は
け
が

を
し
た
と
い
う
自

覚
が
な
い
の
で「
な

ぜ
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
て
歩
い
て

は
い
け
な
い
の
か
」
と
問
う
の

で
あ
る
が
、
何
度
状
況
を
説
明

し
て
も
一
瞬
の
後
に
は
忘
れ
て

し
ま
い
歩
こ
う
と
す
る
。
隣
の

ベ
ッ
ド
か
ら
は
「
困
っ
た
こ
っ

ち
ゃ
」
と
い
う
声
が
断
続
的
に

聞
こ
え
て
く
る
。
約
30
年
前
に

祖
父
母
が
相
次
い
で
認
知
症
に

な
り
、
そ
の
と
き
も
家
族
は
大

変
な
状
況
に
な
っ
た
。
介
護
保

険
制
度
が
で
き
医
療
技
術
の
進

歩
も
著
し
い
が
、
昔
も
今
も
全

然
変
わ
っ
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か

と
愚
痴
も
出
る
。
そ
れ
で
も
一

方
で
、
近
所
の
人
た
ち
は
留
守

に
な
っ
た
父
の
家
を
見
守
り
、

朝
晩
に
は
雨
戸
の
開
け
閉
め
を

し
、
家
の
周
り
に
置
か
れ
た
趣

味
の
鉢
植
え
に
は
水
や
り
を
し

て
く
だ
さ
る
▼
先
の
兵
庫
自
治

研
の
中
で
「
我
々
に
は
想
定
外

を
減
ら
す
べ
く
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
っ
て
想
像
す
る
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
の
言
葉
が
あ
っ

た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
リ

ア
ル
に
向
き
合
い
、つ
な
が
り
、

支
え
合
っ
て
、
私
た
ち
の
ま
ち

を
創
り
あ
げ
て
い
き
た
い
。

４日　「止めるぞ！オスプレイの沖縄配備
� 　許すな！低空飛行訓練11.４全国集会」（東京）
５日　2012年度第２回執行委員・専従者会議（県本部）
６日　自治労自動車共済単組担当者会議（県本部）
８日　第59回近畿地連総会（奈良市）

当面の日程

おやすみ漫

I��P��S��財�テ�ク

　
県
本
部
現
業
・
公
企
闘
争
委

員
会
は
、
10
月
10
日
午
前
に
神

戸
市
教
育
会
館
で
県
市
町
振
興

課
等
と
３
つ
の
対
県
交
渉
を
行

な
っ
た
。
市
町
振
興
課
交
渉
で

は
介
護
職
員
の
職
の
位
置
づ
け

や
震
災
が
れ
き
ア
ス
ベ
ス
ト
中

皮
腫
被
害
へ
の
対
策
が
重
点
課

題
と
な
り
、
介
護
職
員
の
職
の

位
置
づ
け
問
題
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
協
議
を
行
な
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
闘
争
委
員
会
か
ら
宮
本
誠
之

委
員
長
代
行
ら
26
人
、
市
町
振

興
課
か
ら
は
宮
口
美
範
主
幹
ら

11
人
が
参
加
し
た
。
申
入
れ
は

賃
金
、
人
員
、
民
間
委
託
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
内
容
だ
が
、
現

業
職
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

介
護
職
員
の
職
の
考
え
方
を
問

う
と
と
も
に
、
今
年
６
月
に
明

石
市
清
掃
職
員
が
中
皮
腫
に
発

症
し
た
問
題
に
対
す
る
考
え
方

や
対
応
策
を
求
め
て
い
た
。

　
介
護
職
員
に
つ
い
て
の
「
各

団
体
に
お
い
て
当
該
職
員
の
職

務
及
び
責
任
の
実
態
に
基
づ

き
、
個
別
に
判
断
さ
れ
る
べ

き
」
と
い
う
回
答
メ
モ
に
対
し

て
「
単
純
労
務
規
定
の
現
業
職

員
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

が
、
介
護
支
援
専
門
員
は
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
な
ど
企
画
立
案
の

業
務
を
担
っ
て
い
る
」「
各
団

体
の
判
断
で
は
な
く
、
県
と
し

て
介
護
職
員
の
実
態
調
査
を
実

施
し
、
職
の
明
確
化
の
考
え
方

を
示
す
べ
き
だ
」と
追
及
し
た
。

　
震
災
が
れ
き
中
皮
腫
対
策
と

し
て
関
係
職
員
の
特
別
検
診
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
法
令
の
範

囲
内
で
対
応
す
る
。
回
答
メ
モ

に
つ
い
て
は
「
危
機
感
も
重
大

事
態
の
認
識
も
感
じ
ら
れ
な

い
」「
中
皮
腫
に
発
症
し
た
も

の
の
立
場
か
ら
考
え
て
欲
し

い
」「
労
災
認
定
の
広
が
り
か

ら
認
定
基
準
の
改
善
を
」「
県

と
し
て
東
日
本
被
災
地
へ
の
警

鐘
も
行
な
う
べ
き
だ
」
な
ど
訴

え
た
が
、
回
答
メ
モ
を
越
え
る

考
え
方
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
決
起
集
会
の
冒
頭
、
本
多
義

弘
闘
争
委
員
長
は
「
今
が
あ
る

の
は
長
年
の
成
果
。
市
民
は
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
期
待
し

て
い
る
、
そ
れ
を
守
る
た
た
か

い
の
再
構
築
が
必
要
だ
」
と
あ

い
さ
つ
し
檄
を
飛
ば
し
た
。

　
現
業
、
公
企
各
評
議
会
か
ら

県
交
渉
内
容
の
報
告
、
お
よ
び

闘
争
方
針
の
提
起
が
行
わ
れ
た
。

現
業
評
議
会
の
吉
田
秀
夫
事
務

局
長
は
、「
現
業
公
企
統
一
闘
争

を
賃
金
確
定
闘
争
に
埋
没
さ
せ

て
は
い
け
な
い
。
現
業
公
企
労

働
者
が
持
つ
協
約
締
結
権
を
活

用
し
た
た
か
う
」
と
し
、
今
次

闘
争
の
特
徴
と
し
て
、
①
現
業

差
別
賃
金
是
正
を
前
提
と
し
、

資
格
を
有
し
介
護
支
援
専
門
員

の
業
務
に
就
く
者
の
処
遇
改
善

②
震
災
が
れ
き
処
理
で
中
皮
腫

を
発
病
し
た
仲
間
の
公
災
認
定

の
支
援
と
健
康
管
理
対
策
の
強

化
を
あ
げ
た
。

　
今
回
初
め
て
交
流
を
目
的
に

日
本
ヘ
ル
ス
工
業
大
阪
労
働
組

合
か
ら
４
人
が
参
加
し
た
。
日

本
ヘ
ル
ス
労
組
は
自
治
労
公
共

民
間
評
議
会
の
一
員
で
、
上
下

水
道
な
ど
の
委
託
職
場
で
約

１
１
０
０
人
を
組
織
し
て
い
る
。

そ
の
茅か
や

原は
ら

秀
行
副
委
員
長
は「
身

近
に
自
治
労
の
組
合
員
が
い
る

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
首
長

の
価
値
観
で
全
て
を
決
め
れ
ば

公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
の
精
神

が
無
く
な
る
。
今
の
労
働
組
合

敵
視
に
対
し
て
は
団
結
と
連
帯

が
必
要
だ
。
安
易
な
民
間
委
託

を
さ
せ
る
な
」
と
訴
え
た
。

　
自
治
労
は
10
月
４
日
、
確
定

闘
争
勝
利
中
央
決
起
集
会
を
開

催
し
、
47
県
本
部
２
３
８
人
が

参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
徳
永
秀
昭
委
員
長
は

「
私
た
ち
の
賃
金
労
働
条
件
は

国
政
の
状
況
で
大
き
く
左
右
さ

れ
る
」
と
強
調
し
、
状
況
を
見

据
え
た
取
り
組
み
を
呼
び
か
け

た
。

　
基
調
を
提
起
し
た
氏
家
常
雄

書
記
長
は
、
公
務
員
制
度
改
革

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
民
主
党
全
国
会
議
員
に
対
し

て
、
法
案
提
出
に
全
力
を
尽
く

す
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
地
方

段
階
で
も
、
各
県
・
自
治
体
首

長
に
対
す
る
個
別
要
請
行
動
を

強
め
る
取
り
組
み
が
重
要
だ
」

と
述
べ
た
。

　
確
定
闘
争
に
向
け
て
、
石
上

千
博
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
本

部
事
務
局
長（
総
合
組
織
局
長
）

が
「
現
業
公
企
労
働
者
が
持
つ

権
利
を
最
大
限
い
か
し
、
要
求

書
提
出
、
交
渉
、
協
約
締
結
を

全
単
組
で
取
り
組
も
う
」、
高

橋
英
津
子
臨
時
・
非
常
勤
等
職

員
全
国
協
議
会
議
長
が
「
私
た

ち
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
も
今

賃
金
確
定
闘
争
で
は
、
全
国
の

職
場
で
要
求
内
容
を
議
論
し
、

要
求
書
提
出
、
交
渉
、
妥
結
、

書
面
協
定
の
取
り
組
み
を
し
っ

か
り
行
い
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

決
意
表
明
を
行
っ
た
。

　
引
き
続
き
、公
務
員
連
絡
会
・

地
公
部
会
が
12
地
方
公
務
員
賃

金
闘
争
交
流
集
会
を
開
催
。
秋

季
闘
争
で
、
①
国
公
の
臨
時
特

例
減
額
の
影
響
遮
断
②
段
階
的

定
年
延
長
の
実
施
な
ど
の
課
題

を
し
っ
か
り
取
り
組
も
う
と
意

思
統
一
し
た
。

　
県
人
事
委
員
会
は
10
月
15
日
、

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告

及
び
勧
告
」
を
行
っ
た
。
最
大

の
課
題
で
あ
っ
た
「
独
自
カ
ッ

ト
中
止
」
は
勧
告
せ
ず
、
公
民

較
差
も
給
与
抑
制
措
置
前
を
基

本
と
し
た
た
め
、
月
例
給
△
０
・

12
％
（
△
４
８
６
円
）
と
４
年

連
続
減
と
な
っ
た
。
格
差
解
消

は
、
自
宅
に
係
る
住
居
手
当
を

引
き
下
げ
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
勧
告
に
県
職
労
は
「
不

当
で
あ
り
、
強
く
抗
議
す
る
」

と
の
決
議
を
あ
げ
、
確
定
闘
争

に
向
け
た
決
意
を
固
め
て
い
る
。

　
決
起
集
会
に
先
立
ち
、
青
年

部
、
女
性
部
は
県
本
部
会
議
室

で
現
業
公
企
闘
争
交
流
会
を
開

い
た
。
産
別
闘
争
と
し
て
取
り

組
む
同
闘
争
を
強
化
し
よ
う
と

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

11
単
組
　
24
人
が
参
加
し
た
。

　
平
瀬
勲
青
年
部
長
は
、「
現

業
・
公
企
労
働
者
の
持
つ
権
利

を
最
大
限
い
か
し
、
闘
争
を
強

化
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
公
企
評
の
宮
永
昌
明
副
議

長
の
講
演
に
学
ん
だ
。

　
冒
頭
、
宮
永
さ
ん
は
公
営
企

業
労
働
者
の
範
囲
と
適
用
法
を

説
明
。
現
在
の
職
場
の
課
題
と

し
て
、
①
民
間
委
託
化
の
流
れ

②
技
術
継
承
が
で
き
な
い
③
上

下
水
道
の
統
合
を
あ
げ
た
。

　
ま
た
、
長
い
組
合
経
験
を
振

り
返
り
、「
誰
の
た
め
で
も
な

い
。『
自
分
の
た
め
に
活
動
す

る
』
と
い
う
原
点
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
」
と
青
年
女
性
の
仲

間
に
伝
え
た
。

　
県
本
部
は
２
０
１
２
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
勝
利
自
治
労
県
本
部
総
決
起
集
会
を
、
10
月
16
日

に
県
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
35
単
組
２
５
９
人
が
集
結
し
、
直
営

堅
持
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
・
質
の
向
上
に
向
け
た
人
員
と
予
算
の
確
保
な
ど
闘
争
推
進
に

向
け
意
思
統
一
を
深
め
、全
単
組
の
書
面
協
定
締
結
に
向
け
た
集
会
決
議
を
採
択
し
た
。
ま
た
、

集
会
終
了
後
、
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
で
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
対
策
の
強
化
を
求
め
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

対県交渉

職
務
・
責
任
の
基
準
示
せ

介
護
職
員
の
位
置
づ
け
で
追
及

全単組で書面協定めざす

現業公企決起集会

闘
争
の
再
構
築
が
必
要

直
営
堅
持
、人
員
確
保
に
向
け
て

技
術
継
承
が
困
難

公
企
職
場
の
課
題
学
ぶ

青
年
女
性
交
流
会

確
定
闘
争

中
央
決
起
集
会

国
公
減
額
の
影
響
遮
断
を

アスベスト被害対策の提起をする吉田現評事務局長。
右下は日本ヘルス労組の茅原副委員長　	　　　　　

振興課交渉に挑む交渉メンバー

公企職場の実態に学んだ

10
月
15
日
、県
人
事
委
が
勧
告
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全
国
自
治
研
で
は
レ
ポ
ー

ト
や
論
文
を
対
象
に
「
地
方

自
治
研
究
賞
」
を
選
定
し
て

い
る
。
兵
庫
自
治
研
で
は
レ

ポ
ー
ト
３
５
４
本
、
論
文
27

本
の
提
出
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
自
治
研
活
動
部
門
の
優

秀
賞
に
は
、
神
戸
市
職
員
労

働
組
合
民
生
支
部
の
久
野
み

ち
子
さ
ん
と
加
藤
和
彦
さ
ん

に
よ
る
「
公
立
保
育
士
の
経

験
と
専
門
性
を
全
て
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
　
民
間
移

管
反
対
運
動
の
中
か
ら
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立

ち
上
げ
る
」
が
選
ば
れ
た
。

　
受
賞
理
由
は
、
民
営
化
に

対
し
雇
用
確
保
だ
け
で
な

く
、
公
立
保
育
所
の

充
実
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
に
反
対
し
、

労
使
協
議
の
結
果
、

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
至
る
。
こ
の
レ

ポ
ー
ト
の
問
題
設
定

の
斬
新
性
・
総
合
性
、
活
動

経
過
の
叙
述
の
説
得
性
、
公

立
保
育
所
を
基
軸
に
「
子
育

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
形
成

し
よ
う
と
い
う
将
来
展
望
な

ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　
表
彰
式
直
後
に
感
想
を
聞

く
と
、「
と
に
か
く
驚
い
た
」

「（
民
営
化
で
）
安
け
れ
ば
よ

い
と
の
考
え
に
対
し
、
公
立

保
育
士
の
強
み
で
あ
る
高
い

専
門
性
や
長
年
の
経
験
な

ど
、
公
立
保
育
士
の
力
を
い

か
す
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
市

民
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
」
と

語
っ
て
頂
い
た
。

　「
創
ろ
う
、
市
民
自
治
の
ゆ
た
か
な
社
会���

︱
つ
な
が
り
、
支

え
あ
い
、
地
域
で
創
ろ
う
私
た
ち
の
ま
ち
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
国
際
展
示
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

て
、
10
月
19
〜
21
日
、
第
34
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
約
２
１
０
０
人
が
参
加
し
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
構
築
、
脱
・
原
発
社
会
を
つ
く
る
た
め
自
治
体
が
果

た
す
べ
き
「
公
共
の
役
割
」
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

　
全
国
自
治
研
は
隔
年
で
開
催

さ
れ
、
自
治
労
組
合
員
だ
け
で

は
な
く
、
大
学
教
員
な
ど
の
研

究
者
や
、
自
治
体
議
員
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
関
係
者
が
つ
ど
い
、
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
具
体
的
な
実
践

や
研
究
成
果
な
ど
の
経
験
交
流

を
行
っ
て
い
る
。

　
１
日
目
の
、
記
念
講
演
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

山
崎
亮
さ
ん
が「
町
の
幸
福
論
」

と
題
し
、
自
身
が
総
合
計
画
づ

く
り
に
関
わ
っ
た
、
島
根
県
隠

岐
島
に
あ
る
海あ
士ま
町
で
の
実
践

に
基
づ
き
、
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
語
っ
た
。
そ
の
後
、「
み

ん
な
が
主
役
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
地
域
で
の
取
り
組
み
を
ど

の
様
に
進
め
る
の
か
を
討
論
し

参
加
者
と
と
も
に
探
っ
た
。

　
2
日
目
は
、
行
政
課
題
ご
と

に
設
定
さ
れ
た
13
分
科
会
に
お

い
て
、
レ
ポ
ー
ト
発
表
を
中
心

に
議
論
が
交
さ
れ
た
。
地
元
開

催
と
な
る
県
本
部
は
、
自
治
研

活
動
の
推
進
に
向
け
多
く
の
単

組
が
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
議

論
を
盛
り
上
げ
た
。

　
3
日
目
に
は
、
脱
原
発
で
新

し
い
地
域
社
会
を
め
ざ
し
、
自

治
体
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
終
了
後
に

３
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が

行
わ
れ
た
。（
参
加
者
の
感
想

と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
別

途
掲
載
）

宮
本
　
美
貴
さ
ん
（
Ｈ
Ｉ
Ａ
労
組
）

　
在
日
外
国
人
の
生
活
相
談
業
務
を
担
っ
て
い

る
。
今
は
少
な
い
が
、
今
後
、
生
活
保
護
の
ケ
ー

ス
も
増
え
て
く
る
と
思
う
。
分
科
会
で
は
炊
き
出

し
な
ど
「
貧
困
へ
の
支
援
」
が
報
告
さ
れ
て
い
た

が
、
私
も
支
援
者
の
１
人
と
し
て
勉
強
し
た
い
。

佐
々
木
　
茂
樹
さ
ん
（
宝
塚
市
職
労
）

　
山
崎
さ
ん
の
講
演
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
海
士

町
の
再
生
に
携
わ
る
が
、
常
に
住
民
を
主
役
に
し

た
行
程
が
興
味
深
か
っ
た
。
分
科
会
は
、
阪
神
大

震
災
を
経
験
し
た
者
と
し

て
、
女
性
や
子
ど
も
が
参

画
し
た
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア

ル
づ
く
り
を
学
び
た
い
。

椿
野
　
美
穂
さ
ん
（
朝
来
市
職
労
）

　
嘱
託
と
し
て
働
い
て
い
る
の
で
、
雇
用
問
題
は

大
き
な
課
題
。「
経
験
年
数
を
反
映
し
た
賃
金
制
度

に
」「
一
時
金
の
支
給
を
」
な
ど
、
組
合
で
改
善
を

求
め
て
い
る
が
、
全
国
の

取
り
組
み
も
参
考
に
し
た

い
。
分
科
会
に
は
レ
ポ
ー

ト
も
提
出
し
て
い
る
。

藤
岡
　
真
澄
さ
ん
（
猪
名
川
公
共
ユ
ニ
オ
ン
）

　
今
年
４
月
か
ら
、
学
童
保
育
指
導
員
と
し
て
働

き
だ
し
た
。「
地
域
で
の
子
育
ち
」
に
つ
い
て
学
び

た
い
。
少
子
化
な
ど
社
会
環
境
が
大
き
く
変
わ
る

中
、
子
育
て
に
ど
う
関
わ

っ
て
い
く
の
か
、
子
ど
も
・

親
の
課
題
な
ど
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
。

　フィールドワーク・長田コース
には、全国から22人が参加。２班
に分かれて新長田駅付近をスター
トし、徒歩で長田の町を見てまわ
った。長田の主要産業であるケミ
カルシューズの復興・活性化をめ
ざしたシューズプラザや区画整理
地域と再開発地域の違いなどが地
元から説明された。また震災後、
新長田駅南側に建設された再開発
ビルに、区画整理などで移動した
地元商店などが入っているが、商

店街に面した１
階店舗と２階店
舗の賑わいの大
きな格差など、
復興後の問題点
なども説明され
た。
　最後に地域人

材支援センターを訪問。この施設
は、08年に二葉小学校の廃校が決
定されたが、地域近隣住民の熱い
想いを受け10年に二葉小学校の校
舎を再利用し、地域人材支援セン
ターを設立。地域に根付いた運営
状況が説明された。約半日、長田
の町をまわり、震災復興の現状や
問題点、地域コミュニティの強さ
に参加者も感心した。

地域コミュニティの強さ実感
フィールドワーク長田コース

　フィールドワーク「人権」では、
神戸学生青年センター館長の飛田
雄一さんの案内で、神戸市内の太
平洋戦争時の連合軍捕虜や強制連
行された中国人・朝鮮人労働者の
足跡をたどった。
　最初に、神戸連合軍捕虜病院跡
（神戸市文書館南）を訪ね、神戸
大空襲時に南蛮美術館の所蔵品を
大火から守ったという逸話が紹介

された。新生田
川左岸を歩き、
東福寺では、心
ある住職によっ
て、朝鮮人労働
者の無縁仏が供
養された仏舎利
塔を見学した。

その後、神戸連合国軍集要所跡（東
遊園地西）や神戸華僑歴史博物館
を訪ねた。
　飛田さんは、子孫との交流やイ
ンターネット等で事実を掘り起こ
し歴史を伝える活動を紹介、「モノ
（石碑等）があることは大事」と話し、
参加者は熱心に耳を傾けていた。

強制連行の歴史たどる
フィールドワーク人権コース

　「防災未来館コース」には飛び
入り参加も含めて7県本部21人が
参加し、「震災追体験」「防災・減
災体験」「防災学習」フロアーな
どを見学した。
　人と防災未来センターは、1995
年の阪神・淡路大震災の経験と教
訓を伝える防災総合施設として

2002年に開館し、見学者は10年間
で500万人を超えている。
　各フロアーには、「１・17大震災
の破壊のすさまじさを映像と音響
で上映」「震災直後のまちなみをリ
アルに再現」「復興にいたるまちと
人をドラマで紹介」「震災関係資料
と体験談の展示」「実験やゲームを
通しての防災・減災知識の学習」「震
災を語り継ぐ」などのコーナーが
あり、また、ありのままの姿を克
明に記録した３Dドキュメント「東
日本大震災津波の傷跡―震災１年
の記録」も全国初公開されていた。

防災未来館で追体験
フィールドワーク防災コース

市民が主役のまちづくり実践

県
内
参
加
者
の
声

10
月
19
〜
21
日
　

兵
庫
自
治
研
を
開
催

自治研
レポート

「
公
立
保
育
士
は
強
み
」

神
戸
市
職
労
が
優
秀
賞

2100
人
集
い
神
戸
で
討
論

まちづくりの課題を熱心に聞きいる参加者

久野さん●左と加藤さん



11

	 2012．11．15
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／森蔭　守・編集人／西岡　裕

1398号
1993年９月６日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920

ジ
ャ
ズ
の
楽
器
編

成
は
色
々
あ
る
。

メ
ロ
デ
ィ
を
担
当

す
る
の
は
ペ
ッ

ト
、
サ
ッ
ク
ス
な

ど
、
リ
ズ
ム
を
担

当
す
る
の
は
ベ
ー

ス
、
ピ
ア
ノ
、
ギ

タ
ー
な
ど
。
意
外
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
ピ
ア
ノ
は

ジ
ャ
ズ
の
世
界
で
は
リ
ズ
ム
楽

器
に
位
置
付
け
ら
れ
る
▼
ク
ラ

シ
ッ
ク
と
決
定
的
に
違
う
の
は

（
あ
く
ま
で
も
私
見
で
あ
る
が
）、

ク
ラ
シ
ッ
ク
で
は
○
○
指
揮
者

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
わ
れ
て

も
余
程
の
“
通
”
で
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
ジ
ャ

ズ
の
世
界
で
は
Ｂ
ｉ
ｇ
Ｎ
ａ
ｍ

ｅ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
る
と
、

一
音
二
音
聴
い
た
だ
け
で
○
○

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
い
う
の
が
わ
か

る
。
そ
れ
だ
け
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

個
性
が
重
視
さ
れ
る
音
楽
な
の

で
あ
る
▼
我
々
の
運
動
も
没
個

性
で
は
何
を
や
っ
て
も
面
白
く

な
い
。
面
白
い
運
動
を
創
っ
て

い
く
に
は
、
強
力
な
個
性
が
求

め
ら
れ
る
。
あ
る
友
人
が
い
っ

た
「
交
渉
は
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
や
」

と
。
交
渉
で
は
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

労
使
は
互
い
に
誠
意
を
持
っ
て
、

交
渉
を
閉
じ
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

合
意
点
を
め
ざ
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
良
好
で
緊
張
感
の

あ
る
労
使
関
係
で
あ
る
。	

　
○無

16日　第３回ピース・セミナー・第１講義
（神戸市勤労会館）

21日　ひょうご仕事と生活センター３周年記念フェスタ
（兵庫県公館）

28日　第３回ピース・セミナー・第２講義
（神戸市勤労会館）

当面の日程

　
退
職
手
当
引
き
下
げ
を
め
ぐ
り
、
自
治
労
方
針
に
基
づ
き
署
名
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
県
本
部
は
10
月
31
日
、

単
組
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
情
勢
と
今
後
の
取
り
組
み
を
意
思
統
一
し
た
。
退
職
手
当
は
、
概
ね
５
年
に
一
度
、
民
間
比
較
な

ど
が
調
査
さ
れ
、
結
果
に
基
づ
き
制
度
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
国
家
公
務
員
の
退
職
手
当
を
13
年
１
月
か
ら
引
き

下
げ
る
と
８
月
７
日
閣
議
決
定
。
総
務
省
も
各
自
治
体
に
対
し
、
国
公
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
副
大
臣
通
知
を
出
し
て
い

る
。
臨
時
国
会
で
の
法
案
の
取
り
扱
い
へ
の
注
視
と
、
各
単
組
で
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

　
単
組
代
表
者
会
議
は
、
自
治

労
本
部
か
ら
森
本
正
弘
労
働
条

件
局
長
を
招
き
提
起
を
受
け
た
。

　
局
長
は
、
国
家
公
務
員
の
退

職
給
付
制
度
見
直
し
の
交
渉
経

過
に
つ
い
て
、
本
来
な
ら
ば
時

間
を
か
け
協
議
を
行
う
べ
き
だ

が
、
先
送
り
し
て
も
先
が
読
め

る
状
況
で
な
く
、
政
治
情
勢
を

を
考
え
れ
ば
引
き
延
ば
し
は
有

利
で
は
な
い
と
、
公
務
員
連
絡

会
が
判
断
し
、
９
ヵ
月
３
段
階

の
経
過
措
置
を
含
め
合
意
し
た

と
報
告
し
た
。
ま
た
、
実
感
と

し
て
４
０
２
・
６
万
円
の
格
差

は
正
し
い
の
か
。
国
公
は
勧
奨

退
職
者
が
激
減
、
ま
た
退
職
時

６
級
以
上
在
職
者
が
70
％
、
５

級
以
上
は
90
％
で
あ
り
、
地
公

の
実
情
と
は
異
な
る
。
ま
ず
、

労
使
交
渉
で
、
当
局
に
引
き
下

げ
の
根
拠
を
明
確
に
さ
せ
、
12

月
議
会
で
の
決
着
は
断
固
阻
止

す
る
こ
と
が
重
要
と
し
た
。

　
質
疑
で
は
６
人
が
発
言
し
、

①
関
心
が
高
く
反
対
で
取
り
組

む
べ
き
②
政
治
情
勢
で
の
合
意

は
現
場
で
理
解
し
が
た
い
③
公

務
員
制
度
改
革
４
法
案
と
関
連

さ
せ
国
会
対
応
す
べ
き
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
あ
く
ま
で
合

意
し
た
の
は
国
公
の
制
度
だ

が
、
組
合
員
の
関
心
の
高
さ
は

理
解
し
て
い
る
。
本
来
な
ら
討

議
の
必
要
が
あ
る
が
、
背
景
と

な
る
政
治
情
勢
や
保
険
と
い
う

意
味
も
あ
り
合
意
し
た
、
退
職

時
の
級
を
引
き
上
げ
る
取
り
組

み
が
必
要
と
回
答
し
た
。

方
を
質
し
た
。

　
県
は
、
①
ま
だ
副
大
臣
通
知

が
発
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
基

本
的
に
は
人
勧
準
拠
と
考
え
て

い
る
②
人
勧
に
基
づ
か
な
い

カ
ッ
ト
で
あ
り
国
通
り
と
は
し

な
い
③
副
大
臣
通
知
に
基
づ

き
、
国
通
り
の
引
き
下
げ
を
お

願
い
し
た
い
④
地
公
企
労
法
適

用
職
場
に
は
法
の
趣
旨
を
周
知

す
る
⑤
地
公
法
が
想
定
し
て
い

な
い
非
正
規
職
員
の
雇
用
実
態

に
つ
い
て
認
識
し
て
お
り
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
対
処
す
る
と

し
た
。

　
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
引
き

上
げ
に
伴
う
雇
用
と
年
金
の
接

続
に
つ
い
て
は
、
再
任
用
条
例

が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
自
治
体

に
個
別
に
対
処
す
る
と
し
た
。

に
係
る
国
公
給
与

７
・
８
％
カ
ッ
ト
の

取
り
扱
い
③
退
職
手

当
引
き
下
げ
に
つ
い

て
、
国
公
通
り
大
幅

な
引
き
下
げ
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
。
地

公
は
４
０
０
万
円
以

上
の
格
差
は
な
い
。

45
歳
早
期
退
職
制
度

は
地
公
に
は
馴
染
ま

な
い
④
現
業
や
病

院
、
水
道
な
ど
地
公

企
労
法
適
用
職
場
に
お
け
る
労

使
関
係
⑤
非
正
規
職
員
の
均
等

待
遇
な
ど
に
つ
い
て
県
の
考
え

町
振
興
課
と
交
渉
を
行
っ
た
。

　
県
本
部
は
、
①
本
年
の
人

勧
の
取
り
扱
い
②
震
災
復
興

　
確
定
闘
争
の
ヤ
マ
場
を
控
え

た
11
月
７
日
、
県
本
部
は
県
市

　
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
均

等
待
遇
と
雇
用
安
定
を
求
め
る

決
起
集
会
が
10
月
28
日
、
東

京
・
Ｊ
Ａ
共
済
ビ
ル
で
行
わ
れ

た
。
全
国
か
ら
３
５
８
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
あ
い
は
ら
く

み
こ
参
議
院
議
員
が
参
加
、
ま

た
藤
川
伸
治
公
務
員
連
絡
会
地

方
公
務
員
部
会
事
務
局
長
は

「
原
点
は
怒
り
。
た
た
か
い
と
は

困
難
と
自
分
と
の
た
た
か
い
。

仲
間
と
繋
が
り
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
。
そ
れ
が
公
務
労
働
運

動
の
原
点
」
と
檄
を
飛
ば
し
た
。

　
集
会
基
調
は
「
今
年
８
月
に

労
働
契
約
法
が
改
正
さ
れ
、
民

間
有
期
労
働
者
の
通
算
５
年
間

雇
用
で
、
無
期
労
働
契
約
者
に

転
換
す
る
制
度
が
で
き
た
。
恒

常
的
、
継
続
的
業
務
で
あ
る
場

合
は
、
官
・
民
を
問
わ
ず
、
非

正
規
労
働
者
の
雇
用
期
限
の
撤

廃
と
継
続
雇
用
を
求
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
、
太
田
真
一

事
務
局
長
が
提
起
し
た
。
そ
の

後
、
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の

賃
金
・
労
働
条
件
制
度
調
査
結

果
の
中
間
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
講
演
は
上
林
陽
治
自
治
総
研

研
究
員
が
行
い
、「
常
勤
・
非
常

勤
の
区
分
要
素
に
つ
い
て
」
非

常
勤
職
員
が
常
勤
職
員
と
同
じ

職
務
を
担
っ
て
い
れ
ば
、
勤
務

時
間
が
短
く
て
も
、
常
勤
職
員

と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
た
。

　
高
橋
英
津
子
臨
時
・
非
常
勤

全
国
協
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
し
、
そ
の
後
５
分

科
会
に
分
か
れ
て
交
流
し
た
。

　退職手当組合共闘会議は11月２
日、退職手当見直しに関する組合員
署名と要請書を兵庫県市町村職員退
職手当組合に提出した。402.6万円
というあまりにも大きな引き下げに
短期間で6944筆の署名を集約。共闘
会議の石井登議長が庵

あんざこ

逧典章副組合
長に手渡した。
　共闘会議からは「多くの自治体は、
国よりも賃金が下回っている」とし
た上で、退職手当削減は①労使交渉
による確認②12月議会での条例改正
は見送ることなどを訴えた。庵逧副
組合長は、「国より先んじることは
ない」と回答した。

テーマ	 雇用の劣化、女性の働き方と改善を考える
と　き	 12月22日（土）　午後２時
ところ	 ひょうご共済会館

第５回 女性部・臨職評合同学習会

近いうちに…

吉 田 ノ ボ

単組代表者会議

退
手
削
減
問
題
で
意
思
統
一

国
の
追
随
は
許
さ
な
い

署
名
7000
筆 

退
手
組
合
に
提
出 

臨職協全国集会

雇
用
期
限
の
撤
廃
求
め
る

民
間
有
期
は
５
年
で
無
期
契
約
に

　	

署
名
を
渡
す
石
井
議
長
●右
右

本部の森本労働条件局長の説明を受けた

29日は法改正を求める集会が行われた

県本部の交渉メンバー

国公の賃金カットは
人勧に基づかない
11月7日、市町振興課と交渉
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10
月
26
日
、
２
０
１
２
現
業

公
企
統
一
闘
争
が
１
時
間
ス
ト

を
背
景
に
た
た
か
わ
れ
た
。
県

内
関
係
単
組
56
の
内
、
47
単
組

が
要
求
書
を
提
出
、
32
単
組
が

交
渉
を
実
施
し
た
。

　
県
職
労
・
兵
従
労
組
は
、
事

前
協
議
制
に
つ
い
て
確
認
。
現

業
賃
金
は
確
定
闘
争
で
改
め
て

協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た

現
行
の
職
種
転
換
試
験
制
度

は
、
来
年
で
一
旦
休
止
す
る
こ

と
も
確
認
し
た
。

　
神
戸
市
従
は
、
直
営
原
則
の

考
え
方
を
再
確
認
。
相
次
ぐ
公

務
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
安

全
衛
生
対
策
を
強
化
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
阪
神
間
で
は
、
尼
崎
が
新
規

採
用
、
賃
金
で
一
定
の
回
答
を

引
き
出
し
妥
結
。
伊
丹
病
院
が

「
現
業
職
場
の
委
託
は
行
わ
な

い
」
と
の
基
本
姿
勢
を
引
き
出

し
た
。
三
田
は
任
用
替
え
制
度

の
問
題
点
を
指
摘
、
継
続
協
議

を
確
認
し
て
い
る
。

　
播
磨
で
は
、
明
石
が
「
直
営

廃
止
」
も
含
め
た
抜
本
見
直
し

を
言
及
し
た
が
、
行
動
配
置
を

確
定
闘
争
に
延
期
し
て
継
続
協

議
と
し
た
。
高
砂
は
人
員
確
保

闘
争
の
確
認
に
基
づ
き
、
水
道

の
１
人
増
員
を
確
認
、
下
水
道

の
業
務
係
１
人
復
元
は
「
部
長

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
る
」
と

の
回
答
に
止
ま
っ
た
。
加
古
川

は
勤
勉
手
当
の
成
績
率
を
技
能

労
務
職
給
料
表
適
用
者
に
は
導

入
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
但
馬
丹
波
は
、
豊
病
が
臨
床

検
査
技
師
の
退
職
補
充
等
５
つ

の
重
点
課
題
で
交
渉
し
、「
業

務
状
況
を
み
て
11
月
末
に
判

断
」
な
ど
一
定
評
価
で
き
る
回

答
を
引
き
出
し
た
。

　
10
月
１
日
に
垂
直
離
着
陸
輸

送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
、

沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
普
天
間
飛

行
場
へ
強
行
配
備
さ
れ
た
こ
と

に
抗
議
し
て
11
月
４
日
、
東

京
・
芝
公
園
で
「
止
め
る
ぞ
！

オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備
　
許

す
な
！
低
空
飛
行
訓
練
」
集
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約

４
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。
同

集
会
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄

配
備
に
反
対
す
る
首
都
圏
ネ
ッ

ト
と
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
主
催

し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
藤
本
泰
成

事
務
局
長
は
、「
①
オ
ス
プ
レ

イ
は
欠
陥
機
②
日
本
の
国
内
法

で
は
飛
行
で
き
な
い
代
物
」
と

問
題
点
を
述
べ
、
そ
れ
を
容
認

し
、
国
民
の
生
命
を
脅
か
す
政

府
の
姿
勢
を
強
く
非
難
し
た
。

　
沖
縄
か
ら
の
訴
え
で
同
県
平

和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
山
城
博
治

事
務
局
長
は
、「
日
米
政
府
に

は
沖
縄
の
体
を
張
っ
た
訴
え
が

届
か
な
い
。
改
憲
勢
力
に
反
対

し
な
け
れ
ば
沖
縄
は
再
び
戦
争

の
惨
禍
と
な
る
。
自
ら
の
手
で

平
和
を
た
た
か
う
決
意
だ
」
と

力
強
く
訴
え
、
12
月
中
旬
に
再

度
行
う
普
天
間
行
動
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
た
。

　
集
会
後
参
加
者
は
、
ア
メ
リ

カ
大
使
館
近
く
を
通
り
、
六
本

木
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

　
沖
縄
県
普
天
間
基
地
に
Ｍ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
が
強
行
配
備
さ

れ
る
中
、10
月
30
日
、「
オ
ス
プ

レ
イ
と
は
何
か
」
と
題
し
国
際

反
戦
デ
ー
兵
庫
県
集
会
が
兵
庫

県
民
会
館
で
開
か
れ
た
。
自
治

労
が
事
務
局
を
担
う
平
和
憲
法

を
守
る
連
絡
会
が
主
催
し
た
も

の
で
１
７
０
人
が
参
加
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
全
港
湾

の
住
田
元
則
さ
ん
は
、「
私
た

ち
の
職
場
で
あ
る
神
戸
港
に
自

衛
艦
が
連
続
し
て
入
港
し
て
い

る
。
沖
縄
の
現
状
と
あ
わ
せ
、

軍
国
主
義
の
横
行
を
許
さ
な

い
」
と
訴
え
た
。

　「
プ
ロ
ペ
ラ
が
小
さ
い
上
に

機
体
が
重
い
」、
軍
事
リ
ポ
ー

タ
ー
の
石
川
巌
さ
ん
が
オ
ス
プ

レ
イ
の
構
造
的
な
問
題
を
指

摘
。
長
年
低
空
飛
行
訓
練
の
非

人
道
性
を
追
い
か
け

て
き
た
石
川
さ
ん

は
、「
米
軍
は
小
学

校
に
照
準
を
合
わ
せ

て
い
る
」
な
ど
と
説

明
し
、
欠
陥
機
オ
ス

プ
レ
イ
の
低
空
飛
行

訓
練
は
、
住
民
に
一

層
の
危
険
を
与
え
る

と
し
た
。

　
組
合
員
の
家
族
も
含
め
て
に
ぎ
わ
う
丹
波
篠
山
足
立
さ

ん
ち
の
黒
豆
オ
ー
ナ
ー
制
の
「
枝
豆
収
穫
祭
」
が
10
月
28

日
に
開
催
さ
れ
、
３
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
篠
山
市

内
に
集
っ
た
。

　
今
年
の
枝
豆
は
、
さ
や
付
き
も
良
く
、
参
加
者
は
あ
い

に
く
の
雨
に
も
負
け
ず
枝
豆
を
収
穫
し
た
。
６
回
目
の
開

催
と
な
る
今
年
は
、
豆
ご
は
ん
と
豚
汁
に
加
え
、
焼
そ
ば

と
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
も
販
売
、
子
ど
も
た
ち
に
は
綿
菓
子
が

無
料
で
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

　
生
産
者
の
永
井
二
郎
さ
ん
が
「
年
に
１
回
オ
ー
ナ
ー
の

み
な
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
が
行

わ
れ
た
。
今
年
も
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
と
舞
子

ビ
ラ
の
ペ
ア
宿
泊
券
や
神
戸
ワ
イ
ン
、
地
元
の
農
産
物
、

ろ
う
き
ん
や
自
治
労
共
済
等
の
関
係
先
か
ら
賞
品
が
提
供

さ
れ
、
当
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度
に
盛
り
上
が
っ

た
。
抽
選
後
に
は
公
民
館
内
で
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
１
日
と
な
っ
た
。

　
正
月
用
の
黒
豆
は
12
月
に
オ
ー
ナ
ー
に
発
送
さ
れ
る
。

大会日時	 12月15日（土）
	 	9時30分開会式

募集締切	 11月22日（木）

参加資格など、詳細は組合
事務所（担当者）にお問い
合わせ下さい

第32回
県本部囲碁・将棋大会
〈参加者募集〉

さようなら原発・兵庫		12・11公開学習会

原発は構造上も破綻している
講師 後藤 政志さん

プロフィール
1989年（株）東芝入社、原子力プラント設計に従事する。
現在、芝浦工業大学、早稲田大学・東京都市大学大学院共
同原子力専攻、國學院大学非常勤講師。博士（工学）など。

と　き	 12月11日（火）午後6時30分
ところ	 神戸勤労会館・大ホール

講演を行う石川さん

現業公企闘争

直
営
堅
持
め
ぐ
り
攻
防

抜
本
見
直
し
に
継
続
協
議

明
石

オスプレイ反対集会

「
国
内
法
で
は
飛
べ
な
い
」

政
府
は
国
民
の
生
命
を
守
れ

国際反戦デー

低
空
飛
行
は
非
人
道
的

オ
ス
プ
レ
イ
の
危
険
性
を
学
習

第６回 枝豆収穫祭に300人超
焼そば販売やマジックショーも

篠山の足立委員長から「オーナー賞」が渡された●下下

アメリカ大使館近くをデモ行進した
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自
治
労
組
織
内
の
神
戸
市

議
会
議
員
だ
っ
た
「
よ
こ
は

た
和
幸
」
さ
ん
が
、
民
主
党

公
認
で
衆
議
院
選
挙
兵
庫
第

３
区
か
ら
立
候
補
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
職
場
に
は
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
臨
時
・
非
常
勤

職
員
の
処
遇
改
善
、
保
育
所

な
ど
子
ど
も
施
策
の
充

実
、
安
心
し
て
入
院
や

治
療
が
受
け
ら
れ
る
公

立
病
院
を
守
る
こ
と
、

人
員
削
減
で
超
過
勤
務

に
明
け
暮
れ
る
職
場
実

態
の
改
善
な
ど
。
こ
れ
ら
の

多
く
が
国
政
の
場
で
決
め
ら

れ
る
事
項
で
す
。
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
私
た
ち
の
要

求
実
現
に
は
、
１
人
で
も
多

く
の
私
た
ち
の
代
表
を
国
会

に
送
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

私
た
ち
の
代
表
「
よ
こ
は
た

和
幸
」さ
ん
の
勝
利
に
向
け
、

県
本
部
は
組
織
の
総
力
を
あ

げ
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。
混

沌
と
し
た
情
勢
を
切
り
開
く

た
め
、
で
き
る
こ
と
を
精

い
っ
ぱ
積
み
上
げ
、
全
力
を

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

	 2012．12．1
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／森蔭　守・編集人／西岡　裕

1399号
1993年９月６日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920

「
近
い
う
ち
に
」

が
現
実
の
も
の
と

な
っ
た
。
11
月
16

日
に
衆
議
院
は
解

散
。
選
挙
と
な
れ

ば
課
題
は
や
は

り
投
票
率
だ
ろ

う
。
国
民
の
政
治

に
対
す
る
関
心
が
高
け
れ
ば
投

票
率
も
上
が
る
。
投
票
率
が
高

け
れ
ば
そ
れ
だ
け
国
民
の
意
思

が
政
治
に
反
映
さ
れ
る
と
い
え

る
▼
総
選
挙
で
の
戦
後
最
高
の

投
票
率
は
、
１
９
５
８
年
５
月

の
76
・
99
％
。
中
選
挙
区
の
時

代
は
70
％
の
水
準
を
上
下
し
て

い
た
。
小
選
挙
区
が
導
入
さ
れ

た
１
９
９
６
年
10
月
に
は
一

気
に
59
・
65
％
ま
で
に
落
ち
込

む
。
や
は
り
小
選
挙
区
で
は
選

択
の
余
地
が
狭
ま
っ
た
の
か
▼

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
５
年
９
月

の
「
郵
政
民
営
化
」
が
争
点
と

な
っ
た
小
泉
劇
場
型
選
挙
で

は
67
・
51
％
ま
で
回
復
。
前
回

２
０
０
９
年
８
月
の
総
選
挙
は

民
主
党
「
政
権
交
代
」
の
期
待

で
69
・
28
％
に
。
や
は
り
争
点

が
明
確
に
な
れ
ば
投
票
率
は
上

が
る
よ
う
だ
▼
今
回
の
争
点
は

「
景
気
対
策
」「
社
会
保
障
」
そ

れ
と
も「
税
制
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
か
。
た
だ
、「
時
計

の
針
を
元
に
も
ど
す
」
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
運
命
の
投
開
票

日
は
12
月
16
日
。
投
票
に
は
必

ず
行
こ
う
。

 ７日　第２回回県本部代表者会議（自治労本部）

 ８日　第23回連合兵庫もちつきフェア
（ポートアイランド）　

 ８日　もんじゅを廃炉へ！全国集会（福井）

当面の日程

「橋下徹のダルマ落とし」

松本	真紀子
（社保労連兵庫支部）

　
野
田
佳
彦
首
相
は
、
11
月
16
日
衆
議
院
を
解
散
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
12
月
16
日
投
開
票
の
日
程
で
第
46
回
衆
議
院
選
挙

が
行
わ
れ
る
。
こ
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
県
本
部
は
新
自
由

主
義
的
な
「
構
造
改
革
路
線
」
と
一
線
を
画
し
、
公
共
の
役

割
と
勤
労
者
の
生
活
改
善
を
重
視
す
る
政
治
家
の
拡
大
を
め

ざ
し
、自
治
労
組
織
内
の
よ
こ
は
た
和
幸
候
補
（
兵
庫
３
区
）

を
擁
立
す
る
と
と
も
に
、
推
せ
ん
候
補
全
員
の
必
勝
に
向
け

組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
。

　
民
主
党
政
権
は
、
地
方
交
付

税
の
増
額
や
一
括
交
付
金
の
創

設
、
地
域
主
権
改
革
関
連
法
の

成
立
な
ど
、
画
期
的
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
一
方
、「
ね

じ
れ
国
会
」
に
よ
る
野
党
の
抵

抗
で
政
策
実
現
は
困
難
を
き
わ

め
た
。
自
治
労
が
求
め
る
政
策

の
実
現
、
改
革
の
多
く
は
、
道

半
ば
で
あ
り
、
自
治
労
と
し
て

な
お
一
層
、政
策
実
現
に
向
け
、

政
治
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
民
主
党
に
つ
い
て
は
、
党
内

の
内
紛
と
未
熟
な
党
運
営
か
ら

の
脱
却
を
求
め
、「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
ら
人
へ
」
の
政
策
が
支
持

さ
れ
た「
２
０
０
９
年
の
原
点
」

に
立
ち
返
り
、
選
挙
戦
に
臨
む

こ
と
を
強
く
求
め
る
。
再
び
自

立
・
自
助
を
強
調
す
る
「
格
差

社
会
」
に
後
退
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、
政
権
交
代
の
意
義
を
再

確
認
し
、
民
主
党
の
議
席
確
保

を
め
ざ
し
て
取
り
組
も
う
。

　
県
本
部
は
11
月
９
日
、
県
庁

前
で
確
定
闘
争
の
前
進
に
向
け

決
起
集
会
を
開
催
し
た
。
県
本

部
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
し
た
本

多
義
弘
委
員
長
は
、
闘
争
課
題

を
述
べ
た
後
、
小
野
市
の
一
時

金
遅
配
発
言
や
、
業
務
運
営
上

の
問
題
で
刑
事
告
発
し
た
丹
波

市
に
触
れ
、
職
員
の
生
活
を
守

る
視
点
が
無
く
責
任
逃
れ
だ
と

厳
し
く
批
判
し
た
。
ま
た
衆
議

　
丹
波
市
の
市
議
会
議
員
選
挙

が
11
月
18
日
実
施
さ
れ
、
組
織

内
候
補
の
前
川
豊
市
さ
ん
が

１
９
６
８
票
を
獲
得
、
３
選
を

果
た
し
た
。

　
丹
波
市
学
校
給
食
の
セ
ン

タ
ー
化
問
題
で
は
、
議
会
内
外

で
組
合
と
連
携
し
た
取
り
組
み

も
行
っ
て
き
た
。
引
き
続
く
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

院
選
挙
は
、
３
区
で
組
織
内
候

補
「
よ
こ
は
た
和
幸
」
さ
ん
の

勝
利
に
向
け
総
力
を
あ
げ
た
た

か
う
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
県
市
町
振
興
課
と

の
交
渉
経
過
、
地
方
財
政
を
確

立
す
る
取
り
組
み
を
提
起
し
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
決
意
表
明
を
受

け
た
。
県
職
労
の
金
本
信
二
書

記
長
は
「
財
務
省
の
国
を
上
回

る
地
公
給
与
を
引
き
下
げ
ろ
と

の
暴
走
は
、
総
務
大
臣
や
知
事

も
不
快
感
を
示
し
た
、
独
自

カ
ッ
ト
回
復
に
向
け
頑
張
る
」

と
し
た
。
退
職
手
当
組
合
未
加

入
自
治
体
の
相
生
市
職
・
松
下

亮
太
さ
ん
は
「
引
き
下
げ
の
先

陣
を
切
ら
れ
ぬ
よ
う
説
明
責
任

を
追
及
す
る
、
絶
対
反
対
」
と

表
明
し
た
。

　
集
会
宣
言
を
採
択
し
た
後
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
県
庁
周
辺
を
デ
モ

行
進
し
た
。
集
会
に
は
48
単
組

約
８
０
０
人
が
結
集
し
た
。

県
本
部
の
推
せ
ん
予
定
候
補

第１区　神戸市東灘区・灘区・中央区

井　戸　まさえ
第２区　神戸市兵庫区・北区・長田区

向　山　好　一
第３区　神戸市須磨区・垂水区

よこはた 和 幸
第４区　神戸市西区、西脇市、三木市、
小野市、加西市、加東市、多可郡

高　橋　昭　一
第５区　豊岡市、三田市、篠山市、養父市、
丹波市、朝来市、川辺郡、美方郡

梶　原　康　弘
第７区　西宮市、芦屋市

石 井 としろう
第10区　加古川市、高砂市、加古郡

岡　田　康　弘
第11区　姫路市（12区に属さない区域）

松　本　剛　明
第12区　相生市、たつの市、赤穂市、宍粟市、
姫路市（旧家島町・夢前町・香寺町・安富町域）、
神崎郡、揖保郡、赤穂郡、佐用郡

山　口　つよし

“よこはた”を擁立組織内

構
造
改
革
と
一
線

総 選 挙

激
戦
の
兵
庫
３
区
か
ら

「退手の引き下げ絶対反対」
12確定決起集会で意思統一

県
本
部
全
体
で
取
り
組
も
う

職
場
の
声
を
国
会
へ

前川豊市さん
県庁周辺をデモ行進した

前
川
豊
市
さ
ん
３
選

内
外
と
の
連
携
に
期
待

県本部 本多委員長

よこはた和幸プロフィール
1971年生まれ。1998年 民主党兵庫県
連常任幹事、2003年 神戸市議選初当
選、３期連続当選。
＜役職＞民主党兵庫県第３区総支部長

よこはたの活動・政策を知ろう
　ホームページ
　　http ://www.yokohata .net/
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神
戸
市
労
連
は
11
月
７
日
を

ヤ
マ
場
に
賃
金
確
定
闘
争
の
交

渉
を
行
い
、官
民
較
差
の
解
消
、

一
時
金
支
給
月
数
な
ど
で
合
意

し
た
。
ま
た
雇
用
と
年
金
の
接

続
で
は
、
再
任
用
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
９
月
12
日
の
人
事
委
勧
告

は
、
神
戸
市
職
員
が
△
９
４
５

円
（
△
０
・
22
％
）
民
間
を
上

回
っ
て
い
る
と
勧
告
。
持
ち
家

に
係
る
住
居
手
当
は
、
廃
止
に

触
れ
な
か
っ
た
も
の
の
「
市
内

民
間
事
業
所
、
国
や
他
自
治
体

の
動
向
を
留
意
」
し
て
検
討
す

る
よ
う
報
告
し
た
。

　
市
労
連
交
渉
の
結
果
、
持
ち

家
の
住
居
手
当
や
現
給
保
障
を

守
り
、
若
年
層
の
給
料
引
き
下

げ
を
さ
せ
な
い
な
ど
の
成
果
を

あ
げ
た
。

　
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の

処
遇
改
善
で
は
、「
13
年
１
月

か
ら
４
号
上
位
に
位
置
付
け

る
」と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　「
雇
用
と
年
金
の
確
実
な
接

続
を
」
と
、
高
齢
期
雇
用
の
改

善
を
求
め
、「
14
年
４
月
よ
り
、

定
年
退
職
後
の
再
雇
用
は
原
則

と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
制

度
を
活
用
す
る
」と
確
認
し
た
。

　
市
労
連
の
最
終
回
答
を
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
組
で
討
議

が
行
わ
れ
た
。

　
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
第
42

回
定
期
総
会
を
11
月
２
日
養
父

公
民
館
で
開
催
し
、
活
動
方
針

案
、
予
算
案
、
当
面
す
る
た
た

か
い
に
つ
い
て
全
体
の
拍
手
で

確
認
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
三
宅
芳

樹
議
長
は
「
国
家
公
務
員
の
退

職
手
当
引
き
下
げ
が
閣
議
決
定

さ
れ
、
今
後
そ
の
影
響
を
阻
止

す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
組
合
員

の
結
集
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
私
た
ち
は
自
治
労
方
針
に

沿
っ
て
全
国
の
仲
間
と
と
も
に

さ
ら
な
る
運
動
を
め
ざ
し
取
り

組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
総
会
で
は
豊
岡
市
職
労
よ
り
、

公
務
災
害
認
定
闘
争
へ
の
こ
れ

ま
で
の
報
告
と
支
援
要
請
、
確

定
闘
争
で
は
「
情
報
共
有
し
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
の
意
見
や
、
豊
岡
病
院
労
組

よ
り
「
確
定
闘
争
で
は
ス
ト
ラ

イ
キ
を
配
置
し
、
人
勧
通
り
に

は
さ
せ
な
い
と
の
意
気
込
み
で

た
た
か
っ
て
い
き
た
い
」、ま
た
、

新
温
泉
町
職
労
か
ら
は
新
温
泉

町
に
お
け
る
協
定
不
履
行
に
よ

る
４
級
未
昇
格
問
題
に
つ
い
て

の
報
告
が
出
さ
れ
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
定
期
総
会
が

11
月
１
日
に
姫
路
市
自
治
福
祉

会
館
で
31
単
組
１
１
０
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

宮
本
誠
之
議
長
が
「
退
職
手
当

４
０
２
万
円
引
き
下
げ
に
つ
い

て
、法
案
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、

12
月
議
会
に
上
げ
さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
報
告
・
議
案
に
対
し
て
の
各

代
議
員
か
ら
の
発
言
で
は
、「
職

場
に
お
け
る
労
働
組
合
の
存
在

は
大
き
い
」（
宍
粟
環
境
労
組
）、

「
議
会
最
大
会
派
に
訴
え
、
時

間
外
単
価
の
改
定
を
勝
ち
取
っ

た
」（
播
磨
町
職
）、「
三
木
・
小

野
の
病
院
統
合
で
全
員
採
用
の

回
答
を
引
き
出
し
た
」（
三
木

市
職
）、「
組
合
員
が
中
皮
腫
を

発
症
。
早
期
認
定
を
求
め
る
取

り
組
み
を
進
め
る
」（
明
石
市

職
労
）、「
非
正
規
職
員
の
待
遇

を
正
規
職
員
と
同
等
を
求
め

る
」（
明
保
労
）、「
国
交
省
へ

の
退
職
派
遣
の
取
り
組
み
報
告

と
情
報
共
有
を
」（
高
砂
市
職
）、

「
公
契
約
条
例
制
定
へ
の
取
り

組
み
」（
加
西
市
職
）
な
ど
７

人
の
代
議
員
が
発
言
し
、
方
針

を
豊
富
化
し
た
。

　
高
松
豊
事
務
局
長
は
「
本

日
、
参
加
さ
れ
た
方
は
単
組
に

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
取
り

組
み
を
広
げ
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
・
単
組
活
動

の
強
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
答

弁
し
た
。

　
11
月
1
日
、
尼
崎
市
労
働
福

祉
会
館
に
お
い
て
阪
神
淡
路
ブ

ロ
ッ
ク
の
第
42
回
定
期
総
会
を

21
単
組
55
人
の
参
加
で
開
催
し

た
。

　
酒
井
正
美
議
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
来
賓
と
し
て
県
本

部
か
ら
本
多
義
弘
委
員
長
、
森

蔭
守
書
記
長
、
梶
川
美
佐
男
社

民
党
県
連
合
代
表
、
北
上
哲
仁

川
西
市
議
会
議
員
、
山
口
み
さ

え
芦
屋
市
議
会
議
員
が
か
け
つ

け
、
激
励
し
た
。

　
活
動
・
決
算
報
告
の
承
認
後
、

昼
食
休
憩
を
利
用
し
て
戎
剛
ブ

　
丹
波
臨
職
労
は
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
民
間
委
託
に
よ
る
非

常
勤
職
員
の
雇
止
め
問
題
の
解

決
と
来
年
度
の
任
用
継
続
に
向

け
て
、
団
体
交
渉
を
開
催
し
、

13
年
度
の
雇
止
め
回
避
を
確
認

し
た
。

　
第
１
回
交
渉
後
に
全
員
集
会

を
開
催
し
、
意
思
統
一
を
は

か
っ
た
組
合
は
、
阪
淡
ブ
ロ
ッ

ク
臨
職
評
と
の
交
流
も
進
め
、

取
り
組
み
を
強
化
し
て
き
た
。

　
そ
の
後
、
３
回
の
事
務
折
衝

を
経
て
、
当
局
か
ら
財
政
・
人

員
配
置
等
を
含
む
民
間
委
託
計

画
資
料
を
改
め
て
提
案
を
受
け

た
組
合
は
、
11
月
15
日
の
交
渉

に
臨
ん
だ
。

　
交
渉
で
は
、
当
局
か
ら
来
年

度
の
任
用
継
続
希
望
の
意
向
調

査
の
結
果
が
説
明
さ
れ
、
民
間

委
託
と
な
る
柏
原
・
氷
上
Ｃ
を

除
く
調
理
員
数
に
余
剰
が
な

く
、
組
合
員
の
任
用
継
続
が
明

言
さ
れ
た
。
労
組
か
ら
は
交
渉

に
参
加
し
た
給
食
現
場
の
組
合

員
全
員
が
発
言
し
、
人
員
不
足

で
仲
間
を
思
い
や
れ
な
い
実
態

や
休
憩
時
間
を
削
っ
て
い
る
現

状
、「
安
心
し
て
働
き
た
い
」「
現

場
を
見
に
来
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
、
今
後
の
学
校
給
食
運
営
基

本
計
画
に
お
け
る
雇
用
・
労
働

条
件
に
つ
い
て
、
誠
実
に
交
渉

す
る
こ
と
等
を
労
使
確
認
し

た
。

　
交
渉
の
合
意
事
項
は
、
交
渉

責
任
者
で
あ
る
森
蔭
書
記
長
と

教
育
委
員
会
、
市
長
部
局
の
連

盟
で
文
書
確
認
し
た
。

ロ
ッ
ク
副
議
長
に
よ
る
三
線
の

披
露
が
あ
り
参
加
者
を
和
ま
せ

た
。

　
午
後
か
ら
は
、
活
動
方
針・会

計
予
算
案・
当
面
す
る
取
り
組
み

の
提
案
を
行
い
、
質
疑
等
で
は
、

「
臨
職
へ
も
退
職
金
を
」（
宝
塚

臨
職
労
）、「
青
年
女
性
部
の
活

動
の
活
性
化
が
必
要
」（
伊
丹
市

職
労
）、「
臨
職
の
雇
用
確
保
を
」

（
尼
崎
嘱
託
労
）、「
正
常
な
労
使

関
係
の
構
築
を
進
め
る
」（
三
田

市
職
労
）、「
独
自
要
求
を
提
出

し
職
場
の
環
境
改
善
へ
」（
三
田・

青
年
女
性
部
）、「
ブ
ロ
ッ
ク
全

体
で
行（
二
）導
入
阻
止
を
」（
芦

屋
水
労
）、「
公
営
競
技
の
存
続

に
向
け
協
力
を
」（
阪
神
競
走
労

組
）
な
ど
６
単
組
か
ら
報
告・
質

問・補
強
が
あ
っ
た
。

　
公
務
災
害
認
定
を
支
え
る
会

は
、
11
月
14
日
に
豊
岡
市
民
会

館
で
第
７
回
総
会
を
開
い
た
。

豊
岡
市
職
員
の
過
労
自
殺
公
務

外
認
定
の
取
り
消
し
を
求
め
る

行
政
訴
訟
で
は
、
証
人
尋
問
で

原
告
の
主
張
の
正
当
性
を
明
ら

か
に
す
る
取
り
組
み
方
針
を
確

認
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
支
え
る

会
世
話
人
の
川
端
啓
介
さ
ん

（
豊
岡
市
職
労
委
員
長
）
は
、｢

こ
の
行
政
訴
訟
で
は
何
と
し
て

も
勝
訴
を
実
現
し
た
い
。
悲
し

く
苦
し
い
こ
と
が
二
度

と
起
こ
ら
な
い
よ
う
取

り
組
み
を
強
め
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
２
年
前
の
10
月
に
神

戸
地
裁
に
提
訴
し
た
訴

訟
は
、
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
作
業
な
ど
時
間

外
勤
務
の
認
定
、
う
つ

病
発
症
時
期
が
争
点
に

な
っ
て
い
る
。

　
記
念
講
演｢

過
労
死

の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て｣

で

は
、
過
労
死
を
考
え
る
会
の
西

垣
迪
世
さ
ん
が
、
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た
息
子
さ
ん
の

徹
夜
勤
務
・
休
日
勤
務
の
長
時

間
労
に
よ
る
死
亡
の
現
実
か
ら

｢

命
よ
り
大
切
な
仕
事
は
何
な

の
か｣

を
問
い
、
過
労
死
防
止

基
本
法
制
定
の
必
要
性
を
力
説

し
た
。

電話での訴えはＯＫ
友人・知人に電話で支持
を依頼することは自由で
す。ただし、反感を持た
れないよう注意し、相手
の意見や注文にも耳を傾
けましょう。

知人に会ったら
お願いを
友人・知人に会ったり、
訪問する機会に「○○
さんに」と支持を依頼
することは自由です。

手書きの親書で支持拡大
はがきや手紙を通常の方法で利用し、その
中で支持をお願いすることは自由です。

誰にでもできる選挙活動

非正規の雇用改善を
地域ブロック総会で課題共有

協
定
不
履
行
許
さ
な
い

但
丹
ブ
ロ
ッ
ク

病
院
統
合
で
雇
用
確
認

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
運
動
の
活
性
化
を

阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク

神戸市労連

年
金
と
の
接
続
で
前
進

再
任
用
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
活
用

丹
　
波

臨
職
労

雇
止
め
回
避
を
確
認

豊
岡
裁
判
闘
争

原告の正当性
証人尋問で示す
支える会総会で方針議論

総会では「過労死のない社会をめざす」
学習会も行われた　　　　　　　　　

但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
の
様

子
●上
答
弁
を
行
う
播
磨
の

高
松
事
務
局
長

三線で参加者を和ませた
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衆
議
院
議
員
選
挙

が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
１
票
の
格
差

は
解
消
さ
れ
な
い

ま
ま
だ
が
、
誰
で

も
「
１
票
」。
選

挙
の
度
に
制
度
の

成
り
立
ち
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。
誰
で
も「
１
票
」

の
成
り
立
ち
に
思
い
を
馳
せ
る

▼
「
１
票
」
に
つ
い
て
考
え
て

い
る
中
、
久
し
ぶ
り
に
漫
画
を

読
ん
だ
。
市
立
図
書
館
を
舞
台

に
来
館
者
の
依
頼（
調
べ
も
の
）

に
応
え
よ
う
と
奮
闘
す
る
新
米

司
書
が
主
人
公
の
「
夜
明
け
の

図
書
館
」（
双
葉
社
・
埜の

納の
う

タ
オ
）

だ
。
資
料
探
し
を
通
じ
て
、
職

場
の
仲
間
と
の
触
れ
あ
い
、
地

域
の
歴
史
、
来
館
者
の
思
い
出

な
ど
が
描
か
れ
依
頼
を
解
決
す

る
主
人
公
の
姿
に
、「
仕
事
っ

て
い
い
な
ぁ
」と
心
暖
ま
っ
た
。

本
好
き
の
妻
と
絵
本
好
き
の
息

子
は
、
毎
週
の
よ
う
に
神
戸
市

立
図
書
館
に
通
っ
て
い
る
が
、

「
夜
明
け
の
図
書
館
」
を
読
ん

で
改
め
て
図
書
館
の
充
実
ぶ
り

や
あ
り
が
た
み
を
実
感
さ
せ
ら

れ
た
▼
図
書
館
に
限
ら
ず
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の
裏
側
に

は
そ
れ
を
支
え
、
働
く
人
が
必

ず
い
る
。
真
面
目
に
働
く
人
の

こ
と
を
考
え
る
候
補
者
に
大
切

な
１
票
を
入
れ
た
い
。
１
票
の

重
み
に
働
く
仲
間
の
顔
が
浮
か

ぶ
。

21日　自治労青年女性中央春闘討論集会（東京）

22日　第５回 女性部・臨職評合同学習会（共済会館）

９日　県本部旗びらき（ラッセホール）

当面の日程

「朝の順番待ち」

長谷川	昭三
（兵庫県職労）

　
政
権
交
代
で
期
待
さ
れ
た
改
革
を
引
き
継
ぐ
の
か
、
自
民
・
公
明
が
唱
え
る
「
利
益
誘
導
」

の
過
去
の
政
治
に
戻
す
の
か
が
問
わ
れ
る
第
46
回
衆
議
院
選
挙
が
12
月
４
日
公
示
さ
れ
、
12

日
間
の
た
た
か
い
が
は
じ
ま
っ
た
。
県
本
部
組
織
内
の
よ
こ
は
た
和
幸
候
補
（
兵
庫
３
区
）

を
は
じ
め
、
県
内
各
地
で
県
本
部
推
薦
の
候
補
者
が
、
厳
し
い
た
た
か
い
に
挑
ん
で
い
る
。

　
よ
こ
は
た
和
幸
候
補
の
出
陣

式
に
は
、
２
０
０
人
の
支
援
者

が
集
ま
り
、
民
主
党
副
代
表
の

石
井
一
参
議
院
議
員
と
辻
泰
弘

参
議
院
議
員
が
応
援
に
か
け
つ

け
、「
激
戦
区
だ
が
、
３
区
の

民
主
党
の
議
席
は
死
守
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
檄
を
飛
ば

し
た
。

　
よ
こ
は
た
和
幸
候
補
は
、「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
や
原
発
問
題
な
ど
慎
重
な

議
論
を
要
す
る
課
題
も
あ
る

が
、
私
の
耳
に
届
く
、
生
活
を

何
と
か
し
て
ほ
し
い
、
子
ど
も

の
将
来
が
心
配
だ
と
い
う
声
を

重
く
受
け
止
め
、
社
会
保
障
の

充
実
、公
契
約
基
本
法
の
制
定
、

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

実
現
な
ど
、
国
政
の
場
で
頑
張

り
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　
民
主
党
へ
の
逆
風
の
中
、
厳

し
い
選
挙
戦
と
な
っ
て
い
る
が
、

よ
こ
は
た
候
補
の
掲
げ
る
政
策

や
自
治
労
の
代
表
を
国
会
に
送

り
込
む
意
義
を
再
度
、
組
合
員

に
周
知
徹
底
し
、
１
人
で
も
多

く
の
知
人・
友
人
等
の
紹
介
や
個

人
演
説
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
、
支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

　
県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会
は

11
月
26
日
、
次
期
地
域
医
療
計

画
の
見
直
し
に
向
け
検
討
を
進

め
る
県
に
、
公
立
病
院
の
役
割

明
確
化
な
ど
、要
請
を
行
っ
た
。

医
療
計
画
は
、
地
域
医
療
の
提

供
体
制
の
確
保
を
目
的
に
5
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お

り
、
来
年
度
が
そ
の
時
期
と
な

る
。

　
公
立
病
院
が
救
急
医
療
や
小

児
医
療
、
へ
き
地
医
療
な
ど
不

採
算
部
門
も
積
極
的
に
担
う
地

域
医
療
の
中
核
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
役
割
を
明
確
に
す
る
よ
う
求

め
た
。

　
ま
た
、
医
師
不
足
や
偏
在
化

の
解
消
、
そ
し
て
看
護
師
不
足

を
解
消
す
る
た
め
、
処
遇
改
善

を
進
め
、
人
材
育
成
、
離
職
防

止
対
策
を
進
め
る
た
め
の
財
源

確
保
を
求
め
た
。

　
対
応
し
た
県
参
事
は
、
医
療

計
画
策
定
に
向
け
た
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
医
療
保
険
審
議
会

の
部
会
審
議
を
経
て
年
内
に
原

案
を
取
り
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
後
、
3
月
に
部

会
を
開
き
策
定
す
る
と
し
た
。

ま
た
、
県
本
部
の
要
請
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
限
り
反
映
し
た

い
と
回
答
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　
本
紙
１
３
９
９
号
（
12
月
１

日
付
）
の
「
い
ま
い
ち
座
」
の

執
筆
者
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
松
本

真
紀
子
」
で
す
。
お
詫
び
し
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　
県
本
部
は
、
国
家
公
務
員
の

退
職
手
当
改
悪
を
受
け
、
11
月

26
日
、
急
き
ょ
、
単
組
代
表
者

会
議
を
開
催
し
た
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
本
多
義

弘
委
員
長
は
、
目
前
に
迫
っ
た

衆
議
院
選
に
触
れ
「
組
織
内
の

よ
こ
は
た
和
幸
さ
ん
を
推
薦
し

た
。
自
治
労
に
と
っ
て
負
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
選
挙
だ
、
職

場
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

も
全
力
で
取
り
組
む
」
と
決
意

を
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
今
後
の
重
要
課
題

に
関
し
、
①
確
定
課
題
に
つ
い

て
一
部
の
当
局
は
、
人
勧
準
拠

を
求
め
る
が
、
県
交
渉
で
の
結

論
は
国
公
準
拠
。
高
齢
層
の
支

給
水
準
見
直
し
も
、
規
則
改
定

が
な
け
れ
ば
技
術
的
に
も
困
難

で
あ
り
合
意
で
き
な
い
②
退
職

手
当
削
減
に
つ
い
て
は
、
年
内

決
着
を
阻
止
し
、
当
局
に
引
き

下
げ
根
拠
を
求
め
、
退
職
者
の

生
活
に
直
結
す
る
課
題
で
あ

り
、
経
過
措
置
な
ど
を
含
め
、

十
分
協
議
の
う
え
、
労
使
合
意

が
無
け
れ
ば
実
施
し
な
い
こ
と

な
ど
を
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
反
行
革
・
予
算
要
求

闘
争
の
取
り
組
み
素
案
を
提
起

し
、
12
月
17
日
を
基
準
に
単
組

が
要
求
書
を
提
出
、
予
算
編
成

方
針
に
関
す
る
交
渉
を
実
施
。

年
明
け
に
は
、
創
意
工
夫
し
た

行
動
を
背
景
に
交
渉
強
化
を
は

か
り
、
全
組
合
員
が
参
加
す
る

取
り
組
み
を
行
い
、
1
月
24
日

に
1
時
間
ス
ト
を
配
置
し
要
求

実
現
を
迫
る
こ
と
を
提
起
し

た
。

県本部 推薦候補者

（兵庫１区）　井　戸　まさえ
（兵庫２区）　向　山　好　一
（兵庫３区）　よこはた 和 幸
（兵庫４区）　たかはし 昭 一
（兵庫５区）　梶 原 やすひろ
（兵庫７区）　石 井 としろう
（兵庫10区）　岡 田 やすひろ
（兵庫11区）　松 本 たけあき
（兵庫12区）　山　口　つよし

県本部 支持表明候補者

（兵庫６区）　いちむら浩一郎
（兵庫８区）　むろい　秀　子
（兵庫９区）　浜　本　　　宏

震災とアスベスト
― 1.17から3.11へ

神戸、石巻 ２元中継シンポジウム
阪神淡路大震災におけるアスベスト飛散実態
の検証と、その教訓が東日本大震災に生かさ
れているのか考えます。

と　き　2013年１月12日（土）13時～ 16時

ところ　神戸市勤労会館 大ホール
主催：NPOひょうご労働安全衛生センター

“よこはた”熱く訴える

第46回衆院選挙

「
社
会
保
障
を
充
実
」

格
差
拡
大
政
治
と
の
決
別
を

単組代表者会議

確
定
、退
職
手
当
な
ど
で
意
思
統
一

人
勧
見
送
り
が
原
則

県
交
渉
で
国
公
準
拠
を
確
認

衛生医療評

公
立
病
院
の
役
割
明
確
に

地
域
医
療
計
画
見
直
し
で
要
請

退職手当の取扱などで意思統一した

垂水で第一声をあげ、選挙戦をスタートさせた（12月4日）
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　青年部・女性部は、12確定
闘争に結集するため、県内
９ヵ所で地域別学習会を開い
た。34単組143人が参加した。
　退職金の見直しや50歳代後
半層の賃金抑制は、「高齢者
層の問題ではなく、生涯賃金
の大幅な削減」と青年自身の
課題であると確認した。また、
退職手当引き下げが実施され
ると、いくら減るのか計算し、
「危機感を持って取り組もう」
と呼びかけた。
　学習会では単組間交流も行
い、「住居手当の削減が提案
されている」「職場集会を
開いても組合員が集まらな
い」などの悩みも出された。
　統一行動にあわせ、青年
部・女性部員の要求の組織
化や、交渉参加、待機など
の行動を追求することを確
認した。

　
ひ
ょ
う
ご
憲
法
集
会
実
行

委
員
会
と
平
和
友
好
祭
兵
庫

県
実
行
委
員
会
の
共
催
で
、

第
３
回
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
た
。
11
月
を
憲
法

月
間
と
位
置
付
け
、
第
Ⅰ
講

義（
16
日
）は「『
領
土
問
題
』

と
憲
法
」、第
Ⅱ
講
義（
28
日
）

は
「
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と
現

状
」
で
学
習
し
た
。

　
第
Ⅰ
講
義
で
浦
部
法
穂
・

神
戸
大
学
名
誉
教
授
は
、
領

土
問
題
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
煽
り
、「
右
バ
ネ
」
と
し

か
働
か
な
い
。
と
強
調
。「
本

質
は
人
が
住
め
な
い
島
や
岩

で
は
な
く
、
海
域
の
利
用
。

な
ら
ば
互
い
に
納
得
で
き
る

利
用
方
法
を
模
索
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
ま
と
め
た
。

　
第
Ⅱ
講
義
は
神
戸
新
聞
の

中
部
剛
記
者
が
新
聞
離
れ
な

ど
、
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
を
説

明
し
参
加
者
と
の
対
談
で
議

論
を
深
め
た
。
沖
縄
、
原
発

問
題
の
報
道
が
小
さ
い
と
の

質
問
に
は
、「
全
体
的
に
右
傾

化
す
る
中
で
、
新
聞
は
新
し

い
も
の
を
求
め
て
い
る
」
と

回
答
、
メ
デ
ィ
ア
が
世
論
を

誘
導
し
て
い
な
い
か
と
の
問

い
に
は
、「
メ
デ
ィ
ア
と
市

民
が
一
緒
に
な
っ
た
と
き
、

社
会
が
変
わ
る
。
相
互
的
な

関
係
が
大
切
」
と
述
べ
た
。

電話での訴えはＯＫ
友人・知人に電話で支持
を依頼することは自由で
す。ただし、反感を持た
れないよう注意し、相手
の意見や注文にも耳を傾
けましょう。

知人に会ったら
お願いを
友人・知人に会ったり、
訪問する機会に「○○
さんに」と支持を依頼
することは自由です。

手書きの親書で支持拡大
はがきや手紙を通常の方法で利用し、その
中で支持をお願いすることは自由です。

誰にでもできる選挙活動

　
県
本
部
は
12
確
定
闘
争
の
ヤ

マ
場
を
11
月
16
日
と
22
日
に
設

定
し
、
交
渉
を
実
施
し
た
。
国

公
は
人
勧
未
実
施
の
な
か
、
自

治
体
で
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ

て
攻
防
が
続
い
た
。
ま
た
独
自

カ
ッ
ト
復
元
や
格
差
是
正
も
焦

点
と
な
っ
た
。

　
阪
神
間
の
各
単
組
は
、
人
勧

（
50
歳
代
後
半
層
の
昇
給
・
昇
格

メ
リ
ッ
ト
抑
制
）
実
施
は
見
送

り
、「
国
・
県
の
動
向
を
注
視
す

る
」と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

播
磨
で
も
、
明
石
、
高
砂
な
ど

で
人
勧
を
見
送
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
09
年
か
ら
賃
金
カ
ッ
ト
が
続

く
淡
路
で
は
、
来
年
度
か
ら
完

全
復
元
す
る
成
果
を
引
き
出
し

た
。
平
均
７
％
カ
ッ
ト
が
実
施

さ
れ
て
い
る
三
木
で
は
、
病
院

統
合
を
控
え
、
賃
金
カ
ッ
ト
解

除
に
向
け
協
議
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　「
格
差
是
正
」
を
求
め
、
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
芦
屋
指

導
員
労
組
、
芦
屋
嘱
託
ユ
ニ
オ

ン
、芦
屋
臨
職
労
の
３
単
組
は
、

臨
時
の
賃
金
の
み
据
え
置
く
当

局
回
答
に
交
渉
を
決
裂
。
11
月

30
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
議
長
と
連
名

で
抗
議
文
書
を
提
出
し
、
取
り

組
み
を
継
続
さ
せ
る
。

　
県
職
労
は
11
月
28
日
に
ヤ
マ

場
を
設
定
、
組
合
は
独
自
カ
ッ

ト
の
復
元
を
粘
り
強
く
求
め
、

①
14
年
３
月
ま
で
本
俸
の
カ
ッ

ト
を
一
部
緩
和
②
役
職
加
算
の

抑
制
措
置
の
回
復
の
成
果
を
引

き
出
し
た
。
自
宅
に
係
る
住
居

手
当
は
、
官
民
較
差
解
消
と
し

て
の
引
き
下
げ
は
見
送
り
に
さ

せ
た
が
、
13
年
４
月
で
の
廃
止

は
阻
止
で
き
な
か
っ
た
。

　
豊
岡
市
過
労
自
殺
公
務
外
認

定
の
取
り
消
し
を
求
め
る
行
政

訴
訟
の
第
10
回
期
日
が
、
11
月

28
日
午
後
に
神
戸
地
裁
で
行
わ

れ
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
を
担

当
し
た
被
災
者
の
前
任
者
と
後

任
者
の
証
人
尋
問
に
よ
り
原
告

の
正
当
性
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
９
回
の
訴
訟
期

日
の
書
面
審
理
に
よ
り
争
点
は

時
間
外
勤
務
の
事
実
認
定
、
新

し
い
地
域
福
祉
計
画
策
定
の
困

難
性
や
支
援
状
況
な
ど
と
整
理

さ
れ
た
。
こ
の
訴
訟
に
は
８
単

組
25
人
が
傍
聴
参
加
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
履
歴
に
よ
る
時
間

外
勤
務
と
時
間
外
命
令
簿
の
大

幅
な
時
間
差
に
つ
い
て
前
任
者

は｢

私
も
年
度
当
初
の
４
月
、

５
月
に
は
夜
９
～
10
時
ま
で
残

業
し
て
い
た
。
休
日
出
勤
も
何

度
か
し
た｣

｢

時
間
外
命
令
簿

は
少
な
目
に
申
告
し
て
い
た｣

と
証
言
し
た
。

　
新
し
い
地
域
福
祉
計
画
の
困

難
性
や
支
援
状
況
に
つ
い
て
後

任
者
は｢

当
初
は
上
司
か
ら
高

齢
福
祉
、
児
童
福
祉
、
障
害
者

福
祉
の
取
り
ま
と
め
２
～
３
㌻

を
書
く
程
度
の
仕
事
と
聞
い
て

い
た
が
、
仕
事
が
進
む
中
で
上

司
の
言
葉
と
あ
る
べ
き
計
画
策

定
内
容
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ

た｣
｢

取
り
ま
と
め
で
は
上
司

か
ら
の
助
言
や
支
援
は
一
切
な

か
っ
た｣

と
原
告
の
雲
を
つ
か

む
よ
う
な
仕
事
と
い
う
主
張
を

裏
付
け
る
証
言
を
し
た
。

　
国
家
公
務
員
の
退
職
手
当
見

直
し
は
、
11
月
16
日
の
国
会
で

改
正
法
案
が
成
立
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
公
布
さ
れ
た
総
務
副

大
臣
通
知
は
、「
地
方
公
務
員

の
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
国

家
公
務
員
の
改
正
に
準
じ
て
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
」
要

請
し
て
い
る
。

　「
改
正
」
内
容
は
、
13
年
１

月
か
ら
段
階
的
に
調
整
率
を
１

０
０
分
の
１
０
４
か
ら
87
ま
で

引
き
下
げ
、
官
民
較
差
平
均
４

０
２
・
６
万
円
を
解
消
す
る
と

い
う
も
の
。

　
自
治
労
は
、
退
職
手
当
見
直

し
の
必
要
性
等
の
十
分
な
検
証

と
納
得
性
を
追
求
し
、
十
分
な

周
知
期
間
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
少
な
く
と
も
13
年
４
月
以
降

の
実
施
と
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。

　
県
本
部
の
退
職
手
当
共
闘
会

議
（
組
合
）
は
12
月
５
日
、
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
（
当

局
）
と
交
渉
を
実
施
し
た
。

　
組
合
側
が
11
月
２
日
に
提
出

し
て
い
た
４
項
目
の
要
求
に
対

し
、
庵あ

ん

逧ざ
こ

典
章
副
組
合
長
は
、

①
退
職
手
当
制
度
の
見
直
し
は

誠
実
な
交
渉
を
行
う
②
第
３
回

定
例
会
（
11
月
）
提
案
は
見
送

る
③
国
の
引
き
下
げ
に
準
じ
て

行
い
た
い
④
特
別
職
の
引
き
下

げ
は
専
門
委
員
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
受
け
て
検
討
す
る
と
回

答
。「
全
国
の
動
向
、
県
を
は
じ

め
県
内
の
取
り
扱
い
も
注
視
し

た
い
」
と
続
け
、
来
年
２
月
を

目
途
に
向
け
た
協
議
を
促
し
た
。

　
組
合
は
、「
地
方
は
４
０
０

万
円
も
の
格
差
は
存
在
し
な

い
」
と
、調
整
率
や
実
施
時
期
・

経
過
措
置
期
間
の
具
体
案
を
示

し
た
が
、
当
局
は
「
本
日
は
要

請
と
し
て
お
聞
か
せ
い
た
だ

く
」
と
現
段
階
で
の
回
答
は
避

け
た
。

　
こ
の
日
は
①
（
退
職
手
当
の

見
直
し
は
）
少
な
く
と
も
２
月

ま
で
は
実
施
し
な
い
②
早
期
退

職
者
へ
の
割
増
は
当
面
見
送
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

地区 開催日 単組数 人数
1 神戸 11月13日 2 15
2 阪神 11月1日 6 22
3 淡路 10月26日 3 22
4 播磨海岸線 11月6日 4 11
5 中播 11月7日 2 10
6 北播 10月30日 4 14
7 西播 11月8日 6 24
8 南但・丹波 11月2日 4 15
9 北但 11月14日 3 10

34 143

2012確定闘争

阪
神
間
は
人
勧
見
送
り

淡
路
、賃
金
カ
ッ
ト
復
元
で
合
意青

年
女
性 

県
内
９
ヵ
所
で
学
習
会

退手組合交渉

「
県
内
外
の
状
況
注
視
し
た
い
」

来
年
２
月
目
途
に
協
議

豊
岡
裁
判
闘
争

業務の困難性、超勤実態など
証人尋問で正当性訴える

領
土
問
題
は
右
バ
ネ

メ
デ
ィ
ア
の
現
状
を
対
談

ピ
ー
ス

セ
ミ
ナ
ー

県職労（県庁・神戸支部）の確定期の統一集会の様子

メディアの講義で説明する中部記者

国
の
退
職
手
当
の
改
正
法
案

が
成
立
し
て
以
後
、
初
め
て

の
交
渉
。庵
逧
副
組
合
長
は
、

「
現
段
階
で
答
え
は
出
せ
な

い
、
県
内
外
の
状
況
を
注
視

し
た
い
」
と
述
べ
た
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ら
の
教
訓
を
県
本

部
組
織
の
発
展
に

繋
げ
て
行
く
こ
と

が
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、
12
月
16
日
に
投
開
票

が
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
つ
い
て
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
所
感
を
述

自治労兵庫県本部
 2013新春旗びらき

と　き：2013年１月９日（水）
ところ：神戸・ラッセホール
本紙１月15日号は休刊します

2013年  明けましておめでとうございます  県本部役員・書記一同

　
　
　
朝
日
を
受
け
る
竹
田
城
跡
（
撮
影
矢
津
政
広
・
三
田
市
職
労
）

地
域
か
ら
明
日
を
創
る

執行委員長

本 多 義 弘

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
み

な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

穏
や
か
に
、
新
し
い
年
の
は
じ

ま
り
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
第
34
回
地
方

自
治
研
究
全
国
集
会
が
、
神
戸

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
の
参
加
者
を
含

め
、約
２
２
０
０
人
が
集
ま
り
、

３
日
間
地
方
自
治
の
発
展
、
地

域
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
の

み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
成
功

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。
紙
面
を

お
借
り
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
県
本
部
は
実
行
委
員
会
を
つ

く
り
、
こ
の
全
国
自
治
研
の
開

催
に
向
け
、
桜
が
咲
く
季
節
か

ら
、
本
格
的
に
準
備
を
進
め
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
各
単
組
の

み
な
さ
ん
に
は
、
多
く
の
自
治

研
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
良
い
仕
事
を

し
た
い
」
と
い
う
、
組
合
員
の

み
な
さ
ん
の
思
い
や
智
恵
が
集

大
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
感
激
ひ

と
し
お
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
は
、
御
承
知
の
と

お
り
、「
国
民
生
活
が
第
１
」「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
自
・

公
か
ら
政
権
を
奪
取
し
た
民
主

党
の
政
権
運
営
が
問
わ
れ
た
選

挙
で
し
た
。
国
民
の
選
択
は
、

そ
の
期
待
の
大
き
さ
ゆ
え
に

「
民
主
党
に
裏
切
ら
れ
た
」
と

の
思
い
が
、
自
民
党
や
、
維
新

な
ど
第
３
極
に
逆
流
し
た
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
県
本
部
が
推
薦
、
支
持
し
た

民
主
党
候
補
は
、
第
11
、
12
区

で
の
勝
利
は
あ
り
ま
し
た
が
、

大
敗
を
喫
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
第
３
区
で

擁
立
し
た
組
織
内
候
補
の
「
よ

こ
は
た
和
幸
」
さ
ん
は
、
組
合

員
の
み
な
さ
ん
の
献
身
的
な
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
が
何
を
も
た
ら
す

の
か
。
日
本
経
済
の
立
て
直
し

に
向
け
、
早
く
も
労
働
関
係
を

含
め
た
規
制
緩
和
等
と
い
う
言

葉
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
本
部
は
、
格
差
拡
大
を
許
さ

ず
、
働
く
者
が
大
切
に
さ
れ
、

人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
、
組
織
を
あ
げ
て
、

次
の
た
た
か
い
の
準
備
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
り

わ
け
本
年
７
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
参
議
院
選
挙
で
は
、「
あ
い

は
ら
く
み
こ
」
を
何
と
し
て
も

再
選
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
単
組
、
職
場

で
日
常
の
た
た
か
い
を
あ
た
り

前
に
で
き
る
組
織
を
つ
く
り
上

げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
織
の

強
化
は
一
朝
一
夕
で
は
成
し
遂

げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
地

に
足
を
つ
け
地
道
に
、
小
さ
く

と
も
確
か
な
１
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
ょ
う
。

働く者の安心に向け
組織強化に全力を

副
執
行
委
員
長 

坪
　
田
　
眞
　
樹

 

同 

服
　
部
　
圭
　
司

 

同 

宮
　
本
　
誠
　
之

 

同 

谷
　
　
　
克
　
哉

書
　
　

記
　
　

長 

森
　
蔭
　
　
　
守

書
記
次
長

 

辰
　
巳
　
信
　
彦

執
行
委
員

 

上
　
月
　
茂
　
敬

 

同 

森
　
　
　
哲
　
二

 

同 

原
　
田
　
義
　
隆

 

同 

青
　
木
　
慎
　
吾

 

同 

新
　
本
　
菊
　
広

 

同 

大
　
村
　
成
　
行

 

同 

岡
　
田
　
義
　
之

 

同 

岡
　
部
　
一
　
成

 

同 

足
　
立
　
幸
　
雄

 

同 

吉
　
田
　
一
　
正

 

同 

高
　
松
　
　
　
豊

 

同 

市
　
来
　
信
　
弥

 

同 

菊
　
地
　
憲
　
之

 

同 

西
　
岡
　
　
　
裕

 

同 

野
　
﨑
　
直
　
規

 

同 

吉
　
田
　
秀
　
夫

 

同 

三
　
宅
　
一
　
茂

 

同 

澤
　
本
　
　
　
明

 

同 

長
　
谷
　
敬
　
太

 

同 

白
　
國
　
和
　
人

 

同 

山
　
本
　
三
千
子

 

同 

温
　
井
　
昭
　
彦

 

同 

平
　
瀬
　
　
　
勲

 

同 

藤
　
原
　
潤
　
子

 

同 

北
　
村
　
幸
　
子

 

同 

津
　
村
　
崇
　
夫

 

同 

徳
　
山
　
銑
　
造

会
計
監
査
委
員 

橋
　
本
　
維
　
文

 

同 

松
　
尾
　
雅
　
史

 

同 

隅
　
田
　
　
　
龍

オ
ル
グ
担
当 

坂
　
居
　
匤
　
子

 

同 

安
　
井
　
　
　
功

書
　
　
　
　
記 

鍋
　
島
　
章
　
子

 

同 

梶
　
川
　
美
佐
男

 

同 

松
　
田
　
　
　
薫

 

同 

青
　
山
　
よ
り
子

 

同 

秦
　
　
　
信
　
昭

 

同 

飯
　
田
　
美
　
佳

 

同 

石
　
川
　
知
　
子

 

同 

荒
　
西
　
正
　
和

 

同 

藤
　
田
　
正
　
也

 

同 

竿
　
尾
　
敦
　
子

 

同 

孫
　
　
　
可
　
耶

特
別
執
行
委
員 

　
小
　
島
　
修
　
二

 

同 

浜
　
崎
　
利
　
澄

 

同 

小
和
田
　
敏
　
晴

 

同 

高
　
橋
　
芳
　
夫

 

同 

藤
　
原
　
真
　
一



18

　　自治労兵庫県本部  （199�年９月６日　第三種郵便物認可） １ ４ ０ １ 号　２ ０ １ ３ 年 １ 月 １ 日　　（2）

西
岡
　
昨
年
、「
兵
庫
自
治
研
」

を
受
け
入
れ
た
経
過
も
あ
り
、

地
域
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
特

集
を
企
画
し
ま
し
た
。「
情
報

社
会
と
地
域
」
を
テ
ー
マ
に
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
を
担
う
み
な
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
た
い
。

榎
本
　
南
あ
わ
じ
市
の
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
、愛
称
「
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
」

で
働
い
て
い
る
。
取
材
、
編
集

に
携
わ
っ
て
い
る
。

長
谷
川
　
養
父
市
の
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
、愛
称
「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
」

で
働
い
て
い
る
。
以
前
は
取
材

も
担
当
し
て
い
た
が
、
今
は
機

器
の
保
守
、
ネ
ッ
ト
管
理
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

岡
部
　
神
河
町
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、

愛
称
「
Ｋ
ネ
ッ
ト
」
で
働
い
て

い
る
。
以
前
は
取
材
、
編
集
も

行
っ
て
い
た
が
、
昨
年
10
月
に

取
材
、編
集
が
委
託
に
な
っ
た
。

今
は
事
務
を
担
っ
て
い
る
。

西
岡
　
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
放

送
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

榎
本
　
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
が
週

２
回
、
講
演
や
舞
台
な
ど
１
時

間
番
組
が
週
１
回
更
新
。

西
岡
　
住
民
の
反
応
は
ど
う
で

す
か
。

榎
本
　
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
は
新

し
い
も
の
を
心
が
け
て
い
る
。

１
時
間
番
組
は
行
政
が
主
催
す

る
講
演
な
ど
の
他
、
地
域
密
着

と
い
う
こ
と
で
敬
老
会
や
運
動

会
、卒
業
式
の
取
材
に
も
行
く
。

「
あ
れ
は
い
つ
放
送
す
る
ん
や
」

と
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
。

西
岡
　
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

は
？

榎
本
　
運
動
会
や
卒
業
式
は
、

１
年
ご
と
に
順
番
を
決
め
て
取

材
に
行
く
。
基
本
的
に
行
事
の

全
て
を
放
送
す
る
。
小
学
校
在

学
中
に
２
回
は
放
送
さ
れ
る
と

い
う
設
定
。

西
岡
　
人
気
企
画
は
？

榎
本
　
人
気
と
は
い
え
な
い

が
、
私
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
企
画
を

１
年
間
か
け
て
放
送
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
︵
笑
︶。

西
岡
　
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
の
状

況
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

長
谷
川
　
週
２
回
更
新
。
１
時

間
番
組
の
中
に
、
ニ
ュ
ー
ス
と

企
画
も
の
を
入
れ
て
い
る
。
こ

れ
以
外
に
１
時
間
番
組
が
２
本

あ
り
、
文
化
祭
や
ご
み
の
分
別

変
更
の
案
内
な
ど
の
特
集
を
流

し
て
い
る
。

西
岡
　
最
近
、「
こ
れ
は
よ
か
っ

た
」
と
思
う
番
組
は
？

長
谷
川
　
先
程
の
ご
み
分
別
の

変
更
案
内
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
担
当
者
が
出
演
し
、
コ

ン
ト
風
の
ド
ラ
マ
仕
立
て
に
し

て
い
る
。
笑
い
も
あ
っ
て
面
白

い
番
組
に
な
っ
た
。

西
岡
　
企
画
番
組
は
ど
ん
な
も

の
を
行
い
ま
し
た
か
。

長
谷
川
　
市
内
の
特
徴
的
な
集

落
を
紹
介
し
て
い
る
。
地
域
興

し
で
都
市
部
と
交
流
し
て
い
た

り
、
伝
統
的
な
建
築
物
を
活

用
し
た
活
動
し
て
い
る
と
か

･･･

。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
し
て
も
、

地
域
の
主
体
的
な
動
き
を
支
援

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

西
岡
　
Ｋ
ネ
ッ
ト
の
状
況
を
教

え
て
下
さ
い
。

岡
部
　
週
１
回
更
新
。
ニ
ュ
ー

ス
を
中
心
に
30
分
。
こ
れ
と
別

に
卒
業
式
や
講
演
会
を
紹
介
す

る
１
時
間
前
後
の
番
組
が
あ
る
。

西
岡
　
印
象
に
残
っ
た
番
組

は
？

岡
部
　
少
子
高
齢
化
、過
疎
化
、

さ
ら
に
合
併
の
結
果
、
神
河
町

で
は
小
中
学
校
の
合
併
が
進
ん

で
い
る
。
私
が
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
異

動
し
た
と
き
、
小
学
校
の
閉
校

記
念
式
を
取
材
し
た
。
学
校
の

歴
史
や
卒
業
生
な
ど
関
係
者
の

思
い
を
放
送
し
た
が
、
実
質
は

じ
め
て
の
番
組
製
作
だ
っ
た
の

で
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

西
岡
　
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
は
、

有
線
放
送
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

賞
し
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
。

長
谷
川
　
高
齢
化
し
た
臼
づ
く

り
職
人
の
も
と
に
、
そ
の
集
落

に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
若
者
が

や
っ
て
き
た
。
彼
を
受
け
入
れ

る
地
域
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て

番
組
に
し
た
。

西
岡
　
八
鹿
町
の
臼
は
、
民
放

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

長
谷
川
　
臼
に
焦
点
を
あ
て
た

番
組
を
つ
く
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
木
を
選
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
、

親
方
の
思
い
も
入
れ
て
数
カ
月

か
か
っ
た
。
こ
れ
も
賞
を
い
た

だ
い
た
。

西
岡
　
地
域
密
着
と
い
う
こ
と

で
、
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
か
。

榎
本
　
地
元
高
校
の
放
送
部
が

コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
と
っ
た
の

で
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
よ
う
と
持
ち
か
け
た

が
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
学

生
は
や
り
た
か
っ
た
が
、
学
校

と
の
調
整
が
難
し
か
っ
た
。

長
谷
川
　
養
父
市
で
は
放
送
部

か
ら
キ
ャ
ス
タ
ー
を
派
遣
し
て

も
ら
っ
て
、
年
末
年
始
の
特
番

に
出
演
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

西
岡
　
個
人
情
報
保
護
と
子
ど

も
の
夢
を
ふ
く
ら
ま
そ
う
と
い

う
観
点
が
あ
る
。
地
域
社
会
の

許
容
量
や
思
い
が
反
映
さ
れ
る

の
も
自
治
体
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
特
徴

で
す
ね
。
反
対
に
行
政
の
事
情

が
影
響
す
る
こ
と
は
？

岡
部
　
神
河
町
は
取
材
と
編
集

を
12
年
10
月
か
ら
委
託
に
し
た
。

合
併
に
よ
っ
て
人
員
削
減
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
神
河
町
は

「
不
安
定
雇
用
を
拡
大
さ
せ
な

い
」
と
の
考
え
か
ら
、
正
規
採

用
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
し
か

し
現
場
は
人
員
不
足
。
他
町
が

行
っ
て
い
な
い
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
一

部
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

長
谷
川
　
災
害
時
の
情
報
発
信

は
重
要
。
養
父
市
で
は
市
内
の

河
川
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
。
豪
雨
に
な
る
と
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

は
生
放
送
態
勢
に
入
り
、
災
害

対
策
本
部
の
あ
る
本
庁
か
ら
、

河
川
や
道
路
状
況
を
知
ら
せ
て

い
る
。

岡
部
　
民
放
の
災
害
情
報
は
、

自
分
の
地
域
限
定
で
教
え
て
く

れ
な
い
。
避
難
し
て
い
る
住
民

は
、
近
隣
の
状
況
が
わ
か
ら
な

い
。
情
報
を
持
っ
て
い
る
行
政

か
ら
の
発
信
が
有
効
に
な
る
。

榎
本
　
東
日
本
大
震
災
後
、
南

あ
わ
じ
市
は
南
三
陸
町
に
自
治

会
長
を
派
遣
し
た
。
被
災
地
の

自
治
会
と
交
流
し
、
教
訓
や
課

題
を
地
元
に
持
っ
て
帰
る
と
い

う
企
画
だ
っ
た
が
、
さ
ん
さ
ん

ネ
ッ
ト
の
職
員
も
同
行
し
た
。

防
災
課
と
も
連
携
し
て
、
最
終

的
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
沿
岸
部

の
自
治
会
に
配
っ
た
。

西
岡
　
自
治
体
運
営
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

の
課
題
は
何
で
す
か
。

榎
本
　
予
算
が
な
い
、
人
が
い

な
い
、
休
暇
が
な
い
。

長
谷
川
　
代
休
を
取
れ
と
い
わ

れ
る
が
、
取
材
が
終
わ
る
と
編

集
に
追
わ
れ
る
。
な
か
な
か
休

め
な
い
。

西
岡
　
財
政
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

長
谷
川
　
一
般
会
計
で
組
ん
で

い
る
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
視
聴
者
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
か
ら

の
利
用
料
収
入
が
あ
り
、
単
独

で
予
算
を
組
め
ば
採
算
と
れ
る

可
能
性
も
あ
る
が･･･

。
機
器

の
維
持
修
繕
も
必
要
な
の
で
、

あ
る
程
度
の
基
金
を
積
み
た
い

と
こ
ろ
。

岡
部
　
神
河
町
は
県
内
で
人
口

が
１
番
少
な
い
町
だ
が
、
面
積

は
広
い
。
山
も
あ
れ
ば
谷
も
あ

る
。
そ
の
た
め
伝
送
路
も
必
要

に
な
り
、
利
用
料
で
採
算
は
と

れ
な
い
。

西
岡
　
行
政
が
有
す
る
メ
デ
ィ

ア
の
将
来
性
を
ど
う
考
え
ま
す

か
。

岡
部
　
集
落
に
よ
っ
て
は
電
波

が
届
か
な
い
地
域
が
あ
る
。
そ

れ
を
補
う
の
が
自
治
体
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
な
の
で
電
波
を
止
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
た
告
知
放
送

は
、
災
害
時
の
重
要
な
情
報
伝

達
な
の
で
、
こ
れ
も
止
め
ら
れ

な
い
。
財
政
は
厳
し
い
が
止
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
構

図
に
な
っ
て
い
る
。

長
谷
川
　
民
間
の
ケ
ー
ブ
ル
も

算
入
し
て
く
る
が
、
人
口
が
集

中
し
た
地
域
の
み
。
公
共
責
任

は
放
棄
で
き
な
い
。

西
岡
　
最
後
に
地
域
メ
デ
ィ
ア

を
担
う
み
な
さ
ん
の
抱
負
を
。

榎
本
　
地
域
経
済
が
冷
え
込
ん

で
い
る
中
で
、
商
店
街
の
若
者

が
頑
張
っ
て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
た
ら
な
い
部
分
を
地
域
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
取
り
あ
げ
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
う
。

長
谷
川
　
今
あ
る
設
備
の
中
で

可
能
性
を
追
求
し
て
い
き
た

い
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
は
テ
レ
ビ
だ
け

で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
や
電
話
も

で
き
る
。
住
民
に
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

は
必
要
」
と
い
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
た
い
。

岡
部
　
行
政
か
ら
の
情
報
番
組

を
も
っ
と
身
近
な
形
で
つ
く
り

た
い
。
役
所
か
ら
住
民
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ

る
。「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
見
れ
ば
生

活
に
必
要
な
情
報
が
わ
か
る
」

と
い
う
も
の
に
し
た
い
。

西
岡
　
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　「
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト

で
検
索
す
れ
ば
何
で
も
わ
か
る
」「
テ
レ
ビ

を
つ
け
る
と
ド
ラ
マ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
分

野
ご
と
に
い
く
つ
も
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
用
意

さ
れ
て
い
る
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
有
線
放

送
の
普
及
は
、
情
報
社
会
を
生
み
出
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
情
報
提
供
者
が
多
岐
に
わ
た

る
こ
と
も
意
味
す
る
。
か
つ
て
は
大
手
メ

デ
ィ
ア
の
独
占
と
思
わ
れ
て
き
た
電
波
放
送

も
例
外
で
は
な
い
。
今
で
は
自
治
体
ご
と
の

ケ
ー
ブ
ル
放
送
番
組
も
珍
し
く
な
く
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

情
報
手
段
の
発
達
が
、
地
域
に
お
け
る
情
報

発
信
の
あ
り
方
も
変
化
さ
せ
て
い
る
の
だ
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
︵
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
︶
は
主
に
民

間
会
社
が
運
営
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
兵

庫
県
内
で
は
山
間
地
域
を
中
心
に
５
市
５
町

で
自
治
体
が
直
接
運
営
し
て
い
る
。
地
域
社

会
へ
の
新
た
な
情
報
発
信
手
段
と
し
て
の
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
、
そ
の
可
能
性
や
意
義
、
そ
し
て
苦

労
を
関
係
職
場
の
組
合
員
に
聞
い
た
。

自
治
ひ
ょ
う
ご
新
春
座
談
会

まちの元気を支援
運動会、卒業式の放送は人気

情報社会 　
と

自治体CATV

災害対策への貢献も
細かな情報発信を模索

南
あ
わ
じ
市
職
労
。
さ
ん
さ
ん

ネ
ッ
ト
で
レ
ポ
ー
タ
ー
も
努

め
、
地
域
で
も
人
気
者

養
父
市
職
労
。
以
前
は
取
材
・

編
集
も
行
っ
て
い
た
。
企
画
力

あ
ふ
れ
る
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
は

コ
ン
ク
ー
ル
で
授
賞
も

神
河
町
職
。﹁
災
害
・
防
災
を
は

じ
め
、
役
場
か
ら
住
民
に
発
信

す
る
情
報
は
た
く
さ
ん
あ
る
﹂

と
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
可
能
性
を
語
る

岡
部 

成
幸

長
谷
川
伸
也

榎
本 

全
克

西岡裕・県本部教宣部長
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共
済
県
支
部

支
　
　部
　　
長	

本
多
　
義
弘

事
務
局
長	

西
田
　
浩
樹

書
　
　
　
　
記	

石
村
　
　
泉

　
　
　同	

堀
岡
有
美
子

　
　
　同	

高
木
さ
つ
き

　
　
　同	

山
中
　
一
慶

　
　
　同	

吉
見
美
智
子

  

自
治
研
セ
ン
タ
ー

理
　
　事
　　
長	

小
島
　
修
二

事
務
局
長	

市
来
　
信
弥

主
任
研
究
員	

兵
藤
　
　
宏

　
　
　同	

浜
崎
　
利
澄

研
　
　究
　　
員	

岩
間
　
　
茂

　
　
　同	

高
山
　
博
司

　
　
　同	

清
水
　
誠
一

　
　
　同	

今
井
　
　
弘

　
　
　同	

岡
　
　
康
栄

　
　
　同	

高
見
　
　
忍

　
　
　同	

米
澤
　
正
紀

  

組
織
内
首
長
・
議
員

加
西
市
長	

西
村
　
和
平

稲
美
町
長	

古
谷
　
　
博

神
河
町
長	

山
名
　
宗
悟

兵
庫
県
議
会
議
員	

黒
田
　
一
美

兵
庫
県
議
会
議
員	

上
野
　
英
一

前
兵
庫
県
議
会
議
員	

芝
野
　
照
久

神
戸
市
議
会
議
員	

伊
藤
め
ぐ
み

前
神
戸
市
議
会
議
員	

横
畑
　
和
幸

尼
崎
市
議
会
議
員	

塩
見
　
幸
治

芦
屋
市
議
会
議
員	

山
口
み
さ
え

明
石
市
議
会
議
員	

永
井
　
俊
作

加
古
川
市
議
会
議
員	

松
崎
　
雅
彦

西
脇
市
議
会
議
員	

村
井
　
正
信

朝
来
市
議
会
議
員	

中
島
　
利
信

前
宝
塚
市
議
会
議
員	

梶
川
美
佐
男

丹
波
市
議
会
議
員	

前
川
　
豊
市

猪
名
川
町
議
会
議
員	

久
保
　
宗
一

私たちも自治労とともに頑張ります

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
発
事
故
は
、政
府
の
「
終
息
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、

汚
染
地
域
で
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち
の
避
難
生
活
は
続
き
、
今
な
お
深
刻
な
事
態
が
進
行
し

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
。
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
な
ど
の
大
企
業
は
、自
治
体
と
連
携
し
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
運
営
に
の
り
出
し
て
い
る
。

兵
庫
県
内
に
、
太
陽
光
発
電
に
関
し
て
マ
ス
コ
ミ
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
テ

レ
ビ
局
や
ラ
ジ
オ
局
、
雑
誌
を
は
じ
め
、
か
の
ロ
イ
タ
ー
通
信
も
取
材
に
訪
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
近
隣
自
治
体
や
議
会
も
関
心
を
寄
せ
視
察
に
訪
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
は
、
丹
波

市
春
日
町
国
領
地
区
に
あ
る
山
王
自
治
会
だ
。

　
神
戸
か
ら
車
を
走
ら
せ
る
こ

と
、
約
１
時
間
。
舞
鶴
若
狭
道

春
日
Ｉ
Ｃ
で
高
速
道
路
を
降

り
、
５
分
ほ
ど
で
到
着
。
現
地

は
、
山
間
の
小
さ
な
集
落
だ
。

民
家
の
途
絶
え
た
あ
た
り
に
、

高
級
和
菓
子
に
欠
か
せ
な
い
、

あ
ず
き
の
丹
波
大
納
言
の
畑
が

点
在
し
て
い
る
。集
落
の
南
に
、

山
間
か
ら
の
小
さ
な
河
川
を
束

ね
、
若
狭
湾
に
注
ぐ
由
良
川
水

系
の
ひ
と
つ
竹
田
川
が
流
れ
て

い
る
。

　
そ
の
竹
田
川
の
北
側
に
沿
っ

た
長
細
い
土
地
に
、
静
か
な
山

村
に
は
珍
し
い
光
景
が
目
に
飛

び
込
ん
で
く
る
。
誇
ら
し
げ
に

太
陽
に
向
か
っ
て
立
ち
並
ぶ

２
１
６
枚
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

だ
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
、
細
田
勉
さ

ん
が
現
れ
た
。

　
細
田
さ
ん
は
福
知
山
市
の
元

公
務
員
で
、
現
役
時
代
は
自
治

労
の
組
合
員
で
も
あ
っ
た
。
自

分
の
時
間
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
そ

う
と
思
い
、
定
年
を
前
に
退
職

し
た
。
し
か
し
、
今
は
ソ
ー

ラ
ー
発
電
の
関
係
で
、
頼
ま
れ

て
週
に
４
日
程
度
、
関
連
会
社

の
社
員
と
し
て
働
い
て
い
る
と

い
う
。さ
っ
そ
く
細
田
さ
ん
に
、

自
治
会
が
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
手

掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を

伺
っ
た
。

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
所
は
、
元
も
と
竹

田
川
が
流
れ
て
い
た
と
こ
ろ

だ
と
い
う
。
そ
の
竹
田
川
が

１
９
７
８
年
の
台
風
に
よ
る
集

中
豪
雨
で
氾
濫
し
、
洪
水
被
害

が
発
生
し
た
。
そ
の
後
、
蛇
行

し
て
い
た
川
を
整
備
し
た
後
に

で
き
た
約
７
０
０
㎡
の
土
地

だ
。
そ
こ
は
元
県
有
地
で
、
自

治
会
が
草
刈
り
な
ど
を
し
て
手

入
れ
を
続
け
、
将
来
み
ん
な
の

憩
い
の
場
所
に
で
も
し
よ
う

と
、
県
か
ら
払
い
下
げ
て
も

ら
っ
た
と
の
こ
と
。

　
で
は
な
ぜ
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電

な
の
か
と
疑
問
が
湧
く
。
そ
の

事
情
を
聞
く
と
、細
田
さ
ん
は
、

自
治
会
が
、
こ
れ
ま
で
蓄
え
て

き
た
財
産
が
一
定
程
度
残
っ
て

い
た
の
と
、
県
か
ら
払
い
下
げ

を
受
け
た
土
地
の
有
効
活
用
に

向
け
て
、
自
治
会
で
話
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
、
細

田
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
が
、
自
宅

に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
付
け
た

の
が
発
端
だ
と
い
う
。

　
会
員
に
、
新
た
に
過
度
な
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
、
何
度
も

議
論
が
繰
り
返
さ
れ
、
自
治
会

が
運
営
す
る
太
陽
光
発
電
が
実

現
し
た
。

　
設
備
に
要
し
た
費
用
や
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
を
伺
う

と
、
安
く
設
置
で
き
る
業
者
を

探
し
た
結
果
、
設
置
費
用
は

約
１
７
０
０
万
円
。
年
間
で

１
８
０
万
円
の
収
入
が
見
込
ま

れ
、
10
年
弱
で
投
資
分
は
回
収

で
き
る
計
算
だ
。
何
よ
り
、
維

持
管
理
の
経
費
や
、
人
件
費
が

ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
。

　
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
手
掛
け
た

自
治
会
の
将
来
展
望
や
課
題
な

ど
を
聞
い
て
み
た
。

　
自
治
会
は
、
現
在
12
戸
で
運

営
さ
れ
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
毎
年
、
自
治
会
が
夏
祭
り

を
行
い
、
街
に
出
て
行
っ
た
若

者
た
ち
も
帰
省
し
、
年
に
１
度

み
ん
な
が
顔
を
そ
ろ
え
、
こ
の

時
ば
か
り
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

る
と
い
う
。

　
自
治
会
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

ど
ん
な
こ
と
を
行
い
た
い
の

か
、意
向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
日

帰
り
で
い
い
か
ら
バ
ス
旅
行
を

し
た
い
」
な
ど
、
色
々
な
夢
や

希
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
細
田
さ

ん
は
、
高
齢
化
の
進
む
住
民
の

意
識
が
、
前
に
向
い
て
き
た
こ

と
が
何
よ
り
だ
と
語
っ
た
。

　
細
田
さ
ん
に
、
行
政
と
の
関

わ
り
な
ど
を
聞
い
て
み
た
。
自

治
会
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー
発
電
が

物
珍
し
さ
を
生
み
、
メ
デ
イ
ア

取
材
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体

や
議
会
関
係
者
の
視
察
も
多
く

あ
る
。
ア
ポ
取
り
の
た
め
、
市

役
所
へ
連
絡
し
て
も
、
行
政
が

直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
た
め

か
、
そ
の
電
話
口
で
は
「
分
か

り
ま
せ
ん
」
と
い
う
対
応
ら
し

い
。

　
現
在
、
市
の
協
力
や
補
助
を

受
け
ず
、
自
治
会
が
独
自
で
運

営
し
て
い
る
。
視
察
に
訪
れ
る

関
係
者
も
、
具
体
的
な
話
や
現

状
な
ど
を
聞
き
取
り
、
法
整
備

も
含
め
た
行
政
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
が
課
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
も
あ
り
、
企
業
や
個
人
宅
な

ど
へ
の
パ
ネ
ル
設
置
に
は
助
成

が
あ
る
。
し
か
し
、
自
治
会
組

織
に
は
、
法
的
な
整
備
が
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
細
田

さ
ん
た
ち
は
、行
政
に
対
し
て
、

「
せ
め
て
法
人
住
民
税
の
減
免

な
ど
負
担
軽
減
措
置
が
と
れ
な

い
の
か
」
と
要
望
し
て
い
る
と

い
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
齢
化
の

進
む
自
治
会
が
、
夢
の
あ
る
取

り
組
み
に
１
歩
踏
み
出
し
た
。

地域から脱原発
全
国
か
ら
取
材
・
視
察
依
頼
も

行
政
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
が
課
題

高
齢
化
進
む
ま
ち
に「
夢
」が

自
治
会
で
ソ
ー
ラ
ー
発
電

丹波市春日町国領

自治会の細田勉さん

216枚のパネルを敷き詰めたソーラー発電
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１
月
16
日
〆
切  

職
場
・
家
庭
で
楽
し
も
う

　
自
治
ひ
ょ
う
ご
新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。「
タ
テ
の
カ
ギ
」と「
ヨ

コ
の
カ
ギ
」
を
解
き
、
Ａ
〜
II
の
文
字
を
埋
め
、
現
れ
た
質
問
に
答
え
て
下
さ
い
。
正
解
者

か
ら
抽
選
で
５
人
に
５
０
０
０
円
商
品
券
、
10
人
に
１
０
０
０
円
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま

す
。
１
月
16
日
（
水
）
ま
で
に
県
本
部
「
教
宣
部
」
宛
に
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
応
募
下
さ
い
（
宛
先
は
本
紙
１
面
を
参
照
）。
①
答
え
②
単
組
③
名
前
④
住
所
（
景
品
の

届
け
先
）
を
必
ず
明
記
し
て
下
さ
い
。
連
名
で
の
応
募
、
複
数
回
答
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

当
選
者
は
２
月
15
日
号
で
掲
載
し
ま
す
。

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

１
　
Ｗ
Ｈ
Ｏ

２
　
海
と
陸
と
の
境
界
を
連
ね

た
線

３
　
出
か
け
て
い
る
先

４
　
不
滅
の
業
績
、
○
○
○
○

○
を
う
ち
た
て
る

５
　
海
苔

６
　
↑
↓
熱
帯

７
　
店
の
主
人

８
　
油
や
脂
肪

９
　
ノ
ア
の
○
○
○
○

10
　
目
標
実
現
の
た
め
、
力
を

つ
く
す
こ
と

11
　
軽
快
な
寸
劇

12
　
物
の
形
象
を
描
き
表
し
た

も
の

13
　
湖
、
沼
、
池
の
総
称

14
　
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

15
　
首
府
・
ラ
ゴ
ス

16
　
ス
ワ
ン

17
　
シ
ー

18
　
役
に
立
つ
こ
と
、
貢
献
す

る
こ
と

19
　
エ
チ
レ
ン
を
原
料
と
し
た

透
明
な
合
成
樹
脂

20
　
オ
レ
ン
ジ

21
　
↑
↓
未
刊

22
　
ク
ラ
ブ

23
　
二
十
世
紀
、
長
十
郎

24
　
↑
↓
冬
季

25
　
公
園
な
ど
で
他
と
区
切
っ

て
花
を
植
え
て
あ
る
場
所

26
　
飛
行
機
の
後
部
に
と
り
つ

け
た
翼

27
　
テ
レ
ビ
な
ど
に
出
演
し
、

人
気
の
あ
る
人

28
　
桃
、
○
○
３
年
、
柿
８
年

29
　
元
素
記
号
Na

30
　
右
に
曲
が
る
こ
と

31
　
床
の
間
の
片
方
の
装
飾
的

な
柱

32
　
蘇
鉄

33
　
一
軒
ご
と
に
建
て
た
家

34
　
↑
↓
ア
ウ
ト

35
　
月
の
光

36
　
↑
↓
不
況

37
　
蜃
気
楼

38
　
ピ
ン
、
ポ
ン
、
○
○

39
　
牛

40
　
欠
伸

41
　
浜
辺

42
　
ツ
ノ
出
せ
、
○
○
出
せ
、

頭
出
せ
♪

43
　
笑
う
時
、
ほ
お
に
で
き
る

小
さ
な
く
ぼ
み

44
　
底
に
皮
を
は
っ
た
ぞ
う
り

45
　
ふ
り
が
な
用
の
小
さ
な
文

字
46
　
非
常
に
よ
く
似
通
っ
て
い

る
こ
と

47
　
物
の
中
心
部
分
。
コ
ア

48
　
打
者
が
安
打
な
ど
で
自
軍

に
も
た
ら
し
た
得
点

49
　
↑
↓
安
全

50
　
転
ば
ぬ
先
の
○
○

51
　
日
本
固
有
の
形
式
の
短
歌

52
　
ビ
ー
ナ
ス

53
　
ご
ま
か
し
、
不
正
行
為

54
　
作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
芸
術

家
の
傾
向
や
特
徴

55
　
雪
上
を
す
べ
り
走
る
よ
う

に
し
た
乗
り
物

56
　
駅
伝
の
○
○
○
リ
レ
ー

57
　
護
衛
の
た
め
近
く
に
置
く

強
い
者

58
　
神
仏
が
祭
っ
て
あ
る
建
物

59
　
体
の
組
立
て
、
体
つ
き

60
　
元
首
を
「
公
」
と
呼
ぶ
国

61
　
○
○
○
に
雪
折
れ
な
し

62
　
寿
司
に
添
え
ら
れ
た
シ
ョ

ウ
ガ

63
　
白
い
線

64
　
日
本
の
通
貨
単
位

36
　
キ
レ
と
○
○

38
　
楽
園

40
　
攻
撃
す
る
こ
と
。
挑
戦

43
　
↑
↓
短
縮

47
　
新
分
野
を
き
り
開
く
こ
と

54
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
風
の
蒸
し

風
呂

59
　
客
の
求
め
（
行
先
）
に
応

じ
る
営
業
用
自
動
車

60
　
石
の
上
な
ど
に
生
じ
る
小

さ
な
緑
色
の
植
物

65
　
竹
の
地
下
茎
か
ら
出
る
若

芽
75
　
物
事
の
は
じ
ま
り

83
　
喜
ぶ
心
、
う
れ
し
い
と
思

う
心

84
　
ウ
エ
ス
ト

85
　
硬
貨

86
　
エ
イ
ト
、
ナ
イ
ン
、
○
○

87
　
ノ
ー
ス

88
　
同
じ
ま
ま
の
状
態
で
持
続

さ
せ
る
こ
と

89
　
コ
ピ
ー
機
に
用
い
る
着
色

さ
れ
た
粉

90
　
バ
ッ
グ

91
　
○
○
○
の
顔
も
三
度

92
　
海
豚

93
　
万
の
万
倍

94
　
度
量
や
構
想
が
計
り
し
れ

な
い
ほ
ど
大
き
い
こ
と

95
　
め
っ
た
に
な
い
珍
し
い
こ
と

96
　
木
耳

97
　
財
産
の
出
納
を
記
録
す
る

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

１
　
石
油
を
効
率
よ
く
生
産
す

る
た
め
の
工
場
の
集
団

２
　
食
事
と
食
事
の
間
に
物
を

食
べ
る
こ
と

３
　
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル

９
　
煙
を
外
に
出
す
こ
と

12
　
○
○
・
育
児

22
　
こ
よ
み

記
帳
法

98
　
車
の
両
輪
を
つ
な
ぐ
心
棒

99
　
首
位

100
　
刀
剣
の
手
で
握
る
所

101
　
神
仏
が
人
の
姿
を
し
て
こ

の
世
に
現
れ
る
こ
と

102
　
○
○
○
○
過
ぎ
れ
ば
熱
さ

を
忘
れ
る

103
　
山
で
キ
ノ
コ
を
探
し
て
と

る
こ
と

104
　
下
に
下
っ
て
い
く
線

105
　
小
さ
な
火
事

106
　
手
・
足
の
上
の
方
の
面

107
　
○
○
○
の
海
賊

108
　
電
車
に
あ
る
荷
物
を
置
く

た
め
の
棚

109
　
キ
ャ
ッ
ト

110
　
↑
↓
関
西

111
　
元
素
記
号
Ag

112
　
学
問
・
技
芸
を
教
え
る
人

113
　
絵
を
描
く
時
に
用
い
る
筆

114
　
果
物
の
汁

115
　
非
常
に
高
く
建
て
た
ビ
ル

116
　
パ
ナ
マ
・
ス
エ
ズ

117
　
曲
線

118
　
平
た
い
木
材

119
　
団
扇

120
　
相
手
に
な
る
敵
が
い
な
い

ほ
ど
強
い
こ
と

121
　
枇
杷

122
　
穿
孔
機

123
　
案
内

124
　
↑
↓
弱
火

125
　
仮
に
そ
う
だ
と
思
う
こ

と
、
想
像

126
　
栗
の
実
の
、
と
げ
の
つ
い

た
外
皮

127
　
ユ
ー
ト
ピ
ア

128
　
羊
毛

129
　
美
辞
○
○
○

130
　
カ
ギ
を
か
け
る
こ
と

131
　
時
代
を
隔
て
る
こ
と

132
　
区
切
ら
れ
た
土
地
区
域

133
　
く
じ
を
引
い
た
時
に
当
た

る
か
ど
う
か
の
運

134
　
岸
に
土
を
高
く
築
き
上
げ

た
も
の

135
　
大
勢
の
人
を
く
り
出
す
や

り
方

136
　
弦
を
張
り
、
矢
を
つ
が
え

て
射
る
武
器

137
　
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
囲
み

記
事

138
　
乾
い
た
布

139
　
↑
↓
乾
期

140
　
定
規

141
　
立
場
上
、
当
然
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
任
務
や
義
務

142
　
自
分
で
つ
ぎ
な
が
ら
酒
を

飲
む
こ
と

143
　
わ
れ
ら
、
わ
れ
わ
れ

144
　
に
わ
か
に
、
大
急
ぎ
で

145
　
○
○
、ナ
ン
、シ
ャ
ー
、ペ
ー

146
　
百
合

147
　
常
軌
を
逸
し
た
風
変
わ
り

な
人

65
　
バ
ン
ブ
ー

66
　
カ
ル
チ
ャ
ー

67
　
○
○
は
友
を
呼
ぶ

68
　
新
し
い
や
り
方
や
風
潮

69
　
大
臣
・
大
将
・
将
軍
な
ど
の

妻
の
敬
称

70
　
そ
の
時
々
の
商
品
の
値
段

71
　
車
庫

72
　
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

73
　
屋
根
の
端
の
建
物
の
外
部

に
張
り
出
た
部
分

74
　
○
○
○
○
打
尽

75
　
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
ボ
ー
ル

を
放
つ
こ
と

76
　
ド
リ
ー
ム

77
　
理
・
結
・
散
・
調
・
頭

78
　
猫
は
○
○
○
で
丸
く
な
る

♪
79
　
○
○
を
か
し

80
　
屏
風

81
　
江
戸
幕
府
の
末
期

82
　
単
車
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イ
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昨
年
11
月
に
、
北

近
畿
豊
岡
自
動
車

道
の
八
鹿
氷
ノ
山

Ｉ
Ｃ
が
開
通
し

た
。
朝
早
く
に
淡

路
島
の
福
良
港
で

カ
レ
イ
釣
り
を
し

て
か
ら
、
昼
前
に

は
但
馬
の
浜
坂
港
で
日
本
海
の

メ
バ
ル
を
狙
う
こ
と
も
で
き

る
。
便
利
に
な
っ
た
も
の
だ
▼

笹
子
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
の
例

に
限
ら
ず
、
高
度
成
長
期
に
整

備
さ
れ
た
公
共
イ
ン
フ
ラ
が
一

斉
に
寿
命
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
政
権

交
代
に
よ
り
途
半
ば
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
し
っ
か
り
と
し

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
い
か

な
い
と
便
利
な
高
速
道
路
も
あ

と
50
年
も
す
れ
ば
厄
介
な
お
荷

物
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
▼
持

続
可
能
な
社
会
と
持
続
可
能
な

財
政
を
天
秤
に
か
け
つ
つ
、
ハ

ン
マ
ー
を
手
に
一
つ
ひ
と
つ
の

部
品
を
叩
い
て
点
検
す
る
よ
う

な
、
ま
た
、
人
々
が
寝
静
ま
っ

た
深
夜
に
道
路
に
音
聴
棒
を
当

て
漏
水
調
査
を
す
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
地
道
な
労
働
者
の
取
り

組
み
が
こ
の
世
界
を
支
え
て
い

る
。「
僕
の
前
に
道
は
な
い
　
僕

の
後
ろ
に
道
は
出
来
る
」
で
は

じ
ま
る
高
村
光
太
郎
の
詩
「
道

程
」
の
ご
と
く
、
公
共
の
守
り

人
の
矜
き
ょ
う

持じ

を
胸
に
前
に
進
も
う
。

１～２日　県本部現業闘争2013交流集会
� （フルーツフラワーパーク）
７～８日　公営競技評議会単組代表者会議および
　　　　　交渉力セミナー（舞子ビラ）
８日　2013年度第５回執行委員・専従者会議（共済会館）

当面の日程

退職金�　　　　　　　　　　　
「どちらのコースになさいますか？」

　
県
本
部
は
単
組
役
員
、
関
係
団
体
代
表
者
を
招
き
、
新
年
を

祝
し
１
年
間
の
取
り
組
み
の
前
進
を
決
意
し
合
う
た
め
、
神
戸

市
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
新
春
旗
開
き
を
開
催
し
た
。
来
賓

と
し
て
か
け
つ
け
た
自
治
労
近
畿
地
連
古
川
友
則
議
長
、
連
合

兵
庫
森
本
洋
平
会
長
、
井
戸
敏
三
知
事
、
そ
し
て
今
年
の
夏
参

議
院
選
を
た
た
か
う
辻
泰
弘
参
議
員
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
旗
開
き
の
冒
頭
、
主
催
者
を

代
表
し
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
、

本
多
義
弘
委
員
長
は
、「
干
支

で
あ
る
ヘ
ビ
は
嫌
い
で
好
き
に

な
れ
ず
逃
げ
て
し
ま
い
た
い

が
、
私
た
ち
の
生
活
改
善
は
逃

げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
自

　
１
月
22
日
、
県
本
部
の
退
職

手
当
共
闘
会
議
（
組
合
）
は
、

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

（
当
局
）
と
交
渉
を
実
施
し
た
。

２
月
下
旬
に
開
か
れ
る
退
職
手

当
組
合
定
例
議
会
を
に
ら
み
、

こ
の
日
を
最
終
に
交
渉
を
重
ね

て
き
た
が
、
当
局
側
の
調
整
が

不
十
分
と
の
理
由
で
継
続
交
渉

と
な
っ
た
。

　
冒
頭
、
庵あ

ん

逧ざ
こ

典
章
副
組
合
長

は
、「
本
日
、
結
論
を
出
す
つ
も

り
で
協
議
し
て
き
た
が
、
前
回

交
渉
以
降
の
情
勢
変
化
（
県
の

妥
結
状
況
（
３
月
実
施
）、
政
権

民
党
政
権
に
対
し
真
正
面
か
ら

取
り
組
む
決
意
だ
。
衆
院
選

は
、
組
織
内
の
よ
こ
は
た
和
幸

さ
ん
を
擁
立
し
た
た
か
っ
た
が

悔
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
夏
の

参
議
院
選
は
負
け
ら
れ
な
い
。

組
織
内�

あ
い
は
ら
く
み
こ�

さ

ん
と
、
兵
庫
選
挙
区
辻
泰
弘
さ

ん
必
勝
に
向
け
全
力
を
あ
げ
よ

う
」
と
語
っ
た
。

　
そ
し
て
、
兵
庫
選
挙
区
県
本

部
推
薦
候
補
の
辻
泰
弘
参
議
員

は
「
労
働
運
動
と
志
を
同
じ
く

す
る
政
治
勢
力
が
必
要
だ
、
労

組
た
た
き
の
第
三
極
で
は
だ

め
。
み
な
さ
ん
と
と
も
に
力
強

く
前
進
す
る
」
と
決
意
の
一
端

を
述
べ
た
。

　
会
場
に
は
、
組
織
内
首
長
や

自
治
体
議
員
も
顔
を
そ
ろ
え
、

各
単
組
の
役
員
ら
と
、
和
や
か

に
歓
談
を
深
め
あ
っ
た
。

　県本部は2013春闘討論集会を
２月16日に開く。自民党政権は
国公の賃金カットを理由に地方
にも賃金削減を迫っている。退
職金の大幅削減をめぐっても、
退職手当組合共闘会議の交渉が
山場を迎えている。また、この
間、集中的に取り組んできた自
律的労使関係制度確立も、自公
政権のもとでどのように展開し
ていくのかも課題だ。

　討論集会には、本部から森本
正宏労働条件局長を招き、私た
ちを取り巻く情勢の確認と、闘
争課題の意思統一をはかる。賃
金カット問題など、４つの分科
会（上表参照）も企画している。
と　き　２月16日（土）
　　　　　午前10時〜午後４時
場　所　	神戸フルーツフラワー

パーク

A分科会 地方公務員の賃金カット

B分科会 雇用と年金の接続した制度確立

C分科会
自律的労使関係制度の検証と
今後の課題

D分科会 男女がともに担う自治労運動

交
代
な
ど
）
で
公
務
員
に
対
す

る
環
境
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ

た
」
と
状
況
の
変
化
を
強
調
、

「
月
末
に
構
成
団
体
の
副
市
町

長
を
集
め
て
協
議
を
行
い
た

い
」と
継
続
協
議
を
示
唆
し
た
。

　
こ
れ
に
石
井
登
議
長
（
三
田

市
職
労
）
は
、「
互
い
に
責
任

を
持
っ
て
議
論
を
積
み
重
ね
て

き
た
。
今
の
説
明
は
受
け
入
れ

難
い
」
と
応
じ
た
。

　
妥
結
結
果
に
よ
っ
て
は
、
周

知
期
間
や
（
退
職
を
）
考
慮
す

る
時
間
も
必
要
と
な
る
。
先
延

ば
し
は
双
方
に
と
っ
て
不
利
益

に
な
る
と
、
組
合
側
は
問
題
点

を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
日
の
妥

結
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
月
末
の
会
議
ま
で
に
、
こ
の

間
の
交
渉
状
況
や
全
国
の
退
手

組
合
の
（
妥
結
）
状
況
の
周
知
、

次
回
交
渉
で
合
意
す
る
こ
と
を

約
束
し
た
。

　
国
公
の
退
職
手
当
改
正
法
案

等
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
県
職
労
に
当
局
か
ら
退
職

手
当
見
直
し
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
12
月
11
日
に
第
2
回
交
渉

を
実
施
し
た
。

　
当
局
は
厳
し
い
財
政
状
況
を

盾
に
「
年
度
内
実
施
」「
12
月

県
会
条
例
提
案
」
の
姿
勢
を
変

え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
、

県
職
労
は
左
の
通
り
苦
渋
の
判

断
を
し
た
。

　
実
施
内
容
は
、
①
国
よ
り

２
ヵ
月
遅
ら
せ
２
０
１
３
年
3

月
1
日
よ
り
実
施
す
る
②
「
調

整
率
」
現
行
１
０
０
分
の
１
０
４

を
２
０
１
３
年
3
月
1
日
か
ら

１
０
０
分
の
98
、
２
０
１
４
年

1
月
1
日
か
ら
１
０
０
分
の

92
、
２
０
１
５
年
1
月
1
日
か

ら
１
０
０
分
の
87
に
、
段
階
的

に
引
き
下
げ
る
。

　
県
本
部
は
１
月
15
日
、

２
０
１
３
年
度
「
住
民
の
健
康

と
福
祉
を
守
る
要
求
書
」
を
知

事
宛
に
手
交
し
た
。

　
こ
の
要
求
書
は
、
社
会
福
祉

評
議
会
、
衛
生
医
療
評
議
会
、

障
害
労
働
者
評
議
会
な
ど
で
議

論
を
積
み
重
ね
て
策
定
し
た
。

主
に
、
社
会
保
障
政
策
を
中
心

に
取
り
ま
と
め
、
子
育
て
環
境

の
整
備
や
、
介
護
・
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
、

関
係
部
局
と
の
交
渉
を
３
月
上

旬
に
予
定
し
て
い
る
。

　
手
交
に
あ
た
り
、
①
保
育
所

の
正
規
職
員
の
採
用
拡
大
と
正

規
職
員
と
同
じ
業
務
に
従
事
す

る
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
②

看
護
師
不
足
が
も
た
ら
す
厳
し

い
労
働
環
境
の
改
善
と
離
職
防

止
策
の
強
化
③
障
害
者
の
雇
用

促
進
と
正
規
職
員
と
し
て
採
用

す
る
こ
と
な
ど
を
重
点
事
項
と

し
て
申
し
入
れ
た
。

４分科会で議論

２
月
16
日 

春
闘
討
論
集
会

「逃げずに向き合う」

2013新春旗開き

職
場
と
生
活
守
ろ
う

参
院
選
へ
の
決
意
も

本
多
委
員
長

退
手
組
合

交

渉

妥
結
は
先
送
り
に

看
護
環
境
の
改
善
を

健
福
要
求
書
を
提
出

県
本
部
、１
月
15
日

３
月
１
日
か
ら

実
施
で
妥
結

県
職
労

討論集会で実施する分科会

大		植　	賢
（豊岡市職労）

新年の決意を述べる本多委員長と夏の参院選に挑戦する辻参議院●下下

周知期間の確保などを訴える石井議長
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県
本
部
は
１
月
19
日
、
第
32
回
囲
碁
・
将

棋
大
会
を
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
開
催
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
、
囲
碁
の
部
に
11
単
組

21
人
、
将
棋
の
部
に
17
単
組
47
人
、
総
勢
68

人
が
参
加
し
た
。

　
大
会
は
午
前
９
時
半
か
ら
開
会
式
を
行
っ

た
あ
と
、
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
対
局
が
は

じ
ま
っ
た
。

　
ま
た
今
大
会
に
は
、
将
棋
の
部
・
名
人
位

戦
に
初
の
女
流
棋
士
が
参
加
、
大
会
史
上
初

め
て
女
性
が
優
勝
し
た
。

　
他
の
ク
ラ
ス
で
も
、各
選
手
が
頭
を
抱
え
、

対
局
時
計
を
横
目
に
見
な
が
ら
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
。

　
表
彰
式
は
、
ク
ラ
ス
毎
に
行
わ
れ
、
入
賞

者
は
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
に
し
、
拍
手
で

お
互
い
の
健
闘
を
讃
え
あ
っ
た
。

　
優
勝
者
は
以
下
の
通
り
。

【
囲
碁
の
部
】

（
本 

因 

坊
）
中
村
　
　
栄
（
神
戸
市
職
労
）

（
Ａ
ク
ラ
ス
）
西
山
　
　
栄
（
宝
塚
市
職
労
）

（
Ｂ
ク
ラ
ス
）
川
本
　
鉄
治
（
尼
崎
水
労
）

（
Ｃ
ク
ラ
ス
）
千
種
　
健
史
（
加
西
市
職
）

【
将
棋
の
部
】

（
名�

人�

位
）
衣
川
く
み
子
（
播
磨
町
職
）

（
Ａ
ク
ラ
ス
）
北
垣
　
康
雄
（
神
戸
市
職
労
）

（
Ｂ
ク
ラ
ス
）
加
古
潤
三
郎
（
三
木
市
職
）

（
Ｃ
ク
ラ
ス
）
崎
谷
　
　
哲
（
姫
路
市
職
）

　
明
相
労
（
明
石
市
消
費
生
活

相
談
員
労
組
）
が
、
明
石
市
当

局
の
交
渉
拒
否
に
よ
り
救
済
申

立
を
行
っ
て
い
た
件
に
つ
い
て
、

12
月
10
日
、
県
労
働
委
員
会
で

和
解
が
成
立
し
た
。
1
月
10
日

の
第
1
回
交
渉
で
当
局
か
ら
の

謝
罪
を
受
け
、
今
後
は
労
働
条

件
改
善
等
に
つ
い
て
交
渉
を
行

う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
和
解
協
定
書
は
、当
局
が「
明

相
労
の
要
求
に
対
し
て
交
渉
し

な
か
っ
た
こ
と
、
過
去
の
交
渉

で
不
十
分
な
説
明
で
『
市
の
方

針
』『
条
例
で
規
定
し
て
い
る
』

等
と
答
弁
し
た
こ
と
を
深
く
反

省
」
し
、
２
つ
の
交
渉
拒
否
の

文
書
を
撤
回
、
今
後
の
誠
実
交

渉
等
を
約
束
す
る
内
容
で
あ
り

勝
利
的
和
解
と
い
え
る
。

　
明
相
労
は
11
年
11
月
に
労
働

条
件
改
善
に
つ
い
て
要
求
書
を

提
出
し
た
が
、
そ
の
後
当
局
は

過
去
の
交
渉
経
緯
を
持
ち
出

し
、
人
事
課
長
の
個
人
的
感
情
と

独
断
で
交
渉
に
応
じ
な
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
た
め
明

相
労
は
昨
年
2
月
8
日
に
交
渉

拒
否
は
不
当
労
働
行
為
で
あ
る

と
し
、
兵
庫
県
労
働
委
員
会
に

救
済
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

　
県
労
働
委
員
会
で
明
相
労

は
、
正
確
な
交
渉
記
録
や
内
部

文
書
を
根
拠
に
主
張
し
、
当
局

の
デ
タ
ラ
メ
な
主
張
に
反
論
す

る
な
ど
優
位
に
審
査
を
進
め
て

き
た
。
今
後
、
違
法
・
不
当
な

当
局
と
た
た
か
う
他
労
組
や
臨

時
・
非
常
勤
組
合
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

業
で
の
石
綿
に
関
す
る
労
働
実

態
を
調
査
し
て
い
る
立
命
館
大

学
の
南
慎
二
郎
研
究
員
は
、
被

災
建
物
の
解
体
や
が
れ
き
撤
去

に
従
事
し
た
作
業
員
の
石
綿
に

起
因
す
る
健
康
被
害
リ
ス
ク
は

通
常
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
と
基

調
報
告
を
行
な
っ
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
時
の
労
働

実
態
に
迫
る
報
告
で
は
、
神
戸

土
建
、
全
港
湾
、
自
治
労
な
ど

４
人
が
具
体
的
な
石
綿
ば
く
露

の
体
験
を
語
っ
た
。
明
石
市
職

労
の
吉
田
さ
ん
は
、
震
災
後
３

カ
月
続
い
た
が
れ
き
処
理
と
ご

み
収
集
の
作
業
実
態
に
つ
い
て

　
主
催
者
を
代
表
し
て
同
セ
ン

タ
ー
の
神
田
雅
之
理
事
長
は�

｢

阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
る
石

綿
被
害
に
よ
り
労
働
災
害
認
定

が
続
い
て
い
る
。実
態
に
迫
り
、

対
策
を
は
か
る
と
と
も
に
東
日

本
大
震
災
で
も
同
様
な
こ
と
が

想
定
さ
れ
る｣

と
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
復
旧
作

｢

収
集
車
に
が
れ
き
を
積
み
込

む
際
に
回
転
板
に
よ
り
埃
や
大

量
の
粉
じ
ん
が
舞
い
上
が
っ
て

い
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険

性
は
知
ら
な
か
っ
た
し
、
上
司

の
指
導
も
な
か
っ
た｣

と
中
皮

腫
の
発
症
を
今
も
悔
や
ん
で
い

る
と
語
っ
た
。

　
釜
石
会
場
に
は
40
人
が
参

加
。
県
本
部
現
評
の
要
請
に
よ

り
釜
石
市
職
労
な
ど
４
人
の
仲

間
も
参
加
し
た
。
神
戸
会
場
に

は
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
に
対
す
る
連
帯

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

契
機
と
な
っ
た
。

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
開
き
、

正
規
と
非
正
規
が
職
場
で
協
力

し
て
た
た
か
う
た
め
、
講
演
と

交
流
を
行
っ
た
。
学
習
会
に
は

25
単
組
44
人
が
参
加
し
た
。

　
講
師
に
は
香
川
県
本
部
の
加

藤
睦
枝
さ
ん
を
招
い
た
。
善
通

寺
市
の
臨
時
保
育
士
と
し
て
働

く
加
藤
さ
ん
は
、
職
場
の
安
全

衛
生
環
境
の
劣
悪
さ
や
臨
時
保

育
士
の
労
働
条
件
の
悪
さ
か
ら

組
合
を
結
成
し
職
場
改
善
に
取

り
組
ん
で
き
た
経
過
を
説
明
。

「
正
規
と
非
正
規
で
は
労
働
条

件
が
異
な
り
、ど
う
し
て
も『
正

規
は
い
い
な
』
と
な
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
職
場
は
人
間
関
係

が
大
切
。
働
く
者
同
士
で
敵
対

関
係
を
つ
く
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
雇
用
形
態
を
超
え
て
団

結
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調

し
た
。「
臨
時
職
員
組
合
が
安

全
衛
生
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
正
規
と
も
協

力
関
係
が
で
き
て
き
た
。
何
よ

り
も
学
習
と
交
流
に
よ
っ
て
働

く
者
の
意
識
改
革
を
す
る
こ
と

が
必
要
だ
」
と
ま
と
め
た
。

　
女
性
部
と
臨
職
評
は
12
月
22

日
、
第
５
回
合
同
学
習
会
を

　
障
害
労
働
者
評
議
会
事
務
局

は
１
月
７
日
、
兵
庫
県
労
働
局

に
対
し
「
障
害
者
雇
用
の
促
進

に
向
け
た
要
求
書
」を
提
出
し
、

交
渉
を
行
う
こ
と
を
申
し
入
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
労
働
局
は
２

月
12
日
に
交
渉
す
る
と
回
答
し

た
。

　
今
年
４
月
に
は
、
障
害
者
雇

用
の
促
進
に
向
け
法
定
雇
用
率

が
改
定
さ
れ
、
国
・
自
治
体
は

２
・
３
％
（
現
行
２
・
１
％
）、

県
教
育
委
員
会
２
・
２
％

（
２
・
０
％
）、
民
間
事
業
所

２
・
０
％
（
１
・
８
％
）
と
な
る
。

ま
た
事
業
主
は
毎
年
６
月
１
日

現
在
の
障
害
者
雇
用
の
状
況�

報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
、
満
た

し
て
い
な
い
と
公
表
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
要
求
書
は
、
障

害
者
が
働
き
続
け
る
た
め
必
要

な
施
策
の
充
実
を
求
め
て
い

る
。

　
各
単
組
は
、
人
事
当
局
に
対

し
、
改
定
後
の
雇
用
率
を
満
た

し
、
障
害
者
を
正
規
職
員
と
し

て
採
用
す
る
よ
う
申
し
入
れ
を

お
願
い
す
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

４
団
体
の
代
表
が
阪
神
淡
路

大
震
災
時
の
労
働
実
態
を	

訴
え
た
。
明
石
市
職
労
の	

吉
田
さ
ん（
右
か
ら
２
番
目
）

は
、
収
集
作
業
の
実
態
を
述

べ
た

　阪神淡路大震災から18年、アスベ
スト被害による労働災害認定が広が
る中でシンポジウム ｢震災とアスベ
スト−１.17から3.11へ｣ が、１月
12日、神戸市勤労会館で開かれた。
宮城県石巻市労働会館の会場とイン
ターネットを使っての２元中継によ
りＮＰО法人ひょうご安全衛生セン
ターが主催、自治労県本部も協賛し
た。アスベスト飛散の労働実態に迫
る報告で明石市職労の吉田秀夫副委
員長は、震災復興作業に従事した同
僚が中皮腫を発症した原因であるが
れき処理の実態を克明に報告した。

アスベスト・シンポ

当
局 「
不
誠
実
交
渉
を
反
省
」

明
相
労 

勝
利
的
和
解

震
災
時
の
労
働
実
態
に
迫
る

収
集
作
業
時
に
ば
く
露

職場環境改善は
働く者の共通課題
第５回女性部・臨職評合同学習会

障労評申し入れ

障
害
者
雇
用
の
促
進
を

法
定
雇
用
率
改
定
に
向
け

大
会
史
上
、女
性
が
初
優
勝

囲碁将棋大会

将
棋
の
部 

名
人
位
で
衣
川
さ
ん

将棋名人位で優勝した衣川さん●左左

職場での具体的な事例をあげ
説明する加藤さん　　　　　
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「
声
」「
発
言
」
な

ど
、
新
聞
紙
上
の

読
者
の
声
が
好
き

で
あ
る
。
新
聞
紙

上
か
ら
心
に
響
い

た
も
の
（
抜
粋
）

を
紹
介
し
た
い
▼

今
の
競
争
社
会

は
、
相
手
の
話
を
最
後
ま
で
十

分
に
聞
か
ず
に
不
必
要
な
批
判

を
し
た
り
、
外
面
だ
け
で
賞
賛

し
た
り
す
る
傾
向
が
あ
る
（
32

歳
男
）▼
感
謝
の
言
葉
は
、
母

に
直
接
は
伝
え
に
く
い
。「
20

年
間
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
あ
な
た
の
背

中
を
見
て
大
き
く
な
り
ま
す
」

（
20
歳
女
）▼
今
の
日
本
で
は

人
心
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
。

美
術
や
音
楽
、
文
学
な
ど
の
芸

術
を
広
げ
る
こ
と
が
、
こ
う
し

た
問
題
を
解
決
す
る
大
き
な
力

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
信
じ

る
（
56
歳
女
）▼
私
も
60
歳
の

還
暦
を
迎
え
た
。「
心
身
と
も

に
健
康
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。「
身
」
の
方
は
食
生

活
指
導
、
健
康
グ
ッ
ズ
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
な
ど
様
々
な
も
の
が

世
間
に
溢
れ
て
い
る
。「
心
」

の
方
は
ど
う
だ
ろ
う
。
他
人
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
失
っ
て
い

な
い
か
・
・
・
自
己
鍛
錬
で
あ
る

「
心
」
の
健
康
を
維
持
し
向
上

さ
せ
て
い
く
の
は
至
難
の
技
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
○無

大 西 英 剛
（兵庫県職労）

都市交との統合決定

2013春闘を前進させよう!
13春闘特集号

　
開
会
に
あ
た
り
徳
永
秀
昭

委
員
長
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙

は
極
め
て
厳
し
い
結
果
だ
っ
た

が
、
事
実
と
し
て
重
く
受
け
止

め
、
引
き
続
き
自
治
労
へ
の
結

集
と
団
結
の
再
強
化
を
訴
え
た
。

さ
ら
に
都
市
交
と
の
統
合
、
13

春
闘
の
取
り
組
み
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
再
生
と
復
興・
脱
原

発
社
会
の
実
現
な
ど
に
触
れ
、

「
09
年
政
権
交
代
以
前
、
私
た
ち

自
治
労
は
抵
抗
勢
力
と
い
わ
れ

バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
続
け
て
き
た
。

再
び
自
公
政
権
と
な
っ
た
今
、

最
大
限
の
警
戒
心
を
持
っ
て
不

当
な
圧
力
に
立
ち
向
か
う
。
そ

の
先
頭
に
立
っ
て
再
挑
戦
す
る
」

と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

　
討
論
で
は
、
国
公
の
臨
時
特

例
法
の
反
映
に
よ
る
地
公
の
給

与
削
減
問
題
に
議
論
が
集
中

し
、
本
部
か
ら
は
「
大
規
模
か

つ
強
力
な
中
央
行
動
も
含
め
強

力
な
た
た
か
い
を
進
め
て
い

く
」
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
今
後
予
想
さ
れ
る
自
治
労

攻
撃
に
は
「
不
当
な
弾
圧
に
は

断
固
た
た
か
う
」
と
の
決
意
が

　
自
治
労
第
85
回
臨
時
大
会
が
１
月
31
～
２
月
１
日
、
東
京
・
日
本
青
年
館
で
開
か
れ
た
。
今
大

会
は
、
都
市
交
と
の
統
合
に
向
け
た
規
約
改
正
等
を
行
う
た
め
臨
時
大
会
と
し
て
開
か
れ
た
。
執

行
部
は
、第
１
号
議
案
「
２
０
１
３
春
闘
方
針
（
案
）」、第
２
号
議
案
「
当
面
の
闘
争
方
針
（
案
）」、

第
３
号
議
案
「
都
市
交
と
の
組
織
統
合
（
案
）」
な
ど
、
合
計
８
の
議
案
を
提
案
。
都
市
交
と
の

統
合
決
定
、
国
公
の
臨
時
特
例
法
の
反
映
に
よ
る
地
公
の
給
与
削
減
問
題
、
退
職
手
当
削
減
問
題
、

参
議
院
選
挙
闘
争
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
13
年
６
月
１
日
を
も
っ
て
都
市
交
と
の
組
織
統
合
を
正
式
に
決
定
し
た
。

述
べ
ら
れ
た
。

　
兵
庫
か
ら
は
、
方
針
で
谷
克

哉
代
議
員
が
、
兵
庫
自
治
研
の

お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
東

日
本
大
震
災
派
遣
職
員
死
亡
事

案
、
地
方
交
付
税
削
減
問
題
に

つ
い
て
本
部
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
要
請
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案

が
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。
都
市
交
と
の
統
合
が
決
定

し
、兵
庫
で
も
神
戸
交
通
労
組
、

尼
崎
交
通
労
組
、
伊
丹
交
通
労

組
と
の
６
月
１
日
統
合
へ
の
協

議
を
進
め
る
。

　
県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会
は

１
月
25
～
26
日
、
舞
子
ビ
ラ
に

お
い
て
、
病
院
集
会
を
開
催
し

た
。
集
会
に
は
、
県
内
の
公
立

病
院
で
地
域
医
療
を
守
る
た
め

に
頑
張
る
、
看
護
師
な
ど
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
組
合
員
ら
11
単
組

37
人
が
結
集
し
た
。

　
講
演
は
、「
集
会
で
何
を
学

ぶ
の
か
」
な
ど
を
事
前
の
幹
事

会
で
議
論
し
た
結
果
、
労
働
組

合
活
動
の
基
礎
を
学
ぼ
う
と
確

認
。
講
師
に
月
刊
労
働
組
合
編

集
長
の
松
上
隆
明
さ
ん
を
招

き
、｢

労
働
組
合
運
動
の
現
状

と
取
り
組
み
事
例｣

と
題
し
て
、

労
働
組
合
の
必
要
性
や
職
場
で

の
要
求
集
約
の
具
体
的
な
手
法

な
ど
を
学
ん
だ
。

　
グ
ル
ー
プ
討
論
は
、
実
際
の

病
棟
勤
務
表
を
活
用
し
「
月
８

回
以
内
の
夜
勤
の
実
現
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
模
擬
団

交
に
向
け
、
当
局
追
及
の
仕
方

な
ど
議
論
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
班
か
ら
討
論
内

容
の
報
告
を
受
け
、
幹
事
メ
ン

バ
ー
が
月
８
回
以
内
の
夜
勤
体

制
整
備
に
向
け
、
模
擬
団
交
で

看
護
部
長
を
追
及
。
本
番
さ
な

が
ら
の
白
熱
し
た
名
演
技
に
拍

手
が
わ
い
た
。

　
２
日
目
は
、
分
散
会
討
論
を

行
い
、
職
場
実
態
や
改
善
に
向

け
た
各
単
組
の
取
り
組
み
事
例

の
交
流
を
深
め
合
っ
た
。

まんがを描いてみませんか？
講　演 　埜

の

納
の う

タオさん
　  　 　ゆるキャラづくりに挑戦
と　き 　２月24日（日）
主　催 　県本部まんが集団

障
害
労
働
者 

電
話
相
談
の
案
内

期
　
間
　
２
月
25
日
㈪
～
３
月
２
日
㈯

連
絡
先
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
８

－

３
９
２

－

０
８
２
０

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
８

－

３
９
２

－

０
９
２
０

受
付
時
間

10
時
～
18
時

を
は
じ
め
、職
場
実
態
の
精
査
、

育
児
時
間
の
県
並
拡
充
を
確

認
。
高
砂
市
職
は
、
被
災
地
へ

の
長
期
派
遣
に
伴
う
欠
員
の
補

充
を
確
認
。
特
殊
勤
務
手
当
の

廃
止
提
案
を
大
き
く
戻
し
た
。

　
賃
金
等
の
課
題
で
は
、
淡
路

市
職
労
が
４
月
か
ら
カ
ッ
ト
復

元
を
行
う
こ
と
を
改
め
て
確

認
。
豊
病
労
組
は
、
深
夜
看
護

手
当
加
算
部
分
を「
当
分
の
間
」

継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

高
位
号
給
の
昇
格
抑
制
は
、
加

西
市
職
、
淡
路
な
ど
で
提
案
さ

れ
た
が
、
継
続
協
議
と
し
た
。

ら
の
改
善
要
求
、
人
員
配
置
に

つ
い
て
大
筋
の
方
向
性
を
確

認
。
今
後
、
勤
務
環
境
研
究
委

員
会
で
協
議
を
重
ね
る
こ
と
と

し
た
。
三
田
市
職
労
は
、
時
間

外
が
月
40
時
間
を
超
え
る
職
場

の
改
善
を
求
め
、「
２
月
末
を

目
途
に
業
務
内
容
の
検
証
・
点

検
を
行
い
、
改
善
に
努
め
る
」

と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　
明
石
市
職
労
は
、
福
祉
職
場

　「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

そ
の
た
め
の
人
員
・
予
算
の
確

保
」
な
ど
を
統
一
指
標
に
掲
げ

た
13
反
行
革
・
予
算
要
求
統
一

闘
争
が
、
１
月
25
日
を
ヤ
マ
場

に
た
た
か
わ
れ
た
。
55
歳
昇
給

抑
制
な
ど
、
確
定
闘
争
に
引
き

続
く
課
題
も
多
く
、
賃
金
の
取

り
扱
い
を
め
ぐ
る
協
議
も
実
施

さ
れ
た
。

　
伊
丹
市
職
労
は
、
各
職
場
か

　
県
本
部
は
、
明
石
市
清
掃

職
員
の
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
公

務
災
害
請
求
の
迅
速
な
審
査

と
早
期
の
認
定
を
求
め
る
嘆

願
署
名
活
動
に
全
組
合
員
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
井
戸
敏
三
県
知
事
が
公
務

災
害
認
定
を
申
請
す
る
前

に
、
公
務
上
の
可
能
性
が
低

い
と
記
者
会
見
で
発
言
、
県

本
部
と
明
石
市
職
労
な
ど
で

抗
議
の
申
し
入
れ
を
し
た
。

　
嘆
願
事
項
は
、
①
早
期
の

公
務
災
害
認
定
②
震
災
ア
ス

ベ
ス
ト
労
災
認
定
を
踏
ま
え

て
公
務
上
災
害
と
し
て
基
金

本
部
と
協
議
の
２
点
で
あ
る
。

　
２
月
21
日
が
締
切
り
の
署

名
活
動
に
全
面
的
な
協
力
を

お
願
い
す
る
。

全
組
合
員
で
取
り
組
も
う

自治労臨時大会

賃
金
問
題
に
議
論
集
中

「
不
当
な
弾
圧
に
は
断
固
た
た
か
う
」

本
部

答
弁

職
場
状
況
精
査
し
、実
態
改
善
へ

重
点
職
場
あ
げ
て
協
議

被
災
地
派
遣
後
の
補
充
を
確
認

病院集会

組
合
活
動
の
基
礎
学
ぶ

「
夜
勤
回
数
制
限
」で
模
擬
交
渉

明
石
ア
ス
ベ
ス
ト
公
災
認
定
の
署
名

議案は全て採択された。大会では、県本部の北村さんが議長を務めた（下写真中央）

予算要求闘争
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連
合
は
１
月
24
日
の
第
１
回
中
央
闘
争
委
員
会
で
、
13
春
闘
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、「
１
％
を

目
安
に
労
働
者
へ
の
配
分
を
め
ざ
す
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、
経
団
連
は
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

実
施
す
る
余
地
は
な
く
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
維
持
、
あ
る
い
は
定
期
昇
給
の
取
り
扱
い
が
論
点
に

な
る
」
と
賃
上
げ
に
は
否
定
的
だ
。
97
年
を
ピ
ー
ク
に
賃
金
は
減
少
の
一
途
で
、
雇
用
も
不
安

定
雇
用
が
拡
大
し
て
い
る
。
官
民
を
超
え
た
働
く
者
の
団
結
で
、「
傷
ん
だ
雇
用
・
労
働
条
件
」

を
復
元
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
自
治
労
は
３
月
15
日
を
ヤ
マ
場
に
春
闘
期
の
た
た

か
い
を
進
め
る
。
統
一
闘
争
の
意
思
統
一
を
は
か
る
た
め
、
県
本
部
は
２
月
18
日
か
ら
全
単
組

オ
ル
グ
・
点
検
活
動
に
取
り
組
む
。
力
を
合
わ
せ
て
13
春
闘
を
前
進
さ
せ
よ
う
。

「
傷
ん
だ
雇
用
」を
復
元
さ
せ
よ
う

自
治
労
の
ヤ
マ
場
は
３
月
15
日

１  

13
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢

　
世
界
金
融
危
機
後
、
世
界
経
済
は
緩
や
か
な

が
ら
回
復
基
調
を
維
持
し
景
気
の
回
復
が
期
待

さ
れ
る
も
の
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
根
強
く
景

気
が
低
迷
し
て
お
り
、
欧
州
政
府
債
務
危
機
や

「
財
政
の
壁
」
を
含
む
財
政
緊
縮
の
影
響
や
雇

用
環
境
の
改
善
の
遅
れ
な
ど
、
世
界
の
景
気
が

下
振
れ
す
る
恐
れ
が
強
く
残
っ
て
い
る
。

　
国
内
景
気
は
、
政
府
の
12
年
12
月
の
月
例
経

済
報
告
に
よ
れ
ば
、
個
人
消
費
な
ど
に
一
部
明

る
い
兆
し
も
見
ら
れ
下
方
修
正
に
歯
止
め
が
か

か
っ
た
も
の
の
、
基
調
判
断
は
据
え
置
き
と
な

り
、
海
外
経
済
を
め
ぐ
る
不
確
実
性
が
依
然
と

し
て
あ
り
、
国
内
景
気
が
下
押
し
さ
れ
る
リ
ス

ク
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
安
倍
首
相
は
、
デ
フ
レ
脱
却

と
円
高
是
正
の
た
め
、
大
胆
な
金
融
緩
和
と
公

共
事
業
を
中
心
と
す
る
財
政
政
策
に
取
り
組
む

こ
と
を
表
明
し
、
２
％
の
消
費
者
物
価
指
数
上

昇
率
の
目
標
を
日
銀
と
の
共
同
で
公
表
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
大
胆
な
金
融
緩
和
で
デ
フ
レ
脱

却
と
景
気
浮
上
を
実
現
す
る
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
経
営
側
の
姿
勢
は
人
件
費
抑
制
を

強
め
て
お
り
、
物
価
上
昇
に
、
賃
金
上
昇
や
雇

用
改
善
が
連
動
し
な
い
懸
念
が
あ
る
。

　
ま
た
、
安
倍
首
相
は
「
デ
フ
レ
脱
却
が
政
権

交
代
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
」
と
し
て
、
国
債
を

追
加
発
行
し
、
13
・
1
兆
円
規
模
の
補
正
予
算

（
案
）
の
成
立
を
め
ざ
し
て
い
る
。
一
方
、
13

年
度
予
算
は
、
財
政
健
全
化
目
標
を
踏
ま
え
た

も
の
に
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
党
内
に
は

２
０
０
兆
円
規
模
の
財
政
出
動
を
求
め
る
声
も

あ
り
、
政
府
の
財
政
健
全
化
の
流
れ
と
逆
行
す

る
懸
念
も
あ
る
。

　
総
務
省
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
12
年
10
月

の
完
全
失
業
率
は
4
・
2
％
、
完
全
失
業
者
は

２
７
１
万
人
と
昨
年
同
期
と
比
べ
18
万
人
減
少

し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
若
年
層
の
雇
用
環

境
の
厳
し
さ
は
続
い
て
お
り
、
近
年
の
非
正
規

労
働
者
の
増
加
傾
向
が
、
賃
金
の
抑
制
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
・

受
給
者
は
１
５
５
万
世
帯
、
２
１
３
万
人
を
超

え
、
過
去
最
多
を
更
新
す
る
（
12
年
9
月
）
な

ど
、
勤
労
者
の
生
活
の
困
窮
と
、
格
差
が
一
層

広
が
っ
て
い
る
。

　
地
方
公
務
員
の
自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
措

置
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
解
散
前
日
の
昨
年
11

月
15
日
、
地
方
公
務
員
法
等
改
正
案
お
よ
び
地

方
公
務
員
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
案
（
以

下
、
地
公
関
連
２
法
案
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
同

日
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
翌
16
日
の

衆
議
院
解
散
に
よ
っ
て
、
国
公
関
連
４
法
案
お

よ
び
地
公
関
連
２
法
案
は
廃
案
と
な
っ
た
。

　
昨
年
末
発
足
し
た
自
公
政
権
の
公
務
員
制
度

改
革
担
当
大
臣
は
、「
公
務
員
制
度
改
革
基
本

法
等
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
も
含
め
、
総
合
的
に

総
括
を
し
て
取
り
組
む
」
と
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
公
務
員
制
度
改
革
は

２
０
０
０
年
以
降
、
基
本
法
を
は
じ
め
旧
自
公

政
権
の
も
と
民
主
党
と
の
修
正
協
議
に
よ
っ
て

成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
閣
議
決

定
し
法
案
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
約

６
割
の
自
治
体
で
独
自
の
賃
金
削
減
が
実
施
さ

れ
、
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
も
昨
年
４
月
か
ら

７
％
を
超
え
る
賃
金
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
。

憲
法
解
釈
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
７
回
に
わ

た
り
勧
告
を
受
け
て
い
る
国
際
情
勢
か
ら
も
、

新
制
度
へ
の
転
換
は
、
自
公
政
権
と
し
て
も
避

け
て
通
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
引
き
続
き
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
最
後
に
、
昨
年
12
月
に
実
施
さ
れ
た
第
46
回

衆
議
院
選
挙
で
あ
る
。
民
主
党
が
57
議
席
と
現

有
議
席
を
大
き
く
減
ら
し
、
社
民
党
に
つ
い
て

も
2
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
方
で
、
自
民
党

は
２
９
４
議
席
、
公
明
党
は
31
議
席
と
大
き
く

勢
力
を
拡
大
し
、「
第
三
極
」
は
日
本
維
新
の

会
が
54
議
席
と
、
民
主
党
に
肩
を
並
べ
る
ほ
ど

の
議
席
を
獲
得
し
た
。
こ
の
選
挙
結
果
を
受

け
、
第
２
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
、「
ね
じ
れ
」

が
続
く
参
議
院
が
あ
り
な
が
ら
も
、
衆
議
院
で

の
再
議
決
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
危
機
感
を

持
っ
て
今
後
の
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
憲
法
に
つ
い
て
、
自
公
の
連
立
合
意
は
「
憲

法
審
査
会
の
審
議
を
促
進
し
、
憲
法
改
正
に
向

け
た
国
民
的
な
議
論
を
深
め
る
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
し
て
は
、「
可
能

な
限
り
原
発
依
存
度
を
減
ら
す
」
と
の
内
容
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
真

摯
な
反
省
と
事
故
後
の
国
民
意
識
・
日
本
社
会
の

実
態
を
踏
ま
え
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
に
向
け
、着
実
に
歩
み
を
進
め
る
よ
う
迫
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
重
要
な
の
は
再
び
「
強
者
を
中
心

と
す
る
格
差
社
会
」
を
深
刻
化
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
、
自
治
労
に
と
っ
て
当
面
の

最
大
の
政
治
課
題
は
、
今
年
７
月
に
実
施
さ
れ

る
第
23
回
参
議
院
選
挙
で
あ
る
。
次
期
参
議
院

選
挙
は
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
た
た
か
い
で
あ

り
、
自
治
労
に
と
っ
て
も
極
め
て
厳
し
い
「
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、

組
織
内
予
定
候
補
の
「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」（
比

例
区
）
と
兵
庫
選
挙
区
選
挙
の
「
辻
泰
弘
」
予

定
候
補
の
必
勝
を
め
ざ
し
、
県
本
部
・
単
組
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

【
取
り
組
み
の
進
め
方
】

　
13
春
闘
は
、
２
月
６
日
の
連
合
13
春
季
生
活

闘
争
・
闘
争
宣
言
集
会
を
起
点
に
、
全
国
に
お

け
る
春
闘
の
諸
行
動
が
開
始
さ
れ
る
。
自
治
労

は
３
月
11
～
15
日
の
ゾ
ー
ン
の
中
で
、
３
月
15

日
に
戦
術
を
配
置
し
当
局
回
答
を
迫
る
。

　
自
治
体
に
お
け
る
労
使
関
係
の
基
本
的
ル
ー

ル
を
確
立
す
る
取
り
組
み
で
は
、
①
全
て
の
自

治
体
単
組
は
、
年
間
を
通
じ
た
労
使
交
渉
・
協

議
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
た
め
、「
労

使
関
係
ル
ー
ル
に
関
す
る
基
本
要
求
書
」
を
提

出
し
、
交
渉
・
協
議
を
実
施
の
う
え
結
果
の
書

面
化
に
取
り
組
む
②
県
本
部
は
、
単
組
の
要
求

書
お
よ
び
協
定
書
の
内
容
を
把
握
す
る
な
ど
、

取
り
組
み
の
サ
ポ
ー
ト
を
重
視
し
た
態
勢
を
構

築
す
る
。

　
闘
争
サ
イ
ク
ル
の
確
立
の
取
り
組
み
と
し
て
、

①
全
て
の
単
組
は「
要
求

－

交
渉

－

妥
結（
協
約
・

書
面
協
定
）」
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
要
求
書

を
提
出
し
、
交
渉
を
実
施
す
る
こ
と
を
徹
底
す

る
②
要
求
提
出
ゾ
ー
ン
は
、
２
月
13
～
20
日
と

し
、
遅
く
と
も
２
月
末
に
は
全
単
組
で
提
出
す

る
。
現
業
、
公
企
、
公
共
民
間
、
全
国
一
般
の

各
単
組
は
、
協
約
締
結
権
を
行
使
し
、
要
求
・
交

渉
の
結
果
を
書
面
で
締
結
す
る
。
非
現
業
単
組

も
協
約
締
結
権
回
復
の
前
段
の
取
り
組
み
と
し

て
妥
結
結
果
の
書
面
化
を
強
力
に
進
め
る
。

　
ス
ト
権
批
准
投
票
は
、
年
間
を
通
じ
て
１
波

に
つ
き
２
時
間
を
上
限
と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を

含
む
闘
争
指
令
権
を
中
央
闘
争
委
員
会
に
委
譲

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
承
認
を
求
め

る
も
の
。
県
本
部
へ
の
集
約
は
２
月
21
日
。
全

て
の
単
組
の
実
施
と
高
率
で
の
批
准
を
め
ざ
す
。

　
県
本
部
は
、
協
約
締
結
権
を
意
識
し
た
春
闘

の
取
り
組
み
強
化
と
春
闘
課
題
の
共
有
化
を
は

か
る
た
め
、
２
月
18
～
３
月
１
日
の
日
程
で
、

単
組
役
員
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
や
規

模
で
全
単
組
オ
ル
グ
・
点
検
活
動
を
実
施
し
、

県
本
部
役
員
お
よ
び
評
議
会
役
員
に
よ
る
公
共

民
間
単
組
の
春
闘
オ
ル
グ
を
強
化
す
る
。

　
ま
た
、
13
春
闘
勝
利
！
県
本
部
総
決
起
集
会

と
し
て
、
３
月
９
日
（
土
）
に
神
戸
市
・
東
遊
園

地
で
開
催
予
定
の
連
合
兵
庫
官
公
部
門
連
絡
会

が
主
催
す
る
「
春
季
生
活
闘
争
・
政
策
制
度
要
求

実
現
総
決
起
集
会
前
段
集
会
」
に
結
集
す
る
。

　
単
組
は
、
地
方
連
合
会
に
結
集
し
た
地
場
中

小
の
春
闘
支
援
を
通
し
て
、
地
域
全
体
で
の
春

闘
活
性
化
に
取
り
組
む
。
３
月
６
日
を
地
域
宣

伝
行
動
日
と
し
て
、
県
内
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
と
春
闘
街
宣
行
動

を
実
施
す
る
。
そ
し
て
、
県
本
部
が
設
定
し
た

妥
結
指
標
に
基
づ
き
、
３
月
15
日
に
29
分
時
間

内
食
い
込
み
集
会
を
配
置
し
な
が
ら
、
当
局
に

回
答
を
迫
る
。

２  

13
春
闘
期
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　
連
合
は
、
13
春
闘
を
「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」
を
め
ざ
し
、「『
傷
ん
だ
雇

用
・
労
働
条
件
』
の
復
元
と
全
て
の
働
く
者
の

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
」
と
位
置
づ
け
、
賃
金
の
復
元
・
底
上
げ

を
は
か
り
、
賃
上
げ
に
よ
る
消
費
拡
大
・
内
需

拡
大
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
デ
フ
レ
か
ら
の
早

期
脱
却
を
め
ざ
す
と
し
、
基
本
的
な
考
え
方
を

示
し
た
。

　
自
治
労
は
、
総
選
挙
後
の
国
政
の
状
況
、
人

事
院
の
動
向
、
各
重
要
法
案
の
審
議
・
成
立
状

況
、
13
年
度
政
府
予
算
（
地
財
計
画
含
む
）
等

を
見
極
め
な
が
ら
、
中
央

－

地
方
が
一
体
と

な
っ
て
13
春
闘
を
取
り
組
む
と
し
、
確
定
闘
争

の
延
長
線
上
で
、
退
職
給
付
関
連
、
再
任
用
関

連
な
ど
の
２
～
３
月
議
会
で
の
決
着
を
視
野

に
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。
加
え
て
、
昨
年
来
の
課
題
で
あ
る
給
与
構

造
改
革
に
伴
う
現
給
保
障
の
継
続
に
つ
い
て

も
、
国
の
取
り
扱
い
（
14
年
３
月
ま
で
継
続
）

を
踏
ま
え
つ
つ
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
し
て

い
る
。

連合のミニマム（全ての単組が取り
組む）運動課題
①　賃金制度の確立・整備をはかる
②　賃金カーブ維持分の明示と確保
③　非正規労働者を含めた全ての労働者を対象と

した処遇改善
④　企業内最低賃金協定の締結拡大と水準の引き

上げ
⑤　産業実態をふまえた総実労働時間の縮減など

自治労の2013春闘重点課題
①　要求－交渉－妥結の交渉サイクルの確立と妥

結結果の書面協定（労働協約）化の推進
②　公務員の賃金・労働条件の確保
③　雇用と年金の接続に向けた制度の確立
④　人員確保闘争の推進
⑤　地方財政の確立 
⑥　非正規労働者および臨時・非常勤等職員の雇

用継続、処遇改善の取り組み
⑦　公共民間・中小の労働条件の底上げ
⑧　公契約条例の推進・公共サービス強化の取り

組み

2013春闘の行動日程
要求書提出ゾーン
　２月13日（水）～ 20日（水）
春闘キャンペーン統一行動日
　３月６日（水）
集中取り組み期間
　３月11日（月）～ 15日（金）
全国統一行動日
　３月15日（金）
　（29分時間内食い込み集会）

13 春 闘



25

	（3）　　自治労兵庫県本部 	（1993年９月６日　第三種郵便物認可）	 １４０３号　2０１３年2月１５日　　（2）	（3）　　自治労兵庫県本部 	（1993年９月６日　第三種郵便物認可）	 １４０３号　2０１３年2月１５日　　（2）

　
世
界
金
融
危
機
後
、
世
界
経
済
は
緩
や
か
な

が
ら
回
復
基
調
を
維
持
し
景
気
の
回
復
が
期
待

さ
れ
る
も
の
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
根
強
く
景

気
が
低
迷
し
て
お
り
、
欧
州
政
府
債
務
危
機
や

「
財
政
の
壁
」
を
含
む
財
政
緊
縮
の
影
響
や
雇

用
環
境
の
改
善
の
遅
れ
な
ど
、
世
界
の
景
気
が

下
振
れ
す
る
恐
れ
が
強
く
残
っ
て
い
る
。

　
国
内
景
気
は
、
政
府
の
12
年
12
月
の
月
例
経

済
報
告
に
よ
れ
ば
、
個
人
消
費
な
ど
に
一
部
明

る
い
兆
し
も
見
ら
れ
下
方
修
正
に
歯
止
め
が
か

か
っ
た
も
の
の
、
基
調
判
断
は
据
え
置
き
と
な

り
、
海
外
経
済
を
め
ぐ
る
不
確
実
性
が
依
然
と

し
て
あ
り
、
国
内
景
気
が
下
押
し
さ
れ
る
リ
ス

ク
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
安
倍
首
相
は
、
デ
フ
レ
脱
却

と
円
高
是
正
の
た
め
、
大
胆
な
金
融
緩
和
と
公

共
事
業
を
中
心
と
す
る
財
政
政
策
に
取
り
組
む

こ
と
を
表
明
し
、
２
％
の
消
費
者
物
価
指
数
上

昇
率
の
目
標
を
日
銀
と
の
共
同
で
公
表
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
大
胆
な
金
融
緩
和
で
デ
フ
レ
脱

却
と
景
気
浮
上
を
実
現
す
る
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
経
営
側
の
姿
勢
は
人
件
費
抑
制
を

強
め
て
お
り
、
物
価
上
昇
に
、
賃
金
上
昇
や
雇

用
改
善
が
連
動
し
な
い
懸
念
が
あ
る
。

　
ま
た
、
安
倍
首
相
は
「
デ
フ
レ
脱
却
が
政
権

交
代
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
」
と
し
て
、
国
債
を

追
加
発
行
し
、
13
・
1
兆
円
規
模
の
補
正
予
算

（
案
）
の
成
立
を
め
ざ
し
て
い
る
。
一
方
、
13

年
度
予
算
は
、
財
政
健
全
化
目
標
を
踏
ま
え
た

も
の
に
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
党
内
に
は

２
０
０
兆
円
規
模
の
財
政
出
動
を
求
め
る
声
も

あ
り
、
政
府
の
財
政
健
全
化
の
流
れ
と
逆
行
す

る
懸
念
も
あ
る
。

　
総
務
省
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
12
年
10
月

の
完
全
失
業
率
は
4
・
2
％
、
完
全
失
業
者
は

２
７
１
万
人
と
昨
年
同
期
と
比
べ
18
万
人
減
少

し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
若
年
層
の
雇
用
環

境
の
厳
し
さ
は
続
い
て
お
り
、
近
年
の
非
正
規

労
働
者
の
増
加
傾
向
が
、
賃
金
の
抑
制
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
・

受
給
者
は
１
５
５
万
世
帯
、
２
１
３
万
人
を
超

え
、
過
去
最
多
を
更
新
す
る
（
12
年
9
月
）
な

ど
、
勤
労
者
の
生
活
の
困
窮
と
、
格
差
が
一
層

広
が
っ
て
い
る
。

　
地
方
公
務
員
の
自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
措

置
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
解
散
前
日
の
昨
年
11

月
15
日
、
地
方
公
務
員
法
等
改
正
案
お
よ
び
地

方
公
務
員
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
案
（
以

下
、
地
公
関
連
２
法
案
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
同

日
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
翌
16
日
の

衆
議
院
解
散
に
よ
っ
て
、
国
公
関
連
４
法
案
お

よ
び
地
公
関
連
２
法
案
は
廃
案
と
な
っ
た
。

　
昨
年
末
発
足
し
た
自
公
政
権
の
公
務
員
制
度

改
革
担
当
大
臣
は
、「
公
務
員
制
度
改
革
基
本

法
等
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
も
含
め
、
総
合
的
に

総
括
を
し
て
取
り
組
む
」
と
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
公
務
員
制
度
改
革
は

２
０
０
０
年
以
降
、
基
本
法
を
は
じ
め
旧
自
公

政
権
の
も
と
民
主
党
と
の
修
正
協
議
に
よ
っ
て

成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
閣
議
決

定
し
法
案
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
約

６
割
の
自
治
体
で
独
自
の
賃
金
削
減
が
実
施
さ

【
取
り
組
み
の
進
め
方
】

　
13
春
闘
は
、
２
月
６
日
の
連
合
13
春
季
生
活

闘
争
・
闘
争
宣
言
集
会
を
起
点
に
、
全
国
に
お

け
る
春
闘
の
諸
行
動
が
開
始
さ
れ
る
。
自
治
労

は
３
月
11
～
15
日
の
ゾ
ー
ン
の
中
で
、
３
月
15

日
に
戦
術
を
配
置
し
当
局
回
答
を
迫
る
。

　
自
治
体
に
お
け
る
労
使
関
係
の
基
本
的
ル
ー

ル
を
確
立
す
る
取
り
組
み
で
は
、
①
全
て
の
自

治
体
単
組
は
、
年
間
を
通
じ
た
労
使
交
渉
・
協

議
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
た
め
、「
労

使
関
係
ル
ー
ル
に
関
す
る
基
本
要
求
書
」
を
提

出
し
、
交
渉
・
協
議
を
実
施
の
う
え
結
果
の
書

面
化
に
取
り
組
む
②
県
本
部
は
、
単
組
の
要
求

書
お
よ
び
協
定
書
の
内
容
を
把
握
す
る
な
ど
、

取
り
組
み
の
サ
ポ
ー
ト
を
重
視
し
た
態
勢
を
構

築
す
る
。

　
闘
争
サ
イ
ク
ル
の
確
立
の
取
り
組
み
と
し
て
、

①
全
て
の
単
組
は「
要
求

－

交
渉

－

妥
結（
協
約
・

書
面
協
定
）」
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
要
求
書

を
提
出
し
、
交
渉
を
実
施
す
る
こ
と
を
徹
底
す

る
②
要
求
提
出
ゾ
ー
ン
は
、
２
月
13
～
20
日
と

し
、
遅
く
と
も
２
月
末
に
は
全
単
組
で
提
出
す

る
。
現
業
、
公
企
、
公
共
民
間
、
全
国
一
般
の

各
単
組
は
、
協
約
締
結
権
を
行
使
し
、
要
求
・
交

渉
の
結
果
を
書
面
で
締
結
す
る
。
非
現
業
単
組

も
協
約
締
結
権
回
復
の
前
段
の
取
り
組
み
と
し

て
妥
結
結
果
の
書
面
化
を
強
力
に
進
め
る
。

　
ス
ト
権
批
准
投
票
は
、
年
間
を
通
じ
て
１
波

に
つ
き
２
時
間
を
上
限
と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を

含
む
闘
争
指
令
権
を
中
央
闘
争
委
員
会
に
委
譲

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
承
認
を
求
め

る
も
の
。
県
本
部
へ
の
集
約
は
２
月
21
日
。
全

て
の
単
組
の
実
施
と
高
率
で
の
批
准
を
め
ざ
す
。

　
県
本
部
は
、
協
約
締
結
権
を
意
識
し
た
春
闘

の
取
り
組
み
強
化
と
春
闘
課
題
の
共
有
化
を
は

か
る
た
め
、
２
月
18
～
３
月
１
日
の
日
程
で
、

単
組
役
員
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
や
規

模
で
全
単
組
オ
ル
グ
・
点
検
活
動
を
実
施
し
、

県
本
部
役
員
お
よ
び
評
議
会
役
員
に
よ
る
公
共

民
間
単
組
の
春
闘
オ
ル
グ
を
強
化
す
る
。

　
ま
た
、
13
春
闘
勝
利
！
県
本
部
総
決
起
集
会

と
し
て
、
３
月
９
日
（
土
）
に
神
戸
市
・
東
遊
園

地
で
開
催
予
定
の
連
合
兵
庫
官
公
部
門
連
絡
会

が
主
催
す
る
「
春
季
生
活
闘
争
・
政
策
制
度
要
求

実
現
総
決
起
集
会
前
段
集
会
」
に
結
集
す
る
。

　
単
組
は
、
地
方
連
合
会
に
結
集
し
た
地
場
中

小
の
春
闘
支
援
を
通
し
て
、
地
域
全
体
で
の
春

闘
活
性
化
に
取
り
組
む
。
３
月
６
日
を
地
域
宣

伝
行
動
日
と
し
て
、
県
内
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
と
春
闘
街
宣
行
動

を
実
施
す
る
。
そ
し
て
、
県
本
部
が
設
定
し
た

妥
結
指
標
に
基
づ
き
、
３
月
15
日
に
29
分
時
間

内
食
い
込
み
集
会
を
配
置
し
な
が
ら
、
当
局
に

回
答
を
迫
る
。

３  

雇
用
と
年
金
の
接
続

　
13
年
４
月
以
降
、
公
的
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
、
基
礎
年
金
部
分
（
１
階
）
に
つ
い
て
は

65
歳
か
ら
の
支
給
、
報
酬
比
例
部
分
（
２
階
）

は
61
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
公
務
員
の
職
域
部
分
（
３
階
）
も
同
様
の

見
通
し
に
あ
る
。
13
年
度
に
定
年
を
迎
え
る
退

職
者
以
降
、
定
年
に
よ
る
退
職
の
後
、
公
的
年

金
の
支
給
開
始
年
齢
（
13
年
度
は
61
歳
）
の
誕

生
月
ま
で
の
間
、
無
収
入
期
間
が
発
生
す
る
こ

と
か
ら
雇
用
と
年
金
の
確
実
な
接
続
を
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
、
現
在
自
治
体
に
お
け
る
再
任
用
制
度

の
条
例
制
定
状
況
は
74
・
７
％
、
実
施
状
況
は

20
・
２
％
（
い
ず
れ
も
総
務
省
調
査
。
10
年
度
末

時
点
。
兵
庫
は
、
加
古
川
市
・
高
砂
市
・
た
つ
の

市
・
稲
美
町
・
播
磨
町
・
太
子
町
・
上
郡
町
・
新
温
泉

町
が
条
例
未
制
定
）
と
な
っ
て
お
り
、
条
例
未

制
定
自
治
体
に
お
け
る
早
急
な
条
例
整
備
と
と

も
に
、
雇
用
と
年
金
の
接
続
の
観
点
か
ら
、
実

際
の
制
度
運
用
を
強
く
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
総
務
省
は
地
方
公
務
員
の
雇
用
と
年
金
の

接
続
に
関
し
て
、「
定
年
退
職
す
る
職
員
が
再
任

用
を
希
望
す
る
場
合
、
当
該
職
員
の
任
命
権
者

は
、
当
該
職
員
を
再
任
用
職
員
と
し
て
採
用
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
」
な
ど
と
す
る
制
度
概
要

を
と
り
ま
と
め
、
そ
れ
に
基
づ
き
11
月
26
日
に

地
方
自
治
体
に
対
し
通
知
を
発
出
し
た
。

　
政
府
は
国
家
・
地
方
公
務
員
と
も
に
雇
用
と

年
金
の
接
続
に
関
し
て
は
、「
再
任
用
の
義
務

化
」
で
臨
む
と
し
国
公
法
・
地
公
法
の
改
正
を

め
ざ
す
。
再
任
用
の
義
務
化
で
は
、
ポ
ス
ト
に

空
き
が
な
い
場
合
任
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
懸
念

さ
れ
、
自
治
労
・
公
務
労
協
は
引
き
続
き
定
年

年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
を
求
め
て
取
り
組

む
。
同
時
に
13
年
度
定
年
退
職
者
以
降
の
雇
用

と
年
金
の
確
実
な
接
続
を
確
保
す
る
た
め
に
公

務
職
場
に
お
い
て
は
、
現
行
再
任
用
制
度
の
運

用
に
お
い
て
希
望
者
全
員
の
雇
用
の
実
現
を
は

か
る
必
要
が
あ
る
。

　
採
用
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
再
任
用
希

望
の
意
向
調
査
や
新
規
採
用
と
の
調
整
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
早
急
に
制
度
・
運
用
に
関
す
る

合
意
が
必
要
で
あ
り
、
春
闘
期
に
お
け
る
重
点

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
定
年
延
長
実

現
ま
で
の
間
、
現
行
再
任
用
制
度
の
運
用
に
よ

り
雇
用
と
年
金
の
確
実
な
接
続
を
は
か
る
こ
と

と
し
、
春
闘
期
に
お
け
る
制
度
確
立
に
向
け
全

組
織
で
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
14
年
以
降
の
再
任
用
の
運
用
に
関
し
て
、
①

希
望
者
全
員
の
再
任
用
（
常
勤
、
短
時
間
に
つ

い
て
は
再
任
用
希
望
の
意
向
に
よ
り
選
択
）
を

行
う
制
度
の
確
立
②
賃
金
は
27
万
７
８
０
０
円

以
上
（
国
公
行
（
一
）
４
級
再
任
用
賃
金
）
を

到
達
基
準
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

首
長
、
地
方
議
会
議
長
等
へ
の
要
請
行
動
を

取
り
組
む

イ
　
政
府
予
算
案
、
地
方
財
政
計
画
の
内
容

を
踏
ま
え
、
３
月
議
会
へ
の
条
例
上
程
ま
で

の
間
に
自
治
体
予
算
を
点
検
・
精
査
し
、「
13

年
度
自
治
体
予
算
編
成
に
関
す
る
自
治
体
要

求
書
」
を
提
出
し
労
使
協
議
を
進
め
る

ウ
　
組
織
内
議
員
や
連
合
推
薦
議
員
を
は
じ

め
全
自
治
体
議
員
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

②
　
公
務
員
連
絡
会
・
地
公
部
会
が
開
催
す
る

集
会
へ
の
参
加

ア
　
第
１
次
地
方
公
務
員
賃
金
全
国
統
一
闘

争
集
会
（
２
月
19
日
）

イ
　
13
年
公
共
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開

始
中
央
集
会
（
３
月
６
日
）

ウ
　
自
治
労
地
財
確
立
決
起
集
会
（
仮
称
）

（
４
月
12
日
）

③
　
国
の
給
与
削
減
の
自
治
体
へ
の
強
制
に
反

対
す
る
た
め
、
公
務
員
連
絡
会
地
公
部
会
と
し

て
職
場
単
位
の
大
型
ハ
ガ
キ
行
動
に
取
り
組
み

（
１
次
集
約
３
月
末
、
２
次
集
約
４
月
末
）
総

務
大
臣
へ
提
出
す
る

※
２
月
27
日
の
本
部
拡
大
闘
争
委
員
会
に
お
い

て
、
国
公
の
臨
時
特
例
法
の
反
映
に
よ
る
地
公

の
給
与
削
減
の
取
り
組
み
が
提
起（
追
加
方
針
）

さ
れ
る
予
定
。
政
府
予
算
案
が
国
会
通
過
し
て

い
な
い
段
階
で
、
当
局
か
ら
の
７
・
８
％
削
減

に
は
応
じ
な
い
こ
と
。
現
状
で
は
不
明
確
な
点

（
不
交
付
団
体
と
の
均
衡
な
ど
）
が
多
く
、
さ

ら
に
通
常
国
会
の
野
党
対
策
を
行
う
。

４  

地
方
財
政
確
立
の
取
り
組
み

　
財
務
省
を
中
心
と
し
た
臨
時
特
例
法
に
基
づ

く
国
公
給
与
の
引
き
下
げ
分
を
地
方
に
も
反
映

さ
せ
る
と
い
う
動
き
は
、
民
主
党
政
権
は
あ
く

ま
で
国
公
独
自
の
課
題
で
あ
り
「
地
方
交
付
税

に
は
特
定
の
支
出
の
削
減
を
義
務
付
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
」「
国
公
と
同
様
の
引
き
下
げ
を

地
公
団
体
に
強
制
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
」
と
の
閣
議
決
定
（
11
年
６
月
３
日
）
に
基

づ
く
方
針
を
一
貫
し
て
堅
持
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
12
月
の
総
選
挙
に
よ
っ
て
自
民
党

が
政
権
復
帰
し
た
こ
と
に
よ
り
情
勢
は
大
き
く

変
化
し
た
。
政
権
公
約
で
「
財
政
健
全
化
責
任

法
」
と
「
財
政
再
建
の
た
め
の
公
務
員
人
件
費

等
の
歳
出
の
削
減
等
に
係
る
緊
急
措
置
に
関
す

る
法
律
案
」（
仮
称
）
を
と
も
に
早
期
に
成
立

さ
せ
、「
公
務
員
等
の
給
与
を
削
減
す
る
こ
と

等
に
よ
り
、
公
務
員
総
人
件
費
を
国
・
地
方
あ

わ
せ
て
年
間
２
兆
円
削
減
」
す
る
こ
と
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
交

付
税
等
を
通
じ
た
国
公
の
臨
時
特
例
法
の
反
映

に
よ
る
地
公
の
給
与
削
減
」
に
あ
る
。
国
に
先

ん
じ
て
行
政
改
革
や
給
与
削
減
を
し
て
き
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
地
方
３
団
体
は
一
方
的
な
削
減

に
対
し
強
く
反
発
し
て
い
る
が
全
く
予
断
を
許

さ
な
い
情
勢
で
あ
る
。

　
地
方
財
政
の
現
状
は
、
民
主
党
政
権
の
も
と

で
地
方
交
付
税
を
含
め
た
一
般
財
源
総
額
が
確

保
さ
れ
、
安
定
的
な
自
治
体
の
財
政
運
営
に
寄

与
し
て
き
た
。
し
か
し
、
地
域
に
必
要
な
財
政

需
要
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
地
方
財
源

確
保
策
に
つ
い
て
自
公
政
権
は
大
き
く
見
直
し

を
は
か
る
方
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
公
務
員
人
件

費
削
減
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
地
財
計
画
上
の
給
与
関
係
経
費
の
算
定

で
は
、
国
公
の
臨
時
給
与
削
減
措
置
へ
の
反
映

に
つ
い
て
警
戒
を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
地
方
財
政
や
地
公
給
与
に
対
す
る
厳
し
い
姿

勢
や
地
方
財
政
確
立
の
取
り
組
み
サ
イ
ク
ル
を

踏
ま
え
、
以
下
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

①
　
県
本
部
・
単
組

ア
　
13
年
度
地
方
財
政
計
画
・
地
方
交
付
税

の
充
実
お
よ
び
国
家
公
務
員
の
臨
時
給
与
削

減
措
置
に
つ
い
て
給
与
関
係
経
費
に
反
映
さ

せ
な
い
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
自
治
体

連合兵庫
官公部門連絡会

春 季 生 活 闘 争
政策制度要求実現
総 決 起 集 会
今年は県本部独自の春闘決起集会

を行わず、連合の集会に結集し官

民を超えた連帯を強化します。

 
と　き

　３月９日（土）
 　　　　 午前９時50分

 ところ　神戸・東遊園地

連合のミニマム（全ての単組が取り
組む）運動課題
①　賃金制度の確立・整備をはかる
②　賃金カーブ維持分の明示と確保
③　非正規労働者を含めた全ての労働者を対象と

した処遇改善
④　企業内最低賃金協定の締結拡大と水準の引き

上げ
⑤　産業実態をふまえた総実労働時間の縮減など

自治労の2013春闘重点課題
①　要求－交渉－妥結の交渉サイクルの確立と妥

結結果の書面協定（労働協約）化の推進
②　公務員の賃金・労働条件の確保
③　雇用と年金の接続に向けた制度の確立
④　人員確保闘争の推進
⑤　地方財政の確立 
⑥　非正規労働者および臨時・非常勤等職員の雇

用継続、処遇改善の取り組み
⑦　公共民間・中小の労働条件の底上げ
⑧　公契約条例の推進・公共サービス強化の取り

組み

2013春闘の行動日程
要求書提出ゾーン
　２月13日（水）～ 20日（水）
春闘キャンペーン統一行動日
　３月６日（水）
集中取り組み期間
　３月11日（月）～ 15日（金）
全国統一行動日
　３月15日（金）
　（29分時間内食い込み集会）
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レスリングの「吉田沙保里」選手新春クイズ
回　　　答

　
自
治
ひ
ょ
う
ご
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク

イ
ズ
の
解
答
は
、「
吉
田
沙
保
里
」

で
し
た
。
応
募
総
数
は
２
６
８
人
、

正
解
者
は
、
２
６
３
人
で
し
た
。
当

選
者
は
次
の
通
り
。

【
商
品
券
】

　
平
野
　
和
代
（
社
保
労
連
）

　
大
西
　
経
治
（
宝
塚
市
職
労
）

　
中
嶋
　
聖
仁
（
稲
美
町
職
）

　
瀬
川
真
由
美
（
丹
波
市
職
労
）

　
上
田
　
玉
樹
（
篠
山
市
職
労
）

【
図
書
カ
ー
ド
】

　
居
村
　
輝
恵
（
兵
庫
県
職
労
）

　
藤
本
　
秀
樹
（
神
戸
市
従
）

　
岡
田
　
光
次
（
尼
崎
市
職
労
）

　
萩
原
　
康
裕
（
尼
崎
市
職
労
）

　
三
奈
木
史
子
（
宝
塚
市
職
労
）

　
前
田
　
芳
江
（
淡
路
市
職
労
）

　
河
野
　
利
一
（
明
石
市
職
労
）

　
坂
本
　
将
樹
（
稲
美
町
職
）

　
西
村
　
英
子
（
豊
岡
市
職
労
）

　
和
田
　
綱
木
（
丹
波
市
職
労
）

５  

不
安
定
雇
用
改
善
の
取
り
組
み

　
県
本
部
は
、
臨
時
・
非
常
勤

労
働
者
お
よ
び
公
共
民
間
労
働

者
の
雇
用
安
定
と
処
遇
改
善
に

向
け
全
力
を
あ
げ
て
き
た
。
し

か
し
、
い
ま
だ
に
多
く
の
仲
間

が
未
組
織
の
状
態
に
あ
り
、
引

き
続
き
取
り
組
み
を
強
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
臨
時
・
非
常
勤
の
課
題

　
自
治
労
本
部
が
４
年
ぶ
り
に

実
施
し
た
「
臨
時・
非
常
勤
等
職

員
の
実
態
調
査
」
で
は
、
自
治

体
に
お
け
る
臨
時・
非
常
勤
の
平

均
比
率
は
33・
１
％
（
08
年
27・

４
％
）
で
さ
ら
に
拡
大
し
、
多

く
の
臨
時・
非
常
勤
職
員
が
年
間

賃
金
２
０
０
万
円
以
下
の
「
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
の
実

態
に
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
（
下
表
参
照
）。
ま
た
、

６
割
以
上
の
自
治
体
で
正
規
職

員
に
準
じ
た
勤
務
時
間
で
働
い

て
い
る
こ
と
も
明
か
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
実
態
の
改
善
に
向

け
、
各
単
組
は
臨
時
・
非
常
勤

職
員
の
さ
ら
な
る
組
織
化
と
雇

用
安
定
と
処
遇
改
善
を
重
要
課

題
と
位
置
づ
け
取
り
組
み
を
進

め
る
。

雇
用
継
続
の
取
り
組
み

１
　
恒
常
職
に
就
く
臨
時
・
非

常
勤
職
員
の
年
度
替
わ
り
に

よ
る
雇
用
止
め
の
阻
止

２
　
雇
用
更
新
制
限
や
雇
用
の

空
白
期
間
の
設
定
の
廃
止

処
遇
改
善
の
取
り
組
み

１
　
全
単
組
で
モ
デ
ル
要
求
の

「
最
低
到
達
条
件
」
の
実
現

２
　
労
働
基
準
法
や
総
務
省
通

知
を
最
低
基
準
と
し
た
通
勤

手
当
（
費
用
弁
償
）、
時
間

外
勤
務
手
当
の
全
額
支
払

い
、
病
気
休
暇
、
忌
引
休
暇

な
ど
諸
休
暇
制
度
の
整
備

■
公
共
民
間
労
働
者
の
課
題

　
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
経
営

形
態
や
労
働
者
の
雇
用
形
態
の

多
様
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

そ
の
組
織
化
は
非
常
に
遅
れ
て

い
る
。
結
果
、
公
共
民
間
労
働

者
は
雇
用
不
安
と
劣
悪
な
労
働

条
件
下
に
お
か
れ
て
い
る
。

　
特
に
年
度
替
わ
り
に
お
け
る

入
札
や
受
託
・
補
助
事
業
の
変

更
、
公
社
・
事
業
団
等
の
統
廃

合
や
事
業
縮
小
に
注
視
し
、
一

方
的
な
解
雇
や
賃
金
労
働
条
件

の
低
下
を
き
た
さ
な
い
よ
う
取

り
組
む
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

発
注
自
治
体
の
労
組
と
の
連
携

を
密
に
し
て
進
め
る
。

６  

参
議
院
選
挙
に
向
け
た
取
り
組
み

　
昨
年
12
月
の
第
46
回
総
選
挙

の
結
果
、
自
公
連
立
政
権
の
復

活
を
許
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
自
民
党
は
「
公
務
員
人
件
費

を
国
・
地
方
で
２
兆
円
削
減
」

や
「
地
方
公
務
員
の
政
治
的
権

利
を
制
限
す
る
た
め
の
地
公
法

改
正
」
な
ど
を
政
権
公
約
と
し

て
お
り
、す
で
に
安
倍
内
閣
は
、

12
人
勧
に
基
づ
き
高
齢
層
職
員

の
昇
級
抑
制
を
新
年
度
か
ら
実

施
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
一
方

で
、
国
公
の
臨
時
特
例
法
に
よ

る
７
・
８
％
削
減
に
準
じ
た
措

置
を
地
方
に
要
請
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
ま
た
、
公
務
員
、

自
治
労
を
は
じ
め
と
す
る
労
働

組
合
を
抑
圧
・
敵
対
視
す
る
政

策
を
強
行
す
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。

　
さ
ら
に
自
民
党
、
日
本
維
新

の
会
な
ど
は
、
生
活
保
護
な
ど

社
会
保
障
の
給
付
抑
制
や
労
働

規
制
の
緩
和
、
最
低
賃
金
制
度

の
見
直
し
、
憲
法
改
正
な
ど
を

政
権
公
約
と
し
て
お
り
、
憲
法

改
正
を
め
ざ
す
政
党
が
衆
議
院

の
３
分
の
２
の
議
席
を
占
め
る

ま
で
に
勢
力
を
拡
大
さ
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
事
実
を
我
々
は
重

く
受
け
止
め
、
こ
れ
ら
の
政
治

勢
力
に
対
抗
す
る
リ
ベ
ラ
ル
勢

力
を
再
確
立
す
る
と
い
う
政
治

闘
争
の
重
要
性
を
再
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
７
月
に
実
施
さ
れ
る
第
23
回

参
議
院
選
挙
で
は
、
労
働
組
合

や
公
務
員
に
対
す
る
不
当
な
圧

力
を
押
し
返
し
、
格
差
是
正
と

共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
民
主
党
が
引
き
続
き
参
議

院
で
第
一
党
を
確
保
し
、
政
治

的
影
響
力
を
維
持
・
回
復
さ
せ

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
自
治
労
に
と
っ
て
、
極
め
て

厳
し
い
「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も

と
、
比
例
代
表
の
組
織
内
候
補

「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」
の
圧
倒

的
な
得
票
を
勝
ち
取
り
、
自
治

労
の
団
結
力
を
内
外
に
示
す
必

要
が
あ
る
。
県
本
部
は
春
闘
期

か
ら
５
月
に
か
け
て
、
広
報
宣

伝
物
の
活
用
や
組
合
員
学
習
会

な
ど
を
通
じ
て
、「
あ
い
は
ら

く
み
こ
」
の
浸
透
・
拡
大
・
定
着

を
は
か
る
。
ま
た
、
兵
庫
選
挙

区
で
は
、「
辻
泰
弘
」
予
定
候

補
の
勝
利
を
め
ざ
す
。

　
臨
職
評
は
全
単
組
代
表
者
会

議
お
よ
び
学
習
合
宿
を
１
月

26
、
27
日
の
両
日
、
ひ
ょ
う
ご

共
済
会
館
で
開
催
し
た
。
単
組

報
告
の
中
で
、
多
く
の
単
組
が

厳
し
い
実
態
の
中
、
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。29
単
組
65
人
が
参
加
し
た
。

　
単
組
報
告
で
は
、
加
古
川
市

職
労
の
パ
ー
ト
分
会
の
臨
時
職

員
雇
用
止
め
阻
止
に
つ
い
て
、

淡
路
市
職
労
か
ら
は
福
祉
施

設
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
民

間
委
託
問
題
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。

　
学
習
会
の
講
師
に
は
前
自
治

労
本
部
職
員
の
黒
川
滋
さ
ん
を

迎
え
「
パ
ー
ト
労
働
法
っ
て

な
ぁ
に
」
と
題
す
る
講
演
に
学

ん
だ
。「
公
務
員
に
は
パ
ー
ト

労
働
法
は
適
用
除
外
で
も
、
労

働
条
件
の
明
示
、
説
明
義
務
や

正
規
職
員
と
の
比
例
賃
金
な
ど

使
え
る
も
の
も
あ
る
。
い
ま
だ

に
法
の
谷
間
に
お
か
れ
て
い
る

臨
時
・
非
常
勤
だ
が
、
総
務
省

か
ら
、
任
用
に
つ
い
て
は
パ
ー

ト
労
働
法
の
民
間
労
働
法
制
の

動
向
を
念
頭
に
お
く
こ
と
も
必

要
、
と
回
答
を
引
き
出
し
て
い

る
こ
と
も
活
用
す
る
べ
し
」
と

述
べ
た
。

　
２
日
目
は
①
賃
金
労
働
条
件

の
取
り
組
み
②
雇
用
止
め
阻
止・

雇
用
継
続
③
組
織
強
化・
拡
大
の

取
り
組
み
④
組
合
活
動
の
基
本
、

と
分
か
れ
、
各
単
組
で
の
取
り

組
み
や
改
善
に
繋
が
る
報
告
な

ど
を
熱
心
に
討
議
、
今
後
も
臨

職
評
の
運
動
と
し
て
広
げ
て
い

こ
う
と
締
め
く
く
っ
た
。

辻
泰
弘

臨 職 評

組
織
強
化
し
、法
の
精
神
い
か
そ
う

パ
ー
ト
労
働
法
を
学
習

２
０
０
１
年 

第
19
回
参
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
、
２
０
０
５

年 

民
主
党
兵
庫
県
総
支
部
連
合
会
代
表
　
２
０
０
７
年 

第
21
回

参
議
院
議
員
選
挙
で
再
選
、
２
０
１
１
年 

厚
生
労
働
副
大
臣

１
９
９
８
年 

自
治
労
北
海
道
本
部
執
行
委
員
、
２
０
０
３
年 

自

治
労
中
央
執
行
委
員
、
２
０
０
７
年 

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙 

全
国
比
例
区
で
当
選

あ
い
は
ら

く
み
こ

29単組が出席し交流をはかった
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３
月
は
春
闘
の
ヤ

マ
場
だ
。
連
合
は

１
％
の
賃
上
げ

や
、
労
働
条
件
の

底
上
げ
を
め
ざ
す

方
針
を
打
ち
出
し

て
い
る
▼
実
は
デ

フ
レ
経
済
の
中
、

大
企
業
は
「
カ
ネ
余
り
」
を
起

こ
し
て
い
る
。
11
年
度
の
日
本

の
純
資
産
の
総
額
は
５
１
３
兆

円
。
有
利
な
投
資
先
が
な
い
た

め
実
質
投
資
が
減
少
し
、
結
果

的
に
資
金
余
剰
の
状
態
が
強

ま
っ
て
い
る
▼
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
２
％
の
物
価
上
昇
を
打
ち
出

し
経
営
団
体
に
賃
上
げ
も
要
請

し
た
が
、
経
営
側
は
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
余
地
は
な

く
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
維
持
や
定

期
昇
給
実
施
の
取
り
扱
い
を
焦

点
に
お
い
て
い
る
▼
こ
れ
に
対

し
労
働
側
は
、
業
績
が
回
復
し

て
い
る
自
動
車
業
界
で
も
賃
上

げ
要
求
を
見
送
り
、
多
く
の
産

別
が
賃
上
げ
要
求
か
ら
離
脱
し

た
。
こ
れ
で
は
、
い
く
ら
金
融

政
策
を
と
っ
て
も
企
業
の
「
余

剰
資
金
」
に
「
カ
ネ
」
が
回
る

だ
け
で
企
業
を
肥
え
太
ら
す
こ

と
に
し
か
な
ら
な
い
▼
今
春
闘

の
意
義
は
、
目
先
の
経
営
赤
字

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
企

業
の
余
剰
資
金
を
労
働
者
の
賃

金
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る

は
ず
だ
。
労
働
側
の
意
気
込
み

が
問
わ
れ
て
い
る
。

１～２日　2013年度春闘期町職単組交流集会
（共済会館）

２日　公共民間協2013春闘学習会（県本部）
４日　2013年度第６回執行委員・専従者会議（県本部）
９～ 10日　第36回兵庫県青年女性団結集会

（神戸中央港湾労働者福祉センター）

当面の日程

おやすみ漫

　
県
内
の
自
治
体
単
組
で
構
成

す
る
19
市
12
町
退
職
手
当
共
闘

会
議
（
組
合
）
は
２
月
16
日
の

午
後
４
時
か
ら
市
町
村
職
退
職

手
当
組
合
（
当
局
）
と
最
終
交

渉
が
行
な
わ
れ
、
妥
結
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
交
渉
経
過
は
、

第
１
回
交
渉
を
昨
年
の
９
月
に

実
施
、
国
家
公
務
員
に
準
拠
し

て
退
職
金
を
引
き
下
げ
る
提
案

が
あ
っ
た
。
以
降
、
第
２
回
交

渉
を
11
月
、
第
3
回
交
渉
を
12

月
に
実
施
。第
３
回
交
渉
で
は
、

当
局
側
か
ら
１
月
22
日
を
最
終

交
渉
日
と
し
た
い
と
の
提
案
が

あ
り
、お
互
い
確
認
し
て
い
た
。

第
３
回
交
渉
以
降
は
最
終
交
渉

に
向
け
て
事
務
折
衝
を
繰
り
返

し
、
１
月
22
日
の
第
４
回
（
最

終
の
予
定
）
交
渉
を
迎
え
た
。

　
し
か
し
、
第
４
回
交
渉
で
、

当
局
側
か
ら
１
月
末
に
構
成
市

町
の
意
見
集
約
を
行
な
う
た

め
、
最
終
交
渉
の
延
長
申
し
出

が
あ
っ
た
。
組
合
側
幹
事
団
は

交
渉
の
前
進
を
条
件
に
、
こ
の

（
12
ヵ
月
）
で
当
局
も
了
承
し
、

最
終
妥
結
に
至
っ
た
。
妥
結
内

容
は
別
表
の
通
り
。

提
案
を
了
承
。
２
月
８

日
の
夕
刻
よ
り
、
５
回

目
と
な
る
交
渉
を
実

施
。
同
日
の
未
明
ま
で

交
渉
を
続
け
た
が
、
経

過
措
置
期
間
に
つ
い
て

お
互
い
譲
ら
ず
継
続
交

渉
と
な
っ
た
。
２
月
14

日
、
妥
結
に
向
け
て
再

度
、
交
渉
を
実
施
。
し

か
し
、
当
局
側
は
前
回

の
提
案
内
容
の
説
明
に

終
始
し
組
合
の
要
求
に

つ
い
て
の
考
え
を
示
さ

な
か
っ
た
。

　
交
渉
は
日
を
改
め
２

月
16
日
に
最
終
交
渉
を

再
度
実
施
。
組
合
が
要

求
し
た
経
過
措
置
期
間

　
13
春
闘
方
針
な
ど
、
６
議
案
を
審
議
す
る
第
１
９
４
回
中

央
委
員
会
が
２
月
15
日
、
神
戸
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
た
。
本
多
義
弘
委
員
長
は
、
あ
い
さ
つ
で
「
自

民
は
地
公
賃
金
引
き
下
げ
を
迫
っ
て
い
る
。
７
月
の
参
議
院

選
で
は
、
組
織
内
あ
い
は
ら
く
み
こ
候
補
を
、
再
度
、
国
会

に
送
る
こ
と
が
課
題
。
切
実
な
要
求
実
現
の
た
め
、
ス
ト
批

准
投
票
で
団
結
力
を
示
そ
う
」
と
檄
を
飛
ば
し
た
。
議
事
で

は
、
10
人
か
ら
発
言
が
あ
り
、
議
案
は
全
て
可
決
成
立
し
た
。

　
経
過
報
告
に
関
す
る
質
疑
で

は
、
明
石
市
職
労
弓
田
貴
章
中

央
委
員
が
ア
ス
ベ
ス
ト
公
務
災

害
認
定
支
援
。
み
の
り
労
組
田

中
徹
中
央
委
員
が
会
社
清
算
後

の
雇
用
確
保
に
つ
い
て
発
言

し
、
執
行
部
答
弁
の
あ
と
拍
手

で
承
認
し
た
。

　
そ
し
て
執
行
部
は
、
①
12
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
中
間
総
括

案
②
12
賃
金
確
定
・
一
時
金
闘

争
中
間
総
括
案
③
県
本
部
13
春

闘
方
針
及
び
当
面
の
闘
争
方
針

案
④
都
市
交
と
の
統
合
に
つ
い

て
な
ど
６
議
案
を
提
起
し
た
。

　
春
闘
・
当
面
の
闘
争
方
針
に

　
地
方
公
務
員
賃
金
引
き
下
げ

反
対
２
・
19
全
国
集
会
が
、
都

内
で
開
催
さ
れ
４
０
０
人
が
参

加
し
た
。

　
安
倍
内
閣
は
、
自
治
労
・
公

務
労
協
か
ら
の
再
三
の
申
し
入

れ
や
、
地
方
６
団
体
の
強
い
反

発
、
与
党
内
部
の
懸
念
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
公
給
与
と
同
様

に
地
公
を
引
き
下
げ
る
よ
う

「
要
請
」
し
た
。
そ
も
そ
も
国

公
給
与
削
減
は
、
復
興
財
源
と

す
る
た
め
労
使
合
意
し
た
も
の

で
、
地
方
に
強
制
し
な
い
と
閣

議
決
定
ま
で
し
て
い
る
。

　
13
年
度
予
算
案
で
地
方
交
付

税
を
２
・
２
％
削
減
、
給
与
関

係
費
を
６
％
削
減
す
る
こ
の
措

置
は
、
地
方
自
治
の
本
旨
を
な

い
が
し
ろ
に
し
、
労
使
自
治
へ

の
不
当
介
入
だ
。

　
集
会
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
４

月
末
ま
で
の
国
会
審
議
ヤ
マ
場

を
前
半
期
と
し
、
大
型
は
が
き

（
署
名
）
や
自
治
体
当
局
と
の

交
渉
、
中
央
・
地
方
レ
ベ
ル
の

決
起
集
会
、
国
会
議
員
へ
の
要

請
な
ど
を
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
た
。
理
不
尽
極
ま
り
な
い

賃
金
引
き
下
げ
は
、
断
じ
て
容

認
で
き
な
い
。
仲
間
の
力
を
結

集
し
は
ね
返
そ
う
。

関
す
る
質
疑
で
は
、
４
月
以
降

の
学
童
直
営
化
に
関
す
る
課
題

（
猪
名
川
公
共
ユ
ニ
オ
ン
）。
退

職
手
当
削
減
の
決
着
（
県
職

労
）。
公
契
約
条
例
制
定
に
向

け
た
取
り
組
み
（
加
西
市
職
）。

公
企
職
場
の
苦
情
処
理
協
同
調

整
会
議
の
設
置
の
た
た
か
い

（
篠
山
市
職
労
）。
臨
職
の
給
食

調
理
員
雇
止
め
に
つ
い
て
（
加

古
川
市
職
労
）の
発
言
が
あ
り
、

執
行
部
の
答
弁
の
後
、
全
て
の

議
案
が
拍
手
多
数
で
可
決
成
立

し
た
。

　
自
公
政
権
の
も
と
、
労
働
者

の
生
活
改
善
に
向
け
た
春
闘
な

ど
職
場
か
ら
の
取
り
組
み
強
化

が
求
め
ら
れ
る
。

退職手当組合 国 兵　庫　県 最高支給月数

13年３月31日まで 12年12月まで 13年2月まで 59.28月

13年４月～ 14年３月 13年１月～ 13年９月 13年３月～ 13年12月 55.86月

14年４～ 15年３月 13年10月～ 14年６月 14年１月～ 14年12月 52.44月

15年４月～ 14年７月～ 15年１月～ 45.59月

その他
早期退職制度は国の状況を見て協議
特別職の引き下げについては、専門委員会に諮問

　２月９～10日、自
治労保育関係代表者
会議が開催され、前
政権のもと成立した
「子ども・子育て関連
３法」の施行を踏ま
え各単組の取り組み
課題などを意思統一
した。基調を提起し

た西村正樹社福評事
務局長は、「地方版
子ども子育て会議を
活用しチェックが重
要」と訴えた。
　また本部は、各単
組が開催する学習会
へ講師を派遣するこ
とも決定した。各単
組は、これを活用し、
保育・幼稚園・学童職
場を対象に学習会を
組織しよう。

地公賃下げ阻止を
第194回中央委員会

退
職
金
、雇
用
確
保
な
ど

10
人
が
発
言
し
議
案
を
補
強

退手共闘会議

退
職
手
当
交
渉
が
妥
結

経
過
措
置
で
組
合
要
求
前
進
へ

各
単
組
で
学
習
会
を
行
お
う

地方版子ども
子育て会議

地公賃下げ
反対全国集会

労
使
自
治
へ
の
介
入

各
種
行
動
で
は
ね
返
そ
う

10人の中央委員が単組の取り組みを発言した

組
合
交
渉
団
に
あ
い
さ
つ
を

行
う
西
田
退
手
組
合
代
表

（
た
つ
の
市
長
）

2月19日の中央集会
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　「
安
倍
首
相
は
企
業
に
賃
上

げ
を
要
請
す
る
一
方
、
地
方
公

務
員
の
賃
金
は
下
げ
る
と
い

う
。明
ら
か
に
矛
盾
し
た
政
策
、

連
合
と
協
力
し
て
た
た
か
う
」

　
森
本
局
長
は
、
国
公
給
与

７
・８
％
引
き
下
げ
を
地
公
に
波

及
し
よ
う
と
す
る
攻
撃
に
、
自

治
労
は
断
固
た
た
か
う
姿
勢
で

あ
る
と
説
明
。
今
回
の
攻
撃
は

①
地
方
自
治
へ
の
不
当
な
介
入

②
「
人
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
」

福
祉
を
切
り
捨
て
る
誤
っ
た
政

策
と
の
視
点
に
立
っ
て
、
広
く

訴
え
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　「
自
治
労
は
給
与
削
減
問
題

を
ス
ト
配
置
し
て
た
た
か
う
」

と
本
部
の
決
意
を
示
し
、
そ
の

た
め
春
闘
期
の
職
場
集
会
を
全

単
組
で
実
施
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
強
調
し
た
。

　
県
本
部
の
春
闘
方
針
を
提
起

し
た
森
蔭
守
書
記
長
は
、「
退

職
金
引
き
下
げ
、７
・
８
％
カ
ッ

ト
と
守
り
の
春
闘
に
な
っ
て
い

る
が
、
公
務
員
の
賃
金
・
労
働

条
件
を
確
保
す
る
た
た
か
い
を

行
お
う
」
と
参
加
者
に
呼
び
か

け
た
。

　
県
本
部
は
３
月
15
日
を
ヤ
マ

場
に
戦
術
配
置
し
て
当
局
に
回

答
を
迫
る
。

　
午
後
か
ら
の
分
科
会
は
、
①

地
方
公
務
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
②

雇
用
と
年
金
の
接
続
し
た
制
度

確
立
③
自
律
的
労
使
関
係
制
度

の
検
証
と
課
題
な
ど
４
つ
で
議

論
を
深
め
た
。
③
の
分
科
会
で

は
、
民
主
党
政
権
下
で
の
到
達

点
を
改
め
て
確
認
し
、
組
織
強

化
や
基
礎
知
識
の
理
解
な
ど
喫

緊
の
課
題
を
確
認
し
た
。

（
分
科
会
の
詳
細
は
次
号
）

　
県
本
部
は
２
月
16
日
、
13
春
闘
討
論
集
会
を
神
戸
フ
ル
ー

ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
開
い
た
。自
民
党
の
政
権
復
帰
以
後
、

公
務
員
制
度
改
革
の
後
退
、
地
公
賃
下
げ
攻
撃
が
厳
し
い
。

自
公
政
権
下
で
ど
の
よ
う
に
た
た
か
う
の
か
、
討
論
集
会
で

は
本
部
の
森
本
正
宏
労
働
条
件
局
長
の
講
演
に
学
ん
だ
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環

境
ひ
ょ
う
ご
主
催
の
学
習
会
が

２
月
11
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。
講
師
は
、
福
島
県

教
職
員
組
合
・
大
槻
研
司
さ
ん
。

「
震
災
後
２
年
を
迎
え
る
福
島

の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
、
本
多
義

弘
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
代
表
（
県
本

部
委
員
長
）
が
、「
我
々
の
取

り
組
み
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め

に
、
み
な
さ
ん
で
認
識
を
高
め

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　
大
槻
さ
ん
は
、「
一
般
市
民

に
は
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
全

く
情
報
が
入
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
正
し
い
情
報
が
入
っ
て
い

れ
ば
、
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
方

向
に
避
難
で
き
た
は
ず
。
避
難

す
る
車
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
の
光

が
目
に
焼
き
付
い
て
忘
れ
ら
れ

な
い
」
と
当
時
の
状
況
を
語
っ

た
。
ま
た
、福
島
原
発
の
歴
史
、

福
島
県
の
汚
染
状
況
、
教
育
現

場
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
最
後
に
「
目
に
見
え
な

い
汚
染
の
不
安
は
あ
る
が
、
で

き
る
こ
と
を
１
つ
ひ
と
つ
や
っ

て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
ま
と

め
た
。

　
13
春
闘
で
連
合
は
、
１
％
以
上
の

賃
上
げ
実
現
、
格
差
是
正
を
求
め
、

自
治
労
は
３
月
15
日
を
ヤ
マ
場
に
春

闘
期
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

県
内
の
た
た
か
い
か
ら
私
た
ち
の
課

題
を
考
え
る
。

　「
嘱
託
の
賃
金
は
１･

５
％
引
き

上
げ
、
臨
時
の
賃
金
は
据
え
お
き
」

　
12
確
定
闘
争
の
最
終
交
渉
。
共
闘

す
る
芦
屋
指
導
員
労
組
、
芦
屋
市
嘱

託
ユ
ニ
オ
ン
、
芦
屋
市
臨
職
労
の
３

単
組
は
、
当
局
回
答
に
ど
う
対
応
す

る
か
話
し
合
っ
た
。

　
一
時
金
で
は
嘱
託
、
臨
時
と
も
に

ア
ッ
プ
の
回
答
が
あ
っ
た
。
今
日
の

情
勢
で
は
、
こ
れ
だ
け
で
も
大
き
な

成
果
に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
彼
女

ら
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、「
格
差
を

許
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

同
じ
仕
事
し
て
る
の
に

　
芦
屋
市
の
学
校
給
食
調
理
職
場

は
、
正
規
３
人
、
臨
時
２
人
の
体
制

が
基
本
。
仕
事
内
容
は
１
～
５
番
ま

で
分
類
さ
れ
、
数
字
が
小
さ
い
ほ
ど

労
働
密
度
が
高
い
。
こ
れ
を
５
人
で

順
番
に
ま
わ
す
。

　「
正
規
も
臨
時
も
仕
事
内
容
は
全

く
同
じ
。
し
か
し
私
た
ち
臨
時
の
賃

金
は
日
給
約
８
０
０
０
円
。
10
年
近

く
働
い
て
い
る
が
１
回
も
上
が
っ
て

い
な
か
っ
た
」

　「
正
規
と
同
じ
よ
う
に
賃
金
が
保

障
さ
れ
て
も
い
い
は
ず
だ
」。
あ
た

り
前
の
疑
問
を
抱
き
な
が
ら
日
々
働

い
て
い
る
。

非
正
規
の
中
に
も
格
差

　
か
つ
て
留
守
家
庭
児
童
会
の
指
導

員
は
嘱
託
ば
か
り
だ
っ
た
。
労
組
を

結
成
し
、
劣
悪
な
労
働
条
件
を
少
し

ず
つ
改
善
さ
せ
て
い
く
と
、
臨
時
指

導
員
が
入
り
出
し
た
。
嘱
託
を
抑
制

し
臨
時
を
増
や
す
傾
向
は
、
市
役
所

全
体
に
広
ま
り
、
同
じ
人
が
嘱
託
か

ら
臨
時
に
切
り
替
え
ら
れ
る
露
骨
な

事
例
も
見
ら
れ
る
。
当
局
は
非
正
規

の
中
に
も
格
差
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
。

　「
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
処

遇
が
異
な
る
と
働
き
に
く
い
」。
多

種
多
様
な
雇
用
形
態
が
入
り
組
む

中
、
現
場
で
は
こ
ん
な
思
い
が
拡
大

し
て
い
る
。

「
傷
ん
だ
雇
用
」の
復
元
を

　「
格
差
を
少
し
で
も
縮
め
た
い
」
確

定
の
最
終
交
渉
で
３
単
組
は
妥
結
し

な
か
っ
た
。「
妥
結
し
な
い
一
時
金
は

受
け
取
れ
な
い
」
と
嘱
託
、
臨
時
が

力
を
あ
わ
せ
た
結
果
、
臨
時
の
休
暇

制
度
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
格
差
是
正
」
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
の
か
。

「
傷
ん
だ
雇
用
」
を
復
元
さ
せ
る
13

春
闘
の
大
き
な
テ
ー
マ
だ
。

（
次
号
は
連
載
を
休
み
ま
す
）

 

格
差
の
拡
大
を
許
さ
な
い

嘱
託
と
臨
時
が
共
闘
し
、底
上
げ

㊤

さようなら原発  公開講座
■と　き　３月11日（月）
　　　　　　午後６時30分開会
■ところ　兵庫県私学会館
　　　　　大ホール
■講　師　後藤政志さん
【プロフィール】
1949年東京生まれ 1989年（株）東芝入
社 原子力プラント設計に従事する。
2009年東芝退社。現在、芝浦工業大
学、早稲田大学 - 東京都市大学大学院
共同原子力専攻、國學院大学非常勤講
師。博士（工学）。現代技術史研究会会
員。設計工学、構造設計、産業技術論。
NPO APAST 理事長

原発の再稼働を許すな！
元原子力プラント設計者

後藤政志さんが講演
東日本大震災、そして福島原発事
故から２年を迎える３月11日、さ
ようなら原発・兵庫は公開講座を
開催します。今だ解決していない
原発事故を風化させず、「反原発」
の声をあげましょう。

■前期講座■
　日　程　４月20日（土）～ 21日（日）
　場　所　いこいの村はりま（加西市）
　内　容　基礎講座

①なぜ労働組合が必要か②働く
者の経済学③労働組合の自主福
祉④労働組合と政治

■後期講座■
　日　程　５月17日（金）～ 18日（土）
　場　所　ひょうご共済会館
　内　容　実践編

①職場要求闘争の進め方②模擬
交渉③聞く力を養う

県本部第２３期
労働学校の案内

県本部は第23期労働学校を開きま
す。「仕事中心の生活」になってい
ませんか？働く者の見方・考え方を
大切にしましょう。泊まりでゆっく
り交流を深めましょう。

県
本
部
13
春
闘
討
論
集
会 ス

ト
背
景
に
た
た
か
う

自
治
労

本
　
部

地
公
賃
金
引
き
下
げ
で

13
春
闘
の
強
化
へ

 

私
た
ち
の
課
題
は

「放射能汚染の不安は今も」
平和フォーラム
学 習 会 福島教組が現状報告

提起を行う森本局長（写真左下）と真剣に聞きいる参加者
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「
学
習
し
た
こ
と

を
職
場
や
地
域
に

持
ち
帰
っ
て
運
動

を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」。
昨
年
、

脱
原
発
１
０
０
０

万
人
ア
ク
シ
ョ
ン

の
集
会
の
終
わ
り

に
主
催
者
か
ら
与
え
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
帰
宅
し
て
脱
原

発
署
名
を
妻
に
伝
え
、
少
し
原

発
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
妻

は
育
児
つ
な
が
り
の
食
事
会
や

同
窓
会
の
飲
み
会
に
署
名
用
紙

を
持
参
し
て
、「
ダ
ン
ナ
の
会

社
で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
賛

同
で
き
る
方
は
お
願
い
し
ま
す

～
」
と
呼
び
か
け
、「
活
動
家

と
思
わ
れ
た
」
と
笑
い
な
が
ら

40
筆
以
上
を
持
ち
帰
っ
て
き
た

▼
そ
の
後
、
ど
う
考
え
て
も
場

違
い
な
会
合
で
、
署
名
の
呼
び

か
け
を
躊
躇
す
る
私
に
、
妻

は
「
言
っ
た
ら
え
え
の
に
」
と

少
し
納
得
い
か
な
い
様
子
。
だ

ん
だ
ん
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ

て
き
た
の
で
１
分
ほ
ど
時
間
を

も
ら
っ
て
呼
び
か
け
て
取
り
繕

う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
と
い
う

よ
り
家
庭
の
事
情
で
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
お
年
寄
り
か
ら
製
造

業
の
人
ま
で
そ
の
場
の
ほ
と
ん

ど
が
署
名
に
協
力
し
て
く
れ
た

▼
先
入
観
や
自
主
規
制
が
運
動

の
広
が
り
を
狭
め
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
出
来
事
を
３
月
11

日
が
来
る
と
思
い
出
す
。

26日　地方財政確立・地方公務員給与引下げ反対！
　　　地公部会3・26中央（参議院議員会館）

28日　住民の健康と福祉を守る闘争委員会及び
　　　対県交渉（共済会館）

当面の日程

　
連
絡
会
の
集
会
は
９
時
50
分

か
ら
開
か
れ
た
。
本
多
委
員
長

は
、東
日
本
大
震
災
に
も
触
れ
、

　
県
本
部
は
３
月
４
日
、
井
戸

敏
三
知
事
に
対
し
春
闘
期
の
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
本
多
義
弘
委
員
長
は
、地
方
財

政
の
確
立
に
関
し
、国
が
強
引
に

押
し
付
け
よ
う
と
す
る
７・８
％

給
与
削
減
に
つ
い
て
「
地
方
自

治
無
視
で
あ
り
容
認
で
き
な
い
」

と
見
解
を
求
め
た
。
知
事
は「
今

回
の
問
題
は
大
義
名
分
が
無
い
。

本
来
給
与
は
人
勧
を
前
提
に
地

方
独
自
で
判
断
す
べ
き
も
の
。

県
職
労
と
相
談
し
、
検
討
を
加

え
慎
重
に
対
応
す
る
」
と
し
た
。

　
ま
た
退
職
手
当
に
つ
い
て

は
、「
３
月
末
を
待
た
ず
定
年

退
職
し
た
職
員
に
非
は
無
い
、

そ
の
穴
を
ど
う
埋
め
る
か
が
、

　
春
闘
期
の
地
域
宣
伝
行
動
を
３
月
６
日
に
実
施

し
た
。
東
は
尼
崎
、
西
は
姫
路
、
北
は
篠
山
ま
で

の
県
内
14
ヵ
所
の
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
私
た
ち
の

主
張
を
記
載
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
た
。

　「
経
済
再
建
を
声
高
に
叫
ぶ
第
２
次
安
倍
政

権
だ
が
、規
制
緩
和
に
よ
っ
て
格
差
を
拡
大
し
、

経
済
を
混
迷
さ
せ
て
き
た
の
は
自
公
政
権
。
働

く
者
自
身
の
力
で
職
場
や
社
会
を
改
善
し
よ

う
」
と
訴
え
た
。

　自治労は２月27日、第
２回拡大闘争委員会を
開催し、批准投票の結
果「年間を通して１波に
つき２時間を上限とした
ストライキ権を含む闘争
体制」を確立した。スト
批准率は73.38％だった。
兵庫県本部の批准率は 
70.67％。昨年を約２ポ
イント上回った。

2013年 2012年
兵庫県本部 70.67% 68.71%
全国（本部） 73.38% 72.01%

退職手当組合 国 兵庫県 最高支給
月　　数

13年3月31日まで 12年12月まで 13年２月まで 59.28月

13年４月～14年3月 13年１月～13年９月 13年3月～13年12月 55.86月

14年４月～15年3月 13年10月～14年６月 14年１月～14年12月 52.44月

15年４月～ 14年７月～ 15年１月～ 49.59月

お
詫
び
と
訂
正

　
本
紙
１
４
０
４
号
（
３
月
１

日
付
）
で
退
職
手
当
減
額
の
経

過
措
置
表
を
掲
載
し
ま
し
た

が
、
最
高
支
給
月
数
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
表

の
通
り
で
す
。
お
詫
び
し
訂
正

い
た
し
ま
す
。

「
自
治
体
職
員
の
不
足
が
復
興

を
遅
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
人
員
確
保

　
２
０
１
３
春
闘
の
ヤ
マ
場
を
目
前
に

し
た
３
月
９
日
、東
遊
園
地
（
神
戸
市
）

で
連
合
官
公
部
門
連
絡
会
（
連
絡
会
）、

自
治
労
兵
庫
県
本
部
、
連
合
兵
庫
の
決

起
集
会
が
続
け
て
行
わ
れ
た
。
連
絡
会

の
本
多
義
弘
委
員
長（
県
本
部
委
員
長
）

は
、「
国
公
７
・
８
％
賃
金
削
減
の
地
公

へ
の
波
及
阻
止
が
当
面
の
集
中
課
題
。

連
合
に
結
集
し
て
た
た
か
お
う
」
と
檄

を
飛
ば
し
た
。

の
た
た
か
い
に
も
全
力
を
あ
げ

よ
う
」
と
強
調
し
た
。

　
連
絡
会
と
し
て
春
闘
期
に
①

総
人
件
費
削
減
政
策
の
転
換
②

非
常
勤
職
員
の
均
等
待
遇
③
公

共
サ
ー
ビ
ス
確
立
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
10
時
20
分
か
ら
は
、
県
本
部

の
決
起
集
会
が
開
か
れ
た
。
連

合
決
起
集
会
と
あ
わ
せ
た
開
催

は
初
の
試
み
。

　
取
り
組
み
提
起
に
立
っ
た
森

蔭
守
書
記
長
は
、「
国
に
よ
る

給
与
削
減
強
要
は
①
地
方
自
治

の
本
旨
を
な
い
が
し
ろ
に
し
②

労
使
自
治
へ
の
不
当
な
介
入
で

あ
る
。
自
治
労
は
ス
ト
ラ
イ
キ

を
配
置
し
て
精
い
っ
ぱ
い
た
た

か
う
」
と
述
べ
、
参
加
者
の
大

き
な
拍
手
で
確
認
し
た
。

　
連
合
兵
庫
の
決
起
集
会
は
11

時
か
ら
開
会
し
、
森
本
洋
平
会

長
は
「
私
た
ち
の
要
求
は
賃
金

カ
ー
ブ
の
維
持
と
１
％
以
上
の

ベ
ア
獲
得
。
慎
ま
し
い
要
求
だ

が
経
営
側
の
姿
勢
は
厳
し
い
。

経
済
再
建
が
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
最
も
大
切
な
経
営
資
産
は

働
く
者
だ
。
私
た
ち
の
声
に
耳

を
傾
け
さ
せ
よ
う
」と
訴
え
た
。

私
ど
も
の
問
題
」
と
、
見
解
を

示
し
た
。

　
そ
の
後
、
被
災
地
派
遣
さ
れ

た
宝
塚
市
職
員
の
自
殺
に
関

し
、
定
期
的
な
産
業
医
に
よ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど

と
し
た
。
ま
た
、
非
常
勤
等
職

員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
県

本
部
は
「
保
育
士
な
ど
は
、
正

規
職
員
と
同
様
の
仕
事
を
行
っ

て
お
り
処
遇
改
善
す
べ
き
」
と

強
く
申
し
入
れ
た
。

　
公
務
労
協
の
「
２
０
１
３
春

季
生
活
闘
争・
公
共
サ
ー
ビ
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
中
央
集
会
」

が
、
全
国
か
ら
５
５
０
人
が
結

集
し
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
加
藤
良

輔
議
長
は
、「
働
く
者
の
生
活

改
善
な
ど
、
私
た
ち
の
活
動
が

社
会
的
な
共
感
を
得
て
い
る
の

か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
地
方

公
務
員
の
賃
金
引
き
下
げ
問
題

は
、
安
倍
政
権
の
デ
フ
レ
脱
却

政
策
と
整
合
性
を
欠
い
て
い

る
。
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
こ

と
が
地
域
経
済
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
の
思
い
を
強
く
し

取
り
組
も
う
」と
呼
び
か
け
た
。

　
そ
の
後
、
北
海
道
大
学
院
の

山
口
二
郎
教
授
が
、
民
主
党
政

権
を
振
り
返
り
、「
マ
ス
コ
ミ

が
民
主
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
何
も

で
き
て
い
な
い
と
報
道
し
た
。

し
か
し
、
高
校
無
償
化
で
高
校

中
退
者
が
減
少
し
、
子
ど
も
手

当
も
あ
り
経
済
的
要
因
が
大
き

い
と
い
わ
れ
る
自
殺
も
減
少
し

た
」
と
資
料
に
基
づ
き
、
民
主

党
政
権
の
成
果
を
語
っ
た
。
そ

し
て
「
公
平
・
公
正
、
人
間
の

尊
厳
を
守
る
立
派
な
野
党
」
へ

と
応
援
す
る
と
激
励
し
た
。

　
な
お
集
会
の
前
に
は
、
国
会

議
員
へ
の
要
請
行
動
が
行
わ

れ
、
国
家
公
務
員
の
給
与
減
額

措
置
を
理
由
と
す
る
交
付
税
削

減
は
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
逸

脱
す
る
と
し
て
、
予
算
の
修
正

を
求
め
た
。

地
方
に
賃
下
げ
を
求
め
る
の

は
、
デ
フ
レ
脱
却
政
策
と
整

合
性
を
欠
い
て
い
る
と
訴
え
、

た
た
か
う
決
意
を
固
め
た

吉 田 ノ ボ

地
公
賃
金
削
減
阻
止
へ
全
力

連
合
の
仲
間
と
と
も
に

13春闘決起集会

知事申し入れ

「
地
方
が
判
断
す
る
こ
と
」

井
戸
知
事  

賃
金
問
題
で
見
解
示
す

県内14ヵ所で宣伝行動

公
務
労
協

中
央
集
会

生
活
と
地
域
経
済
守
ろ
う

兵庫は70.67％
スト批准投票成功

本多委員長●左が井戸知事に申入書を提出した

新年の決意を述べる本多委員長と夏の参院選に挑戦する辻参議院●下下

官公部門の集会で団結し
てたたかう意思を固めた
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独
自
賃
金
削
減
を
め
ぐ
る
多
く
の
単

組
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、
今
後
の
地

公
賃
金
削
減
の
課
題
を
討
議

し
た
。
19
単
組
24
人
が
参
加

し
、
集
会
講
師
の
森
本
正
宏

局
長
が
助
言
し
た
。

　
報
告
で
は
、
県
職
労
が
震

災
復
興
や
箱
物
で
財
源
不
足

が
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
、
ラ
ス

１
０
０
超
、
07
確
定
で
08

年
度
は
給
料
月
額
２
・
５
～

３
％
と
地
域
手
当
２
％
な
ど

の
削
減
で
妥
結
、
期
間
は
5

年
間
で
毎
年
協
議
と
確
認
し

た
と
報
告
。
今
年
度
交
渉
で

は
組
合
員
か
ら
の
幹
部
職
員

の
責
任
追
及
に
よ
り
来
年
度
は
カ
ッ
ト

の
一
部
緩
和
と
企
画
県
民
部
長
の
謝
罪

を
確
認
し
た
。

　
淡
路
市
職
労
か
ら
は
、
10
％
削
減
提

案
を
め
ぐ
る
５
ヵ
月
間
の
取
り
組
み
で

09
年
度
～
11
年
度
に
本
俸
５
％
と
勤
勉

手
当
０
・
５
月
の
削
減
で
09
年
2
月
に

妥
結
し
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。
12
年
度

は
２
％
削
減
提
案
が
さ
れ
本
俸
１
％
削

減
で
妥
結
、
13
年
度
は
完
全

回
復
を
実
現
し
た
。

　
関
連
し
て
賃
金
削
減
を
受

け
て
い
る
三
木
、
尼
崎
、
篠

山
、
加
西
な
ど
か
ら
発
言
が

続
い
た
。
統
一
ス
ト
を
配
置

し
た
闘
争
体
制
の
確
立
に
向

け
て
職
場
オ
ル
グ
や
朝
ビ
ラ

な
ど
努
力
、
今
回
の
地
公
賃

金
削
減
の
ス
ト
配
置
の
あ
り

方
な
ど
も
議
論
さ
れ
た
。

　
最
後
に
こ
の
地
公
賃
金
削

減
で
自
治
労
は
統
一
ス
ト
を

提
起
し
て
い
る
が
、
地
公
部

会
の
闘
争
を
支
え
る
た
め
に
も
ス
ト
戦

術
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
確
認
し
た
。

　
13
年
４
月
以
降
、
公
的
年
金
の
報
酬

比
例
部
分
の
段
階
的
引
き
上
げ
が
ス

タ
ー
ト
し
、
雇
用
と
の
「
空
白
」
期
間

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
労
働
者
に

つ
い
て
は
、「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」

が
改
正
さ
れ
、
こ
の
４
月
以

降
、
希
望
者
全
員
が
65
歳
ま

で
雇
用
確
保
措
置
が
義
務
化

さ
れ
た
が
、
公
務
員
に
つ
い

て
は
定
年
延
長
で
は
な
く
、

フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
の
義
務

化
で
対
応
と
さ
れ
た
。

　
分
科
会
で
は
、
参
加
し
た

６
自
治
体
の
現
状
を
突
き
合

わ
せ
た
。

　
現
行
の
再
任
用
制
度
の
も

と
で
は
、
全
希
望
者
を
再
任

用
し
て
い
る
が
、
賃
金
は
１

級
か
ら
４
級
（
県
は
４
、６

級
）
と
幅
が
あ
り
、
再
任
用
者
の
多
く

が
短
時
間
勤
務
を
選
択
し
て
い
る
他
、

再
任
用
を
定
数
外
と
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。

　
未
制
定
自
治
体
で
も
、
希
望
者
を
再

雇
用
・
嘱
託
で
高
齢
者
対
応
し
て
い
る

実
態
が
あ
る
。
全
て
の
自
治
体
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、
新
規
採
用
が
抑
制
さ

れ
、
職
場
で
は
臨
時
・
非
常
勤
と
再
任

用
者
（
再
雇
用
）
が
増
え
て

い
る
こ
と
。
現
行
再
任
用
は

短
時
間
勤
務
が
多
く
、
正
規

職
員
へ
の
責
任
過
重
や
職
場

の
連
携
が
取
り
に
く
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
続
け
ら
れ
る
労

働
環
境
の
改
善
や
、
希
望
者
全
員
の
65

歳
ま
で
の
雇
用
確
保
と
創
出
が
改
め
て

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　「
地
域
か
ら
の
共
闘
を
強
め
、

は
た
ら
く
も
の
の
賃
上
げ
を
勝

ち
取
ろ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
第
46
回
全
国
青
年
団
結
集
会

が
長
野
県
千
曲
市
内
で
開
催
さ

れ
、
32
都
道
府
県
か
ら
15
産
別

2
団
体
・
４
９
２
人
の
青
年
女

性
が
参
加
し
た
。
兵
庫
か
ら
は

６
人
が
全
国
の
仲
間
と
交
流
を

深
め
た
。

　
開
会
集
会
で
は
、
私
鉄
の
仲

間
の
職
場
実
態
報
告
が
あ
っ

　
県
本
部
ま
ん
が
集
団
は
２
月

24
日
、
第
26
回
例
会
を
県
本
部

会
議
室
で
開
い
た
。

た
。
元
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
設
計

者
の
後
藤
政
志
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
福
島
原
発
の
現
状
や
再

稼
働
に
向
け
た
原
子
力
規
制
委

員
会
の
動
向
と
問
題
点
を
学
ん

だ
。
学
習
会
に
は
２
５
０
人
が

参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
東
電
が
虚
偽
説
明
を

行
い
、
事
故
調
査
委
員
会
を
事

故
現
場
に
入
れ
な
い
問
題
を
取

り
あ
げ
た
後
藤
さ
ん
は
、「
事

故
原
因
究
明
の
大
前
提
は
現
場

保
存
。
に
も
関
わ
ら
ず
福
島
事

故
で
は
、
加
害
者
が
現
場
に
関

与
で
き
る
状
態
が
続
い
て
い

る
」
と
指
摘
し
た
。

　
原
子
力
規
制
委
員
会
は
津
波

　
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
発

事
故
か
ら
２
年
を
迎
え
た
３

月
11
日
、
さ
よ
う
な
ら
原
発

１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
兵

庫
県
実
行
委
員
会
（
事
務
局
・

自
治
労
兵
庫
県
本
部
）
は
、「
原

発
再
稼
働
は
安
全
か
？
」
と
題

し
て
公
開
学
習
会
を
開
催
し

対
策
用
の
扉
設
置
や
、
ベ
ン
ト

用
フ
ィ
ル
タ
ー
装
着
と
い
っ
た

基
準
を
設
け
再
稼
働
に
踏
み
切

ろ
う
と
し
て
い
る
。
後
藤
さ
ん

は
、「
全
て
が
『
う
ま
く
機
能

す
る
』
こ
と
が
前
提
。
扉
を
閉

め
る
人
が
負
傷
し
た
ら
…
フ
ィ

ル
タ
ー
が
破
損
し
て
い
た
ら
…

■前期講座■
　日　程　４月20日（土）～ 21日（日）
　場　所　いこいの村はりま（加西市）
　内　容　基礎講座

①なぜ労働組合が必要か②公務
員賃金のしくみ③労働組合の自
主福祉④労働組合と政治

■後期講座■
　日　程　５月17日（金）～ 18日（土）
　場　所　ひょうご共済会館
　内　容　実践編

①職場要求闘争の進め方②模擬
交渉③聞く力を養う

県本部第２３期
労働学校の案内

県本部は第23期労働学校を開きま
す。「仕事中心の生活」になってい
ませんか？働く者の見方・考え方を
大切にしましょう。泊まりでゆっく
り交流を深めましょう。

な
ど
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
」

と
こ
れ
ま
で
の
「
安
全
神
話
」

の
域
を
出
て
い
な
い
現
状
を
説

明
し
た
。

　「
規
制
は
誰
の
た
め
に
あ
る

の
か
。
そ
の
原
点
に
立
っ
て
規

制
委
員
会
を
監
視
し
た
い
」
と

ま
と
め
た
。

た
。
ま
た
、
２
日
間
に
わ
た
る

分
散
会
で
は
、
職
場
・
産
別
を

超
え
て
職
場
実
態
や
青
年
が
抱

え
る
賃
金
に
対
す
る
不
安
や
不

満
に
つ
い
て
交
流
し
た
。

　
閉
会
集
会
で
は
、「
労
働
組

合
を
通
じ
て
職
場
で
声
を
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
」と
確
認
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
職
場
で
会
話

量
が
多
い
ほ
ど
、
不
満
は
共
有

さ
れ
や
す
く
、
改
善
に
つ
な
が

る
こ
と
に
気
付
い
た
。
私
の
職

場
は
業
務
を
ひ
た
す
ら
こ
な

し
、
会
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

仲
間
の
不
満
に
も
気
付
い
て
い

き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
今
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、

「
ペ
ッ
ト
」
を
テ
ー
マ
に
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

を
確
認
し
た
。

　「
ユ
ル
キ
ャ
ラ
を
つ
く
ろ
う
」

と
題
し
た
講
座
で
は
、
漫
画
家

の
埜の

納の
う
タ
オ
さ
ん
が
「
描
く
こ

と
と
考
え
る
こ
と
が
同
時
に
求

め
ら
れ
る
」
と
ユ
ル
キ
ャ
ラ
づ

く
り
を
選
択
し
た
理
由
を
説
明
。

　
参
加
者
は
ユ
ニ
ー
ク
な
ユ
ル

キ
ャ
ラ
を
作
成
し
て
発
表
。
な

か
に
は
自
治
労
県
本
部
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
た
。

　
県
本
部
と
明
石
市
職
労
は
２
月
28
日
、
地
方
公
務

員
災
害
補
償
基
金
兵
庫
県
支
部
に
明
石
市
労
連
が
集
約

し
た｢

公
務
災
害
認
定
請
求
に
か
か
わ
る
早
急
な
審
査

及
び
認
定
へ
の
嘆
願
書｣

１
２
０
０
筆
を
提
出
し
た
。

　
明
石
市
清
掃
職
員
の
中
皮
腫
発
症
は
18
年
前
の
震

災
が
れ
き
処
理
作
業
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
ば
く
露

で
あ
る
と
判
断
し
、

昨
年
８
月
に
公
務
災

害
認
定
を
請
求
し

た
。

　
４
月
に
は
県
内
単

組
で
取
り
組
ん
で
い

る
署
名
を
提
出
す
る

予
定
に
あ
る
。

給与削減強制問題
　
政
権
獲
得
に
向
け
た
自
民
党
の

公
約
に
は
、
公
務
員
賃
金
の
削
減

が
謳
わ
れ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
を

動
員
し
、
や
お
ら
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
の
が
、
震
災
復
興
財
源

に
あ
て
る
と
し
労
使
合
意
し
た
国

家
公
務
員
賃
金
７
・
８
％
の
地
方

公
務
員
へ
の
波
及
問
題
だ
。

　
安
倍
政
権
は
発
足
後
た
だ
ち

に
、
前
政
権
の
「
地
方
に
波
及
し

な
い
」
と
の
閣
議
決
定
を
覆
す
閣

議
決
定
を
行
う
。
麻
生
財
務
大
臣

は
、
知
事
会
か
ら
の
交
付
税
削
減

に
対
す
る
反
対
の
声
に
、「
い
つ

ま
で
も
民
主
党
政
権
が
続
く
と

思
っ
た
君
た
ち
が
悪
い
」
と
う
そ

ぶ
い
た
と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
方
で
は
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
名
の
も
と
、
人
員
は

削
減
さ
れ
、
小
泉
政
権
下
の
三
位

一
体
改
革
に
よ
る
交
付
税
削
減
、

地
方
財
政
の
危
機
で
、
苦
渋
の
選

択
で
賃
金
独
自
カ
ッ
ト
を
の
ん
で

き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
公

に
比
べ
地
公
賃
金
が
高
い
と
し

て
、
総
務
省
は
、
交
付
税
を
削
減

す
る
と
い
う
。
地
方
自
治
の
無
視

も
甚
だ
し
い
行
為
だ
。自
治
労
は
、

こ
の
課
題
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と

を
確
認
し
、
４
月
26
日
を
ヤ
マ
場

に
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。
生
活

に
直
結
す
る
課
題
だ
。
で
き
る
こ

と
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
。

誰のための規制か分
科
会
の
報
告

どうして賃下げ？

賃金回復 粘り強く
地方公務員の賃金カット

希望者全員の雇用を
雇用と年金の接続した制度確立

全国青年結集会

職
場
で
の
会
話
が
大
切

不
満
共
有
し
改
善
に
つ
な
げ
よ
う

早
急
な
公
災
認
定
を

２月28日、嘆願書1200筆を提出
埜
納
さ
ん
講
師
に

ユ
ル
キ
ャ
ラ
づ
く
り

第
26
回
ま
ん
が
集
会
例
会

●①

さようなら原発
公 開 学 習 会

再
稼
働
の
準
備
着
々

元
技
術
者
が「
安
全
神
話
」を
批
判

規制委員会の方針の問題点を指摘する後藤さん

明石市職労の弓田書記長●左

それぞれのユルキャラを発表

人件費を政権獲得に利用

分科会で課題を確認

春
闘
討
論
集
会

分
科
会
の
報
告
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「
亡
国
に
い
た
る

を
知
ら
ざ
れ
ば
、

こ
れ
す
な
わ
ち
亡

国
」
の
演
説
で
国

会
を
震
撼
さ
せ
た

田
中
正
造
が
没
し

て
、
今
年
１
０
０

年
目
を
迎
え
た
。

足
尾
銅
山
の
鉱
毒
被
害
を
訴
え

鉱
業
停
止
を
求
め
、
正
造
は
死

を
覚
悟
で
天
皇
直
訴
を
決
行
し

た
▼
当
時
日
本
は
日
露
戦
争
前

夜
。
民
の
目
を
戦
争
に
向
け
よ

う
と
す
る
政
府
に
対
し
て
正
造

は
「
陸
海
軍
を
全
廃
し
軍
事
費

を
教
育
に
使
え
」
と
訴
え
続
け

た
▼
東
日
本
大
震
災
の
避
難
者

は
約
32
万
人
。
内
、
放
射
能
か

ら
逃
れ
た
人
は
約
16
万
人
。
福

島
県
川
内
村
で
は
帰
村
年
を
30

年
後
と
し
た
。
い
つ
帰
れ
る
の

か
、
帰
れ
な
い
の
か
・
・
・
住
民

の
心
は
揺
れ
動
い
て
い
る
。
対

岸
の
火
事
で
は
決
し
て
な
い
▼

正
造
は
い
う
。「
真
の
文
明
は
、

山
を
荒
ら
さ
ず
、
川
を
荒
ら
さ

ず
、
村
を
破
ら
ず
、
人
を
殺
さ

ざ
る
べ
し
」。
こ
の
言
葉
は
非

常
に
重
い
。
正
造
の
葬
儀
に
は

数
万
人
が
詰
め
か
け
た
と
い
う

▼
１
０
０
年
後
の
日
本
は
正
造

に
学
ん
で
き
た
の
か
。
国
民
は

真
剣
に
考
え
て
き
た
の
か
。
平

和
憲
法
も
危
う
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
真
剣
に
考
え
行
動
し
な

け
れ
ば
私
た
ち
の
生
活
は
足
元

か
ら
崩
れ
落
ち
て
い
く
。   

○無

８日　2013年度第７回執行委員・専従者会議
（共済会館）

　　　単組代表者会議（共済会館）
12日　地方公務員賃金引下げ反対４・12中央決
　　　起集会（日本教育会館）
　　　2013春闘第２次中央行動（日比谷公園）

当面の日程

花粉除け稲荷

だぶるばいんど
（社保労連）

　
県
本
部
は
、
３
月
12
日
県
市

町
振
興
課
と
交
渉
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
、
服
部
圭
司
副
委
員
長

が
、
国
に
よ
る
給
与
削
減
問
題

に
つ
い
て
、
県
の
見
解
を
求
め

た
。
県
は
「
閣
議
決
定
や
大
臣

書
簡
が
出
さ
れ
た
が
、
会
議
で

明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
現
時
点
で
は
慎
重
対
応

す
る
と
し
か
回
答
で
き
な
い
。

財
政
上
の
削
減
も
事
実
で
、
こ

の
措
置
を
踏
ま
え
た
対
応
も
必

要
」
と
回
答
。
県
本
部
は
、「
慎

重
に
対
応
す
る
と
の
こ
と
は
了

解
す
る
。
し
か
し
交
付
税
削
減

を
理
由
と
す
る
給
与
削
減
は
認

め
ら
れ
な
い
、筋
が
通
ら
な
い
」

と
追
及
し
、や
り
取
り
の
結
果
、

県
の
方
向
性
が
定
ま
ら
な
い
た

め
、
こ
の
課
題
で
再
度
４
月
に

交
渉
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
再
任
用
の
義
務
化
で
県
は
、

「
条
例
化
や
運
用
し
て
い
な
い

自
治
体
へ
は
助
言
す
る
。
無
収

入
期
間
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
説

明
す
る
」
と
回
答
。
ま
た
、
非

正
規
の
課
題
に
関
し
、
雇
止
め

問
題
が
絶
え
な
い
た
め
、
雇
用

継
続
と
処
遇
改
善
を
求
め
、
県

は「
常
勤
的
業
務
は
任
期
付
き
、

ま
た
は
短
時
間
勤
務
制
度
で
対

応
す
べ
き
」
と
回
答
し
た
。

　
公
務
員
連
絡
会
は
３
月
26

日
、
総
務
大
臣
と
13
春
闘
季
段

階
の
最
終
交
渉
を
行
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
一
刻

も
早
い
復
興
・
再
生
に
つ
い
て

連
絡
会
は
、「
公
務
職
場
は
大

変
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
職

場
に
は
必
要
な
人
が
お
ら
ず
、

慢
性
的
超
勤
を
さ
ら
に
悪
化
さ

せ
ず
に
は
仕
事
が
で
き
な
い
状

態
」
と
補
正
予
算
の
早
期
執
行

を
訴
え
た
。

　「
給
与
削
減
措
置
分
は
、
大

震
災
の
復
興
財
源
と
し
て
充
て

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、
ご
理
解
願
い
た
い
」
と
の

総
務
大
臣
答
弁
に
対
し
地
公
部

会
の
髙
木
議
長
は
、「
地
方
公

務
員
に
国
と
同
様
の
減
額
要
請

を
す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
体

に
対
す
る
給
与
引
き
下
げ
の
強

制
で
あ
り
、
地
方
自
治
の
本
旨

に
反
す
る
」と
見
解
を
述
べ
た
。

　
連
絡
会
は
、「
政
府
の
回
答

は
、
わ
れ
わ
れ
の
要
求
に
直
接

具
体
的
に
答
え
た
も
の
と
は
い

え
な
い
。
し
か
し
春
の
段
階
の

交
渉
の
到
達
点
と
し
て
受
け
止

め
、
雇
用
と
年
金
の
確
実
な
接

続
、
超
過
勤
務
の
実
効
あ
る
縮

減
な
ど
を
中
心
と
し
た
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
て
今
後
の
取
り

組
み
を
一
層
強
化
」
す
る
と
の

声
明
を
確
認
し
た
。

　
５
月
12
日
投
開
票
で
行
わ
れ

る
宍
粟
市
議
会
選
挙
に
組
織
内

の
大
畑
利
明
さ
ん
が
初
挑
戦
す

る
。
大
畑
さ
ん
は
山
崎
町
職
で

委
員
長
を
務
め
、
市
町
合
併
時

に
は
組
合
の
合
併
対
策
委
員
会

委
員
長
と
し
て
奮
闘
し
た
。

　
昨
年
末
に
宍
粟
市
役
所
を
退

職
。「
市
民
の
立
場
に
た
っ
た

市
政
の
改
善
と
充
実
が
必
要
」

と
訴
え
る
。

る
。
両
場
で
オ
ル
グ
の
後
、

さ
さ
や
か
な
額
だ
が
、
参
加

者
で
売
上
げ
協
力
を
行
っ
た
。

　
４
月
５
日
か
ら
、
園
田
競

馬
場
で
毎
週
金
曜
日
に
ナ
イ

タ
ー
競
馬
が
行
わ
れ
る
。
た

ま
の
金
曜
日
、
一
獲
千
金
を

夢
見
て
仲
間
を
誘
い
尼
崎

ボ
ー
ト
、
園
田
競
馬
の
は
し

ご
も
良
い
だ
ろ
う
。

　
県
本
部
に
は
、
公
営
競
技

職
場
で
働
く
仲
間
も
い
る
。

阪
神
公
営
競
争
労
組
（
園
田

競
馬
）
と
、
尼
崎
競
艇
労
組

（
尼
崎
競
艇
）
だ
。
県
本
部

は
３
月
20
日
、
春
闘
期
の
オ

ル
グ
と
激
励
を
兼
ね
、
両
労

組
を
訪
れ
た
。
午
前
中
に
は

尼
崎
競
艇
労
組
を
訪
ね
、
組

合
役
員
の
紹
介
を
受
け
、
春

闘
期
の
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。午
後
に
は
、

阪
神
労
組
に
移
動
し
、
北
村

幸
子
委
員
長
か
ら
課
題
説
明

の
後
、
管
理
者
へ
要
請
を

行
っ
た
。

　
両
労
組
と
も
最
大
の
課
題

は
、
売
上
金
の
拡
大
だ
。
売

上
げ
は
、
労
働
条
件
に
直
結

し
、
場
の
存
続
に
も
影
響
す

　組合って何？何
するところ？と疑
問をお持ちだと思
います。組合は私
たちの賃金や労働
条件を改善するた
めの組織です。私
たちが持っている
権利は法律で決め
られた権利もあり
ますが、組合が勝
ち取った権利も多
くあります。青年
部は若年層の持つ

不安・不満を改善するために頑張っています。他単
組の仲間と交流し働き方の違いを知り、「当たり前
が当たり前でない」こと、「おかしい」ことに気づ
きましょう。そのためには、まずは交流から。

　厳しかった寒さもようやく
終わり、桜の花びらが舞う季
節になった。新年度がはじま
り、職場に新入職員を迎えた
ところも少なくない。新入職
員のみなさんは、新しい職場
に夢や希望を持っているだろ
う。「新入職員のみなさん、
私たちを取り巻く環境は非常
に厳しいが、一緒に働きやす
い職場環境と地方自治確立に
向けて頑張りましょう」。そ
んな思いを組合の諸先輩から
語ってもらった。

　公共サービスを担う
臨時・非常勤職員は今
や全国で約70万人にも
なり、職場の3人に１
人を占めるまでになっ
ています。しかしその
労働条件は悪く独立して生活
することもできません。私た
ちは正規職員との均等待遇を
めざし、兵庫県で約2500人が
組合に結集しています。また、
自らの労働条件改善だけでな
く、よりよい公共サービスを
提供するために取り組んでい
きます。

　期待と不安でドキド
キ感マックスですよ
ね！看護介護はじめ、
医療技術職のみなさん
には夜勤や当直もあ
り、体力的にも厳しい
職場です。事務職のみなさん
も複雑な業務に苦労もあるで
しょう。しかし、地域医療を
守る仕事は厳しい中にやりが
いのある職場です。そこで、
お願いがあります。決して１
人で悩まず私たちに相談して
下さいね。まずは一緒に悩み
を共有できたらと思います。

　女性部では、元気に
楽しく定年まで働き続
けられるようにと、み
んなで集まって、職場
で困っていることなど
を話す場を大切にした
いと思っています。
　自分の職場だけでは、自分
の働き方を客観的に見ること
がなかなかできないのです
が、いろいろな職場の人たち
と交流することで、職場を働
きやすい環境に変えるきっか
けを見つけることができると
思います。

組合は交流できる場
先輩からの
メッセージ 新入職員のみなさんへ

宍
粟
市
議
選
に

大
畑
さ
ん
が
初
挑
戦

早
期
復
興
へ

人
員
の
確
保
を

春
闘
季 

総
務
大
臣
交
渉

青

年

部

平
瀬
部
長

若
年
層
の
思
い
を
共
有

女

性

部

藤
原
部
長

元
気
で
働
き
続
け
よ
う

臨

職

評

前
田
議
長

均
等
待
遇
を
め
ざ
す

衛
生
医
療
評

澤
本
事
務
局
長

１
人
で
悩
ま
な
い
で

 

公
営
競
技
評
を
訪
問

売
上
金
の
協
力
も

県 交 渉

県
の
方
向
定
ま
ら
ず

賃
金
削
減
問
題 

４
月
に
再
交
渉

春闘期の課題を訴える県本部メンバー
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給与削減強制問題 何が問題なの？●②

　
本
来
、
地
方
公
務
員
の
賃
金
は
、
労

使
交
渉
を
経
て
、
自
主
的
に
条
例
で
定

め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
も
、自
治
体
の
財
政
状
況
や
職
員
数
、

人
事
院
（
委
員
会
）
勧
告
な
ど
を
含
め

て
、
地
域
事
情
も
踏
ま
え
妥
結
の
道
を

探
っ
て
き
た
。
今
回
の
「
国
が
地
公
の

賃
金
削
減
を
強
要
す
る
」
措
置
は
、
労

使
自
治
へ
の
国
に
よ
る
不
当
な
介
入
で

あ
り
、
自
治
体
の
自
主
性
を
否
定
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、
市
町

合
併
な
ど
を
経
て
職
員
数
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
り
、
給
与
関
係
経
費
も
減
少

し
て
い
る
（
表
右
）。
し
か
し
、
職
員

が
減
っ
た
と
は
い
え
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
自

治
体
の
役
割
を
減
少
す
る
職
員
と
、
置

き
換
え
ら
れ
た
非
常
勤
職
員
等
で
支
え

て
い
る
状
況
だ
。

　
復
興
支
援
財
源
確
保
の
た
め
、
労
使

が
合
意
し
国
家
公
務
員
給
与
削
減
を
実

施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
比
較
し
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
が
高
い
と
い
う
理
由

で
、
自
治
体
の
固
有
財
源
で
あ
る
地
方

交
付
金
を
引
き
下
げ
る
と
い
う
の
は
、

地
方
自
治
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
行
為

で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
公
務
員
賃
金
を
参
考
に
す
る

民
間
企
業
も
多
く
、
結
果
と
し
て
消
費

減
少
に
つ
な
が
る
。

　
自
治
労
は
今
回
の
給
与
削
減
強
制
は

「
不
当
」
と
し
て
、
た
た
か
う
決
意
を

示
し
て
い
る
。
４
月
26
日
に
は
統
一
行

動
を
配
置
し
て
お
り
、
組
合
員
の
結
集

が
必
要
だ
。

　「
自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
検
証
と

課
題
」
の
分
科
会
に
は
、
６
単
組
11
人

が
参
加
し
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
冒
頭
、
服
部
圭
司
副
委

員
長
よ
り
「
地
方
公
務
員
制

度
改
革
の
現
状
」
に
つ
い
て

提
起
を
受
け
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
自
公

政
権
と
な
り
今
後
の
方
向
性

が
不
安
」「
現
状
で
も
組
合

員
に
浸
透
し
き
れ
て
い
な

い
」
と
い
っ
た
不
安
の
声
や

「
こ
の
間
の
動
き
の
中
で
当

局
も
書
面
協
定
を
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
自
律
的
労

使
関
係
制
度
へ
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
き
た
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　
こ
う
し
た
意
見
を
受
け
、
今
後
の
自

律
的
労
使
関
係
制
度
の
動
向
は
非
常
に

厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、「
今
あ
る
権

利
を
活
用
し
き
れ
て
い
る
の
か
」
を
改

め
て
確
認
し
、
権
利
闘
争
を
推
進
し
て

い
く
必
要
性
を
確
認
し
た
。

　
そ
の
後
、「『
要
求―

交
渉―

妥
結（
書

面
化
・
協
約
化
）」』
サ
イ
ク
ル
の
確
立
」

と
「
単
組
強
化
（
交
渉
力
・
組
織
力
）」

の
課
題
に
つ
い
て
各
単
組
か
ら
報
告
を

受
け
、
単
組
の
組
織
力
・
交

渉
力
の
強
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
改
め
て
単
組
力

量
の
向
上
と
１
人
ひ
と
り
の

組
合
員
が
参
加
す
る
運
動
を
構
築
す
る

た
め
、
県
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
単
組
が
一

体
と
な
っ
て
組
織
強
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
春
闘
討
論
集
会
で
初
め
て
の
企
画
と

し
て
、
男
女
が
と
も
に
担
う
自
治
労
運

動
に
関
す
る
分
科
会
を
持
っ
た
。
８
単

組
23
人
（
う
ち
女
性
17
人
）
が
参
加
し

女
性
組
合
員
が
自
治
労
運
動
へ
参
画
す

る
た
め
の
課
題
や
取
り
組
み

事
例
な
ど
に
つ
い
て
交
流
を

深
め
た
。

　
ま
ず
、
男
女
が
と
も
に
担

う
自
治
労
運
動
推
進
委
員
会

の
事
務
局
が
「
自
治
労
組
織

の
44
％
は
女
性
組
合
員
。
自

治
労
は
２
０
１
１
年
に
男
女

が
と
も
に
担
う
第
４
次
計
画

を
示
し
、
運
動
の
強
化
に
向

け
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
兵
庫
県
本
部
で
は
、

そ
の
活
動
の
質
も
量
も
不
十

分
な
現
状
が
あ
り
、
単
組
と

と
も
に
高
め
て
行
く
こ
と
が

課
題
だ
。
ま
ず
は
女
性
役
員

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
視
野

に
取
り
組
み
た
い
」
と
分
科
会
の
目
標

に
つ
い
て
提
起
し
た
。

　
そ
の
後
、
社
保
労
連
兵
庫
支
部
の
松

本
真
紀
子
さ
ん
、
臨
職
評
事
務
局
長
の

山
本
三
千
子
さ
ん
が
取
り
組
み
報
告
を

行
っ
た
。
松
本
さ
ん
は
、
社
会
保
険
庁

解
体
当
時
の
職
場
状
況
を
振
り
返
り
、

「
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
も
労
働

組
合
は
必
要
。
と
も
に
励
ま
し
、
支
え

合
い
が
あ
っ
た
か
ら
働
き
続

け
ら
れ
る
」
と
報
告
し
た
。

ま
た
、
山
本
さ
ん
は
臨
時
職

員
の
通
勤
費
や
休
暇
制
度
な

ど
を
取
れ
た
の
は
組
合
を
つ

く
り
交
渉
し
て
き
た
か
ら
、

今
後
も
均
等
待
遇
を
求
め
取

り
組
む
」
と
訴
え
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
３
班
に
分
か
れ

単
組
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
交

流
を
深
め
、
今
後
の
県
本
部
運
動
へ
の

女
性
の
参
画
の
課
題
を
探
っ
た
。

分
科
会
の
報
告

春
闘
討
論
集
会

分
科
会
の
報
告

　
県
本
部
に
は
、
中
小
企
業

の
労
働
組
合
で
構
成
す
る
全

国
一
般
兵
庫
地
方
労
組
も
加

盟
し
て
い
る
。
大
手
は
３
月

中
旬
に
春
闘
の
ヤ
マ
場
を
迎

え
た
が
、
中
小
企
業
労
組
の

た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら
だ
。

全
国
一
般
の
神
戸
花
鳥
園
支

部
の
取
り
組
み
を
伺
っ
た
。

　
神
戸
花
鳥
園
支
部
は
、
12

年
７
月
に
結
成
し
た
。

そ
の
直
前
、
経
営
悪
化

の
た
め
社
長
が
「
こ
の

ま
ま
で
は
今
年
11
月
に

倒
産
し
て
し
ま
う
」
と
い
い

出
し
た
。希
望
退
職
の
募
集
、

嫌
が
ら
せ
に
近
い
配
置
転
換

が
強
行
さ
れ
、
雇
用
に
対
し

て
大
き
な
不
安
を
抱
い
た
の

が
き
っ
か
け
だ
。

　「
昇
給
の
実
施
（
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
獲
得
）」「
準
社
員
を

正
規
雇
用
に
」。
同
支
部
の

13
春
闘
の
要
求
は
こ
の
２
点

に
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
。

　
給
料
表
が
存
在
し
な
い
神

戸
花
鳥
園
で
は
、
ベ
ア
が
な

け
れ
ば
賃
金
は
据
え
置
き
に

な
る
。「
も
う
３
年
以
上
は

昇
給
が
な
い
」
と
同
支
部
の

本
間
悦
子
委
員
長
は
話
す
。

　
正
規
職
員
は
配
置
転
換
な

ど
で
多
く
が
辞
め
て
し
ま
い
、

職
員
の
約
８
割
は
準
社
員
と

称
す
る
非
正
規
労
働
者
。
時

給
８
０
０
円
程
度
で
、
退
職

金
な
ど
の
制
度
も
な
い
。

　
３
月
22
日
の
回
答
指
定
日

以
降
、
交
渉
が
持
た
れ
る
が

状
況
は
厳
し
い
。「
組
合
結

成
以
来
、
様
々
な
要
求
は
し

て
い
る
が
妥
結
に
至
っ
た
こ

と
が
な
い
」。
ワ
ン
マ
ン
経

営
で
不
誠
実
な
交
渉
が
続
い

て
い
る
こ
と
に
本
間
委
員
長

は
頭
を
抱
え
る
。

　
そ
れ
で
も
組
合
を
つ
く
っ

て
よ
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

職
員
同
士
の
交
流
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

　「
鳥
や
花
に
関
わ
り
た
い
」

と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
夢
と
引

換
に
、
劣
悪
な
賃
金
労
働
条

件
が
強
い
ら
れ
て
き
た
。「
親

か
ら
支
援
を
受
け
て
働
く
組

合
員
も
少
な
く
な
い
。
増
税

を
前
に
賃
金
ア
ッ
プ
を
実
現

し
た
い
」と
決
意
を
述
べ
た
。

　
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ

る
神
戸
花
鳥
園
は
、
花
の
中

で
鳥
と
触
れ
あ
え
る
テ
ー
マ

パ
ー
ク
。経
営
の
ご
支
援
も
。

2013春闘の要求基準

平均賃上げ
12,000円（定昇相当分
4,500円、生 活 向 上 分
4,500円、格 差 是 正 分
3,000円）

パートの賃上げ
時給50円以上
絶対額1,000円以上

最賃要求
月額165,000円以上
日額7,600円以上
時間額980円以上

全
国
一
般
労
組
の
た
た
か
い

賃
金
据
え
置
き
を
打
開

㊦

13
春
闘
の
強
化
へ

 

私
た
ち
の
課
題
は

権利の活用を意識的に
自律的労使関係制度の課題

女性参画の課題探る
男女がともに担う自治労運動

労使自治への不当介入
４月26日の統一行動日に結集を

花鳥園労組の本間委員長

男女平等産別闘争
キャッチコピー募集中
募集したキャッチコピーで
ポッテカーを作成します
  ■締切日は４月12日
  　詳細は組合事務所まで
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目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
鮮
や
か
な
緑

の
絨
毯
。
春
の
訪

れ
と
と
も
に
、
畑

に
草
が
生
い
茂

る
。
植
え
つ
け
た

作
物
は
な
か
な
か

大
き
く
な
ら
な
い

が
、雑
草
は
ど
ん
ど
ん
伸
び
る
。

そ
し
て
豊
か
に
育
っ
た
草
の
実

が
鳥
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
種
が
遠
く
の
土
地
へ
と
運
ば

れ
た
り
、
あ
る
い
は
種
を
ば
ね

の
よ
う
に
弾
き
飛
ば
す
仕
掛
け

を
持
っ
て
い
た
り
、
ま
た
は
種

自
体
が
プ
ロ
ペ
ラ
の
よ
う
に
風

に
乗
っ
て
飛
翔
し
遠
く
へ
着
地

し
た
り
、
実
に
巧
み
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
自
分
た
ち
の
仲
間
を

増
や
し
て
い
く
雑
草
た
ち
。
▼

我
々
も
見
習
い
た
い
も
の
だ
、

仲
間
を
増
や
す
方
法
を
。
労
働

組
合
の
加
入
者
は
減
少
し
、
組

織
率
も
低
迷
す
る
今
日
、
草
の

根
的
な
活
動
に
ち
な
ん
で
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
が
、
野
の
草

に
も
見
習
い
仲
間
の
力
の
結
集

を
図
り
、
社
会
全
体
の
共
感
を

得
な
が
ら
、
当
局
に
対
し
圧
倒

的
多
数
の
声
を
届
け
よ
う
。
そ

の
た
め
に
は
抵
抗
と
適
応
の
二

つ
の
力
が
必
要
だ
。
人
権
や
法

律
を
踏
み
に
じ
る
悪
辣
な
勢
力

に
対
し
て
も
、
し
な
や
か
に
抵

抗
し
、し
た
た
か
に
適
応
す
る
、

そ
し
て
雑
草
の
よ
う
に
「
し
わ

い
」
取
り
組
み
を
続
け
よ
う
。

20 〜 21日　第23期県本部労働学校・前期講座
（いこいの村はりま）

19日　2013年度自治労年金集会（日本教育会館）
１日　第84回メーデー兵庫県神戸中央大会

（大倉山公園）

当面の日程

格安航空便

長谷川	昭三
（兵庫県職労）

　
単
組
代
表
者
会
議
は
、
４
月

15
日
午
後
に
開
催
さ
れ
た
。
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
本
多
義
弘
委

員
長
は
「
国
に
大
義
名
分
が
な

く
、
憤
り
を
感
じ
る
首
長
も
多

く
い
る
。
今
日
の
提
起
を
ふ
ま

え
要
求
書
を
提
出
し
、交
渉
し
、

組
合
員
へ
知
ら
せ
る
と
い
う
行

動
が
重
要
だ
。
５
月
中
旬
が
ヤ

マ
場
に
な
る
だ
ろ
う
。
選
挙
に

負
け
る
と
こ
う
な
る
と
実
感
し

て
い
る
。
７
月
の
参
議
院
選
挙

で
あ
い
は
ら
く
み
こ
再
選
に
向

け
支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　
そ
の
後
、
森
蔭
守
書
記
長
か

ら
、「
国
公
給
与
、
地
公
波
及

阻
止
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
、
４
月
15
日
を
基
準
に
「
国

に
よ
る
地
方
公
務
員
賃
金
引
き

下
げ
強
制
に
関
す
る
要
求
書
」

を
提
出
。
４
月
22
〜
25
日
を
統

一
交
渉
ゾ
ー
ン
と
し
、
取
り
組

み
を
強
化
す
る
と
、
単
組
代
表

者
に
提
起
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
県
職
労
の
志
水

圭
助
委
員
長
が
、「
個
別
自
治

体
闘
争
と
な
れ
ば
、
統
一
闘
争

の
意
味
合
い
が
薄
れ
る
。
自
治

労
へ
の
信
頼
が
揺
ら
ぎ
か
ね
な

い
」
と
発
言
。

　
執
行
部
は
、
発
言
を
受
け
止

め
産
別
闘
争
を
追
求
す
る
立
場

で
意
見
す
る
。
地
方
は
５
月
が

ヤ
マ
場
と
な
り
、
５
月
８
日
に

も
県
代
表
者
会
議
が
予
定
さ
れ

て
い
る
と
答
弁
し
た
。

　
青
年
部
・
女
性
部
は
、
国
か

ら
の
給
与
引
き
下
げ
強
制
反
対

の
た
た
か
い
を
強
め
る
た
め
、

４
月
９
日
か
ら
県
内
９
ヵ
所
で

学
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。
青

年
女
性
組
合
員
か
ら
は
、「
若

年
層
は
、た
だ
で
す
ら
低
賃
金
。

こ
れ
以
上
給
与
が
下
が
る
な
ら

退
職
も
考
え
て
し
ま
う
」な
ど
、

切
実
な
声
も
出
さ
れ
、「
生
活

を
守
る
た
め
に
精
い
っ
ぱ
い
た

た
か
お
う
」
と
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
学
習
会
で
は
削
減
が

実
施
さ
れ
た
際
の
実
損
額
も
計

算
。そ
の
上
で
青
年
女
性
の「
怒

り
の
声
」
を
赤
い
布
（
怒
布
と

い
う
）
に
記
入
。
怒
布
は
、
本

部
青
年
部
・
女
性
部
を
通
し
て

総
務
省
に
届
け
ら
れ
る
。

　
自
治
労
は
４
月
26
日
に
統
一

行
動
を
配
置
し
、
給
与
引
き
下

げ
強
制
問
題
を
た
た
か
う
が
、

青
年
女
性
も
自
ら
の
問
題
と
し

て
考
え
る
た
め
、経
過
や
怒
り
を

確
認
し
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
。

　「
05
年
の
地
域
給
与
導
入
、

06
年
の
人
事
院
の
官
民
比
較
対

象
事
業
規
模
の
拡
大
、
そ
し
て

今
回
の
退
職
金
引
き
下
げ
と
、

私
た
ち
の
生
涯
賃
金
は
減
少
の

一
途
。
た
た
か
わ
な
け
れ
ば
生

活
は
守
れ
な
い
」
と
学
習
会
で

は
意
思
統
一
し
た
。

　
自
治
労
は
、
昨
年
労
使
協
議
の
結
果
、
震
災
復
興
財
源
に
使
う
た
め
７
・
８
％
の
国
家
公
務
員

給
与
引
き
下
げ
を
、
自
民
党
政
府
が
地
方
公
務
員
へ
波
及
さ
せ
と
し
て
い
る
問
題
で
、
そ
の
阻
止

に
向
け
て
取
り
組
み
を
強
め
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
国
が
、
地
方
公
務
員
給
与
を
引
き
下
げ
さ

せ
る
た
め
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
地
方
交
付
税
を
削
減
す
る
と
い
う
。
地
方
自
治
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
ば
か
り
か
、
本
来
、
労
使
が
交
渉
し
決
定
す
る
べ
き
問
題
に
介
入
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
断

じ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
治
労
は
、
４
月
26
日
を
第
１
次
の
ヤ
マ
場
と
し
、
第
２
次

の
ヤ
マ
場
を
自
治
体
が
６
月
議
会
に
向
け
、
給
与
条
例
の
改
正
を
準
備
す
る
５
月
と
想
定
し
て
い

る
。
県
本
部
は
取
り
組
み
の
意
思
統
一
を
目
的
に
単
組
代
表
者
会
議
を
開
い
た
。

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
協
議
会

は
、
自
治
体
の
外
郭
団
体
や
民
間
企

業
な
ど
が
加
入
し
、
学
習
会
や
交
流

会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

春
闘
時
期
（
2
月
）
に
統
一
要
求
書

を
提
出
。
職
種
が
多
く
あ
り
課
題
の

統
一
な
ど
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幹
事
会
で
議
論
し
各
単
組
が
待

遇
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
畿
地
連
で
は
評
議
会
と
し
て
も
立

ち
上
げ
を
準
備
中

で
、
他
府
県
の
動
向

も
注
視
し
な
が
ら
取

組
を
す
す
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

4月26日は統一行動日
【各自治体交渉の要求事項】

１　新たな給与削減（国公臨時特
例措置に準じた削減）を実施し
ないこと。

２　賃金・労働条件の決定（上記
１）にあたっては、労使間の交
渉と合意を前提とすること。

３　職員の給与に関する必要な財
源は、当局の責任において確保
（地方交付税の減を理由としな
いこと）すること。

４　職員の賃金・労働条件に大き
な影響を与える事項の処理にあ
たっては、事前に労使協議を実
施すること。

５　地方公務員給与の削減措置に
係る政府の対応は、客観・中立
であるべき地方交付税制度の根
幹を揺るがすものであり、地方
自治体から政府に対し異議（地
方交付税第17条の４の規定）を
申し立てること。

　６月は、反行革・人員確保、
男女平等といった産別闘争が
たたかわれる。また７月には
参院選挙が控えている。
　重要なたたかいを前に、県
本部は５月10日〜 11日の日
程で反行革・組織集会を開く。
　様々なたたかいを通して、
組織の強化を意識することも

大切だ。集会では、産別闘争
の意思統一とあわせ、単組の
抱える課題も交流する。
　力を合わせて、厳しい情勢
下で前進を切り開こう。

とき　５月10日（金）
　　　 	〜 11日（土）

場所　	神戸フルーツフラワー
パーク

単組の課題を共有しよう
産別闘争に向けた意思統一

13
反
行
革·

組
織
集
会
の
案
内

国の介入は許さない

単組代表者会議

産
別
へ
の
結
集
が
重
要

26
日
の
ヤ
マ
場
へ
意
思
統
一

給与削減強制問題③

青
年
・
女
性
部

地
域
別
学
習
会

賃
下
げ
へ
の
怒
り
確
認

学習と交流で待遇を改善

　
現
業
労
働
者
は
市
民
の
暮
ら
し
と

安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

と
し
、
市
民
生
活
の
第
一
線
で
日
々

の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
民
間
委
託
、
退
職
不
補

充
等
が
進
む
中
で
、
新
た
な
仲
間
は

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
職
場
の
諸
先
輩
は
、
素
晴
ら
し
い

技
術
と
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
継
承
す
る
こ
と
で
、
み
な
さ

ん
自
身
の
技
術
力
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。笑
顔
を
忘
れ
ず
、

仲
間
と
一
緒
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！

笑顔ある職場にしよう
現評		長谷川議長

　
新
た
に
組
合
加
入
さ
れ
た
方
々
へ
、

就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
公

営
企
業
評
議
会
と
は
、
主
に
水
道
事

業
や
下
水
道
事
業
で
働
い
て
い
る
組

合
員
が
集
っ
て
い
ま
す
。
水
道
や
下

水
道
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
安
心
・
安
全
な
住
民
生
活
を
守
る

た
め
に
、
私
た
ち
は
、
健
康
で
働
け

る
職
場
環
境
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
職
場
で
の
日
々

の
課
題
や
悩
み
を
共

有
し
て
、
信
頼
と
質

の
向
上
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

住民の安心・安全を届ける
公企評		松井副議長

公共民間協		大野議長

先輩からのメッセージ Part 2

森蔭書記長から参加者に取り組みを提起した
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三
田
市
職
労
で
は
、
当
局
が

労
使
協
議
を
十
分
行
わ
な
い
ま

ま
で
、
副
主
査
（
４
級
）
の
廃

止
と
職
員
用
駐
車
場
料
金
の
引

き
上
げ
を
４
月
か
ら
強
行
。
組

合
は
、
誠
意
あ
る
交
渉
を
当
局

に
申
し
入
れ
て
い
る
。

　
こ
と
の
発
端
は
、
13
春
闘
全

国
統
一
闘
争
の
ヤ
マ
場
を
迎
え

た
３
月
14
日
の
交
渉
の
時
だ
。

三
田
市
職
労
は
29
分
ス
ト
ラ
イ

キ
を
構
え
、
春
闘
期
の
要
求
前

進
に
向
け
当
局
と
交
渉
に
あ

た
っ
て
き
た
。
そ
の
交
渉
が
終

わ
る
や
否
や
、
当
局
が
、
い
き

な
り
①
職
員
駐
車
場
の
料
金
引

き
上
げ
と
、
②
副
主
査
の
廃
止

を
申
し
入
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
課
題
は
、
職
員
の
生
活
に
直

結
す
る
重
要
事
項
で
あ
り
、
労

働
条
件
の
根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
る
。
１
回
の
交
渉
で
決
着
が

つ
く
問
題
で
は
な
く
、
十
分
な

や
り
と
り
が
必
要
不
可
欠
で
、

常
識
で
は
あ
り
え
な
い
話
だ
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
田
市

当
局
は
、
組
合
の
追
及
に
対
し
、

「
賃
金
が
下
が
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
る
が
水
準
を
守
る
考

え
は
な
い
」、「（
勤
務
労
働
条

件
の
変
更
に
あ
た
る
が
）
当
局

の
権
限
で
変
更
す
る
」
と
い
い
、

組
合
の
「
一
方
的
に
過
ぎ
る
」

と
の
抗
議
に
も
、「
独
裁
と
思

わ
れ
る
な
ら
そ
れ
で
い
い
」
と

公
言
。
労
働
組
合
軽
視
も
は
な

は
だ
し
い
不
当
労
働
行
為
だ
。

　
急
遽
、
三
田
市
職
労
は
、
阪

神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
、
県
本
部
と

と
も
に
抗
議
に
立
ち
あ
が
り
、

不
当
な
行
為
を
繰
り
返
す
当
局

に
、
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
誠
実
な
労
使
交
渉
を
申
し

入
れ
闘
争
態
勢
を
強
め
て
い
る
。

　
県
本
部
は
３
月
28
日
、
住
民

の
健
康
と
福
祉
を
守
る
闘
争
委

員
会
を
開
催
し
県
健
康
福
祉
部

局
と
の
交
渉
を
行
っ
た
。

　
最
初
に
、
谷
克
也
副
委
員
長

（
写
真
右
）
か
ら
、
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
３
法
の
施

行
を
ふ
ま
え
た
、
自

治
労
社
会
福
祉
評
議

会
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て「
要
請
書
」

を
手
交
し
、
意
見
交

換
の
場
を
つ
く
る
よ

う
要
請
し
た
。

　
交
渉
は
、
前
半
を

子
育
て
や
介
護
な
ど

の
社
会
福
祉
関
連
。

後
半
は
、
看
護
師
の

離
職
防
止
対
策
な
ど
に
つ
い
て

実
施
し
た
。

　
介
護
現
場
の
実
態
に
つ
い

て
、
吉
田
一
正
（
八
鹿
病
院
職

組
）
闘
争
委
員
が
、「
客
痰
吸

引
な
ど
医
療
行
為
が
で
き
る
と

さ
れ
た
が
、
実
態
は
充
分
な
枠

が
無
く
、
希
望
者
が
研
修
を
受

け
ら
れ
な
い
、
あ
わ
せ
て
処
遇

改
善
も
必
要
」
と
対
応
を
求
め

た
。
ま
た
、
非
正
規
職
員
の
比

率
が
高
ま
る
保
育
所
に
つ
い
て

も
、
正
規
職
員
の
採
用
を
基
本

と
し
な
が
ら
も
、
非
正
規
職
員

の
処
遇
改
善
を
求
め
た
。

　
看
護
師
の
離
職
防
止
対
策
で

は
、
２
交
代
制
な
ど
「
16
時
間

勤
務
と
い
う
長
時
間
夜
勤
の
改

善
が
重
要
」
と
の
問
題
意
識
を

県
と
共
有
し
た
。

　７月の参議院選挙に向け、
自治労は組織内の「あいはら
くみこ」さんの推せんを決定
し、全力で取り組んでいる。
選挙が目前に迫る中、組合員
のみなさんには、あいはらく
みこの後援会入会と支持者
カードを要請している。

　「アベノミクス」と称する
経済政策を掲げ、安倍政権は
高支持率を維持しているが、
そのめざす先は、参院選の勝
利と改憲だ。国民生活や人権
がないがしろにする政治を許
すわけにはいかない。
　あいはらの支持を広げよう。

か
し
実
際
は
派
遣
で
な
く
委
託
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
労
働
条

件
も
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

　
本
田
さ
ん
と
森
桂
子
さ
ん
（
書
記

長
）
を
中
心
に
08
年
に
ユ
ニ
オ
ン
を

結
成
。
学
童
保
育
の
町
運
営
を
め
ざ

す
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
た
。

　「
保
護
者
と
一
緒
に
地
域
ビ
ラ
や

陳
情
署
名
も
取
り
組
ん
だ
。
組
織
内

議
員
の
久
保
宗
一
さ
ん
が
再
選
さ
れ

た
こ
と
も
大
き
い
。
私
た
ち
の
で
き

る
こ
と
は
精
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
き

た
」
と
ユ
ニ
オ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は
振

り
返
っ
た
。

　「
正
し
さ
に
核
心
を
持
っ
て
活
動

し
て
き
た
が
、少
し
長
か
っ
た
か
な
」

と
本
田
委
員
長
は
笑
顔
を
見
せ
た
。

　「
学
童
保
育
が
町
運
営
に
な
り
、

子
ど
も
の
状
態
を
教
員
と
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
る
」。
ユ
ニ
オ
ン
の
メ

ン
バ
ー
が
口
を
揃
え
て
喜
ん
だ
。

　
委
託
契
約
の
も
と
で
は
、
発
注
元

（
自
治
体
）
か
ら
直
接
指
示
・
指
導
を

仰
げ
な
い
。
子
ど
も
の
体
調
が
悪
く

て
も
、
け
が
を
し
て
い
て
も
、
教
員

か
ら
の
申
し
送
り
は
で
き
な
か
っ

た
。「
学
童
に
来
る
は
ず
の
子
ど
も

が
来
な
く
て
も
、
学
校
と
協
力
し
て

安
否
確
認
で
き
な
い
の
が
実
態
」
と

委
託
の
弊
害
を
語
っ
た
。

　「
子
ど
も
を
犠
牲
に
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
良
心
を
痛
め
な
が

ら
働
い
て
き
た
。

　
同
町
が
学
童
保
育
を
委
託
契
約
に

し
た
の
は
05
年
。
当
時
嘱
託
職
員

だ
っ
た
本
田
さ
と
み
委
員
長
は
、「
嘱

託
か
ら
派
遣
に
な
る
が
、
業
務
に
変

更
は
な
い
」
と
説
明
を
受
け
た
。
し

　
猪
名
川
町
は
12
月
議
会
で
、
委
託
契
約
し
て
い

た
学
童
保
育
事
業
を
13
年
４
月
か
ら
町
運
営
と
す

る
こ
と
を
決
め
た
。「
行
政
が
子
ど
も
へ
の
責
任

を
果
た
し
て
欲
し
い
」、
学
童
指
導
員
で
構
成
す

る
猪
名
川
公
共
ユ
ニ
オ
ン
や
保
護
者
が
長
年
求
め

て
き
た
こ
と
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
。
大
き
な
前

進
を
勝
ち
取
っ
た
ユ
ニ
オ
ン
を
取
材
し
た
。

2005年	 学童保育を派遣契約
にすると提案。実際は委託
契約であっため、労働局に
是正指導を要請。町運営か
委託の選択を迫られたが、
猪名川町は委託を選択

2009年	 町運営を求める陳情
署名を提出

2011年	 組織内の久保宗一さ
んが町会議会選挙で再選

2012年	 12月議会で留守家庭
児童育成室事業の町運営を
可決

　憲法記念日の５月３
日、憲法集会が開かれ
る。安倍政権下で加速す
る改憲法の動きに注視し
よう。

講演	 安倍政権下の
	 「壊憲」情勢

講師	 纐纈　厚さん
	 山口大学副学長	

戦争しない
“ふつうのくに”を
5・3兵庫憲法集会

　県本部は第30回保育を
考えるつどいを開く。関
係者の参加を願いする。

分科会の紹介

①生きる力を育む食とは②
人権を大切にする保育を考
える③働く条件の改善にむ
けて④幼稚園・認定子ども
園交流会⑤公的保育の充実
にむけて⑥ワークショップ
「子どもと楽しく遊ぼう」

第30回
保育を考えるつどい

6月16日で実施 支持者を拡大しよう

健福交渉

長
時
間
夜
勤
の
改
善
を

看
護
師
の
離
職
防
止
策
を
追
及

副
主
査
の
廃
止
を
強
行

三
田
市
職
労

組
合
軽
視
に
抗
議
集
会

子
ど
も
へ
の
責
任
果
た
せ
る

学童保育の直営実現
猪名川公共 喜びの声

４
月
２
日
、
早
朝
集
会
で
不

当
労
働
行
為
を
く
り
か
え
す

三
田
市
当
局
に
抗
議
し
た

希望する全組合員の雇用も継続された
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古
ぼ
け
た
新
聞
が

出
て
き
た
。
約
20

年
前
の
も
の
で
あ

る
。「
主
張
」
欄
に

チ
マ・チ
ョ
ゴ
リ
で

通
学
す
る
朝
鮮
学

校
の
女
生
徒
へ
の

暴
力
や
嫌
が
ら
せ

事
件
が
引
き
も
切
ら
な
い
と
載
っ

て
い
た
。
日
本
社
会
に
根
深
い
民

族
差
別
や
優
越
感
が
、
何
か
事
件

が
起
こ
る
と
表
面
化
し
、
あ
ら
ぬ

行
為
に
か
り
立
て
る
▼
朝
鮮
人
蔑

視
の
根
底
に
は
、
植
民
地
時
代
に

意
図
的
に
つ
く
ら
れ
た
民
族
主
義

と
不
当
な
排
他
意
識
が
い
ま
な
お

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
多

く
の
朝
鮮
人
は
日
本
の
植
民
地
支

配
で
強
制
的
に
労
働
者
と
し
て
連

れ
て
こ
ら
れ
た
人
々
で
あ
る
▼
紙

面
上
で
在
日
の
１
人
は
「
我
々
が

民
族
教
育
を
主
張
す
る
理
由
を
、

民
族
衣
装
を
着
る
理
由
を
考
え
て

ほ
し
い
」
と
主
張
し
て
い
る
▼

現
在
は
ど
う
だ
ろ
う
。
高
校
無

償
化
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
朝

鮮
学
校
の
除
外
は
続
い
て
い
る
。

古
新
聞
の
記
事
と
違
う
の
は
、

個
人
の
排
他
で
は
な
く
日
本
国

と
し
て
朝
鮮
人
を
排
除
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
▼
私
た

ち
は
民
族
の
歴
史
、
思
想
、
そ
の

尊
厳
に
思
い
を
深
く
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
日
の
よ
う
に
敵
対

視
す
る
の
で
は
な
く
、
痛
み
を
分

か
ち
あ
う
人
間
で
あ
り
た
い
も
の

だ
と
心
か
ら
願
う
。�

○無

３日　５・３兵庫憲法集会（神戸市勤労会館）
８日　第４回県本部代表者会議（東京）
10 ～ 11日　2013反行革・組織集会
� （フルーツフラワーパーク）
11 ～ 12日　青年女性�2013反合理化交流集会
� （三木ホースランドパーク）

当面の日程

第２次闘争の準備を
給与削減強制問題④

　
地
公
給
与
引
き
下
げ
阻
止
に

向
け
、
県
本
部
は
４
月
23
日
、

県
と
交
渉
し
、
県
は
市
町
振
興

課
長
、
主
幹
ら
が
対
応
し
た
。

　
ま
ず
、
服
部
圭
司
副
委
員
長

か
ら
、「
総
務
大
臣
は
強
制
で

な
く
あ
く
ま
で
お
願
い
と
国
会

答
弁
し
て
い
る
。
県
本
部
の
立

　
国
か
ら
の
地
方
公
務
員
給
与
引
き
下
げ
強
制
問
題
は
４
月
26
日
、
第
１
次
闘
争
ゾ
ー

ン
の
ヤ
マ
場
を
迎
え
た
。「
労
使
自
治
へ
の
不
当
介
入
」「
地
方
自
治
の
本
旨
の
侵
害
」

で
あ
る
今
回
の
攻
撃
に
反
対
す
る
た
め
、
県
本
部
は
４
月
23
日
に
県
市
町
振
興
課
交
渉

を
実
施
。「
県
は
市
町
の
た
め
の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
言
葉
を
引
き
出

し
た
。
青
年
部・

女
性
部
は
県
内
９
ヵ
所
で
学
習
会
を
実
施
し
た
。
中
央
段
階
で
も
、
４

月
12
日
、
各
種
集
会
が
開
か
れ
、
政
府
の
不
当
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
５
月
に
設
定
さ

れ
る
第
２
次
統
一
行
動
日
に
向
け
、
引
き
続
き
運
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

場
は
反
対
だ
」
と
強
く
申
し
入

れ
た
。

　
県
は
「
対
応
に
苦
慮
し
て
い

な
い
。
国
の
情
報
を
ふ
ま
え
市

町
に
検
討
を
お
願
い
す
る
」
と

回
答
し
た
。

　
引
き
続
き
、
各
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
や
町
職
連
協
事
務
局
長
が

発
言
。「
人
員
が
２
５
０
人
か

ら
１
０
０
人
も
減
ら
さ
れ
た
。

メ
ン
タ
ル
不
調
も
増
加
し
現

場
は
が
ま
ん
も
限
界
だ
」
と
、

北
川
寿
一
事
務
局
長
（
町
職
連

協
）
が
追
及
し
た
。
ま
た
「
当

局
も
し
な
く
て
良
い
方
法
を

探
っ
て
い
る
。
独
自
カ
ッ
ト
が

終
わ
っ
た
ば
か
り
で
納
得
で

き
な
い
。
県
も
し
な
い
方
向
で

考
え
て
ほ
し
い
」
と
、
戎
剛
事

務
局
長
（
阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
）
が

発
言
。
そ
し
て
、
臨
職
非
常
勤

の
賃
下
げ
に
つ
な
げ
な
い
よ

う
「
臨
職
は
４
月
１
日
任
用
通

知
で
雇
用
条
件
が
示
さ
れ
て

い
る
。
途
中
で
条
件
が
変
わ
る

こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
市
町

に
は
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
」

と
森
哲
二
執
行
委
員
が
追
及

し
た
。

　
県
課
長
は
、「
県
内
の
市
町

の
た
め
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
適
切
に
判
断
で
き
る

よ
う
団
体
に
応
じ
て
助
言
す

る
」
と
回
答
し
た
。
最
後
に
、

坪
田
眞
樹
副
委
員
長
は
「
地
方

自
治
の
問
題
。
反
旗
を
翻
す

ぐ
ら
い
の
気
概
を
持
つ
べ
き
。

我
々
は
重
大
な
決
意
を
持
っ
て

対
応
す
る
」
と
通
告
し
交
渉
を

終
え
た
。

５
月
15
日
は
　

休
刊
と
し
ま
す

上
か
ら
、
県
交
渉
で
町
職
場
の

実
態
を
訴
え
る
北
川
事
務
局
長
。

日
比
谷
野
音
を
埋
め
尽
く
し
た

４･

１2
中
央
集
会
の
様
子
。
青
年

女
性
の
学
習
会
で
取
り
組
ん
だ

「
怒
布
」。
賃
下
げ
反
対
の
切
実

な
声
は
、
本
部
を
通
し
て
総
務

大
臣
に
届
け
ら
れ
る

　
４
月
12
日
、
地
公
給
与
引
き

下
げ
強
制
に
反
対
す
る
各
種
集

会
が
開
か
れ
た
。

　
午
後
５
時
、
公
務
労
協
が
開

い
た
13
春
季
生
活
闘
争
第
２
次

中
央
行
動
に
は
、
５
０
０
０
人

が
参
加
者
、
日
比
谷
野
音
を
埋

め
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
棚

村
博
美
副
議
長
は
、「
我
々
の

労
働
の
価
値
と
は
何
か
？
私
た

ち
の
賃
金
は
国
民
生
活
を
圧
迫

す
る
の
か
？
働
く
者
の
尊
厳
を

か
け
て
た
た
か
お
う
」
と
国
に

よ
る
強
制
賃
下
げ
へ
の
怒
り
を

あ
ら
わ
し
た
。

　
会
場
に
か
け
つ
け
た
連
合
の

古
賀
伸
明
会
長
は
、
政
府
方
針

を
労
使
交
渉
無
視
と
批
判
、「
働

く
者
の
分
断
を
許
さ
な
い
」
と

連
帯
の
意
思
表
明
を
し
た
。

　
民
主
党
の
海
江
田
万
里
代
表

は
、
公
務
労
働
者
の
労
働
基
本

権
確
立
に
取
り
組
む
こ
と
を
約

束
し
た
。

　
同
日
、
午
前
か
ら
は
公
務
員

連
絡
会
の
青
年
女
性
が
中
央
集

会
、
午
後
３
時
か
ら
は
公
務
員

連
絡
会
地
公
部
会
が
第
３
次
決

起
集
会
を
開
催
し
た
。

い
な
い
現
状
が
改
め
て
わ
か
っ

た
。「
１
人
ひ
と
り
が
た
た
か

い
に
参
加
し
な
け
れ
ば
賃
金
は

守
れ
な
い
」
と
確
認
し
た
。

た
」「
日
本
再
生
の
た
め
に
要

請
す
る
と
い
う
が
、
な
ぜ
公
務

員
だ
け
が
負
担
を
負
う
の
か
」

　
今
回
の
賃
金
カ
ッ
ト
問
題
で

青
年
部・

女
性
部
が
実
施
し
た

学
習
会
で
出
さ
れ
た
声
だ
。
自

治
労
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し

て
地
公
賃
金
波
及
阻
止
を
た
た

か
う
中
、
１
人
ひ
と
り
の
問
題

と
し
て
受
け
止
め
よ
う
と
、
４

月
９
日
か
ら
県
内
９
ヵ
所
で
開

き
、
約
80
人
が
参
加
し
た
。

　
賃
下
げ
の
動
き
は
知
っ
て
い

る
も
の
の
、
自
身
の
単
組
が
要

求
書
を
出
し
て
い
る
の
か
、
交

渉
を
構
え
て
い
る
の
か
な
ど
、

身
近
な
取
り
組
み
が
浸
透
し
て

作品募集中！

　「
減
額
が
大
き
す
ぎ
、
生
計

費
が
成
り
立
た
な
く
な
る
」�

「
７・

８
％
カ
ッ
ト
を
実
際
に
計

算
す
る
と
急
に
身
近
に
感
じ

　４月12日、中央行動の前段に自治
労は臨時県本部代表者会議（県代）
を都内で開催し、「地方自治を守り、
地公給与決定に国の介入を許さない
取り組み」について闘争方針を確認
した。
　５月のＧＷ明けから31日までを「第
２次闘争ゾーン」とし、「新たな給与
削減は実施しない」ことを獲得目標に
取り組むことを決定した（上表）。妥
結基準は５月８日の県代で示される。
　德永秀昭委員長は、「いま自治労が
統一行動をたたかわなければいつた
たかうのか。削減を許せば公務員労
組の破壊につながる。地公給与削減
強要を自治労総体で阻止しなければ
ならない」と檄を飛ばした。

る
。
強
制
で
な
い
の
は
国
会
の

や
り
取
り
で
理
解
し
て
い
る
。

県
の
対
応
は
未
だ
定
ま
っ
て
い

【対　　象】
�県本部、単組、支部、分会及び評議会等発行
の機関紙

【募集区分】
　①�自作の部（ワープロ、手書き）
　②�外注の部
【応募方法】
　�応募票に必要事項を記入して添付し、応募下
さい
　�2013年１月～５月末に発行した機関紙の中から
　　①�旬刊、月刊の場合は連続３号分
　　②�週２回刊、週刊の場合は連続５号分
　　③�日刊（週３回以上）の場合は連続10号分
【締　切】
　2013年６月末日まで
【賞　金】
　①�自作の部
　　��入選10万円×３本・佳作３万円×３本・努力

賞２万円×３本
　②�外注の部
　　��入選10万円×１本・佳作３万円×２本・努力

賞２万円×２本
　※	　詳細は、各単組宛に発文書を送っていますので

参照して下さい。

県交渉で訴え

職
場
の
が
ま
ん
も
限
界

不
当
な
賃
下
げ
は
認
め
ら
れ
な
い

５
月
に
戦
術
再
提
起

地
公
波
及
は
な
ん
と
し
て
も
阻
止

中
央
行
動
に

５
０
０
０
人
参
加

働
く
者
の
尊
厳
守
る

「生活成り立たない」
実損額計算で実感
青年女性が９ヵ所で学習会

自治労機関紙コンクール
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県
本
部
は
、
４
月
20
～
21
日

い
こ
い
の
村
は
り
ま
で
、
第
23

期
前
期
労
働
学
校
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
基
礎
的
な
講
座
を
中

心
に
開
催
し
、
本
多
義
弘
執
行

委
員
長
が
「
労
働
組
合
は
な
ぜ

必
要
か
」
と
題
し
講
演
し
た
。

委
員
長
は
、
自
ら
の
生
い
立
ち

に
触
れ
「
反
差
別・
直
営
堅
持
」

が
生
涯
の
課
題
と
語
り
、
労
働

組
合
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　
第
Ⅱ
講
座
は
、
自
治
労
本
部

森
伊
織
・
総
合
労
働
局
長
が「
公

務
員
賃
金
の
し
く
み
」
を
講
義

し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
仮
想
自
治
体
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
を
計
算
。
昇
格

時
の
運
用
な
ど
を
駆
使
し
、
賃

金
改
善
案
づ
く
り
に
挑
ん
だ
。

　
２
日
目
は
、
自
主
福
祉
活
動

に
つ
い
て
、
共
済
県
支
部
の
西

田
浩
樹
事
務
局
長
が
講
演
。

　
最
後
の
第
Ⅳ
講
座
は
、
自
治

労
本
部
西
田
一
美
・
総
合
企
画

総
務
局
長
が
、
目
前
に
迫
っ

た
参
議
院
選
挙
で
組
織
内
候

補
「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」
の
勝

利
を
め
ざ
し
て
、「
労
働
組
合

と
政
治
活
動
」
と
題
し
講
演
し

た
。
西
田
一
美
さ
ん
は
、
奈
良

県
の
出
身
。
室
生
村
職
や
県
本

部
で
役
員
を
し
、
自
治
労
本
部

の
女
性
役
員
と
な
っ
た
。「
マ

ス
コ
ミ
は
民
主
党
政
権
の
批
判

報
道
を
し
た
が
、
交
付
税
の
増

　
県
本
部
と
明
石
市
職
労
は
４

月
18
日
、
地
方
公
務
員
災
害
補

償
基
金
兵
庫
県
支
部
に｢

公
務

災
害
認
定
請
求
の
迅
速
な
審
査

と
早
期
の
認
定
を
求
め
る
嘆
願

署
名｣

１
万
３
９
６
１
筆
を
提

出
し
た
。

　
後
期
講
座
は
、
５
月
17
～
18

日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
、

明
石
市
職
労
の
職
場
要
求
闘
争

や
、ヒ
ア
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド（
上

手
な
話
の
聴
き
方
）
な
ど
、
よ

り
実
践
的
な
課
題
を
学
ぶ
。
多

く
の
参
加
を
期
待
す
る
。

　
県
支
部
は
「
震
災
ア
ス
ベ
ト

に
よ
る
中
皮
腫
は
初
の
ケ
ー
ス

で
基
金
本
部
に
判
断
を
委
ね
て

い
る
が
、
署
名
の
重
み
を
基
金

本
部
に
伝
え
る
」
と
述
べ
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
が
れ
き

処
理
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露

が
原
因
で
明
石
市
清
掃
職
員
が

昨
年
８
月
16
日
に
公
務
災
害
認

定
を
同
県
支
部
に
申
請
し
た
。

が
れ
き
処
理
に
従
事
し
た
期
間

が
３
カ
月
で
あ
る
が
、
民
間
の

労
災
で
は
２
カ
月
で
認
定
さ
れ

て
い
る
。

　
４
月
11
日
、
自
治
労
本
部
が

第
９
回
公
立
病
院
改
革
対
策
会

議
を
開
催
し
、
会
計
制
度
の
見

直
し
に
関
す
る
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
41
県
本
部
71
人
の
関
係

者
ら
が
参
加
し
確
認
し
た
。

　
会
議
で
は
、
新
た
な
会
計
制

度
へ
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
新

地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
と
移

行
に
向
け
た
対
応
の
あ
り
方
」

と
題
し
、
自
治
大
学
講
師
で
も

あ
る
、
㈱
浜
銀
総
合
研
究
所
の

佐
藤
裕
弥
さ
ん
か
ら
講
演
を
受

け
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、
借
入
資

本
金
制
度
の
取
り
扱
い
が
変
更

さ
れ
、
何
ら
変
更
が
無
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
損
益
計
算
書
な
ど

負
債
が
増
加
し
て
し
ま
う
。
誤

解
を
招
か
な
い
よ
う
議
会
へ
の

説
明
が
重
要
。
ま
た
、
多
く
の

と
こ
ろ
で
移
行
準
備
に
遅
れ
が

生
じ
て
い
る
、
し
っ
か
り
準
備

を
行
う
べ
き
と
指
摘
し
た
。
著

書
「
新
地
方
公
営
企
業
会
計
制

度
は
や
わ
か
り
」（
ぎ
ょ
う
せ

い
）
も
出
版
し
て
い
る
。

な
ど
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
確
立
に
向
け
政
策
を
推
進
し

た
」
と
説
明
し
た
。
ま
た
、「
安

倍
政
権
に
よ
る
改
憲
の
危
険
性

や
、
平
和
の
危
機
な
ど
、
次
期

参
議
院
選
挙
は
負
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
」
と
訴
え
た
。

労働学校・後期講座の参加者募集
【
開
催
日
程
】

　
５
月
17
日（
金
）～
18
日（
土
）

【
開
催
場
所
】

　
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館

【
講
座
内
容
】

○
第
Ⅴ
講
座

「
職
場
要
求
闘
争
の
進
め
方
」

明
石
市
職
労
の
取
り
組
み
報
告

に
学
び
ま
す

○
模
擬
交
渉

○
第
Ⅵ
講
座

　「
聞
く
力
を
養
う
」

土
田
く
み
さ
ん
（
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）
か
ら
傾
聴
の
基
礎
を

学
び
ま
す

「週末
、宍粟生活」の谷さんが報告
第16回平和・人権・環境を考える集い

記念講演

地域の良さ、環境の大切さ

語り手 谷  五郎さん

ラジオパーソナリティ
＜現在担当番組＞
　谷五郎のこころにきくラジオ
　（ラジオ関西）
＜略暦＞
1976年　自身のバンド『ゴロー
ショー』を結成／ 1983年　日本
唯一のブルーグラス専門月刊誌
『ムーンシャイナー』創刊／ 2008
年　『谷五郎のこころにきくラジ
オ』スタート

【日程】
　13：00開会／ 13：15記念講演／
　14：45分科会、フィールドワーク／
　17：00終了
【分科会】
　①�森林の現状と役割
　②�外国人技能実習生問題
　③�製材所フィールドワーク
【参加対象】
　どなたでも参加可能／参加費無料

と　き　　６月１日 土
会　場　　センター・一宮

宍粟市一宮町東市場387 ー 9
中国自動車道山崎インター下車、
北へ約20分

第23期労働学校・前期

賃
金
改
善
案
を
作
成

賃
金
基
礎

講

座

ラ
ス
指
数
を
計
算
し
議
論

本部の森さん（左上）、西田一美さん（左下）、賃金改善案をまとめる参加者

会
計
制
度
変
更

課
題
を
確
認

公
立
病
院
改
革
対
策
会
議

署
名
１
万
4000
筆
を
提
出

早
期
公
災
認
定
求
め
る

震
災
時
の

石
綿
曝
露
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参
議
院
選
挙
で
も

争
点
と
な
り
そ
う

な「
憲
法
第
96
条
」

改
正
問
題
。
こ
れ

に
先
立
つ
よ
う
に

安
倍
首
相
の
「
侵

略
の
定
義
は
定

ま
っ
て
い
な
い
」

発
言
、
橋
下
大
阪
市
長
の
「
従

軍
慰
安
婦
は
必
要
だ
っ
た
」
発

言
が
飛
び
出
し
た
。
橋
下
発
言

は
、世
間
、世
界
か
ら
ひ
ん
し
ゅ

く
を
買
っ
て
い
る
▼
さ
て
、「
侵

略
の
定
義
は
学
会
的
に
も
国
際

的
に
も
定
ま
っ
て
い
な
い
。
国

と
国
と
の
関
係
で
ど
ち
ら
か
ら

見
る
か
で
違
う
」
と
参
院
予
算

委
員
会
で
安
倍
首
相
は
発
言
し

た
が
、
こ
れ
は
事
実
で
は
な
い

▼
１
９
７
４
年
の
国
連
総
会
で

は
、
日
本
も
参
加
・
賛
成
し
て

「
侵
略
の
定
義
」
に
関
す
る
国

連
総
会
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い

る
▼
第
１
条
で
は「
侵
略
と
は
、

国
家
に
よ
る
他
の
国
家
の
主

権
、
領
土
保
全
若
し
く
は
政
治

的
独
立
に
対
す
る
、
又
は
国
際

連
合
の
憲
章
と
両
立
し
な
い
そ

の
他
の
方
法
に
よ
る
武
力
の
行

使
で
あ
っ
て
、
こ
の
定
義
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
▼
「
歴
史

認
識
問
題
」
も
含
め
て
日
本
は

中
国
、
韓
国
さ
ら
に
は
世
界
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
態
度
で
外

交
を
進
め
て
い
く
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。

３日　2013年度第８回執行委員・専従者会議（県本部）
６日　「連合 Stop The 格差社会！暮らしの底上げ実

現」街頭行動（三宮、元町）
８～９日　近畿地連青年女性協議会「2013夏季セミ

ナー」（大阪）

当面の日程

これ以上増やさないで～!!

大		植　	賢
（豊岡市職労）

　
国
か
ら
の
地
方
公
務
員
給
与
引
き
下
げ
強
制
問
題
の
第
２

次
闘
争
ゾ
ー
ン
の
ヤ
マ
場
が
５
月
17
日
に
た
た
か
わ
れ
た
。

17
日
時
点
で
は
大
半
の
自
治
体
当
局
が
横
に
ら
み
で
、
交
渉

を
実
施
し
た
の
は
南
あ
わ
じ
市
職
労
、
高
砂
市
職
、
加
東
市

職
労
、
豊
岡
市
職
労
な
ど
に
と
ど
ま
り
、
い
ず
れ
も
妥
結
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
１
時
間
ス
ト
を
構
え
交
渉
に

臨
ん
だ
高
砂
は
、
具
体
的
な
提

案
が
無
く
、
再
度
６
月
に
行
動

配
置
を
行
い
交
渉
す
る
と
し
た
。

　
加
東
は
、「
国
公
と
同
様
の

措
置
は
講
じ
な
い
」
と
す
る
確

認
書
を
交
わ
し
て
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
当
局
は
「
具
体
的
な

内
容
は
無
い
も
の
の
引
き
下
げ

を
実
施
し
た
い
と
」
提
案
。
６

月
に
再
交
渉
す
る
と
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
と
豊
岡
は
、
当
局

の
「
ラ
ス
１
０
０
に
な
る
よ
う

協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
の
説
明

に
対
し
、
組
合
は
「
納
得
で
き

な
い
」
と
追
及
、
交
渉
は
平
行

線
の
ま
ま
終
わ
っ
た
。

　
こ
の
他
の
動
き
で
は
、
県
職

労
が
21
日
に
交
渉
。
当
局
は
県

財
政
の
厳
し
さ
を
強
調
し
、「
何

ら
対
応
し
な
い
の
は
困
難
」
と

引
き
下
げ
を
示
唆
。
13
日
の
神

戸
市
労
連
交
渉
で
は
、「
市
民

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
回
避
す
る
た

め
」
と
当
局
か
ら
給
与
引
き
下

げ
の
提
案
が
行
わ
れ
た
。

　
20
日
に
３
単
組
（
市
職
、
水

労
、
病
院
）
で
交
渉
し
た
川
西

は
、
組
合
員
の
カ
ッ
ト
率
を

２
％
に
す
る
こ
と
で
妥
結
。
小

野
は
10
日
の
臨
時
市
議
会
で
、

市
長
が
「
国
の
要
請
に
よ
る
給

与
引
き
下
げ
を
行
わ
な
い
」
と

表
明
し
た
。

本
部
の
本
多
義
弘
委
員
長
は
、

「
こ
ん
な
乱
暴
な
や
り
方
で
私

た
ち
の
生
活
を
奪
う
こ
と
は
断

じ
て
許
せ
な
い
」
と
怒
り
を
表

し
た
。

　
自
民
党
政
権
が「
地
公
波
及
」

に
転
じ
た
１
月
の
閣
議
決
定
以

降
の
経
過
を
県
職
労
の
金
本
信

二
書
記
長
が
報
告
。
自
治
労
の

行
動
提
起
を
行
っ
た
森
蔭
守
書

記
長
は
、「
県
の
動
向
が
県
内

自
治
体
に
大
き
な
影
響
を
お
よ

ぼ
す
」
と
、
集
会
に
結
集
し
た

意
義
に
触
れ
、「
労
使
自
治
に

踏
み
込
ま
せ
な
い
、
道
理
の
通

ら
な
い
賃
下
げ
は
許
さ
な
い
」

と
第
２
次
闘
争
に
向
け
た
決
意

を
述
べ
た
。

　「
国
の
介
入
に
よ
る
地
方
公

務
員
賃
金
引
下
げ
反
対
！
５
・

15
総
決
起
集
会
」
が
５
月
15

日
、
県
庁
２
号
館
県
民
オ
ア
シ

ス
前
で
開
か
れ
、
第
２
次
闘
争

ゾ
ー
ン
の
ヤ
マ
場
に
向
け
た
決

意
を
固
め
た
。
同
集
会
は
県
職

労
と
教
職
員
組
合
（
兵
教
組
）

が
主
催
し
た
も
の
で
、
自
治
労

県
本
部
は
共
催
と
し
て
結
集
、

１
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
兵

教
組
の
泉
雄
一
郎
委
員
長
は
、

「
県
は
６
年
間
賃
金
カ
ッ
ト
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は

労
使
交
渉
が
あ
り
、
苦
渋
の
判

断
の
結
果
だ
。
労
使
自
治
を
無

視
し
、
国
が
不
当
介
入
す
る
今

回
の
賃
下
げ
は
到
底
認
め
ら
れ

な
い
」
と
述
べ
た
。

　
連
帯
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
県

　
県
本
部
は
、
５
月
17
～
18
日

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
、
第
23

期
後
期
労
働
学
校
を
開
催
し
た
。

　
後
期
最
初
の
第
Ⅴ
講
座
で

は
、
人
員
確
保
や
職
場
要
求
の

取
り
組
み
を
、
明
石
市
職
労
の

弓
田
貴
章
書
記
長
が
講
演
し

た
。
弓
田
さ
ん
は
、
各
課
係
で

議
論
し
要
求
を
集
約
し
て
い
る

と
報
告
。ま
た
出
先
職
場
に
は
、

役
員
が
顔
を
出
し
、
組
合
員
と

の
距
離
を
縮
め
る
努
力
を
し
て

い
る
と
話
し
た
。
そ
の
後
、
参

加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

各
単
組
の
人
員
確
保
闘
争
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
交
流
し
た
。

　
最
終
日
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
土
田
く
み
さ
ん
を
講
師
に

「
聴
く
力
を
養
う
」
と
し
て
、

上
手
に
聴
く
コ
ツ
を
学
ん
だ
。

参
加
者
は
「
窓
口
で
の
応
対
に

も
い
か
せ
る
」と
好
評
だ
っ
た
。

　
第
23
期
は
参
加
者
、
参
加
単

組
が
少
な
く
、
さ
び
し
い
結
果

と
な
っ
た
が
、
４
人
が
講
座
を

修
了
し
た
。

　
宍
粟
市
議
会
議
員
選
挙
が

５
月
12
日
に
行
わ
れ
、
組
織

内
候
補
の
大
畑
利
明
さ
ん
が

２
７
４
８
票
を
獲
得
し
、
初
挑

戦
で
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
。

　
保
育
・
教
育
へ
の
公
責
任
や

自
然
環
境
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
を

訴
え
、
多
く
の
支
持
を
得
た
。

　
大
畑
さ
ん
は
、
山
崎
町
職
委

員
長
な
ど
を
務
め
た
。
12
月
に

早
期
退
職
、
今
回
の
市
議
選
に

挑
ん
だ
。

引き下げ提案 相次ぐ

地公給与引き下げ問題

い
ず
れ
も
継
続
交
渉

第
２
次

闘
　
争

県
職
、神
戸
も
交
渉
は
じ
ま
る

ヤ
マ
場
前
に
決
起
集
会

聞
き
手
の
コ
ツ
学
ぶ

第
23
期
労
働
学
校
が
修
了

大
畑
さ
ん
ト
ッ
プ
当
選

地
域
活
性
化
訴
え
る

宍
粟
市
議
会
選
挙

あ
い
は
ら
く
み
こ

国
会
報
告
集
会
に
参
加
を

６月15日

と　き　６月 15日（土）午後１時 30分

ところ　兵庫県私学会館・大ホール

内　容　あいはらくみこ国政報告・決意表明

　　　　えさき孝参院議員　情勢報告

決
起
集
会
後
、
県
庁
周
辺
を
デ
モ
行
進
し
た
●右
新
温
泉

町
職
労
が
行
っ
た
地
公
給
与
削
減
反
対
の
学
習
会

「聴く力」の実践練習
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　「
戦
争
を
し
な
い
“
ふ
つ
う
の
く
に
”
を
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
５
月
３
日
、
ひ
ょ
う
ご
憲
法

集
会
実
行
委
員
会
主
催
の
兵
庫
県
集
会
が
神
戸

市
内
で
開
か
れ
約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　「
安
倍
政
権
下
の
憲
法
情
勢
」
と
題
し
て
、
山

口
大
学
の
纐こ

う

纈け
つ

厚
副
学
長
が
講
演
を
行
っ
た
。

　
周
辺
事
態
法
、
武
力
攻
撃
事
態
法
、
国
民
保

護
法
が
成
立
し
、
日
本
は
戦
争
で
き
る
法
整
備

を
す
ま
せ
た
。
纐
纈
さ
ん
は
「
タ
カ
派
勢
力
が

不
満
な
の
は
、な
ぜ
自
衛
隊
が
憲
法
上
『
軍
隊
』

と
評
価
さ
れ
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
」
と
改
憲

勢
力
の
心
情
に
触
れ
た
。

　
ま
た
現
在
の
軍
国
主
義
を
「
微
笑
み
の
軍
国

主
義
」と
定
義
し
、憲
法
を
守
る
た
め
に
は
、「
人

権
や
自
由
を
『
取
り
戻
す
』
た
た
か
い
が
重
要
」

と
護
憲
運
動
を
叱
咤
激
励
し
た
。

　宝塚市職労は４月27日、市立
西公民館で、精神科医の香山リ
カさんを講師に「人間らしく働
くために素直になろうよ」と題
する公開学習会を行った。この
学習会は、東日本大震災の復興
支援に長期派遣していた組合員
が、今年１月に現地宿舎で死亡
したこと、市の通常業務におい
て30数人もがメンタルヘルスで
長期休暇していることを受け開
催した。

　市職労は、「２度と悲劇を繰
り返さないため、健康で働き続
けられる職場をめざした労働安
全衛生の原点に立ち、組合員と
ともに学習しよう」と議論。当
日は県本部や阪神淡路ブロッ
ク、連合地区連などの仲間も含
め約130人が集まった。
　香山さんは、東日本大震災被
災３県で、復興業務に苦慮して
いる職場実態から「通常業務と
違い心身に強いストレスを受け
ている」と報告。さらに、職場
でのうつ病について「疑いがあ
る方には、専門医に受診を勧め
て」と、提起した。
　参加者からは「脳を休ます日・
時間の大切さを初めて知った」
などと感想が寄せられた。

　
県
本
部
は
、「
２
０
１
３
反

行
革
組
織
集
会
」
を
５
月
10
～

11
日
、
神
戸
市
フ
ル
ー
ツ
・
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
、
73
人

が
参
加
し
た
。

　
県
本
部
を
代
表
し
あ
い
さ
つ

し
た
本
多
義
弘
委
員
長
は
、
国

に
よ
る
地
公
賃
金
引
き
下
げ
強

要
に
触
れ
「
政
権
が
代
わ
り
こ

の
よ
う
な
事
態
、
道
理
の
無
い

引
き
下
げ
阻
止
に
全
力
を
あ
げ

る
。
自
治
労
の
代
表
あ
い
は
ら

く
み
こ
参
議
員
の
再
選
を
勝
ち

取
ろ
う
」
と
訴
え
た
。
全
体
集

会
で
講
演
し
た
、
川
本
淳
・
本

部
書
記
次
長
は
、
年
明
け
以
降

の
中
央
段
階
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
し
、「
ス
ト
を
構

え
て
た
た
か
う
こ
と
が
重
要
、

時
間
内
が
無
理
な
ら
早
朝
集
会

の
開
催
な
ど
、
単
組
幹
部
は
少

し
で
も
そ
れ
に
近
づ
け
る
努
力

を
」
と
全
国
統
一
闘
争
で
た
た

か
う
意
義
を
参
加
者
に
強
調
し

た
。
そ
の
後
、
組
織
、
政
治
、

人
員
確
保
、
男
女
平
等
の
課
題

ご
と
に
担
当
者
が
基
調
提
起
を

行
っ
た
。

　
分
科
会
は
、
①
県
職
・
政
令

市
職
・
都
市
職
②
合
併
市
職
・
町

職
③
臨
職
非
常
勤
・
公
共
民
間

に
分
か
れ
討
論
。
分
科
会
へ
の

提
起
と
し
て
行
っ
た
単
組
報
告

で
、
県
職
労
上
月
茂
敬
執
行
委

員
が
、人
員
確
保
闘
争
に
関
し
、

県
職
労
の
職
場
要
求
の
取
り
組

み
を
報
告
。
そ
し
て
、
篠
山
市

職
労
麻
田
英
史
書
記
長
が
単
組

の
組
織
体
制
と
取
り
組
み
を
報

告
。
参
加
者
は
、
組
合
員
を
集

め
る
工
夫
と
努
力
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
ま
た
討
論
は
、
日
常
活

動
や
組
織
運
営
に
つ
い
て
記
述

す
る
組
織
強
化
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
進
め
、
組
織
強
化
の
課
題

を
共
有
化
し
た
。

　
２
日
目
は
、
人
員
確
保
・
被

災
地
派
遣
の
課
題
、
臨
職
の
継

続
雇
用
、
再
任
用
条
例
化
と
運

用
の
３
分
科
会
に
分
か
れ
討
論

を
深
め
た
。

　
青
年
部・
女
性
部
は
５
月
11
～

12
日
、
三
木
市
内
で
反
合
理
化

交
流
集
会
を
行
っ
た
。
職
種
別

の
分
散
会
を
追
求
し
、
職
場
実

態
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
議
論
を
深
め
た
。
21
単
組
43

人
が
参
加
し
た
。

　
本
部
青
年
部
の
雨
宮
優
副
部

長
が
「
合
理
化
の
現
状
、
仲
間

の
た
た
か
い
」
と
題
し
て
問
題

提
起
を
行
っ
た
。

　
雨
宮
さ
ん
は
、
住
民
説
明
会

と
懇
親
会
が
セ
ッ
ト
で
、
タ
ク

シ
ー
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
え
な

い
九
州
地
連
の
事
例
を
紹
介
。

青
年
部
で
生
活
実
態
点
検
運
動

を
行
い
「
今
の
賃
金
で
生
活
が

で
き
て
い
る
の
か
」
と
議
論
、

要
求
し
た
結
果
、
個
人
負
担
と

な
っ
て
い
た
タ
ク
シ
ー
代
を
支

給
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。「
悩

み
を
話
し
合
い
、
仲
間
と
取
り

組
む
こ
と
で
反
合
理
化
の
た
た

か
い
と
な
る
」
と
ま
と
め
た
。

　
分
散
会
は
窓
口
、
技
術
、
医

療
な
ど
５
つ
に
分
か
れ
て
実
施
。

「
事
務
職
が
不
足
し
、
保
健
師

が
事
務
を
抱
え
て
い
る
。
結
果

的
に
本
来
業
務
が
で
き
な
い
」

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
し
て
い
た
ら

人
員
不
足
の
実
態
も
伝
わ
ら
な

い
。
組
合
で
議
論
し
、
残
業
代

は
付
け
て
い
る
」「
看
護
師
の
残

業
は
慢
性
化
し
て
い
る
。
加
え

て
勉
強
会
な
ど
も
あ
っ
て
大
変
」

な
ど
の
実
態
が
出
さ
れ
た
。

　
集
会
基
調
で
は
、
青
年
部
の

藤
原
敏
也
書
記
長
が
、「
職
場
を

変
え
る
た
め
、
産
別
闘
争
と
し

て
取
り
組
ま
れ
る
人
員
確
保
闘

争
に
青
年
女
性
も
結
集
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会

は
、
５
月
19
日
ひ
ょ
う
ご
共
済

会
館
で
看
護
職
の
労
働
条
件
改

善
に
向
け
「
ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ

ン
２
０
１
３
」
を
開
催
し
た
。

　
集
会
の
冒
頭
、
谷
克
哉
副
委

員
長
は
、「
政
権
交
代
に
よ
り
、

地
公
賃
金
削
減
が
強
要
さ
れ
て

い
る
、
あ
い
は
ら
く
み
こ
参
議

員
を
自
治
労
の
代
表
と
し
て
総

力
を
あ
げ
送
り
出
そ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
澤
本
明
事
務
局
長
は
、「
厚

労
省
は
、
現
在
33
万
床
の
７
対

１
病
床
を
８
万
床
に
再
編
し
、

効
率
化
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
看
護
師
の
労
働
時
間
管
理

の
不
十
分
さ
を
認
め
た
も
の

の
、
夜
勤
制
限
に
は
言
及
し
て

い
な
い
。
特
定
看
護
師
の
業
務

見
直
し
も
医
師
の
負
担
軽
減

で
、
看
護
師
に
は
新
た
な
負
担

が
の
し
か
か
る
。
良
い
看
護
の

た
め
に
も
、
労
働
条
件
改
善
に

向
け
取
り
組
も
う
」
と
基
調
を

提
起
し
た
。

　
職
場
報
告
で
は
、

三
田
市
職
労
が
「
副

主
査
廃
止
」、
西
神

戸
労
組
が
「
長
時
間

勤
務
の
課
題
」、
八

鹿
病
院
職
組
が
「
介

護
職
の
処
遇
改
善
」

に
つ
い
て
報
告
し

た
。

香山リカ招き学習会
宝　塚
市職労 労安活動強化を決意

護
憲
運
動
の
強
化
訴
え
る

「
人
権
を
取
り
戻
そ
う
」

憲法集会

ナースアクション

夜
勤
制
限
、時
間
管
理
な
ど

労
働
条
件
改
善
の
課
題
考
え
る

纐
纈
さ
ん

講演を行う纐纈さん

「
産
別
統
一
闘
争
に
結
集
す

る
こ
と
を
意
識
し
よ
う
」
と

話
す
川
本
書
記
次
長
●上
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
組
織
実

態
に
つ
い
て
交
流
し
た

技術職関係の分散会

60人の参加があった

反行革・組織集会

組
合
員
集
め
る
工
夫
は
？

組
織
づ
く
り
の
単
組
実
践
を
交
流

反
合
理
化
交
流
集
会

タクシー代の個人
負担はおかしい
職場・生活実態から要求へ
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数
年
前
、
知
人
の

上
司
が
宝
く
じ
に

大
当
た
り
し
た
。

「
下
に
エ
ラ
そ
う
、

上
に
ヘ
コ
ヘ
コ
」

の
中
間
管
理
職
の

当
選
に
「
何
で
あ

の
人
に
当
た
る

の
」
と
陰
口
を
い
わ
れ
た
ら
し

い
。
と
こ
ろ
が
、
当
選
後
に
別

人
に
変
身
し
た
。
部
下
を
集
め

て
大
宴
会
を
し
た
「
お
金
に

困
っ
て
い
な
い
オ
ー
ラ
」
の
中

間
管
理
職
は
、
上
に
向
か
っ
て

堂
々
と
い
い
に
く
い
こ
と
を
い

い
、
部
下
は
働
き
や
す
く
な
っ

た
そ
う
だ
▼
こ
の
度
の
地
方
公

務
員
の
賃
金
削
減
の
要
請
は
、

労
使
自
治
、
地
方
自
治
を
無
視

す
る
も
の
で
到
底
納
得
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
交
付

税
減
額
を
持
ち
出
す
国
の
兵
糧

攻
め
の
や
り
方
は
「
金
が
欲
し

い
な
ら
い
う
こ
と
を
聞
け
」
と

し
か
見
え
な
い
▼
沖
縄
は
「
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
」「
普
天

間
基
地
撤
去
・
移
転
」
を
主
張

し
、
全
自
治
体
と
各
種
団
体
が

団
結
し
て
安
倍
首
相
に
建
白
書

を
提
出
し
た
。
踏
み
に
じ
ら
れ

て
も
た
た
か
い
続
け
て
き
た
沖

縄
に
は
、も
う
「
お
金
で
解
決
」

は
通
用
し
な
い
だ
ろ
う
。
糸
口

は
見
え
な
い
▼
宝
く
じ
で
は
解

決
し
な
い
現
実
の
中
で
は
労
働

者
は
団
結
し
た
た
か
い
続
け
る

こ
と
が
重
要
だ
。

15日　「あいはらくみこ」国政報告決起集会（私学会館）
15～ 16日　第29回ＤＰＩ日本会議全国集会

（神戸市勤労会館）
16日　第30回保育を考えるつどい（伊丹市）
20日　第29回反核平和の火リレー出発式（県庁前）

当面の日程

断　  層

おやすみ漫

　
会
場
と
な
っ
た
セ
ン
タ
ー
い

ち
の
み
や
に
は
、
一
般
参
加
者

を
含
む
95
人
が
集
っ
た
。
開
会

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
宮
本
誠
之

副
委
員
長
は
、
環
境
を
守
る
取

り
組
み
を
自
治
労
も
積
極
的
に

担
う
と
述
べ
た
。

　「
ふ
る
さ
と
に
生
き
る
」
と

題
す
る
記
念
講
演
で
谷
さ
ん

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

距
離
感
の
大
切
さ
を
強
調
。「
弱

み
を
出
せ
る
程
度
の
距
離
が
な

け
れ
ば
支
え
合
う
こ
と
も
で
き

な
い
」
と
絆
よ
り
も
結
び
つ
き

や
つ
な
が
り
の
必
要
性
を
訴
え

た
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
取
材

経
験
か
ら
、
地
域
の
取
り
組
み

と
教
訓
を
紹
介
し
た
。

　
分
科
会
は
、
①
森
林
の
現
状

と
役
割
②
外
国
人
技
能
実
習
生

問
題
③
製
材
所
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
３
つ
を
行
い
、
地
域

社
会
の
あ
り
方
を
考
え
た
。

　
②
で
は
、
宍
粟
市
内
で
日
本

語
教
室
を
取
り
組
む
市
民
に
参

加
い
た
だ
き
、
行
政
支
援
の
あ

り
方
な
ど
を
考
え
た
。

　
③
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用

す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
雇
用
維
持
や
山
の
整
備

も
で
き
る
と
し
て
、
協
同
組
合

で
運
営
す
る
製
材
所
を
訪
問
し

た
。

　「
森
林
王
国
」
と
い
わ
れ
る
宍
粟
市
で
６
月
１
日
、県
本
部
は
16
回
目
を
迎
え
る
平
和
・
人
権
・

環
境
を
考
え
る
集
い
を
開
い
た
。「
環
境
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
た
同
集
い
で
は
、
宍
粟
市

で
「
週
末
田
舎
暮
ら
し
」
を
行
っ
て
い
る
谷
五
郎
さ
ん
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）
が
講

演
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
谷
さ
ん
は
「
経
済
最
優
先
で
は
な
く
、
自

然
と
触
れ
る
時
間
や
場
所
が
必
要
」
と
語
っ
た
。
分
科
会
で
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
山
を
守
る

仕
組
み
に
つ
い
て
森
林
組
合
や
所
有
者
の
方
々
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
本
多
義
弘
委
員
長
は
、「
同

じ
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
仲
間

と
し
て
、
職
場
や
労
働
環
境
を

守
っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　
県
本
部
は
６
月
28
日
の
中
央

委
員
会
で
都
市
交
の
加
盟
承
認

を
行
う
。

　
自
治
労
が
７
月
に
取
り
組
む

安
全
衛
生
月
間
の
取
り
組
み
の

意
思
統
一
と
職
場
で
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
問
題
を
解
決
す
る
心
得

を
身
に
つ
け
る
学
習
の
た
め

に
、
県
本
部
は
６
月
25
日
午
後

に
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
労
働

安
全
衛
生
集
会
を
開
催
す
る
。

　「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
・
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
」
の
学

習
で
は
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

三
木
啓
子
さ
ん
を
講
師
に
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
知
識
、相
談
対
応
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
実
習
指
導
、

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
い
。

　
６
月
１
日
、
自
治
労
は
都
市

交
と
組
織
統
合
を
果
た
し
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
５
月
22
日
、
県

本
部
は
神
戸
交
通
労
働
組
合
、

伊
丹
交
通
労
働
組
合
、
尼
崎
交

通
労
働
組
合
と
の
統
合
協
定
書

を
交
わ
し
、
自
治
労
加
盟
す
る

　
自
治
労
共
済
は
６
月
１
日
付

で
全
労
済
と
の
組
織
統
合
を
果

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
全
労
済

の
自
治
労
共
済
と
し
て
業
務
を

行
い
ま
す
。

　
外
資
や
民
間
資
本
の
算
入
に

よ
っ
て
、
保
険
分
野
の
競
争
が

激
化
す
る
中
で
す
が
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し
て
、
よ

り
安
全･

安
心
で
き
る
保
障
を

組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
お
届
け

し
ま
す
。
組
合
員
の
み
な
さ
ま

の
取
扱
事
務
は
、
統
合
後
も
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

　ラジオ企画で宍粟市山
崎町葛

かずらね

根に家を借り、そ
こを拠点に月２回程西播
磨を訪れ魅力を発信して
いる。隣保の14世帯全員
が私の顔を知っており、
農作業ではやり方から耕
具まで全て地域の方の力
を借りている。
　都会では他人と言葉
を交わさなくても暮らせ
る時代になり、人間関係
で心の病気になる人が増
えた。復興も絆だけでは
成り立たないのではない
かといわれはじめた。強
すぎる絆は人を苦しめる
が、ゆるい結びつきは、
自分はここにいる、認め
られているという救いに

もなるのではないか。
　日本本来の環境や人間
関係のよさを活用し、休
暇の折にふるさとを訪れ
てみては。自然や地域と
のゆるい結びつきを通し
て、何もせず、ただそこ
にいることの幸せを感じ
られるはずだ。

　
第
１
分
科
会
は
「
森
林
の

現
状
と
役
割
」
と
題
し
て
27

人
が
参
加
し
た
。

　
山
の
所
有
者
で
あ
る
高こ
う
し
ま島

さ
ん
は
、
仕
事
の
か
た
わ
ら

山
へ
入
り
、
手
入
れ
を
行
っ

て
い
る
。
か
つ
て
は
山
菜
を

採
っ
た
り
、
薪
を
調
達
し
た

り
と
使
わ
れ
て
い
た
裏
山

（
里
山
）
は
、
生
活
の
変
化

と
と
も
に
山
離
れ
が
進
み
、

荒
れ
果
て
て
い
る
と
現
状
を

報
告
し
た
。
そ
し
て
長
年
培

わ
れ
て
き
た
山
と
の
生
活
を

今
後
ど
の
よ
う
に
循
環
さ
せ

て
い
く
の
か
、
と
い
う
課
題

を
提
起
し
た
。

　
東
河
内
生
産
森
林
組
合
の

福
田
さ
ん
は
組
合
設
立
か
ら

の
経
緯
等
を
説
明
し
、
林
業

の
衰
退
が
目
立
つ
中
、
木

材
の
自
然
乾
燥
に
こ
だ
わ

り
、
他
の
地
域
と
の
差
別
化

を
は
か
る
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。
林
業
に
従
事
す
る
若

者
も
増
え
て
き
て
お
り
、
持

続
可
能
な
森
づ
く
り
へ
熱
意

が
伝
わ
る
貴
重
な
場
と
な
っ

た
。

協定書を交わした後、都市交３単組委員長と
県本部の本多委員長が並び撮影した　　　　

絆よりも結び付き

平和・人権・環境の集い

地
域
社
会
の
良
さ 

強
調

“
宍
粟
暮
ら
し
”の
谷
さ
ん
が
講
演

記念講演 ふるさとに生きる
自然と触れる時間つくろう

分
科
会
　
森
林
の
現
状
と
役
割

山
と
の
共
存
考
え
る

都
市
交
３
単
組
と

自
治
労
加
盟
の
協
定

６
月
１
日
、組
織
統
合

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
・
解
決
に
向
け
て

６
月
25
日
、労
安
集
会

全
労
済
と
組
織
統
合

さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
を
届
け
る

地域住民や共闘の仲間にも呼びかけて集いを開いた

山の現状を視察

熱く語る谷さん
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　2013年の通常国会での安倍
政権は、一見「安全運転」の
様相ですが、「やはりか！」と
危惧される方向性が端々から
噴出しています。社会保障の
基盤である年金、医療保険、
介護保険等の諸制度は、共助・

公助よりも「自助」が前面に押し
出されています。また、戦後補償
問題に係る村山・河野談話見直し、
ひも付き補助金の復活、等々。民
主党がめざした地域重視、生活者
重視の改革とは真逆で、「格差を
拡大する政治」を容認するわけに
はいきません。
　民主党としては、この間の取り
組みをしっかり総括し、生活者の
視点に立った政治を実現できるよ
う、精いっぱい努力していきます。
　自治労の代表として、この議席
を絶対に明け渡すわけにはいかな
いと決意を新たにしています。

　参議院議員　あいはら くみこ

　
自
治
労
本
部
は
、
５
月
23
～

24
日
、
第
１
４
５
回
中
央
員
会

を
開
催
し
、
現
職
の
あ
い
は
ら

く
み
こ
参
議
員
の
再
選
、
当
面

の
闘
争
方
針
な
ど
、
活
発
な
議

論
を
行
い
全
て
の
報
告・
議
案
が

賛
成
多
数
で
確
認
さ
れ
た
。

　
質
疑
で
は
、
全
国
の
臨
職
協

副
議
長
を
担
う
前
田
克
子
さ
ん

（
明
給
労
）
が
、
本
部
が
提
起

し
た
臨
職
の
雇
用
継
続
と
待
遇

改
善
、
そ
し
て
組
織
拡
大
に
関

す
る
方
針
に
つ
い
て
賛
成
の
立

場
で
発
言
。

　
前
田
さ
ん
は
、
自
身
の
21
年

間
に
お
よ
ぶ
非
常
勤
給
食
調
理

員
と
し
て
の
運
動
を
振
り
返

り
、
賃
金
・
休
暇
の
改
善
、
年

　 
日本維新の会・橋下共同代表による「従軍慰安婦」

　	「風俗利用」発言に関する自治労声明
１．５月13日、橋下・日本維新の会共同代表は、旧

日本軍の「慰安婦」制度について「慰安婦制度が
必要なのは誰だってわかる」など、やむを得ない
旨の発言を行った。また、在沖米軍司令官に「合
法的な範囲で風俗業を活用してほしい」と、勧め
たことも明らかにした。

２．石原慎太郎・日本維新の会共同代表は、橋下発
言を「間違ったことは言っていない」と発言し、
多くの国民の批判にもかかわらず、発言の撤回は
必要ないとしている。公党である日本維新の会の
共同代表の２人が、このような歴史認識などを示
したことは看過できない。

３．橋下共同代表の発言は、すべての女性・男性の
人権をないがしろにするだけでなく、国際社会に
おける日本の信用を著しく傷つけた。いかなる時
代にあっても、女性を単なる性的な存在に貶めて
はならないし、女性に対する性的暴力が是認され
てはならない。男性にとっても、理性を否定され
る考えは受け入れがたい。公党の代表たる者、公
職にある者としての発言は極めて重く、高い見識
と品格が求められる。その意味で、今回の橋下共
同代表の発言は到底容認できない。

４．国連は1949年の「人身売買及び他人の売春から
の搾取を禁止する条約」で売買春、性的搾取を「人
としての尊厳及び価値に反するもの」として排除
している。また、1993年には女性に対する性暴力
の撤廃を宣言として採択した。今回の橋下共同代
表の発言は、国際的な努力を真っ向から否定する
発言であり、強い批判を受けたことは当然といえ
る。

５．今回の橋下発言は到底容認できないが、同時に、
安倍総理の歴史認識や「従軍慰安婦」に関する発
言も国際的な批判を受けている。自治労は、この
ような「歴史修正主義」的な動向に抗議し、撤回
を求める。1993年の河野談話および1994年の村山
談話に基づく歴史認識の国民的な共有化を求め
る。同時に、性的暴力・性的搾取のない社会の形
成に向けて全力を挙げていく。

2013年５月21日
全日本自治団体労働組合

金
支
給
開
始
ま
で
の
雇
用
継
続

を
勝
ち
取
っ
て
き
た
。
兵
庫
県

本
部
臨
職
評
が
、
現
在
46
単
組

２
５
０
０
人
を
組
織
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
運
動
の
成
果
は
、

一
緒
に
働
く
正
規
職
員
の
理
解

と
共
闘
の
結
果
と
発
言
。
そ
し

て
、
現
在
国
会
内
で
、
あ
い
は

ら
く
み
こ
参
議
員
が
中
心
と
な

り
「
非
常
勤
職
員
の
手
当
支
給

の
た
め
の
地
公
法
改
正
案
」
を

議
員
立
法
と
し
て
準
備
し
て
い

る
と
発
言
し
、
再
び
、
私
た
ち

の
代
表
「
あ
い
は
ら
く
み
こ
さ

ん
」
を
国
会
へ
送
り
出
そ
う
、

と
し
め
く
く
っ
た
。

　
こ
の
５
月
、
狭
山
事
件
で
石

川
一
雄
さ
ん
が
不
当
逮
捕
さ
れ

50
年
、
半
世
紀
に
な
る
。
31
年

余
り
の
服
役
、
仮
出
獄
後
も
無

実
を
叫
び
続
け
て
い
る
。

　
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
冤
罪
・
狭

山
事
件
の
１
日
も
早
い
再
審
開

始
を
実
現
す
る
た
め
、
石
川
さ

ん
が
不
当
逮
捕
さ
れ
た
５
月
23

日
に
、「
無
実
を
叫
び
50
年
！

い
ま
こ
そ
再
審
開
始
を
！
狭
山

事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集

会
」
が
東
京
・
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
に
て
約
４
０
０
０
人
が
結

集
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
集
会
は
、
小
室
等
さ
ん
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
開
会
。
部
落

解
放
同
盟
中
央
本
部
の
組
坂
繁

之
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
民
主

党
、
社
民
党
か
ら
の
連
帯
あ
い

さ
つ
の
後
、
石
川
一
雄
さ
ん
の

こ
の
間
の
支
援
へ
の
お
礼
と
無

罪
を
勝
ち
取
る
ま
で
た
た
か
い

続
け
る
決
意
表
明
を
受
け
た
。

　
講
談
師
・
神
田
香
織
さ
ん
の

講
談
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
鎌
田

慧
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の
対
談
な

ど
、
様
々
な
企
画
が
盛
り
込
ま

れ
、
石
川
さ
ん
の
「
早
く
無
罪

を
勝
ち
取
り
、
人
生
を
取
り
戻

し
た
い
」
と
の
思
い
が
伝
わ
る

集
会
と
な
っ
た
。

　
集
会
後
は
、
銀
座
を
通
り
東

京
駅
付
近
ま
で
デ
モ
行
進
し
、

石
川
さ
ん
の
無
実
と
早
期
の
再

審
実
現
を
都
民
に
訴
え
た
。

県
職
労
、
神
戸
市
労
連

　
神
戸
市
は
交
付
税
削
減
の
影

響
を
31
億
円
と
試
算
。「
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
努
力
し

た
」
と
給
料
月
額
お
よ
び
地

域
手
当
や
時
間
外
勤
務
手
当

４
％
、
一
時
金
７
％
削
減
の
提

案
が
あ
っ
た
。
市
労
連
は
今
年

度
限
り
の
措
置
で
あ
る
こ
と
、

退
職
金
に
は
影
響
さ
せ
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
妥
結
し
た
。

　
県
職
労
は
、
７
日
の
ス
ト
を

背
景
に
最
終
交
渉
を
実
施
。
国

並
み
の
賃
金
削
減
案
を
押
し
返

し
た
。
①
期
末
・
勤
勉
手
当
の

削
減
は
実
施
し
な
い
②
地
域
手

当
の
２
％
回
復
の
暫
定
措
置
を

行
う
③
非
正
規
職
員
は
減
額
対

象
と
し
な
い
な
ど
の
回
答
を
引

き
出
し
、「
国
の
介
入
に
歯
止

め
を
か
け
た
」
と
判
断
、
ス
ト

中
止
と
し
た
。

市
町
職

　
第
２
次
統
一
闘
争
（
５
月
17

日
）
以
降
の
動
き
で
は
、
尼
崎

が
独
自
賃
金
削
減
中
の
た
め

「
実
施
し
な
い
」
こ
と
で
妥
結
。

西
宮
水
労
、明
石
、三
木
も
「
未

実
施
」
を
確
認
し
た
。

　
市
川
は
、
27
日
の
交
渉
で
妥

結
。
１
、２
級
△
４
・
77
％
、
３

～
６
級
△
５
・
63
％
、
一
時
金

は
国
通
り
で
確
認
し
た
。
一
時

金
年
間
０
・
６
月
カ
ッ
ト
を
実

施
し
て
い
た
加
西
は
、
31
日
の

交
渉
で
、一
時
金
削
減
を
せ
ず
、

減
額
を
少
な
く
す
る
た
め
本
俸

を
ラ
ス
１
０
０
で
調
整
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
赤
穂
、
多
可
、
養
父
な
ど
で

「
ラ
ス
１
０
０
に
調
整
し
た
い
」

と
減
額
幅
が
示
さ
れ
た
。
ま
た

洲
本
、
姫
路
な
ど
で
国
並
の
削

減
率
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　
全
国
的
に
は
、「
削
減
な
し
」

と
回
答
し
た
自
治
体
が
26
％
。

「
削
減
あ
り
」
で
も
、
緩
和
措

置
を
と
ら
せ
て
い
る
単
組
も
あ

る
。
情
報
共
有
が
引
き
続
き
重

要
だ
。

　
国
か
ら
の
地
方
公
務
員
給
与
引
き
下
げ
強
制
問
題（
地

公
賃
金
削
減
）
は
、
６
月
議
会
を
目
前
に
交
渉
が
本
格

化
し
て
き
た
。
神
戸
市
労
連
は
５
月
30
日
に
副
市
長
と

最
終
交
渉
を
実
施
。
県
職
労
は
６
月
７
日
、
１
時
間
ス

ト
を
配
置
し
た
交
渉
で
、
当
局
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
６

月
１
日
尼
崎
市
内
で
「
学
童
保

育
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法

学
習
会
」
を
開
催
し
64
人
が
参

加
し
た
。

　
学
習
会
は
、
自
治
労
保
育
部

会
幹
事
の
本
橋
大
輔
さ
ん
が
講

師
を
務
め
、
新
制
度
で
学
童
保

育
事
業
が
、
ど
う
変
化
す
る
の

か
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
八
王
子
市
の
学
童
保
育
指
導

員
で
も
あ
る
本
橋
さ
ん
は
、
現

場
で
の
取
り
組
み
を
交
え
て
話

を
進
め
、
学
童
保
育
の
対
象
者

が
、
現
在
の
小
学
３
年
生
ま
で

か
ら
、
６
年
生
ま
で
と
な
り
、

対
処
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、

自
治
体
に
努
力
義
務
と
さ
れ
た

地
方
版「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」

設
置
へ
の
労
働
組
合
の
働
き
か

け
が
重
要
と
し
た
。

　
県
本
部
も
３
月
に「
要
請
書
」

の
提
出
を
提
起
し
、
会
議
へ
の

労
働
者
代
表
の
選
出
を
求
め
て

い
る
。
変
化
に
遅
れ
ぬ
よ
う
単

組
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
。

学
童
保
育
事
業
の

新
制
度
控
え
学
習

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク

給与削減強制問題⑤

県
、神
戸
が
最
終
交
渉

尼
崎
、明
石
な
ど
で
未
実
施
を
確
認

本
部
中
央
委
員
会
で

臨
職
協
の
前
田
副
議
長

あ
い
は
ら
再
選
へ
決
意

狭
山
事
件

不当逮捕から50年
石川さん 「早く無罪勝ち取りたい」

臨職の取り組みを発言する前田さん

早期再審を求めてデモ行進を行った
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私
が
生
ま
れ
育

ち
、
や
が
て
は
そ

こ
で
死
ん
で
い
く

で
あ
ろ
う
ま
ち

が
、
合
併
し
て
か

ら
今
年
で
10
年
を

迎
え
る
。
町
役
場

が
市
役
所
に
変
わ

り
職
員
数
は
激
減
し
、
ま
ち
の

姿
も
大
き
く
変
化
し
た
が
、
さ

ら
に
小
さ
な
生
活
単
位
で
あ

る
「
地
区
」
の
様
子
も
随
分
と

変
わ
っ
た
。
私
の
住
む
地
区
も

こ
の
10
年
で
新
し
い
家
が
数
軒

建
っ
た
、
そ
れ
に
倍
す
る
数
の

空
き
家
が
で
き
た
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
、
は
る
か
に
多
く
の

人
が
亡
く
な
っ
た
、
そ
し
て
作

り
手
の
い
な
く
な
っ
た
農
地
が

耕
作
放
棄
地
と
い
う
名
の
荒
地

に
な
っ
た
。
区
長
を
は
じ
め
地

区
役
員
の
選
考
は
困
難
を
極

め
、
こ
の
春
に
は
高
齢
者
は
大

勢
い
る
の
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
解

散
と
な
っ
た
▼
持
続
可
能
な
社

会
を
求
め
て
地
域
担
当
職
員
制

度
な
る
も
の
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
合
併
に
よ
り
広
域
化
し
た

ま
ち
で
、
こ
の
間
の
人
員
削
減

に
よ
っ
て
職
員
１
人
あ
た
り
の

担
当
エ
リ
ア
と
業
務
は
増
大
を

続
け
る
が
、地
域
担
当
職
員（
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
と
し

て
地
域
と
手
を
取
り
合
い
な
が

ら
次
世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
に
も
う
一
汗
か
い
て
み
る

か
、
こ
の
ま
ち
で
。

１日　第10回執行委員・専従者会議（県本部）
４日　第23回参議院選挙公示日（予定）
５～６日　但馬丹波B　青年女性部新入組合員
　　　　　交流学習会（ゆめ春来）

当面の日程

厳しい雲行きを吹き飛ばそう

　第23回参議院議員選挙は、7月
４日に公示される。今回の選挙は、
勤労者・生活者を犠牲にし、日本
の経済・軍事大国化をめざす安倍
内閣の長期継続を許すのか、それ
とも国民が安心して暮らせる社会
を実現していくのか、重要な選択
を迫られている。公共サービスの
再生と組合員の生活改善を実現す
るためには、何としても自治労を
代表する国会議員が必要である。
そのためには比例代表の「あいは
らくみこ」議員と、兵庫選挙区の
「つじ泰弘」議員の再選を勝ち取
らなければならない。最後までの
支援を要請する。

　
昨
年
12
月
の
自
公
政
権
へ
の

復
帰
以
降
、
安
倍
内
閣
は
こ
の

間
、
民
主
党
政
権
が
推
進
し
て

き
た
諸
政
策
の
見
直
し
を
は

か
っ
て
お
り
、
生
活
保
護
水
準

の
引
き
下
げ
や
地
方
公
務
員
の

賃
金
引
き
下
げ
な
ど
が
強
行
さ

れ
て
き
た
。
ま
た
、
地
方
分
権

推
進
や
人
権
政
策
に
も
消
極
的

な
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
原
発

推
進
や
憲
法
改
悪
を
目
論
む
な

ど
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
称
さ
れ

る
経
済
政
策
も
競
争
社
会
の
強

化
で
労
働
者
を
使
い
捨
て
、
所

得
格
差
・
地
域
格
差
を
拡
大
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
6
月
14
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
4
年
ぶ
り
の
「
骨
太
の
方
針
」

で
も
、
来
年
度
の
地
方
財
政
抑

制
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
選

挙
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
地
公

の
賃
金
抑
制
が
来
年
度
以
降
も

継
続
さ
れ
る
可
能
性
大
で
あ
る
。

　
い
よ
い
よ
参
議
院
選
挙
の
公

示
日
を
迎
え
る
。
こ
の
参
議
院

選
挙
に
向
け
て
、
県
本
部
は
国

公
「
臨
時
特
例
」
の
地
公
へ
の

波
及
問
題
を
含
め
、
人
権・
平

和・
環
境
を
守
る
た
た
か
い
の
一

環
と
し
て
、
県
本
部
総
体
の
取

り
組
み
を
し
て
き
た
が
、
再
度
、

自
治
労
の
政
策
実
現
の
た
め
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
生
と
組
合

員
の
生
活
改
善
に
向
け
、
比
例

代
表
の
「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」

予
定
候
補
と
兵
庫
選
挙
区
の「
つ

じ
泰
弘
」
予
定
候
補
の
周
知
徹

底
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

　
最
後
ま
で
の
支
援
を
組
合
員

に
訴
え
よ
う
。

　「
今
の
政
治
は
働
く
者
に
視

点
が
あ
た
っ
て
い
な
い
」。
６

月
15
日
、
県
本
部
が
神
戸
市
内

で
開
い
た
あ
い
は
ら
く
み
こ
国

政
報
告
会
で
、
あ
い
は
ら
さ
ん

が
訴
え
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
本

多
義
弘
委
員
長
は
、
地
公
賃
金

削
減
問
題
に
触
れ
て
「
こ
の
理

不
尽
な
攻
撃
も
総
選
挙
に
負
け

た
結
果
。参
院
選
は
あ
い
は
ら
に

結
集
し
て
欲
し
い
」
と
訴
え
た
。

　
情
勢
報
告
に
か
け
つ

け
た
自
治
労
組
織
内
の

え
さ
き
た
か
し
参
議
院

議
員
は
、「
安
倍
政
権

は
小
泉
構
造
改
革
の
総

仕
上
げ
を
行
お
う
と
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
国
政
報
告
に
立
っ
た

あ
い
は
ら
さ
ん
は
、
冒

頭
、
地
公
賃
金
削
減
に

触
れ
「
地
方
の
財
源
で
あ
る
交

付
税
を
勝
手
に
削
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
」と
強
調
。
ヒ
ュ
ー

マ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
公
共
職

場
へ
の
影
響
を
示
唆
し
た
。
ま

た
解
雇
自
由
化
、
生
活
保
護
費

引
き
下
げ
な
ど
、
自
民
党
政
権

が
生
活
者
に
向
い
て
い
な
い
と

し
て
、「
こ
の
国
の
行
く
末
が
か

か
っ
た
参
院
選
。
み
な
さ
ん
の

代
表
の
議
席
を
必
ず
守
る
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

　「地方公務員は政治活動が制限されて

いる」として、何でもかんでも禁止さ

れているかのように、当局から文書で

圧力がかかったりすることがある。し

かし、公務員と言えども基本的人権は

保障されており、法律で禁止されてい

るのは「公務員の地位利用」による投

票依頼などだ。

つまり、労働組

合の活動で候補

者を推薦し、そ

の事実を組合

ニュースで組合

員に周知するこ

とはできる。

　また、組合員個人が、知人や友人に

電話や手紙で、投票依頼することは何

の問題も無い。昨年末の総選挙の結果

が、地公賃金の引き下げなどに大きく

影響している。だからこそ、私たちの

代表を国会に送り出すことは、極めて

重要だ。知人・友人に声をかけ選挙闘争

に勝利しよう。

誰にでもできる選挙運動
知人・友人に訴えよう

働く者の未来を守ろう
参
院
選
で

の
勝
利
め
ざ
そ
う

あ
い
は
ら（
比
例
区
）

つ
じ（
兵
庫
選
挙
区
）

「
自
治
労
の
議
席
を
守
る
」

国
政
報
告
会
で
決
意

あ
い
は
ら
さ
ん

つじ  泰弘 プロフィール
1955年神戸市生まれ。芦屋市立岩園小・灘中・灘高を経
て東京大学教養学部国際関係論分科卒業。2007年参議
院兵庫選挙区再選。厚生労働副大臣、参議院厚生労働
委員長などを歴任。現在、民主党税制調査会副会長

あいはら くみこ プロフィール
1947年北海道生まれ。北海学園大学卒業後、民間企業で
勤務。1986年札幌市非常勤職員（国民年金員）。2001年
北海道本部副執行委員長、2003年自治労中央執行委員。
2007年第21回参議院選挙全国比例区で当選

本
多
委
員
長
と
固
い
握
手
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県
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
予
選

大
会
が
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
た
。

　
阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
の
野
球
大
会

は
、
５
月
11
、
18
日
に
西
宮
市
鳴

尾
浜
臨
海
公
園
野
球
場
で
行
わ
れ

た
。
８
単
組
に
よ
る
激
戦
を
勝
ち

抜
い
た
宝
塚
市
職
労
が
栄
冠
を
手

に
し
た
。（
２
位
は
三
田
市
職
労
）

６
月
２
日
に
は
西
宮
市
塩
瀬
体
育

館
で
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
、
４
単
組
に
よ
る
熱
戦

の
末
、
南
あ
わ
じ
市
職
労
が
優
勝
、

準
優
勝
は
宝
塚
市
職
労
と
な
っ
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
都
市
職
野

球
大
会
を
６
月
１
、８
日
に
加
西

市
、
町
職
野
球
大
会
を
４
月
27
、

28
日
に
市
川
町
で
実
施
し
た
。
都

市
職
は
加
古
川
市
職
労
、
町
職
は

上
郡
町
職
が
優
勝
。
県
本
部
大
会

へ
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
５
月
18
日

に
宍
粟
市
で
開
催
。
小
野
市
職
、

加
東
市
職
労
、佐
用
町
職
の
３
チ
ー

ム
が
県
本
部
大
会
へ
出
場
す
る
。

　
但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
の
野
球
大
会
は

５
月
18
、
19
日
に
養
父
市
内
で
８

チ
ー
ム
が
対
戦
し
た
結
果
、
打
撃

力
で
他
を
圧
倒
し
た
丹
波
市
職
労

が
優
勝
、
準
優
勝
に
は
篠
山
市
職

労
と
な
っ
た
。
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
は
５
月
25
日
に
朝
来
市
内

で
８
チ
ー
ム
の
参
加
の
も
と
開

催
、
豊
岡
市
職
労
が
圧
倒
的
な
強

さ
で
優
勝
、
豊
岡
病
院
労
組
が
準

優
勝
と
な
っ
た
。

　
県
本
部
は
６
月
７
日
に
人
員

確
保
、
14
日
に
夏
期
一
時
金
の

闘
争
ヤ
マ
場
を
設
定
し
て
取
り

組
み
を
強
め
た
。
単
組
に
よ
っ

て
は
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い

る
国
か
ら
の
地
方
公
務
員
給
与

引
き
下
げ
強
制
問
題
（
地
公
賃

金
削
減
）
が
争
点
と
な
っ
た
。

高
砂
市
職
で
は
、
地
公
賃
金
削

減
で
交
渉
が
決
裂
、
14
日
の
早

朝
１
時
間
ス
ト
に
突
入
し
た
。

　
高
砂
市
当
局
は
、
賃
金
の
一

律
７
・
５
％
カ
ッ
ト
を
提
案
。

組
合
は
、
地
公
賃
金
削
減
は
容

認
す
る
も
の
の
若
年
層
の
段
階

的
な
軽
減
を
求
め
た
が
、
市
長

の
譲
歩
は
な
く
、
交
渉
決
裂
と

な
っ
た
。

　
ス
ト
集
会
で
上
田
耕
司
委
員

長
は
、「
組
合
は
誠
意
を
持
っ

て
地
公
賃
金
削
減
の
交
渉
に
臨

ん
で
き
た
が
、
市
長
に
そ
の
姿

勢
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
労

使
対
等
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
今
後
は
労
使
関
係
の
正
常

化
、
議
会
対
策
な
ど
の
取
り
組

み
を
強
め
る
。

　
地
公
賃
金
削
減
で
は
、
宝
塚

が
現
時
点
で
は
実
施
し
な
い
こ

と
を
確
認
、
南
あ
わ
じ
は
組
合

員
の
５
級
昇
格
の
運
用
や
育
休

取
得
者
の
復
元
を
引
き
出
し

た
。

　
人
員
確
保
闘
争
で
は
、
明
石

が
定
年
退
職
者
数
を
上
回
る
採

用
を
確
認
。
西
宮
水
労
で
は
、

被
災
地
派
遣
職
員
で
欠
員
と

な
っ
て
い
る
部
署
へ
の
十
分
な

配
慮
を
確
認
し
た
。

　
臨
職
評
と
、
市
町
振
興
課
、

教
育
委
員
会
と
の
対
県
交
渉
は
、

６
月
11
日
に
今
年
も
行
わ
れ
た
。

　
冒
頭
、
坪
田
眞
樹
副
委
員
長

は
「
労
使
対
等
に
真
摯
な
協
議

を
し
、
各
市
町
に
助
言
し
て
も

ら
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
毎
年
協
議
に
な
る
試
験
選
考

の
問
題
は
、
市
町
振
興
課
か
ら

去
年
よ
り
後
退
し
た
回
答
が
示

さ
れ
、
交
渉
予
定
時
間
の
半
分

以
上
を
費
や
し
て
、
去
年
並
み

の
答
え
に
近
い
、「
能
力
の
実
証

が
で
き
た
ら
雇
用
す
る
こ
と
、

助
言
の
あ
り
方
を
も
う
一
度
考

え
る
」
と
改
め
さ
せ
た
。
ま
た
、

空
白
期
間
は
必
要
な
い
、
交
通

費
は
実
費
弁
償
と
考
え
方
を
示

し
た
。
最
後
に
年
金
満
額
支
給

の
65
歳
ま
で
の
雇
用
に
つ
い
て

も
、
考
え
方
を
投
げ
か
け
た
。

　
教
育
委
員
会
と
の
交
渉
で

は
、
学
期
雇
用
の
た
め
年
休
す

ら
な
い
自
治
体
の
こ
と
、
外
部

委
託
の
た
め
全
員
雇
用
止
め
す

る
自
治
体
の
実
態
を
訴
え
た
。

臨
時
職
員
は
研
修
が
受
け
ら
れ

な
い
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
伝

達
研
修
で
は
危
機
感
が
伝
わ
ら

な
い
た
め
、
直
接
研
修
で
危
機

管
理
な
ど
す
る
よ
う
に
助
言
す

る
と
考
え
方
を
示
し
た
。

　
６
月
16
日
、
県
本
部
は
、
伊

丹
市
立
文
化
会
館
で
第
30
回
保

育
を
考
え
る
つ
ど
い
を
開
催
し
、

27
単
組
２
９
０
人
が
参
加
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
あ
い
さ
つ

し
た
内
海
千
寿
保
育
部
会
長

は
、
こ
の
間
の
「
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
３
法
ブ
ロ
ッ
ク
学
習

会
」に
触
れ
、「
地
域
版
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
へ
現
場
の
思
い
を

伝
え
、
子
ど
も
に
と
っ
て
最
善

が
貫
か
れ
る
よ
う
取
り
組
も

う
」
と
し
た
。
ま
た
、
組
織
内

参
議
員
の
え
さ
き
た
か
し
さ
ん

は
「
参
院
選
で
あ
い
は
ら
く
み

こ
当
選
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ

ひ
ょ
う
ご
事
務
局
長
の
栗
木
剛

さ
ん
が
「
笑
顔
で
、
子
ど
も
と

接
し
よ
う
と
」
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
話
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
６
分
科
会
に

分
か
れ
、
人
権
を
大
切
に
す
る

保
育
の
実
践
レ
ポ
ー
ト
や
、
非

正
規
保
育
士
な
ど
の
労
働
条
件

改
善
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
た
。

　
新
た
に
設
置
し
た
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
子
ど
も
と
楽
し
く

遊
ぼ
う
」
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
涯

学
習
サ
ポ
ー
ト
兵
庫
の
榎
本
英

樹
さ
ん
か
ら
実
技
指
導
を
受
け

た
。
ま
た
、第
５
分
科
会
で
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
に

関
し
、
本
部
保
育
部
会
長
の
東

向
旬
子
さ
ん
が
、
分
か
り
や
す

く
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
、
参
加

者
ら
は
「
公
立
保
育
所
の
良
さ

を
訴
え
、
保
護
者
と
の
連
携
を

深
め
よ
う
」
と
、
取
り
組
む
決

意
を
固
め
あ
っ
た
。

地公賃金削減

賃
金
の
一
律
カ
ッ
ト
に
抗
議

高
砂
市
職
が
１
Ｈ
ス
ト

保育を考えるつどい

公
立
の
良
さ
訴
え
よ
う

子
ど
も・
子
育
て
関
連
法
で
議
論

臨職評県交渉

「
能
力
実
証
で
足
り
る
」

雇
用
継
続
の
条
件
引
き
出
す 　「

憲
法
改
悪
、
原
発
再
稼
働
な
ど
の
危
険
な
動

向
を
県
民
に
訴
え
た
い
」。
第
29
回
目
を
迎
え
る

反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
の
出
発
式
で
、
平
和
友

好
祭
の
平
瀬
勲
実
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
出
発
式
に
参
加
し
た
県
本
部
の
本
多
義
弘
委

員
長
は
、「
政
治
闘
争
も
重
要
だ
が
、
市
民
レ

ベ
ル
の
粘
り
強
い
運
動
も
大
切
だ
」
と
ラ
ン

ナ
ー
を
激
励
し
た
。

　
政
党
関
係
者
、
行
政
関
係
者
か
ら
あ
い
さ
つ

を
受
け
、
６
月
20
日
午
前
10
時
、
雨
の
中
ラ
ン

ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

整然と行われたスト集会

会場満員に集った参加者

脱原発、改憲反対を訴える
平和の火リレーがスタート

但丹ブロック野球大会

野球、女子バレーボール

各ブロックが予選大会

県
本
部
の
代
表
へ

 

熱
戦
を
期
待
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富
士
山
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
が
決

定
し
た
。
ユ
ネ
ス

コ
は
、「
荘
厳
な

姿
は
信
仰
の
対
象

と
芸
術
の
源
泉

で
、
西
洋
芸
術
の

発
展
に
も
顕
著
な

影
響
を
も
た
ら
し
た
」
と
高
く

評
価
し
た
▼
昔
か
ら
富
士
山
は

文
学
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、
葛

飾
北
斎
、
安
藤
広
重
に
代
表
さ

れ
る
浮
世
絵
は
世
界
の
美
術
界

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。「
芸
術
の
源
泉
」
と
称
さ

れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
▼
「
信
仰

の
対
象
」
で
は
、
富
士
の
麓
の

浅せ
ん

間げ
ん

神
社
は
神
話
に
現
れ
る

木こ
の

花は
な

咲さ
く

耶や
ひ
め
の
み
こ
と

姫
命
を
祀
っ
て
い

る
。
水
の
守
り
神
で
あ
り
、
噴

火
を
鎮
め
る
た
め
に
富
士
山
に

祀
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
▼
翌

23
日
、
沖
縄
は
68
年
目
の
「
慰

霊
の
日
」
を
迎
え
た
。
追
悼
式

で
は
６
歳
の
小
学
生
が
「
平
和

の
詩
」
を
朗
読
し
た
。「
へ
い

わ
っ
て
な
に
か
な
」
で
は
じ
ま

り
、「
へ
い
わ
っ
て
す
て
き
だ

な
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

ひ
ら
か
な
と
カ
タ
カ
ナ
だ
け
で

書
か
れ
た
詩
に
感
動
を
覚
え
た

方
も
多
い
だ
ろ
う
。
口
先
で
平

和
を
唱
え
、
一
方
で
戦
争
の
で

き
る
国
に
導
こ
う
と
し
て
い
る

為
政
者
の
姿
勢
と
は
裏
腹
に
、

素
直
な
子
ど
も
の
心
が
新
鮮
で

あ
る
。
○無
無

21日　第23回参議院選挙投票日
26日　第11回執行委員・専従者会議（県本部）
28～ 29日　原水禁福島大会
29日　第29回反核平和の火リレー到着（神戸市役所）

当面の日程

　マイナンバー制度

だぶるばいんど
（社保労連）

　
私
た
ち
自
治
労
の
代
表
「
あ

い
は
ら
く
み
こ
」
候
補
が
、
東

京
・
自
治
労
会
館
で
第
一
声
を

あ
げ
た
。

　
選
挙
情
勢
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
だ
。
自
民
党
・
安
倍
政
権

は
、
地
公
賃
金
引
き
下
げ
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方
財
源
と

社
会
保
障
財
源
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
削
減
の
動
き
を
強
め
て
い

る
。
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
縮

小
、
弱
体
化
し
、
分
権
・
自
治

に
も
逆
行
す
る
行
為
だ
。

　
自
民
や
維
新
が
唱
え
る
憲
法

第
96
条
の
改
正
に
つ
い
て
も
、

そ
の
後
に
、「
国
防
軍
」
の
創

設
な
ど
、
平
和
を
脅
か
す
動
き

が
潜
ん
で
い
る
。
自
民
党
・
安

倍
政
権
の
政
策
は
、
使
い
捨
て

の
労
働
者
を
拡
大
、
ま
す
ま
す

雇
用
の
質
が
劣
化
し
、
格
差
と

貧
困
の
拡
大
が
、
進
行
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
比
例
代
表
「
あ
い
は
ら
く
み

こ
」
の
選
挙
は
、
自
治
労
の
社

会
的
評
価
が
問
わ
れ
る
選
挙
で

も
あ
る
。「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」

　
参
議
院
兵
庫
選
挙
区
「
つ
じ

泰
弘
」
候
補
の
出
発
式
が
、
7

月
4
日
午
前
10
時
よ
り
、
神
戸

市
中
山
手
通
の
選
挙
事
務
所
前

で
行
わ
れ
た
。

　
集
ま
っ
た
支
持
者
を
前
に
、

「
つ
じ
泰
弘
」
候
補
は
、
自
身

の
政
治
信
条
に
触
れ
「
政
治
と

の
支
持
者
の
数
は
、
す
な
わ
ち

自
治
労
の
組
織
団
結
の
強
さ
を

表
す
数
字
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

存
在
意
義
と
社
会
的
評
価
、
政

治
的
影
響
力
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
何
と
し
て
も
圧
倒
的
な

勝
利
を
勝
ち
取
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

　「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」
さ
ん

は
、「
何
が
何
で
も
、
自
治
労

の
議
席
を
守
る
」
と
し
て
、
元

気
よ
く
、
そ
し
て
正
義
感
に
燃

え
て
、
全
国
の
仲
間
が
待
つ
、

街
へ
と
出
発
し
た
。

　
7
月
4
日
参
議
院
選
挙
が
公
示
さ
れ
た
。
自
治
労
は
組
織
内
で
現
職
の「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」

（
比
例
代
表
）候
補
を
推
薦
。
ま
た
、県
本
部
も
比
例
代
表
の
組
織
内
候
補「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」、

兵
庫
選
挙
区
で
は
現
職
の
「
つ
じ
泰
弘
」
候
補
を
推
薦
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
私
た

ち
の
代
表
を
国
政
の
場
に
送
り
、
現
場
の
声
を
国
政
に
届
け
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
意
義
深

い
。
格
差
と
貧
困
の
拡
大
を
く
い
と
め
働
く
者
の
安
心
社
会
の
実
現
に
向
け
、
決
し
て
負
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
た
た
か
い
が
は
じ
ま
っ
た
。

は
人
間
の
幸
せ
の
追
求
」「
憲

法
第
96
条
改
正
は
、
や
り
た
い

こ
と
を
隠
す
姑
息
な
や
り
方

だ
」
と
自
民
党
・
安
倍
政
権
や
、

改
憲
を
口
に
す
る
維
新
の
会
な

ど
の
政
策
を
批
判
。そ
し
て「
自

民
党
は
使
う
側
、
権
力
側
の
政

党
。
働
く
者
・
弱
い
立
場
に
あ

る
者
に
、
政
治
を
取
り
戻
し
、

明
る
い
未
来
へ
前
進
さ
せ
る
」

と
力
強
く
訴
え
た
。

　
県
本
部
は
、
兵
庫
選
挙
区
で

「
つ
じ
泰
弘
」
候
補
を
推
薦
し

取
り
組
み
を
強
め
て
い
る
。

　「
つ
じ
泰
弘
」
参
議
員
候
補

の
出
発
式
に
先
立
ち
、
同
日
7

月
21
日
に
投
開
票
さ
れ
る
兵
庫

県
知
事
選
挙
の
「
井
戸
敏
三
」

候
補
の
出
発
式
も
行
わ
れ
た
。

県
本
部
は
、
3
期
目
の
当
選
を

め
ざ
す
「
井
戸
敏
三
」
候
補
を

推
薦
決
定
し
た
。井
戸
候
補
は
、

「
経
済
の
再
生
は
地
方
が
元
気

に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
な
ど

と
集
ま
っ
た
支
援
者
に
政
策
を

訴
え
た
。

　
つ
じ
泰
弘
参
議
員
の
国
政
報

告
会
が
、
6
月
28
日
6
時
30
分

か
ら
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
続
き
登
壇
し
た

「
つ
じ
泰
弘
」
さ
ん
を
、
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
参
加
者
が
大

き
な
拍
手
で
出
迎
え
た
。
厚
生

労
働
分
野
で
活
躍
し
た
、
参
議

員
と
し
て
の
6
年
間
の
実
績
を

確
認
し
、
働
く
者
の
立
場
、
弱

い
者
の
立
場
で
頑
張
る
つ
じ
さ

ん
の
再
選
に
向
け
た
決
意
を
固

め
た
。

電話で支持を
うったえよう

選挙期間中、友人・知人に電
話で投票を依頼することは自
由です。

知人に会ったら
「お願い」を

友人・知人と出会ったとき、
「○○さんに」と投票を依頼
することは自由です。

手書きの親書で
支持拡大を

親しい友人・知人に対して、
手書きのはがきや手紙で選挙
についてお願いすることは自
由です。

誰にでもできる選挙運動

あいはらさん第一声

第23回参院選公示

働
く
者
が
安
心
で
き
る
社
会
へ

自
治
労
の
議
席
守
ろ
うつ

じ
さ
ん「
働
く
者
の
立
場
で
政
治
を
」

６
月
28
日
に
は

国
政
報
告
会
も

自
治
労
本
部
前
で
第
一
声
を
あ
げ
た
あ
い
は
ら
さ
ん
。
危
険

な
安
倍
政
権
の
動
き
に
懸
念
を
示
し
、「
働
く
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
す
」
と
述
べ
た

「政治とは人間の幸せの追求」
と力強く訴えるつじさん　　
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県
本
部
は
６
月
28
日
、
第

１
９
５
回
中
央
委
員
会
を
神
戸

市
内
で
開
い
た
。
こ
の
間
、
集

中
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
地
公

給
与
削
減
阻
止
闘
争
の
報
告
、

参
議
院
選
挙
闘
争
の
課
題
な
ど

で
議
論
を
深
め
た
。
ま
た
自
治

労
と
都
市
交
の
産
別
統
合
に

よ
っ
て
神
戸
、
尼
崎
、
伊
丹
の

各
都
市
交
単
組
と
、
日
本
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
労
働
組
合
兵

庫
県
支
部
の
県
本
部
加
盟
を
承

認
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
本
多
義

弘
委
員
長
は
、
地
公
賃
金
削
減

の
た
た
か
い
か
ら
産
別
闘
争
の

重
要
さ
に
言
及
。「
通
年
の
闘

争
態
勢
が
改
め
て
問
わ
れ
る
」

と
課
題
を
投
げ
か
け
た
。
ま
た

参
院
選
を
目
前
に
し
て
、「
自

治
労
の
代
表
で
あ
る
あ
い
は
ら

く
み
こ
を
再
選
さ
せ
よ
う
」
と

訴
え
た
。

　
経
過
報
告
で
は
、高
砂
市
職
、

町
職
連
協
、
県
職
労
が
地
公
賃

金
削
減
に
触
れ
た
。
春
闘
期
か

ら
組
織
内
外
に
国
の
不
当
性
を

訴
え
て
き
た
成
果
、
12
町
が
連

帯
す
る
機
会
に
な
っ
た
な
ど
の

発
言
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
方
針
論
議
で
は
、
育
児
・
介

護
の
不
利
益
是
正
や
出
張
時
間

中
の
時
間
外
労
働
の
取
扱
い
な

ど
、「
産
別
闘
争
を
意
識
し
た

運
動
提
起
を
」
と
の
発
言
が
め

だ
っ
た
。

　
参
院
選
を
め
ぐ
っ
て
は
、
つ

じ
泰
弘
参
議
院
議
員
が
か
け
つ

け
力
強
く
決
意
、
討
論
で
は
明

給
労
が
、「
あ
い
は
ら
さ
ん
を

国
会
に
送
り
出
し
て
自
治
体
非

正
規
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
き
た
。
何
と
し
て
も
再

選
さ
せ
た
い
」
と
訴
え
た
。

　
豊
岡
市
職
員
が
11
年
前
に
過

労
に
よ
り
自
殺
し
た
の
は
過
重

な
公
務
が
原
因
と
し
て
、
公
務

災
害
認
定
請
求
で
の
公
務
外
認

定
処
分
の
取
り
消
し
を
地
方
公

務
員
災
害
補
償
基
金
県
支
部
に

求
め
る
訴
訟
で
、
原
告
で
あ
る

妻
の
主
張
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
認

め
た
判
決
が
６
月
25
日
に
神
戸

地
裁
で
い
い
渡
さ
れ
た
。
工
藤

涼
二
裁
判
長
は
過
労
自
殺
の
原

因
が
公
務
で
あ
る
と
認
定
し
、

「
公
務
外
」
と
し
た
同
基
金
支

部
の
処
分
を
取
り
消
し
た
。

　
時
間
外
勤
務
の
認
定
に
つ
い

て
は
、
時
間
外
命
令
簿
の
４
月

22
時
間
、
５
月
14
時
間
の
み
と

い
う
被
告
の
主
張
を
退
け
、
タ

イ
ム
カ
ー
ド
打
刻
時
間
や
パ
ソ

コ
ン
の
履
歴
な
ど
を
認
め
た
。

時
間
外
勤
務
は
、
う
つ
病
発
症

し
た
５
月
19
日
か
ら
逆
算
し
て

前
１
月
目
は
約
１
０
４
時
間
、

前
２
月
目
は
約
１
０
８
時
間
と

認
定
し
た
。

　
地
域
福
祉
係
へ
の
異
動
後
の

通
常
業
務
と
地
域
福
祉
計
画
策

定
業
務
の
過
重
性
に
つ
い
て

は
、
17
年
の
キ
ャ
リ
ア
、
上
司
・

同
僚
の
支
援
、
平
均
的
な
公
務

の
範
囲
な
ど
の
被
告
の
主
張
で

は
な
く
、引
き
継
ぎ
業
務
も「
雲

を
つ
か
む
よ
う
な
」
地
域
福
祉

計
画
の
策
定
な
ど
の
公
務
の
質

的
過
重
な
ど
原
告
の
主
張
を
踏

ま
え
て
、
配
置
転
換
後
の
通
常

業
務
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
、

２
ヵ
月
に
わ
た
る
時
間
外
勤
務

な
ど
、
全
て
心
理
的
負
荷
の
強

度
は
Ⅱ
と
認
定
し
た
。

　
う
つ
病
発
症
の
時
期
は
、
被

告
と
原
告
の
主
張
を
退
け
、
原

告
に
有
利
な
５
月
19
日
と
認
定

し
た
。
判
決
か
ら
２
週
間
以
内

に
同
基
金
が
控
訴
し
な
け
れ

ば
、
判
決
は
確
定
す
る
。

　
判
決
後
の
記
者
会
見
で
妻
は

「
11
年
間
と
い
う
長
い
取
り
組

み
で
、
や
っ
と
夫
の
無
念
が
晴

れ
た
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

　
国
か
ら
の
地
方
公
務
員
給
与

を
継
続
し
た
。

　
第
１
９
５
回
中
央
委
員
会
で

は
、
第
１
次
闘
争
ま
で
の
闘
争

経
過
を
「
春
闘
総
括
の
た
め
の

組
織
討
議
案
」
と
し
て
提
案
。

依
然
継
続
中
の
単
組
に
つ
い
て

は
、
９
月
議
会
、
13
確
定
闘
争

を
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
む
こ

引
き
下
げ
強
制
（
地

公
賃
金
削
減
）
に
対

し
て
県
本
部
は
、
４

月
26
日
（
第
１
次
）

と
５
月
17
日
（
第
２

次
）
に
ヤ
マ
場
を
設

定
し
て
た
た
か
っ

た
。
そ
れ
以
降
は
、

産
別
内
の
情
報
共
有

を
密
に
し
、
単
組
と

連
帯
し
た
取
り
組
み

と
も
確
認
し
た
。

　
地
公
賃
金
削
減
の
県
内
の
状

況
は
、
削
減
提
案
あ
り
が
32
単

組
。削
減
提
案
な
し
が
14
単
組
。

提
案
あ
り
の
内
、
一
時
金

に
は
反
映
さ
せ
な
い
な

ど
、
緩
和
措
置
が
あ
っ
た

の
は
27
単
組
で
あ
る
（
い

ず
れ
も
６
月
末
時
点
）。

　
６
月
議
会
以
降
に
継
続

協
議
と
な
っ
た
単
組
も
５

つ
あ
り
、
支
援
態
勢
が
必

要
だ
。

　
一
律
７
・５
％
カ
ッ
ト
提
案
に

よ
っ
て
交
渉
決
裂
と
な
っ
た
高

砂
で
は
、
労
使
合
意
無
視
の
不

誠
実
な
対
応
を
是
正
さ
せ
る
た

め
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
る
。

　
書
面
化
に
い
た
っ
た
の
は
12

単
組
で
、
自
律
的
労
使
関
係
を

意
識
し
た
組
織
づ
く
り
も
引
き

続
く
課
題
だ
。

（
本
連
載
は
今
号
で
終
了
し
ま

す
）

　バレーボール大会
は、６月30日宝塚市で
開催。決勝戦は、順調
に勝ち進んだ豊岡市職
労と、準決勝を接戦で
南あわじ市職労を退け
た小野市職がたたかっ
た。終始リードし優位
に試合を運んだ小野が
連覇を達成。８月５日
橿原市で開催される、
近畿地連大会への出場
権を獲得した。

　一方、野球大会は、
1・2回戦を勝ち上がっ
た宝塚市職労と神戸市
従。三田市職労と上郡
町職が準決勝で対戦。
決勝戦は本塁打で上郡
に競り勝った三田と、
好投で宝塚を抑えた神
戸が対戦。試合巧者の
神戸が2本塁打などで
得点を重ね、８対０で
連覇し、近畿地連大会
への出場を果たした。

8月30日
〆  切

給与削減強制問題⑥

訴
訟
ま
で
の
経
過
　
02
年
５
月
、
地

域
福
祉
計
画
策
定
の
業
務
を
担
う
豊

岡
市
職
員
（
当
時
39
歳
）
が
過
労
自

殺
に
追
い
や
ら
れ
、
03
年
２
月
、
公

務
災
害
認
定
を
申
請
し
た
が
「
公
務

外
」
の
認
定
。
10
年
９
月
に
は
、
基

金
本
部
審
査
会
が
再
審
査
請
求
を
棄

却
し
た
。
10
年
10
月
に
遺
族
が
原
告

と
な
り
、
公
務
外
認
定
の
取
り
消
し

を
求
め
て
訴
訟
提
起
し
て
い
た

テーマは 「ペット」
まんがコンクールの作品募集

　県本部は文化活動の一環
として、まんがコンクール
を行います。募集要項は次
の通り。
・	テーマ「ペット」
・	応募〆切　８月30日（金）
・	応募対象　組合員　組合
員の家族、退職者

・	作品規格　Ｂ５版。１コ

マ・４コマ自由、カラー・
白黒　各自由
･	その他　詳細は、組合事
務所にお尋ね下さい
･	賞金（商品券）
【大笑】１点・２万円
【おもしろ笑】３点・各５千円
【いまいち笑】５点・各３千円

長いたたかいを支えてくれた仲間にお礼
を述べる豊岡市職労の川端委員長　　　

過労自殺 「公務上」と認定

豊岡裁判闘争

神
戸
地
裁
が
判
決

「
や
っ
と
夫
の
無
念
が
晴
れ
た
」

原
告

第195回中央委員会

都
市
交
３
単
組
が
加
盟

あ
い
は
ら
再
選
の
決
意
固
め
る

８
割
強
で
緩
和
措
置

国
の
賃
下
げ
強
制
押
し
返
す

当面する課題に全力をあげることを確認した

近畿大会への出場チーム決まる

小野が連覇 神戸 ２本塁打

中央委員会では地公賃
金削減阻止に対する発
言が持ち寄られた　　

賞金（商品券）
【大笑】１点・２万円　【お
もしろ笑】３点・各５千
円　【いまいち笑】５点・

各３千円
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　自治労兵庫県本部
　書記長／森蔭　守・編集人／西岡　裕
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選
挙
が
終
わ
っ

て
、
子
ど
も
が
夏

休
み
に
入
り
、
に

ぎ
や
か
な
日
は
続

い
て
い
る
。
教
科

書
を
放
り
投
げ
た

息
子
は
母
親
に
正

座
さ
せ
ら
れ
説
教

を
受
け
て
い
る
。教
科
書
に
は
、

「
こ
の
教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
を
に
な
う
皆
さ
ん
へ
の

期
待
を
こ
め
税
金
に
よ
っ
て
無

償
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
書
い

て
あ
る
▼
説
教
は
夏
休
み
の
宿

題
に
も
及
ぶ
。「
毎
日
や
る
こ

と
」「
最
後
に
な
っ
て
あ
わ
て

る
く
ら
い
な
ら
今
の
う
ち
や
る

よ
う
に
」
や
り
と
り
を
隣
で
見

て
い
て
、「
夏
休
み
は
遊
ぶ
た

め
に
あ
る
」
宿
題
は
最
後
に
泣

き
な
が
ら
や
る
も
の
」「
始
業

式
の
日
は
先
生
も
忙
し
い
か
ら

集
め
な
い
。
９
月
１
日
で
も
間

に
合
う
ぞ
」
と
現
実
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
、
母
親
を
怒
ら

せ
、
家
庭
内
の
気
温
も
ど
ん
ど

ん
上
が
る
▼
国
の
借
金
は
増
え

続
け
て
い
る
。「
将
来
の
子
ど

も
た
ち
に
借
金
を
回
し
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
聞
か

な
く
な
っ
た
。
宿
題
の
や
り
方

は
い
ろ
い
ろ
だ
が
、「
や
ら
な

い
」
と
い
う
選
択
は
な
い
だ
ろ

う
。
戦
争
の
た
め
に
税
金
を
使

い
た
い
政
治
家
に
は
正
座
さ
せ

て
説
教
を
し
た
い
。

２日　コウノトリと人の共生社会を考えるツアー（豊岡）
２日　共済県支部第17回総代会・第１回単組代表者
　　　会議（神戸）
10日　あま湯闘争終結報告集会

（尼崎・ホテル「ホップイン」）

当面の日程

ダイエット

長谷川	昭三
（兵庫県職労）

　
参
議
員
選
挙
の
結
果
、
自
治
労
組
織
内
「
あ
い
は
ら
く
み

こ
」
さ
ん
が
、
民
主
党
へ
の
厳
し
い
逆
風
の
な
か
、
約
23
万

票
を
獲
得
し
当
選
。
兵
庫
県
本
部
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
結

成
し
、自
治
体
や
単
組
な
ど
を
訪
れ
取
り
組
み
を
強
化
し
た
。

あ
い
は
ら
候
補
は
、
兵
庫
県
内
で
、
前
回
参
議
院
選
を
上
回

る
７
７
０
９
票
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
兵
庫
や
大
阪
で
民

主
党
が
議
席
を
失
う
な
ど
惨
敗
。
自
民
が
圧
勝
し
、
非
改
選

の
議
席
と
あ
わ
せ
て
過
半
数
を
確
保
し
た
。

　
民
主
党
へ
の
逆
風
が
増
す

中
、政
権
交
代
後
の
株
価
上
昇
、

円
安
効
果
な
ど
、
輸
出
関
連
の

大
企
業
に
有
利
な
景
気
動
向
も

先
行
。
マ
ス
コ
ミ
の
「
ね
じ
れ

解
消
が
焦
点
」
と
い
う
争
点
隠

し
。
そ
れ
ら
が
あ
い
ま
っ
て
、

国
民
の
安
倍
政
権
へ
の
あ
い
ま

い
な
期
待
感
が
、自
民
党
圧
勝
、

民
主
党
が
歴
史
的
な
敗
北
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
組
織
内
候
補
の
「
あ

い
は
ら
」
さ
ん
は
、
公
示
日
以

降
、ま
さ
に
全
国
を
駆
け
回
り
、

支
持
を
訴
え
、
自
治
労
の
議
席

を
死
守
し
た
。

　
当
選
の
知
ら
せ
を
受
け
た
あ

い
は
ら
さ
ん
は
「
生
活
者
、
働

く
者
の
『
声
』
を
国
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に

頑
張
る
。
平
和
を
守
り
、
将
来

に
希
望
が
持
て
る
国
を
実
現
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
引
き

続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
」
と
、
決
意
を
述
べ
た
。

　
新
聞
各
紙
の
論
評
を
み
る
と
、

　
兵
庫
選
挙
区
は
、
県
本
部
が

推
薦
し
た
、つ
じ
泰
弘
候
補
が
、

議
席
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
つ
じ
候
補
は
、
連
日
、
細
野

豪
志
幹
事
長
な
ど
党
本
部
の
応

援
を
受
け
、
民
主
党
の
議
席
は

「
社
会
保
障
、
福
祉
を
守
り
、

子
育
て
支
援
推
進
の
一
議
席
」

と
訴
え
た
。
選
挙
戦
最
終
日
の

20
日
に
は
、
海
江
田
万
里
代
表

と
と
も
に
、井
戸
知
事
候
補
と
、

元
町
な
ど
で
街
頭
演
説
、
支
持

を
呼
び
か
け
た
が
、
維
新
の
候

補
に
差
を
広
げ
ら
れ
た
。

　
参
議
院
選
と
同
時
に
行
わ
れ

た
知
事
選
挙
は
、
県
本
部
が
推

薦
す
る
、
現
職
の
井
戸
敏
三
候

補
の
事
実
上
の
信
任
投
票
と

な
っ
た
。

　
井
戸
さ
ん
は
、
相
手
候
補
に

１
０
０
万
票
も
の
大
差
を
つ

け
、
過
去
最
多
得
票
を
得
て
４

選
を
果
た
し
た
。

　
県
本
部
は
７
月
10
日
、
県
人

事
委
員
会
に
対
し
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。
地
公
賃
金
削
減
で
７

月
か
ら
賃
金
減
額
が
生
じ
る
こ

と
な
ど
か
ら
生
活
を
改
善
す
る

た
め
の
賃
金
水
準
を
確
保
す
る

よ
う
求
め
た
。

　
本
多
義
弘
委
員
長
は
、「
県

の
勧
告
が
市
町
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
」
と
人
事
委
に
慎
重

な
対
応
を
求
め
た
。

　
森
蔭
守
書
記
長
は
、「
県
の

給
与
削
減
措
置
を
中
止
す
る
よ

う
勧
告
を
」
と
述
べ
、
組
合
員

の
生
活
改
善
を
訴
え
た
。

　
人
事
委
員
会
の
青
山
善
敬
委

員
長
は
、
①
一
時
金
は
２
年
ぶ

り
の
増
加
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

が
一
部
の
業
種
に
限
ら
れ
て
い

る
②
官
民
比
較
は
４
月
段
階
の

給
与
で
行
っ
て
い
る
が
、
地
公

賃
金
削
減
を
ど
う
取
り
扱
う
か

は
検
討
中
と
の
回
答
に
と
ど

ま
っ
た
。【
２
面
に
関
連
】

読
売
は
「
黄
金
の
３
年
間
を
手

に
入
れ
た
」、
産
経
は
「
千
載
一

遇
の
好
機
が
来
た
」
と
表
現
し
、

「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
向
け

た
解
釈
見
直
し
を
た
め
ら
う
な
」

と
し
て
い
る
。
一
方
、
毎
日
は
、

政
権
へ
の
「
白
紙
委
任
で
は
な

い
」、
朝
日
は
「
問
わ
れ
る
自
己

修
正
力
」
と
表
現
し
、
国
会
内

で
の
ね
じ
れ
は
解
消
し
た
が
、

民
意
と
政
権
と
の
ね
じ
れ
が
あ

る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

　
自
治
労
が
、そ
の
議
席
を
確
保

し
た
意
味
は
、極
め
て
大
き
い
。

第23回参議院議員選挙に関する自治労見解（要旨）
　7 月 21 日、第 23 回参議院選挙の投開票が行われた。まず、この間、
全国各地で、組織内候補・推薦候補への支援に、奮闘を重ねていただい
たすべての皆さんに深く敬意と御礼を申し上げる。
　民主党への逆風が吹き荒れる中、自治労の組織内候補「あいはらくみ
こ」（比例代表）は 23 万 5,636 票を獲得し、議席を死守することができ
たが、同じく「武内則男」（高知選挙区）については、奮闘及ばず、再
選を果たすことができなかった。
　かつて経験したことのない厳しい選挙戦において、自治労が上位当選
という形で、組織内候補「あいはらくみこ」の議席を守り、政治的影響
力を維持することができたのは、ひとえに、県本部・単組・組合員が、
支援をいただいた産別・団体の皆さんとともに、現在の政治の危機的状
況を共有化し、最後の最後まで諦めることなく、取り組みを徹底し、重
ねた成果である。苦しい選挙戦であったが、３年前の参議院選挙を大き
く上回る票を獲得し、自治労の団結を内外に示すことができた。今回の
成果を、次の闘いにつなげていかなければならない。
　この参議院選挙によって、与党である自民党、公明党が改選議席を大
きく上回る 76 議席を獲得し、衆参ともに与党が国会運営の主導権を握
ることとなった。
　巨大化した自民党が、経済成長を最優先に、世論を無視する形で原発
再稼働を推し進め、脱原発を逆流させようとしていることや、社会保障
や公共サービスを縮小し、弱者切り捨ての政治を行おうとしていること
に我々は警戒しなければならない。また、世論や様々な立場の有識者か
ら厳しい批判を受け、憲法 96 条の改正を後退させざるを得なかったも
のの、安倍政権が、悲願である、集団的自衛権行使のための憲法解釈の
変更と、９条を始めとする憲法改正に向けて地ならしを開始することは
目に見えている。日本維新の会などを合わせた右派的な勢力の暴走をど
う食い止めていくかが今後の重大な課題である。
　こうした政治の危機的状況を前に、我々は傍観者であってはならない。
国政の大部分を、強権的かつ新自由主義な勢力が占めることとなった結
果、格差の一層の拡大、社会のさらなる不安定化を招く恐れがある。原発・
エネルギー政策や、憲法等に関しては、自民党などの政策が大多数の国
民意識を反映しているとは言えないにもかかわらず、一方で、国民意識
に対応した「中道」を代表する政治勢力が強固に確立されていないのが
現状である。東アジア周辺諸国との協調を基礎に、「共生と連帯に基づ
く持続可能な社会」への転換を実現することが喫緊の課題であり、そう
した社会をめざす政治勢力を、民主党を中心に再構築するため、我々は、
取り組みを進めていかなければならない。
　自治労は、連合・公務労協に結集し、また広範な民主的勢力との連帯
の強化を図るとともに、雇用を軸とする安心社会の構築と地域公共サー
ビスの発展・強化、自律的労使関係制度の実現と分権・自治の推進など、
政策実現に改めて邁進していく。自治労のめざす社会への転換、自民党
などへの対抗軸となる政治勢力の再構築に向け、単組・県本部、組合員
の皆さんのより一層の結集をお願いする。
　2013 年 7 月 22 日

全日本自治団体労働組合　　
中央執行委員長 徳永 秀昭　

あいはらさん再選

第23回参院選

自
治
労
の
議
席
を
確
保

県
内
得
票
数
は
前
回
参
院
選
上
回
る

兵
庫
県
知
事
選

井
戸
さ
ん
が
圧
勝

選挙区

つ
じ
さ
ん
次
点
に
終
わ
る

民
主
党
へ
の
逆
風
厳
し
く

人事委申入

地
公
賃
金
減
の
実
態
訴
え
る

「
生
活
改
善
」の
視
点
を

県の削減措置中止を求めた

当
選
の
知
ら
せ
を
受
け
、
あ
い

は
ら
く
み
こ
さ
ん
は
全
国
の
仲

間
の
力
強
い
支
援
に
お
礼
申
し

あ
げ
る
と
語
っ
た
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　「福島朝鮮学校保養キャン
プ in 宝塚」に宝塚市職労も
取り組んでいる。放射能汚染
という困難な中に置かれてい
る福島朝鮮初中学級学校の子
どもたちを９月 19 日から４
日間、宝塚に迎えて保養キャ
ンプを行う。
　保養キャンプの運営は、カ
ンパで成り立っている。県内
組合員の方のご理解と協力を
要請する。

＜振込先＞
ゆうちょ銀行
口座番号　00950-4-110385
口座名　朝鮮学校を支える宝
　　　　塚市民の会

福島朝鮮学校保養キャンプ
カンパのご支援を

　
神
戸
地
裁
で
原
告
が
全
面
勝

訴
し
た
豊
岡
過
労
自
殺
裁
判

は
、
７
月
８
日
、
地
方
公
務
員

災
害
補
償
基
金
が
控
訴
し
た
。

　
過
労
に
よ
っ
て
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
た
こ
と
は
明
確
、
こ
れ

以
上
の
裁
判
の
引
き
延
ば
し
は

被
害
者
の
名
誉
毀
損
、
原
告
に

対
す
る
著
し
い
人
権
侵
害
で
し

か
な
い
。
今
回
、
不
当
に
も
控

訴
し
た
こ
と
で
、
裁
判
闘
争
は

高
裁
へ
と
移
る
が
、
県
本
部
は

最
後
ま
で
支
援
す
る
。

ナ
ー
を
集
め
て
初
め
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
企
画
。
一
方
、
安
倍

政
権
に
よ
っ
て
右
傾
化
が
強
ま

る
中
、
粘
り
強
く
平
和
講
座
を

続
け
て
い
る
地
区
も
少
な
く
な

い
。

　
期
間
中
の
延
べ
ラ
ン
ナ
ー
数

は
約
８
０
０
人
と
な
る
。

県
実
行
委
員
会
も
同
行
し
た
。

こ
の
う
ち
多
可
町
で
は
、
副
町

長
が
「
行
政
の
責
任
と
し
て
採

択
を
し
た
い
」
と
力
強
い
言
葉

を
も
ら
っ
た
。

　
リ
レ
ー
を
「
地
域
の
交
流
の

場
に
」
と
意
識
的
な
議
論
を
重

ね
て
き
た
地
区
で
は
、
ラ
ン

戸
市
役
所
前
に
到
着
し
た
。
延

べ
15
日
間
で
兵
庫
県
全
市
町
を

走
り
つ
な
い
だ
。

　
平
和
友
好
祭
で
は
、
自
治
体

要
請
を
行
い
非
核
自
治
体
宣
言

の
採
択
と
採
択
団
体
に
は
平
和

行
政
の
推
進
を
求
め
て
い
る
。

５
つ
の
未
採
択
団
体
の
内
、
兵

庫
県
、
佐
用
、
多
可
に
は
、
現

地
実
行
委
員
会
の
申
し
入
れ
に

　
６
月
20
日
、
兵
庫
県
庁
前
を

出
発
し
た
第
29
回
反
核
平
和
の

火
リ
レ
ー
は
、
７
月
29
日
、
神

  

篠
山
市 

西
新
町
浄
水
場

　
県
本
部
公
企
評
は
７
月
17
日
、
但
馬
丹
波

ブ
ロ
ッ
ク
公
企
評
結
成
の
取
り
組
み
と
し
て

篠
山
市
西
新
町
浄
水
場
で
職
場
安
全
点
検
を

行
な
っ
た
。

　
同
市
上
水
道
課
の
西
垣
新
一
課
長
か
ら
浄

水
場
の
沿
革
や
市
安
全
衛
生
委
員
会
の
状
況

の
説
明
を
受
け
た
後
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

基
づ
き
事
務
室
、急
速
ろ
過
池
、沈
殿
池
、薬

品
室
、電
気
室
な
ど
職
場
巡
回
を
行
な
っ
た
。

　
改
善
点
と
し
て
、
ス
チ
ー
ル
棚
の
転
落
防

止
対
策
、
沈
殿
池
通
路
に
転
落
防
止
柵
の
新

設
、
薬
品
受
入
の
誤
注
入
防
止
策
の
措
置
な

ど
10
項
目
を
整
理
し
た
。

  

川
西
市 

久
代
浄
水
場

　
阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
水
道
部
会
は
、
7
月
24
日

に
川
西
市
久
代
浄
水
場
で
、
阪
神
間
の
7
単

組
17
人
が
参
加
し
職
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
た
。
同
水
道
部
会
で
は
、
7
月
の
自
治

労
安
全
衛
生
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
部
外
者
な

ど
違
っ
た
視
点
で
モ
デ
ル
巡
視
を
行
い
、
全

職
場
で
快
適
な
職
場
環
境
の
追
求
を
し
て
い

る
。

　
職
場
巡
視
で
は
、
西
本
水
道
部
会
長
（
西

宮
水
労
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
川
西
市
上
下

水
道
局
の
広
橋
浄
水
課
長
よ
り
浄
水
場
の
概

要
説
明
後
に
、
自
治
労
作
成
の
「
職
場
改
善

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
も
と
に
行
っ
た
。

　
巡
視
後
に
参
加
者
か
ら
講
評
を
行
い
「
①

工
具
や
道
具
を
ま
と
め
て
保
管
し
整
理
を
②

薬
品
タ
ン
ク
防
液
堤
の
高
さ
が
低
い
③
ポ
ン

プ
室
が
資
材
置
き
場
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど

の
改
善
点
が
出
さ
れ
た
。

　
川
西
市
は
県
営
水
道
よ
り
約
87
％
を
受
水

し
、
南
部
に
あ
る
同
浄
水
場
は
、
約
13
％
の

自
己
水
を
守
り
、
直
営
体
制
で
24
時
間
運
転

監
視
を
し
て
い
る
施
設
で
あ
っ
た
。

ト
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
あ
げ
、「
今

後
も
各
府
省
と
連
携
し
て
防
止

推
進
に
努
め
る
」
と
述
べ
た
。

　
非
常
勤
職
員
等
の
処
遇
改
善

で
は
、「
６
ヵ
月
超
え
る
雇
用
期

間
の
場
合
は
、
当
初
か
ら
年
休

を
付
与
す
べ
き
」
と
追
及
し
た
。

　
人
勧
期
の
た
た
か
い
は
、
７

月
30
日
中
央
行
動
も
配
置
さ

れ
、
大
衆
行
動
を
背
景
に
交
渉

を
継
続
さ
せ
て
い
く
。

摘
。
人
事
院
は
「
パ
ワ
ハ
ラ
の

言
動
例
」の
周
知
や「
ア
ン
ケ
ー

絡
会
は
、「
特
例
減
額
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
認
識
が
基

本
」
と
訴
え
た
。

　
雇
用
と
年
金
の
接
続
で
連
絡

会
は
、
人
事
院
に
早
期
の
対
応

を
求
め
「
夏
の
段
階
で
具
体
的

な
措
置
を
勧
告
す
べ
き
」
と
強

調
し
た
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
苦
情
相

談
件
数
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
よ
り
も

パ
ワ
ハ
ラ
が
多
い
実
態
を
指

強
調
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内

容
で
は
、
雇
用
と
年
金
の
接
続
、

超
過
勤
務
の
縮
減
、ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
を
求
め
て
い
る
。

　
７
月
17
日
に
は
、
要
求
書
に

基
づ
き
連
絡
会
幹
事
ク
ラ
ス
の

交
渉
が
行
わ
れ
た
。

　
勧
告
作
業
に
つ
い
て
人
事
院

は
、
５
月
１
日
～
６
月
18
日
ま

で
の
期
間
で
実
態
調
査
を
終

え
、
現
在
集
計
中
と
説
明
。
連

　
公
務
員
連
絡
会
（
連
絡
会
）

は
６
月
20
日
、「
２
０
１
３
人
事

院
勧
告
に
関
わ
る
要
求
書
」
を

原
恒
雄
人
事
院
総
裁
に
提
出
。

人
勧
期
の
た
た
か
い
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
要
求
書
は
、
①
公
務

員
労
働
者
の
賃
金
②
労
働
諸
条

件
の
改
善
③
非
常
勤
職
員
等
の

処
遇
改
善
な
ど
が
柱
で
、
勧
告

に
あ
た
っ
て
は
連
絡
会
と
十
分

な
協
議
と
合
意
を
行
う
こ
と
を

　
自
治
労
と
都
市
交
の
産
別

統
合
に
伴
い
、
県
内
の
３
単

組
が
県
本
部
加
盟
。
紹
介
を

２
回
に
わ
た
っ
て
行
う
。

　
神
戸
交
通
労
働
組
合
は
、

神
戸
市
営
の
バ
ス
、
地
下
鉄

で
働
く
仲
間
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
敗
戦
２
ヵ
月
後
、
県
下
で

最
初
に
労
働
組
合
を
再
建
。

そ
の
後
、
１
９
４
７
年
１
月

に
労
働
組
合
の
再
編
に
よ

り
、「
都
市
交
通
労
働
組
合

連
合
会
」（
都
市
交
）が
発
足
、

同
年
９
月
に
神
戸
交
通
労
組

も
都
市
交
に
加
わ
っ
た
。

　
当
時
の
交
通
事
業
で
は
、

乗
務
員
に
対
す
る
屈
辱
的

な
身
体
検
査
が
行
わ
れ
て

お
り
、「
私
金
証
明
の
な
い

５
０
０
円
を
所
持
し
て
い

た
」
と
し
て
、
４
時
間
に
お

よ
ぶ
取
り
調
べ
の
末
、
女
子

車
掌
が
自
殺
に
至
る
事
件
が

あ
っ
た
（
63
年
）。
組
合
員

の
怒
り
は
神
戸
か
ら
全
国
に

広
が
り
、
身
体
検
査
を
廃
止

さ
せ
た
。

　
98
年
、
当
局
は
阪
神
大
震

災
の
影
響
や
規
制
緩
和
を
背

景
に
「
経
営
問
題
に
つ
い
て

の
提
案
」
を
示
し
た
。
こ
れ

を
機
に
同
労
組
は
、「
神
交
ア

ク
シ
ョ
ン
21
Ｃ
」（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）

を
発
足
。
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
提
言
を

中
心
に
対
策
型
か
ら
提
言
型

へ
の
運
動
変
換
を
は
か
り
、

地
下
鉄
海
岸
線
の
開
業
と
バ

ス
路
線
再
編・営
業
所
の
委
託

な
ど
、
困
難
な
課
題
も
精
力

的
に
解
決
し
て
い
っ
た
。

　
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
提
言
か
ら
は
、

市
内
の
福
祉
施
設
を
巡
回
す

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
バ
ス

や
七
夕
列
車
な
ど
、
市
民
に

親
し
ま
れ
る
取
り
組
み
も
生

ま
れ
て
い
る
。

　
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
同
労
組
の
運
動
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
多
い
。

人
勧
期
闘
争
ス
タ
ー
ト

「
雇
用
と
年
金
」早
期
の
措
置
求
め
る

上

都市交の
単組紹介

提言型の運動で
市民アピールも

神戸交通労組

「
転
落
防
止
柵
が
必
要
」

県
内
２
ヵ
所
で
職
場
安
全
点
検

公企評

自治体要請行動や
平和学習 粘り強く
第29回反核平和の火リレーが到着

公
災
認
定
基
金

不
当
に
も
控
訴

豊
岡
裁
判
闘
争

チェックリストをもとに巡視する（久代浄水場）

手づくりの横断幕でリレーを盛り上げた園児たち（市川町）
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先
日
、
あ
る
催
し

で
人
を
背
負
う
機

会
が
あ
り
、
そ
う

い
え
ば
、
も
う
ず

い
ぶ
ん
と
人
を
背

負
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
気
が
付

い
た
。
中
学
校
の

部
活
で
友
人
を
背
負
っ
て
ダ
ッ

シ
ュ
し
た
こ
と
。
脳
梗
塞
の
親

戚
の
お
っ
ち
ゃ
ん
を
背
負
っ
て

病
院
へ
の
道
を
急
い
だ
こ
と
。

遠
い
昔
、
家
族
で
出
か
け
た
山

登
り
、
途
中
で
疲
れ
果
て
た
私

を
な
ぜ
か
通
り
す
が
り
の
お
っ

ち
ゃ
ん
が
背
負
っ
て
山
を
降
り

て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞

く
。
背
負
い
、背
負
わ
れ
歩
ん
で

ゆ
く
人
生
▼
社
会
保
障
負
担
が

１
人
の
高
齢
者
を
多
く
の
若
者

で
支
え
る
お
み
こ
し
型
か
ら
３

人
で
支
え
る
騎
馬
戦
型
へ
、
そ

し
て
１
対
１
の
肩
車
型
へ
と
変

化
し
て
い
る
中
で
、
さ
ら
に
医

療
費
の
自
己
負
担
割
合
の
引
き

上
げ
や
、
生
活
保
護
費
の
減
額
、

介
護
保
険
で
は
要
支
援
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
な
ど
が
取

り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
▼
原
発
な

ど
の
負
の
遺
産
や
問
題
だ
ら
け

の
改
憲
論
議
等
と
ん
で
も
な
い

も
の
ま
で
し
ょ
い
込
ま
さ
れ
る

世
の
中
だ
。
少
し
で
も
長
く
背

負
う
側
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
体

力
強
化
に
務
め
よ
う
。
そ
し
て
、

背
負
わ
れ
る
と
き
に
備
え
て
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
も
務
め
よ
う
。

１～２日　第12回執行委員会･専従者会議
（神戸・フルーツフラワーパーク）

３日　県本部第４四半期会計監査（県本部）
27～28日　県本部第63回定期大会（舞子ビラ）

当面の日程

支えきれるの？

大	植　	賢
（豊岡市職労）

　
県
本
部
公
企
評
は
、
第
29
回

自
治
労
水
週
間
の
取
り
組
み
と

し
て
、
平
和
・
人
権
・
環
境
実
行

委
員
会
と
と
も
に
８
月
２
日
、

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
な

ど
で
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
人
の
共

生
社
会
を
考
え
る
ツ
ア
ー
」
に

取
り
組
ん
だ
。

　
２
０
０
５
年
９
月
に
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
自
然
放
鳥
が
同
公
園
で

行
な
わ
れ
る
前
段
に
も
、
水
週

間
で
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
が
、
８

年
後
の
今
年
、
再
び
同
地
を
訪

れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰

や
飼
育
の
取
り
組
み
に
学
ん

だ
。
姫
路
駅
と
宝
塚
か
ら
バ
ス

２
台
に
分
乗
し
た
11
単
組
59
人

が
参
加
し
た
。

　
姫
路
グ
ル
ー
プ
と
宝
塚
グ

ル
ー
プ
と
で
交
代
し
な
が
ら
兵

庫
県
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
で

の
講
演
と
豊
岡
市
立
コ
ウ
ノ
ト

リ
文
化
館
で
の
シ
ア
タ
ー
観

賞
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
の
説
明

な
ど
を
受
け
た
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
の
研

究
棟
で
は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
も

う
一
度
大
空
に
戻
そ
う
」を
テ
ー

マ
に
環
境
学
習
指
導
員
の
阪
本

利
明
さ
ん
が
絶
滅
の
原
因
や
人

工
飼
育
や
自
然
放
鳥
に
向
け
た

取
り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
。
絶
滅
の
主
な
原
因
は

農
薬
の
使
用
に
よ
る
水
銀
で
あ

る
と
話
し
た
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で
は
、

ビ
デ
オ
を
通
し
て
、
人
工
飼
育

で
自
然
放
鳥
し
た
の
は
83
羽
、

現
在
飼
育
中
は
83
羽
で
あ
る
こ

と
、
放
鳥
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
、
長
野
、
滋
賀
、
岡
山
、
和

歌
山
な
ど
で
観
測
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
学
ん
だ
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
一
度
破
壊

さ
れ
た
環
境
を
再
生
さ
せ
た
取

り
組
み
に
感
動
し
ま
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環
境
ひ
ょ
う
ご
（
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
）
は
８
月
３
日
、
総
会
と
学
習
会
を
神
戸
市
内
で
開
い

た
。
こ
の
間
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
の
見
直
し
論
議
を

重
ね
て
き
た
結
果
、
数
年
ぶ
り
の
総
会
を
開
催
し
た
。
改
憲

や
原
発
再
稼
働
の
動
き
が
強
ま
る
中
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
を

は
か
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
学
習
会
で
は
、
自
民
党
の
日
本

国
憲
法
改
正
草
案
に
沿
っ
て
、
問
題
点
を
具
体
的
に
学
ん
だ
。

　「
改
憲
論
の
問
題
点―

憲
法

理
念
と
政
治―

」
と
題
す
る
学

習
会
に
は
、
自
治
労
、
教
組
、

解
放
同
盟
な
ど
か
ら
約
80
人
が

参
加
。
主
催
者
を
代
表
し
て
本

多
義
弘
代
表
委
員
（
県
本
部
委

員
長
）
は
、「
自
民
党
が
中
心

の
国
会
の
中
で
、
平
和
、
憲
法
、

人
権
、
環
境
を
マ
イ
ナ
ス
の
方

向
に
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
地
域
か
ら
運
動
の
再

構
築
を
進
め
て
い
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
講
師
は
、
名
古
屋
学
院
大
学

の
飯
島
滋
明
准
教
授
。
飯
島
さ

ん
は
、「
自
民
党
改
憲
草
案
は
、

憲
法
の
基
本
原
理
を
転
換
さ
せ

て
い
る
」
と
説
明
。「
国
民
に

国
旗
・
国
歌
を
強
制
す
る
法
律

を
つ
く
る
こ
と
も
可
能
に
な

る
」と
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
、

「
立
憲
主
義
（
憲
法
は
権
力
担

当
者
を
制
限
す
る
と
い
う
原

則
）
を
転
覆
さ
せ
、
国
民
の
自

由
と
人
権
を
制
限
す
る
内
容
」

と
批
判
し
た
。
ま
た
、
今
後
の

　平和友好祭兵庫県
実行委員会は８月３
日、「神戸港の戦争
の歴史といま」を考
えるフィールドワー
クを行った。自治労、
全港湾などの青年女
性22人が参加した。
　私学会館に集合
後、「平和な港を守
るために」と題して
全港湾の戸崎正巳さんが講演。「近年、神
戸港に自衛艦が入港している。有事が最優
先の風潮がつくられつつある。市民の反対
の声がなければ、平和は常に脅かされる」
と参加者に訴えた。
　フィールドワークは、戦争への道を許さ
ない女たちの会の小城智子さんの案内でス
タート。三宮神社、海岸通銃弾の残るビル群、
戦没した船と海員の資料館を訪れた。資料
館では、「戦中、商業船が兵士や物資の輸送
に用いられた。死亡率は軍人よりも民間人
の方が高い」と戦争の悲惨さを学んだ。

課
題
と
し
て
、
市
民
に
「
憲
法

へ
の
理
解
」
を
広
め
る
こ
と
が

重
要
だ
と
訴
え
た
。

　
学
習
会
前
段
に
行
わ
れ
た
総

会
で
は
、
会
費
の
見
直
し
、
新

規
加
盟
団
体
と
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連

が
新
た
な
仲
間
に
加
わ
る
こ
と

な
ど
を
確
認
し
た
。

　
共
済
県
支
部
は
、
第
17
回
自

治
労
共
済
兵
庫
県
支
部
総
代

会
、
単
組
代
表
者
会
議
を
８
月

２
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
本
多
義

弘
支
部
長
（
県
本
部
委
員
長
）

は
、
自
治
労
共
済
が
６
月
に
全

労
済
と
完
全
統
合
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
関
係
者
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
「
今
後
、
労
働
運
動
と
共

済
運
動
を
車
の
両
輪
と
し
、
取

り
組
み
を
強
化
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　
続
い
て
、
議
案
の
審
議
に
入

り
、
第
１
号
議
案
・
２
０
１
２

年
度
事
業
報
告
、第
２
号
議
案
・

２
０
１
２
年
度
決
算
報
告
を
西

田
浩
樹
事
務
局
長
が
提
案
し
、

拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。
引

き
続
き
、
第
１
回
単
組
代
表

者
会
議
の
議
案
審
議
に
移
り

２
０
１
３
年
度
事
業
計
画
案
、

事
業
目
標
案
・
予
算
案
が
可
決
・

承
認
さ
れ
た
。

　
２
０
１
２
年
度
の
単
組
表
彰

で
は
、
団
体
生
命
共
済
表
彰
５

単
組
、
自
動
車
共
済
表
彰
13
単

組
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
高

砂
市
職
に
記
念
品
目
録
が
贈
呈

さ
れ
た
。

自民党「改憲案」を批判

平和フォーラム

国
民
の
人
権
を
制
限

憲
法
へ
の
理
解
広
げ
よ
う

学
習
会

神戸港の歴史といま
平友祭がフィールドワーク

学習会には約80人が参加した

自然放鳥に向け飼育されているコウノトリ

案内する小城さん

自治労水週間

大
空
へ
83
羽
を
放
鳥

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
人
の
共
生
考
え
る

統
合
後
、初
の
総
代
会

「
自
治
労
運
動
と
と
も
に
」

共
済
県
支
部
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県
本
部
現
業
評
議
会
は
、
８

月
９
日
に
神
戸
・
舞
子
ビ
ラ
で

２
０
１
３
総
会
を
開
き
、
活
動

方
針
と
役
員
体
制
を
決
め
た
。

前
日
に
発
表
さ
れ
た
今
年
の
人

事
院
報
告
で
再
度
の
技
能
労
務

職
員
賃
金
の
民
間
水
準
へ
の
引

き
下
げ
が
明
記
さ
れ
、
こ
れ
に

反
対
す
る
強
力
な
運
動
の
再
構

築
を
明
記
し
た
総
会
宣
言
を
採

択
し
た
。
総
会
に
は
33
単
組

１
１
９
人
が
参
加
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
長
谷
川

克
彦
議
長
は
「
現
業
職
員
は
減

少
し
て
い
る
が
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
と
し
て
直
営
堅

持
、
人
員
確
保
、
災
害
対
策
、

活
性
化
な
ど
に
全
力
を
あ
げ
よ

う
。
そ
の
た
め
の
活
発
な
議
論

を
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
来
年
度
の
活
動
方
針
で
は
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
や
現
業
賃

金
の
再
引
き
下
げ
に
対
す
る
取

り
組
み
が
強
調
さ
れ
た
。
発
言

で
は
加
古
川
市
職
労
よ
り
学
校

給
食
の
民
間
委
託
に
反
対
す
る

地
域
ビ
ラ
配
布
の
住
民
宣
伝
の

取
り
組
み
報
告
が
あ
っ
た
。

　
現
評
４
役
は
、
引
き
続
き
長

谷
川
議
長
の
も
と
田
村
和
生
副

議
長
、
足
立
道
昭
事
務
局
次
長

が
新
た
に
選
出
さ
れ
た
。

　
総
会
後
の
記
念
講
演
で
は「
地

公
賃
金
削
減
反
対
の
た
た
か
い

と
今
後
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に

森
蔭
守
書
記
長
が
、
春
闘
期
か

ら
の
賃
金
削
減
反
対
の
取
り
組

み
で
は
単
組
の
交
渉
を
後
押
し

す
る
統
一
行
動
配
置
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
た
と
述
べ
、
巨
大
な

自
民
党
政
権
の
財
政
健
全
化
法

に
よ
る
賃
金
抑
制
圧
力
に
抗
し

切
れ
る
単
組
力
量
と
統
一
行
動

の
重
要
性
を
改
め
て
強
調
し
た
。

　
県
本
部
障
害
労
働
者
評
議
会

は
、「
第
30
回
自
治
体
に
働
く

障
害
労
働
者
の
つ
ど
い
」
の
開

催
に
向
け
、
淡
路
３
市
と
播
磨

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
単
組
を
訪
ね
要

請
行
動
を
実
施
し
た
。

　
事
業
主
は
、
法
律
に
定
め
ら

れ
た
割
合
で
障
害
者
を
雇
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
法

定
雇
用
率
が
４
月
か
ら
自
治
体

は
２
・
３
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

県
内
は
全
て
満
た
し
て
い
る
。

し
か
し
、
職
員
数
が
少
な
い
自

治
体
は
、
１
人
で
も
障
害
者
が

退
職
す
れ
ば
、
違
反
状
態
に
な

る
。
要
請
行
動
で
は
、
単
組
役

員
と
障
害
者
の
働
き
や
す
さ
の

状
態
な
ど
を
聞
き
「
つ
ど
い
」

の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
自
治
労
が
差
別
禁
止

法
成
立
を
求
め
て
き
た
が
、
政

権
交
代
で
障
害
者
差
別
解
消
法

と
し
て
成
立
し
た
。
事
業
主
に

障
害
者
が
働
く
上
で
の
合
理
的

配
慮
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
が
、

当
事
者
が
声
を
あ
げ
、
労
働
組

合
の
取
り
組
み
で
押
し
上
げ
な

い
と
進
ま
な
い
。
障
害
者
同
士

の
交
流
は
重
要
だ
。

　
つ
ど
い
は
、９
月
21
～
22
日
、

神
戸
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
で
開
催
す
る
。

下

都市交の
単組紹介

　
尼
崎
交
通
労
組
は
、
尼
崎

市
営
バ
ス
の
運
転
手
な
ど
の

仲
間
で
組
織
さ
れ
、
１
９
４

８
年
６
月
に
尼
崎
市
職
員
組

合
交
通
支
部
と
し
て
組
合
が

結
成
さ
れ
、
50
年
に
、
都
市

交
通
尼
崎
労
働
組
合
が
誕
生

し
た
。
現
執
行
委
員
長
の
久

米
貴
志
さ
ん
に
、
話
を
う
か

が
っ
た
。

　
今
で
は
珍
し
く
な
い
「
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
」。
実
は
、

尼
崎
が
、
全
国
に
先
駆
け
１

９
９
８
年
に
導
入
し
た
。
当

時
、
尼
崎
か
ら
都
市
交
本
部

に
派
遣
し
て
い
た
役
員
が
、

運
輸
省（
当
時
）と「
人
に
や
さ

し
い
バ
ス
、
環
境
に
や
さ
し

い
バ
ス
」
の
導
入
な
ど
を
協

　「
公
営
交
通
が
こ
の
21
世
紀

社
会
に
お
い
て
環
境
、
福
祉
、

ま
ち
づ
く
り
等
の
面
か
ら
不

可
欠
」。
伊
丹
交
通
労
組
は
、

自
ら
の
仕
事
を
こ
の
よ
う
に

位
置
付
け
、
厳
し
い
合
理
化

攻
撃
の
中
、
職
場
を
守
る
た

た
か
い
を
続
け
て
い
る
。

　
同
労
組
は
１
９
４
９
年
３

月
に
結
成
、
同
時
に
都
市
交

に
加
盟
し
た
。
交
通
事
故
に

よ
る
罪
と
一
般
刑
事
事
犯
に

よ
る
罪
が
同
様
に
取
り
扱
わ

れ
て
い
る
分
限
条
例
の
改
正

や
、
当
局
に
よ
る
不
当
労
働

行
為
（
組
合
人
事
干
渉
や
不

誠
実
交
渉
な
ど
）
反
対
な
ど

の
た
た
か
い
を
重
ね
て
き
た
。

　「
現
在
の
課
題
は
正
規
採

用
が
な
い
こ
と
。
あ
わ
せ
て

非
正
規
の
組
織
化
」
と
話
す

の
は
、
同
労
組
の
山
口
修
一

委
員
長
。
運
転
手
の
２
割
強

が
嘱
託
と
な
り
、「
自
治
労

は
非
正
規
を
組
織
化
し
、
実

践
も
進
ん
で
い
る
。
学
ん
で

い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
る
。

　
一
方
、
運
転
手
な
ど
の
定

数
に
こ
だ
わ
っ
て
交
渉
し
て

き
た
の
も
事
実
だ
。
以
前
は

超
勤
で
ま
わ
し
て
き
た
時
期

も
あ
っ
た
が
、
健
康
や
職
場

を
守
る
た
め
に
も
、
人
員
配

置
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

　
行
革
で
公
営
交
通
は
縮
小

傾
向
に
あ
る
。同
労
組
で
は
、

公
営
交
通
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
月
１
回
の

「
一
声
運
動
」
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

全
国
初
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
導
入

尼
崎
交
通
労
組

足
の
弱
っ
た
高
齢
者
は
１
度

の
信
号
で
渡
り
切
れ
ず
、
ほ

ん
の
短
い
距
離
な
の
に
２
１

０
円
を
払
っ
て
バ
ス
を
利
用

す
る
と
い
う
。久
米
さ
ん
は
、

民
営
化
の
危
惧
を
「
市
民
の

移
動
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ

る
の
か
不
安
だ
」
と
語
る
。

非
正
規
の
組
織
化
進
め
た
い

伊
丹
交
通
労
組

議
。
本
部
役
員
退
任
後
、
高

齢
社
会
を
見
す
え
た
政
策
要

求
を
取
り
組
み
実
現
さ
せ
た
。

　
現
在
の
課
題
は
、
昨
年
７

月
、
尼
崎
市
公
営
企
業
審
議

会
が
、
２
０
１
６
年
度
に
バ

ス
事
業
を
完
全
民
営
化
す
る

と
、
答
申
し
た
こ
と
だ
。「
民

間
で
出
来
る
こ
と
は
民
間

で
」
が
理
由
の
１
つ
と
さ
れ

た
。
隣
の
大
阪
市
で
は
、
バ

ス
の
運
転
手
と
い
う
業
種
だ

け
で
公
民
の
賃
金
比
較
が
さ

れ
、
意
図
的
な
バ
ッ
シ
ン
グ

の
構
図
が
描
き
出
さ
れ
、
攻

撃
の
矢
面
に
さ
れ
、
尼
崎
に

も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。

組
合
員
の
雇
用
確
保
に
向
け
、

今
後
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
。

　
健
常
者
に
は
片
側
３
車
線

の
国
道
43
号
線
の
横
断
も
さ

ほ
ど
苦
に
な
ら
な
い
。
で
も

　
第
35
回
自
治
労
近
畿
地
連
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
、
８
月
５
～
６

日
に
か
け
て
、
奈
良
県
橿
原
市

で
行
わ
れ
た
。
大
会
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
（
女
子
）、
野
球
で
行

わ
れ
、
兵
庫
か
ら
は
県
本
部
大

会
で
優
勝
し
た
小
野
市
職
（
バ

レ
ー
）、
神
戸
市
従
（
野
球
）

が
出
場
。
神
戸
が
５
年
ぶ
り
２

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
バ
レ
ー
で
小
野
は
、
１
回
戦

で
奈
良
県
職
労
と
対
戦
し
、
接

戦
の
末
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
０

対
２
で
敗
れ
た
。
結
果
、
豊
中

市
職
が
10
連
覇
し
た
。

　
野
球
で
神
戸
は
、
準
決
勝
で

強
豪
大
阪
市
従
と
対
戦
、
投
手

戦
の
末
、１
対
０
で
勝
利
し
た
。

決
勝
戦
で
は
桜
井
市
職
と
対
戦

し
、
19
対
１
で
大
勝
し
た
。

再び賃下げの動き

現 評 総 会

運
動
の
再
構
築
を
確
認

人
事
院
が
技
能
労
務
職
に
言
及

障
害
労
働
者
の
交
流
を

「
つ
ど
い
」呼
び
か
け
で
オ
ル
グ

神戸市従 5年ぶりのV
近畿地連野球大会で

食育の取り組みを報告する野田さん（川西市職労）

駅前での一声運動

全国に先がけ導入

ナインに胴上げされる長谷川監督
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